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平成１７年第１回平成１７年第１回平成１７年第１回平成１７年第１回
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午前１０時００分 開議午前１０時００分 開議午前１０時００分 開議午前１０時００分 開議

●議長中西勇夫君 これより本日の会議を開●議長中西勇夫君 これより本日の会議を開●議長中西勇夫君 これより本日の会議を開●議長中西勇夫君 これより本日の会議を開

きます。きます。きます。きます。

●議長中西勇夫君 日程の第１、会議録署名●議長中西勇夫君 日程の第１、会議録署名●議長中西勇夫君 日程の第１、会議録署名●議長中西勇夫君 日程の第１、会議録署名

議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。議員を指名いたします。

２番 広 島 雄 偉君２番 広 島 雄 偉君２番 広 島 雄 偉君２番 広 島 雄 偉君

３番 五十嵐 聡君３番 五十嵐 聡君３番 五十嵐 聡君３番 五十嵐 聡君

を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。を指名いたします。

●議長中西勇夫君 次に日程の第２、一般質●議長中西勇夫君 次に日程の第２、一般質●議長中西勇夫君 次に日程の第２、一般質●議長中西勇夫君 次に日程の第２、一般質

問に入ります。問に入ります。問に入ります。問に入ります。

発言通告により、順次発言を許します。発言通告により、順次発言を許します。発言通告により、順次発言を許します。発言通告により、順次発言を許します。

８番谷内八重子君。８番谷内八重子君。８番谷内八重子君。８番谷内八重子君。

●８番谷内八重子君（登壇） 平成17年第１●８番谷内八重子君（登壇） 平成17年第１●８番谷内八重子君（登壇） 平成17年第１●８番谷内八重子君（登壇） 平成17年第１

回定例会に当たり、さきに通告してあります回定例会に当たり、さきに通告してあります回定例会に当たり、さきに通告してあります回定例会に当たり、さきに通告してあります

大綱３点について市長並びに教育長に質問し大綱３点について市長並びに教育長に質問し大綱３点について市長並びに教育長に質問し大綱３点について市長並びに教育長に質問し

ます。ます。ます。ます。

大綱の１点目の環境行政について、市長の大綱の１点目の環境行政について、市長の大綱の１点目の環境行政について、市長の大綱の１点目の環境行政について、市長の

平成17年度市政執行方針の主要施策の１つで平成17年度市政執行方針の主要施策の１つで平成17年度市政執行方針の主要施策の１つで平成17年度市政執行方針の主要施策の１つで

ある人と自然が調和したまちづくりについてある人と自然が調和したまちづくりについてある人と自然が調和したまちづくりについてある人と自然が調和したまちづくりについて

お伺いします。この中で、美唄市の豊かな自お伺いします。この中で、美唄市の豊かな自お伺いします。この中で、美唄市の豊かな自お伺いします。この中で、美唄市の豊かな自

然を守り、環境への負荷を抑制する循環型社然を守り、環境への負荷を抑制する循環型社然を守り、環境への負荷を抑制する循環型社然を守り、環境への負荷を抑制する循環型社

会に向けた取り組みが重要となっている。こ会に向けた取り組みが重要となっている。こ会に向けた取り組みが重要となっている。こ会に向けた取り組みが重要となっている。こ

のため廃棄物の適正処理や宮島沼などの保全のため廃棄物の適正処理や宮島沼などの保全のため廃棄物の適正処理や宮島沼などの保全のため廃棄物の適正処理や宮島沼などの保全

など、環境に配慮した市民ぐるみの取り組みなど、環境に配慮した市民ぐるみの取り組みなど、環境に配慮した市民ぐるみの取り組みなど、環境に配慮した市民ぐるみの取り組み

により、人と自然が調和したまちづくりを進により、人と自然が調和したまちづくりを進により、人と自然が調和したまちづくりを進により、人と自然が調和したまちづくりを進

めていくと述べられました。めていくと述べられました。めていくと述べられました。めていくと述べられました。

次に、環境行動の推進では、快適で良好な次に、環境行動の推進では、快適で良好な次に、環境行動の推進では、快適で良好な次に、環境行動の推進では、快適で良好な

環境づくりに向けて市が率先して行動する環環境づくりに向けて市が率先して行動する環環境づくりに向けて市が率先して行動する環環境づくりに向けて市が率先して行動する環

境行動プログラムの構築と「美しきまちづく境行動プログラムの構築と「美しきまちづく境行動プログラムの構築と「美しきまちづく境行動プログラムの構築と「美しきまちづく

り条例」の制定に取り組んでいくとの方針をり条例」の制定に取り組んでいくとの方針をり条例」の制定に取り組んでいくとの方針をり条例」の制定に取り組んでいくとの方針を

打ち出されましたが、市が率先して行動する打ち出されましたが、市が率先して行動する打ち出されましたが、市が率先して行動する打ち出されましたが、市が率先して行動する

環境プログラムの構築についてとは具体的に環境プログラムの構築についてとは具体的に環境プログラムの構築についてとは具体的に環境プログラムの構築についてとは具体的に

はどのようなものか、また「美しきまちづくはどのようなものか、また「美しきまちづくはどのようなものか、また「美しきまちづくはどのようなものか、また「美しきまちづく

り条例」制定について、その概要と条例制定り条例」制定について、その概要と条例制定り条例」制定について、その概要と条例制定り条例」制定について、その概要と条例制定

に向けてのタイムスケジュールについてお伺に向けてのタイムスケジュールについてお伺に向けてのタイムスケジュールについてお伺に向けてのタイムスケジュールについてお伺

いします。いします。いします。いします。

２つには、循環型社会の実現に向けた取り２つには、循環型社会の実現に向けた取り２つには、循環型社会の実現に向けた取り２つには、循環型社会の実現に向けた取り

組みについてですが、ごみの減量化について、組みについてですが、ごみの減量化について、組みについてですが、ごみの減量化について、組みについてですが、ごみの減量化について、

特に不法投棄についてお伺いいたします。美特に不法投棄についてお伺いいたします。美特に不法投棄についてお伺いいたします。美特に不法投棄についてお伺いいたします。美

唄まちづくりの事業評価で、ごみの減量化の唄まちづくりの事業評価で、ごみの減量化の唄まちづくりの事業評価で、ごみの減量化の唄まちづくりの事業評価で、ごみの減量化の

推移を見ますと、特に減量化を進めている中推移を見ますと、特に減量化を進めている中推移を見ますと、特に減量化を進めている中推移を見ますと、特に減量化を進めている中

で増加傾向が見られましたのが不法投棄であで増加傾向が見られましたのが不法投棄であで増加傾向が見られましたのが不法投棄であで増加傾向が見られましたのが不法投棄であ

りました。平成13年度には４件であったものりました。平成13年度には４件であったものりました。平成13年度には４件であったものりました。平成13年度には４件であったもの

が平成14年度には28件となっております。自が平成14年度には28件となっております。自が平成14年度には28件となっております。自が平成14年度には28件となっております。自

然破壊や環境汚染につながるもので、心ない然破壊や環境汚染につながるもので、心ない然破壊や環境汚染につながるもので、心ない然破壊や環境汚染につながるもので、心ない

行動に残念でなりません。行動に残念でなりません。行動に残念でなりません。行動に残念でなりません。

１つには、その後の15年度、16年度につい１つには、その後の15年度、16年度につい１つには、その後の15年度、16年度につい１つには、その後の15年度、16年度につい

てはどのような状況になっているのか。さらてはどのような状況になっているのか。さらてはどのような状況になっているのか。さらてはどのような状況になっているのか。さら

に、平成15年11月25日付の施策評価表を見まに、平成15年11月25日付の施策評価表を見まに、平成15年11月25日付の施策評価表を見まに、平成15年11月25日付の施策評価表を見ま

すと、不法投棄に関する評価について具体的すと、不法投棄に関する評価について具体的すと、不法投棄に関する評価について具体的すと、不法投棄に関する評価について具体的

に触れられていないように伺いましたので、に触れられていないように伺いましたので、に触れられていないように伺いましたので、に触れられていないように伺いましたので、

どのようなものが投棄されているのか、量などのようなものが投棄されているのか、量などのようなものが投棄されているのか、量などのようなものが投棄されているのか、量な

どを含めた不法投棄の状況と今後の取り組みどを含めた不法投棄の状況と今後の取り組みどを含めた不法投棄の状況と今後の取り組みどを含めた不法投棄の状況と今後の取り組み

についてをお伺いします。についてをお伺いします。についてをお伺いします。についてをお伺いします。

２つには、生ごみの堆肥化を推進するため２つには、生ごみの堆肥化を推進するため２つには、生ごみの堆肥化を推進するため２つには、生ごみの堆肥化を推進するため

に現在サンアール推進員の方々へご協力をいに現在サンアール推進員の方々へご協力をいに現在サンアール推進員の方々へご協力をいに現在サンアール推進員の方々へご協力をい

ただいて行っている段ボールによる生ごみのただいて行っている段ボールによる生ごみのただいて行っている段ボールによる生ごみのただいて行っている段ボールによる生ごみの

堆肥化についてですが、昨年11月のメロディ堆肥化についてですが、昨年11月のメロディ堆肥化についてですが、昨年11月のメロディ堆肥化についてですが、昨年11月のメロディ

ーに実際に行った方々からのアンケート調査ーに実際に行った方々からのアンケート調査ーに実際に行った方々からのアンケート調査ーに実際に行った方々からのアンケート調査

などを掲載し、参加者拡大への広報啓発をさなどを掲載し、参加者拡大への広報啓発をさなどを掲載し、参加者拡大への広報啓発をさなどを掲載し、参加者拡大への広報啓発をさ

れています。その後余り日はたっていませんれています。その後余り日はたっていませんれています。その後余り日はたっていませんれています。その後余り日はたっていません

が、市民の皆さんの反応はどうだったのでしが、市民の皆さんの反応はどうだったのでしが、市民の皆さんの反応はどうだったのでしが、市民の皆さんの反応はどうだったのでし

ょうか、お伺いします。ょうか、お伺いします。ょうか、お伺いします。ょうか、お伺いします。

２つ目は、脱温暖化社会の構築について、２つ目は、脱温暖化社会の構築について、２つ目は、脱温暖化社会の構築について、２つ目は、脱温暖化社会の構築について、

環境への負荷を抑制するということから、温環境への負荷を抑制するということから、温環境への負荷を抑制するということから、温環境への負荷を抑制するということから、温
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室効果ガス排出抑制に向け、２月16日京都議室効果ガス排出抑制に向け、２月16日京都議室効果ガス排出抑制に向け、２月16日京都議室効果ガス排出抑制に向け、２月16日京都議

定書が発効されました。日本は、2008年から2定書が発効されました。日本は、2008年から2定書が発効されました。日本は、2008年から2定書が発効されました。日本は、2008年から2

012年の間に1990年時の基準値に比べて６％少012年の間に1990年時の基準値に比べて６％少012年の間に1990年時の基準値に比べて６％少012年の間に1990年時の基準値に比べて６％少

ない量にまで二酸化炭素を削減するという目ない量にまで二酸化炭素を削減するという目ない量にまで二酸化炭素を削減するという目ない量にまで二酸化炭素を削減するという目

標を掲げています。地球温暖化は、あらゆる標を掲げています。地球温暖化は、あらゆる標を掲げています。地球温暖化は、あらゆる標を掲げています。地球温暖化は、あらゆる

ところに深刻な被害をもたらしていると言わところに深刻な被害をもたらしていると言わところに深刻な被害をもたらしていると言わところに深刻な被害をもたらしていると言わ

れ、近年の異常気象やそれによる自然災害、れ、近年の異常気象やそれによる自然災害、れ、近年の異常気象やそれによる自然災害、れ、近年の異常気象やそれによる自然災害、

台風、洪水、高温の夏日等々、温暖化が原因台風、洪水、高温の夏日等々、温暖化が原因台風、洪水、高温の夏日等々、温暖化が原因台風、洪水、高温の夏日等々、温暖化が原因

であると言われています。日本においても二であると言われています。日本においても二であると言われています。日本においても二であると言われています。日本においても二

酸化炭素の排出量は年々ふえ続け、将来へ大酸化炭素の排出量は年々ふえ続け、将来へ大酸化炭素の排出量は年々ふえ続け、将来へ大酸化炭素の排出量は年々ふえ続け、将来へ大

きな環境負荷を増大させていて深刻な問題ときな環境負荷を増大させていて深刻な問題ときな環境負荷を増大させていて深刻な問題ときな環境負荷を増大させていて深刻な問題と

言われております。地球上に排出される温室言われております。地球上に排出される温室言われております。地球上に排出される温室言われております。地球上に排出される温室

効果ガスの大部分は、エネルギー利用により効果ガスの大部分は、エネルギー利用により効果ガスの大部分は、エネルギー利用により効果ガスの大部分は、エネルギー利用により

排出される二酸化炭素と言われています。そ排出される二酸化炭素と言われています。そ排出される二酸化炭素と言われています。そ排出される二酸化炭素と言われています。そ

の中でも過去20年間に人間活動により排出さの中でも過去20年間に人間活動により排出さの中でも過去20年間に人間活動により排出さの中でも過去20年間に人間活動により排出さ

れた二酸化炭素は、４分の３は化石燃料、いれた二酸化炭素は、４分の３は化石燃料、いれた二酸化炭素は、４分の３は化石燃料、いれた二酸化炭素は、４分の３は化石燃料、い

わゆる石油、石炭の燃焼によるもので、残りわゆる石油、石炭の燃焼によるもので、残りわゆる石油、石炭の燃焼によるもので、残りわゆる石油、石炭の燃焼によるもので、残り

の４分の１は特に森林の減少によるものと言の４分の１は特に森林の減少によるものと言の４分の１は特に森林の減少によるものと言の４分の１は特に森林の減少によるものと言

われています。以前は、公害問題など企業がわれています。以前は、公害問題など企業がわれています。以前は、公害問題など企業がわれています。以前は、公害問題など企業が

もたらす被害が大きな問題だったのが最近でもたらす被害が大きな問題だったのが最近でもたらす被害が大きな問題だったのが最近でもたらす被害が大きな問題だったのが最近で

は小口の家庭や事務所、自動車などにおけるは小口の家庭や事務所、自動車などにおけるは小口の家庭や事務所、自動車などにおけるは小口の家庭や事務所、自動車などにおける

二酸化炭素の排出量が伸びていると言われ、二酸化炭素の排出量が伸びていると言われ、二酸化炭素の排出量が伸びていると言われ、二酸化炭素の排出量が伸びていると言われ、

今後にあっては生活からの排出量がふえてい今後にあっては生活からの排出量がふえてい今後にあっては生活からの排出量がふえてい今後にあっては生活からの排出量がふえてい

く傾向にあると言われています。生活に要すく傾向にあると言われています。生活に要すく傾向にあると言われています。生活に要すく傾向にあると言われています。生活に要す

るエネルギー利用によって排出される二酸化るエネルギー利用によって排出される二酸化るエネルギー利用によって排出される二酸化るエネルギー利用によって排出される二酸化

炭素の排出量が温暖化の要因になっていると炭素の排出量が温暖化の要因になっていると炭素の排出量が温暖化の要因になっていると炭素の排出量が温暖化の要因になっていると

いうことは、被害をこうむっている私たちがいうことは、被害をこうむっている私たちがいうことは、被害をこうむっている私たちがいうことは、被害をこうむっている私たちが

実は加害者であるということになるわけです。実は加害者であるということになるわけです。実は加害者であるということになるわけです。実は加害者であるということになるわけです。

脱温暖化に向け、石油にかわる燃料電池など脱温暖化に向け、石油にかわる燃料電池など脱温暖化に向け、石油にかわる燃料電池など脱温暖化に向け、石油にかわる燃料電池など

の再生可能なエネルギー開発や導入を推進しの再生可能なエネルギー開発や導入を推進しの再生可能なエネルギー開発や導入を推進しの再生可能なエネルギー開発や導入を推進し

たり、バイオマスと先端的な環境研究や実用たり、バイオマスと先端的な環境研究や実用たり、バイオマスと先端的な環境研究や実用たり、バイオマスと先端的な環境研究や実用

化に向けた技術開発の取り組み、自動車の排化に向けた技術開発の取り組み、自動車の排化に向けた技術開発の取り組み、自動車の排化に向けた技術開発の取り組み、自動車の排

出ガスの規制など、ほか幾つも対策を講じな出ガスの規制など、ほか幾つも対策を講じな出ガスの規制など、ほか幾つも対策を講じな出ガスの規制など、ほか幾つも対策を講じな

がら地球温暖化防止に取り組んでいますが、がら地球温暖化防止に取り組んでいますが、がら地球温暖化防止に取り組んでいますが、がら地球温暖化防止に取り組んでいますが、

国民１人ひとりの意識を変え、ライフスタイ国民１人ひとりの意識を変え、ライフスタイ国民１人ひとりの意識を変え、ライフスタイ国民１人ひとりの意識を変え、ライフスタイ

ルを変えなければ、二酸化炭素の削減にはつルを変えなければ、二酸化炭素の削減にはつルを変えなければ、二酸化炭素の削減にはつルを変えなければ、二酸化炭素の削減にはつ

ながらないと言われるようになりました。ながらないと言われるようになりました。ながらないと言われるようになりました。ながらないと言われるようになりました。

そこで、各市町村においても効果ガス排出そこで、各市町村においても効果ガス排出そこで、各市町村においても効果ガス排出そこで、各市町村においても効果ガス排出

抑制計画の策定が義務づけられていると聞い抑制計画の策定が義務づけられていると聞い抑制計画の策定が義務づけられていると聞い抑制計画の策定が義務づけられていると聞い

ておりますが、新聞報道によりますと計画策ておりますが、新聞報道によりますと計画策ておりますが、新聞報道によりますと計画策ておりますが、新聞報道によりますと計画策

定を実施されている市町村の策定率は全国平定を実施されている市町村の策定率は全国平定を実施されている市町村の策定率は全国平定を実施されている市町村の策定率は全国平

均35％で、道内の市町村においての策定率は1均35％で、道内の市町村においての策定率は1均35％で、道内の市町村においての策定率は1均35％で、道内の市町村においての策定率は1

7％で、全国平均を下回っていると報じられて7％で、全国平均を下回っていると報じられて7％で、全国平均を下回っていると報じられて7％で、全国平均を下回っていると報じられて

いました。本市においては、温室効果ガス抑いました。本市においては、温室効果ガス抑いました。本市においては、温室効果ガス抑いました。本市においては、温室効果ガス抑

制計画策定についてどのように考えているの制計画策定についてどのように考えているの制計画策定についてどのように考えているの制計画策定についてどのように考えているの

でしょうか、お伺いします。でしょうか、お伺いします。でしょうか、お伺いします。でしょうか、お伺いします。

次に、６月５日は環境の日です。６月１日次に、６月５日は環境の日です。６月１日次に、６月５日は環境の日です。６月１日次に、６月５日は環境の日です。６月１日

から30日までが環境月間でありますが、本市から30日までが環境月間でありますが、本市から30日までが環境月間でありますが、本市から30日までが環境月間でありますが、本市

ではどのような取り組みをされているのかおではどのような取り組みをされているのかおではどのような取り組みをされているのかおではどのような取り組みをされているのかお

伺いします。伺いします。伺いします。伺いします。

次に、大綱２点目の市民バスの運行につい次に、大綱２点目の市民バスの運行につい次に、大綱２点目の市民バスの運行につい次に、大綱２点目の市民バスの運行につい

て市長に質問します。執行方針の中に挙げらて市長に質問します。執行方針の中に挙げらて市長に質問します。執行方針の中に挙げらて市長に質問します。執行方針の中に挙げら

れています施策の１つであります快適な暮られています施策の１つであります快適な暮られています施策の１つであります快適な暮られています施策の１つであります快適な暮ら

しを実現するまちづくりの中の市民バスにつしを実現するまちづくりの中の市民バスにつしを実現するまちづくりの中の市民バスにつしを実現するまちづくりの中の市民バスにつ

いては、市長は利用者の視点に立って、路線いては、市長は利用者の視点に立って、路線いては、市長は利用者の視点に立って、路線いては、市長は利用者の視点に立って、路線

の見直しを行い、経営の効率化を図りながら、の見直しを行い、経営の効率化を図りながら、の見直しを行い、経営の効率化を図りながら、の見直しを行い、経営の効率化を図りながら、

市民の皆さんの日常生活に必要な足の確保に市民の皆さんの日常生活に必要な足の確保に市民の皆さんの日常生活に必要な足の確保に市民の皆さんの日常生活に必要な足の確保に

努めてまいりますと方針を述べられておりま努めてまいりますと方針を述べられておりま努めてまいりますと方針を述べられておりま努めてまいりますと方針を述べられておりま

す。新年度予算には、継続事業として東線運す。新年度予算には、継続事業として東線運す。新年度予算には、継続事業として東線運す。新年度予算には、継続事業として東線運

行事業が挙げられています。私は、この地域行事業が挙げられています。私は、この地域行事業が挙げられています。私は、この地域行事業が挙げられています。私は、この地域

に住んでいますので、東線のバスを利用するに住んでいますので、東線のバスを利用するに住んでいますので、東線のバスを利用するに住んでいますので、東線のバスを利用する

方々から以前にも、また最近もこのような声方々から以前にも、また最近もこのような声方々から以前にも、また最近もこのような声方々から以前にも、また最近もこのような声

をお聞きしました。をお聞きしました。をお聞きしました。をお聞きしました。

その内容の１つは、バスが定時に来ない。1その内容の１つは、バスが定時に来ない。1その内容の１つは、バスが定時に来ない。1その内容の１つは、バスが定時に来ない。1

0分以上もおくれるときがある。0分以上もおくれるときがある。0分以上もおくれるときがある。0分以上もおくれるときがある。

２つ、定時運行されないとＪＲとの乗り継２つ、定時運行されないとＪＲとの乗り継２つ、定時運行されないとＪＲとの乗り継２つ、定時運行されないとＪＲとの乗り継

ぎに関係してくるので、おくれると不安でもぎに関係してくるので、おくれると不安でもぎに関係してくるので、おくれると不安でもぎに関係してくるので、おくれると不安でも

あるし、困るなどなどですが、皆さんの生活あるし、困るなどなどですが、皆さんの生活あるし、困るなどなどですが、皆さんの生活あるし、困るなどなどですが、皆さんの生活
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にかかわる大事なこと、まして冬期間は大変にかかわる大事なこと、まして冬期間は大変にかかわる大事なこと、まして冬期間は大変にかかわる大事なこと、まして冬期間は大変

な思いをされているかと思いますので、市とな思いをされているかと思いますので、市とな思いをされているかと思いますので、市とな思いをされているかと思いますので、市と

してはこのような声を把握されているのかおしてはこのような声を把握されているのかおしてはこのような声を把握されているのかおしてはこのような声を把握されているのかお

伺いします。伺いします。伺いします。伺いします。

また、大型店ができたこと、近くの小規模また、大型店ができたこと、近くの小規模また、大型店ができたこと、近くの小規模また、大型店ができたこと、近くの小規模

商店が閉店したことでバスを利用して大型店商店が閉店したことでバスを利用して大型店商店が閉店したことでバスを利用して大型店商店が閉店したことでバスを利用して大型店

へ通う人もふえて、時間帯や路線によって利へ通う人もふえて、時間帯や路線によって利へ通う人もふえて、時間帯や路線によって利へ通う人もふえて、時間帯や路線によって利

用者が多い場合もあると聞きます。旭友近く用者が多い場合もあると聞きます。旭友近く用者が多い場合もあると聞きます。旭友近く用者が多い場合もあると聞きます。旭友近く

の橋の工事、さらにアンダーパスの工事の関の橋の工事、さらにアンダーパスの工事の関の橋の工事、さらにアンダーパスの工事の関の橋の工事、さらにアンダーパスの工事の関

係で車が込み合う旭通線、交通量の変化、踏係で車が込み合う旭通線、交通量の変化、踏係で車が込み合う旭通線、交通量の変化、踏係で車が込み合う旭通線、交通量の変化、踏

み切りもあることから運行時間にずれが生じみ切りもあることから運行時間にずれが生じみ切りもあることから運行時間にずれが生じみ切りもあることから運行時間にずれが生じ

るのではないかなど考えられると思います。るのではないかなど考えられると思います。るのではないかなど考えられると思います。るのではないかなど考えられると思います。

今年度は、新川通への乗り入れを導入するな今年度は、新川通への乗り入れを導入するな今年度は、新川通への乗り入れを導入するな今年度は、新川通への乗り入れを導入するな

どの計画もあるようですが、地域の変化によどの計画もあるようですが、地域の変化によどの計画もあるようですが、地域の変化によどの計画もあるようですが、地域の変化によ

る交通機関の路線の変更、便数の増減、区間る交通機関の路線の変更、便数の増減、区間る交通機関の路線の変更、便数の増減、区間る交通機関の路線の変更、便数の増減、区間

ごとの所要時間の見直しなどが必要と思われごとの所要時間の見直しなどが必要と思われごとの所要時間の見直しなどが必要と思われごとの所要時間の見直しなどが必要と思われ

ます。それらも含めていつごろから見直しをます。それらも含めていつごろから見直しをます。それらも含めていつごろから見直しをます。それらも含めていつごろから見直しを

し、運行実施される考えなのかお伺いします。し、運行実施される考えなのかお伺いします。し、運行実施される考えなのかお伺いします。し、運行実施される考えなのかお伺いします。

さらに、運転業務をされている方へはバスさらに、運転業務をされている方へはバスさらに、運転業務をされている方へはバスさらに、運転業務をされている方へはバス

を利用される方への対応マニュアルなどをつを利用される方への対応マニュアルなどをつを利用される方への対応マニュアルなどをつを利用される方への対応マニュアルなどをつ

くり、安心して利用していただけるよう配慮くり、安心して利用していただけるよう配慮くり、安心して利用していただけるよう配慮くり、安心して利用していただけるよう配慮

するべきだと思いますが、この点についてのするべきだと思いますが、この点についてのするべきだと思いますが、この点についてのするべきだと思いますが、この点についての

お考えをお伺いします。お考えをお伺いします。お考えをお伺いします。お考えをお伺いします。

次に、大綱３点目の教育行政の中の環境教次に、大綱３点目の教育行政の中の環境教次に、大綱３点目の教育行政の中の環境教次に、大綱３点目の教育行政の中の環境教

育について教育長に質問します。教育の中で育について教育長に質問します。教育の中で育について教育長に質問します。教育の中で育について教育長に質問します。教育の中で

も環境教育は最重要であり、その学習領域もも環境教育は最重要であり、その学習領域もも環境教育は最重要であり、その学習領域もも環境教育は最重要であり、その学習領域も

広いものと思います。小さなときから自然を広いものと思います。小さなときから自然を広いものと思います。小さなときから自然を広いものと思います。小さなときから自然を

守ることの大切さを学ぶことは、生命の大切守ることの大切さを学ぶことは、生命の大切守ることの大切さを学ぶことは、生命の大切守ることの大切さを学ぶことは、生命の大切

さを知ることにつながり、地球温暖化が危惧さを知ることにつながり、地球温暖化が危惧さを知ることにつながり、地球温暖化が危惧さを知ることにつながり、地球温暖化が危惧

されているいま環境へ教育の重要性が求めらされているいま環境へ教育の重要性が求めらされているいま環境へ教育の重要性が求めらされているいま環境へ教育の重要性が求めら

れていると思います。教育行政執行方針の中れていると思います。教育行政執行方針の中れていると思います。教育行政執行方針の中れていると思います。教育行政執行方針の中

で、総合的な学習の時間においては各教科等で、総合的な学習の時間においては各教科等で、総合的な学習の時間においては各教科等で、総合的な学習の時間においては各教科等

で身につけた知識や技能等を相互に関連づけ、で身につけた知識や技能等を相互に関連づけ、で身につけた知識や技能等を相互に関連づけ、で身につけた知識や技能等を相互に関連づけ、

学習や生活において総合的に働くよう工夫、学習や生活において総合的に働くよう工夫、学習や生活において総合的に働くよう工夫、学習や生活において総合的に働くよう工夫、

改善を図るとともに、地域人材の活用や関係改善を図るとともに、地域人材の活用や関係改善を図るとともに、地域人材の活用や関係改善を図るとともに、地域人材の活用や関係

機関、団体との連携を強化しながら、思いや機関、団体との連携を強化しながら、思いや機関、団体との連携を強化しながら、思いや機関、団体との連携を強化しながら、思いや

りをもち助け合う心をはぐくむ福祉教育、地りをもち助け合う心をはぐくむ福祉教育、地りをもち助け合う心をはぐくむ福祉教育、地りをもち助け合う心をはぐくむ福祉教育、地

域素材を活用した環境教育等に関する学習を域素材を活用した環境教育等に関する学習を域素材を活用した環境教育等に関する学習を域素材を活用した環境教育等に関する学習を

支援してまいりますと環境教育についてここ支援してまいりますと環境教育についてここ支援してまいりますと環境教育についてここ支援してまいりますと環境教育についてここ

で触れられております。地域素材を活用したで触れられております。地域素材を活用したで触れられております。地域素材を活用したで触れられております。地域素材を活用した

環境教育について、具体的にどのような学習環境教育について、具体的にどのような学習環境教育について、具体的にどのような学習環境教育について、具体的にどのような学習

の取り組みをされているのかお伺いします。の取り組みをされているのかお伺いします。の取り組みをされているのかお伺いします。の取り組みをされているのかお伺いします。

●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。

●市長桜井道夫君（登壇） 谷内議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 谷内議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 谷内議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 谷内議員の質問

にお答えします。にお答えします。にお答えします。にお答えします。

初めに、人と自然が調和したまちづくりに初めに、人と自然が調和したまちづくりに初めに、人と自然が調和したまちづくりに初めに、人と自然が調和したまちづくりに

ついてでありますが、近年温室効果ガスによついてでありますが、近年温室効果ガスによついてでありますが、近年温室効果ガスによついてでありますが、近年温室効果ガスによ

る地球温暖化やダイオキシン等の有害物質なる地球温暖化やダイオキシン等の有害物質なる地球温暖化やダイオキシン等の有害物質なる地球温暖化やダイオキシン等の有害物質な

ど地球規模の環境問題が顕在化している中で、ど地球規模の環境問題が顕在化している中で、ど地球規模の環境問題が顕在化している中で、ど地球規模の環境問題が顕在化している中で、

市民や事業者に対し環境保全への意識をより市民や事業者に対し環境保全への意識をより市民や事業者に対し環境保全への意識をより市民や事業者に対し環境保全への意識をより

高める必要があることから、庁内にワーキン高める必要があることから、庁内にワーキン高める必要があることから、庁内にワーキン高める必要があることから、庁内にワーキン

ググループを設置し、ＣＯ の削減や廃棄物のググループを設置し、ＣＯ の削減や廃棄物のググループを設置し、ＣＯ の削減や廃棄物のググループを設置し、ＣＯ の削減や廃棄物の２２２２

排出抑制、リサイクルの推進など具体的な取排出抑制、リサイクルの推進など具体的な取排出抑制、リサイクルの推進など具体的な取排出抑制、リサイクルの推進など具体的な取

り組み等について検討し、環境保全行動を推り組み等について検討し、環境保全行動を推り組み等について検討し、環境保全行動を推り組み等について検討し、環境保全行動を推

進してまいりたいと考えているところでござ進してまいりたいと考えているところでござ進してまいりたいと考えているところでござ進してまいりたいと考えているところでござ

います。います。います。います。

また、「美しきまちづくり条例」の制定にまた、「美しきまちづくり条例」の制定にまた、「美しきまちづくり条例」の制定にまた、「美しきまちづくり条例」の制定に

つきましては、市民、事業者、行政が協働でつきましては、市民、事業者、行政が協働でつきましては、市民、事業者、行政が協働でつきましては、市民、事業者、行政が協働で

資源の循環的な利用や廃棄物の減量、日常生資源の循環的な利用や廃棄物の減量、日常生資源の循環的な利用や廃棄物の減量、日常生資源の循環的な利用や廃棄物の減量、日常生

活に伴う環境に与える負荷の低減や企業活動活に伴う環境に与える負荷の低減や企業活動活に伴う環境に与える負荷の低減や企業活動活に伴う環境に与える負荷の低減や企業活動

による公害の防止などそれぞれの責務を果たによる公害の防止などそれぞれの責務を果たによる公害の防止などそれぞれの責務を果たによる公害の防止などそれぞれの責務を果た

しながら、将来にわたり市民が健康で安全なしながら、将来にわたり市民が健康で安全なしながら、将来にわたり市民が健康で安全なしながら、将来にわたり市民が健康で安全な

生活を営むことができる環境社会の構築を目生活を営むことができる環境社会の構築を目生活を営むことができる環境社会の構築を目生活を営むことができる環境社会の構築を目

指す基本的な考え方を示すもので、平成18年指す基本的な考え方を示すもので、平成18年指す基本的な考え方を示すもので、平成18年指す基本的な考え方を示すもので、平成18年

度の制定に向け取り組んでまいりたいと考え度の制定に向け取り組んでまいりたいと考え度の制定に向け取り組んでまいりたいと考え度の制定に向け取り組んでまいりたいと考え

ております。ております。ております。ております。

次に、循環型社会の実現に向けた取り組み次に、循環型社会の実現に向けた取り組み次に、循環型社会の実現に向けた取り組み次に、循環型社会の実現に向けた取り組み

について、不法投棄の状況についてでありまについて、不法投棄の状況についてでありまについて、不法投棄の状況についてでありまについて、不法投棄の状況についてでありま
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すが、平成15年度では31件で約５トン、平成1すが、平成15年度では31件で約５トン、平成1すが、平成15年度では31件で約５トン、平成1すが、平成15年度では31件で約５トン、平成1

6年度が２月末現在で17件で約６トンとなって6年度が２月末現在で17件で約６トンとなって6年度が２月末現在で17件で約６トンとなって6年度が２月末現在で17件で約６トンとなって

おり、大半が家電製品となっております。おり、大半が家電製品となっております。おり、大半が家電製品となっております。おり、大半が家電製品となっております。

不法投棄がふえた理由といたしましては、不法投棄がふえた理由といたしましては、不法投棄がふえた理由といたしましては、不法投棄がふえた理由といたしましては、

平成13年度から家電リサイクル法が施行され、平成13年度から家電リサイクル法が施行され、平成13年度から家電リサイクル法が施行され、平成13年度から家電リサイクル法が施行され、

テレビ等の家電４品目について収集、リサイテレビ等の家電４品目について収集、リサイテレビ等の家電４品目について収集、リサイテレビ等の家電４品目について収集、リサイ

クルの費用を排出者が負担することとなったクルの費用を排出者が負担することとなったクルの費用を排出者が負担することとなったクルの費用を排出者が負担することとなった

ためと考えられます。ためと考えられます。ためと考えられます。ためと考えられます。

対策としましては、注意を喚起する看板の対策としましては、注意を喚起する看板の対策としましては、注意を喚起する看板の対策としましては、注意を喚起する看板の

設置や職員の巡回のほか、警察署や空知支庁設置や職員の巡回のほか、警察署や空知支庁設置や職員の巡回のほか、警察署や空知支庁設置や職員の巡回のほか、警察署や空知支庁

とも連携を図りながら、不法投棄の調査を行とも連携を図りながら、不法投棄の調査を行とも連携を図りながら、不法投棄の調査を行とも連携を図りながら、不法投棄の調査を行

い、再発防止に努めているところでございまい、再発防止に努めているところでございまい、再発防止に努めているところでございまい、再発防止に努めているところでございま

す。す。す。す。

次に、段ボール箱を使った生ごみの堆肥化次に、段ボール箱を使った生ごみの堆肥化次に、段ボール箱を使った生ごみの堆肥化次に、段ボール箱を使った生ごみの堆肥化

についてでありますが、昨年11月号の広報にについてでありますが、昨年11月号の広報にについてでありますが、昨年11月号の広報にについてでありますが、昨年11月号の広報に

掲載後10名の方から問い合わせがあり、資料掲載後10名の方から問い合わせがあり、資料掲載後10名の方から問い合わせがあり、資料掲載後10名の方から問い合わせがあり、資料

等の提供を行いました。等の提供を行いました。等の提供を行いました。等の提供を行いました。

市としましては、堆肥づくりはごみ減量の市としましては、堆肥づくりはごみ減量の市としましては、堆肥づくりはごみ減量の市としましては、堆肥づくりはごみ減量の

有効な手段の１つと考えており、今後ともサ有効な手段の１つと考えており、今後ともサ有効な手段の１つと考えており、今後ともサ有効な手段の１つと考えており、今後ともサ

ンアール推進員と連携を図りながらイベントンアール推進員と連携を図りながらイベントンアール推進員と連携を図りながらイベントンアール推進員と連携を図りながらイベント

等で普及に努めてまいります。等で普及に努めてまいります。等で普及に努めてまいります。等で普及に努めてまいります。

次に、温室効果ガス排出抑制計画について次に、温室効果ガス排出抑制計画について次に、温室効果ガス排出抑制計画について次に、温室効果ガス排出抑制計画について

でありますが、自治体においては温室効果ガでありますが、自治体においては温室効果ガでありますが、自治体においては温室効果ガでありますが、自治体においては温室効果ガ

スの排出抑制等のための計画の策定が努力義スの排出抑制等のための計画の策定が努力義スの排出抑制等のための計画の策定が努力義スの排出抑制等のための計画の策定が努力義

務として位置づけられることから、庁内にワ務として位置づけられることから、庁内にワ務として位置づけられることから、庁内にワ務として位置づけられることから、庁内にワ

ーキンググループを設置し、省エネルギー等ーキンググループを設置し、省エネルギー等ーキンググループを設置し、省エネルギー等ーキンググループを設置し、省エネルギー等

全庁的な取り組みを行ってまいります。全庁的な取り組みを行ってまいります。全庁的な取り組みを行ってまいります。全庁的な取り組みを行ってまいります。

また、市民や事業者にも環境保全に対するまた、市民や事業者にも環境保全に対するまた、市民や事業者にも環境保全に対するまた、市民や事業者にも環境保全に対する

意識の高揚を図りながら、市民、事業者、行意識の高揚を図りながら、市民、事業者、行意識の高揚を図りながら、市民、事業者、行意識の高揚を図りながら、市民、事業者、行

政が連携しながら温暖化対策を推進してまい政が連携しながら温暖化対策を推進してまい政が連携しながら温暖化対策を推進してまい政が連携しながら温暖化対策を推進してまい

りたいと考えております。りたいと考えております。りたいと考えております。りたいと考えております。

次に、環境月間の取り組みについてであり次に、環境月間の取り組みについてであり次に、環境月間の取り組みについてであり次に、環境月間の取り組みについてであり

ますが、これまでもクリーン作戦や環境美化ますが、これまでもクリーン作戦や環境美化ますが、これまでもクリーン作戦や環境美化ますが、これまでもクリーン作戦や環境美化

コンクールなどを実施しており、清潔できれコンクールなどを実施しており、清潔できれコンクールなどを実施しており、清潔できれコンクールなどを実施しており、清潔できれ

いなまちづくりに取り組んでおります。いなまちづくりに取り組んでおります。いなまちづくりに取り組んでおります。いなまちづくりに取り組んでおります。

また、リサイクルフェアやフリーマーケッまた、リサイクルフェアやフリーマーケッまた、リサイクルフェアやフリーマーケッまた、リサイクルフェアやフリーマーケッ

ト等を通じて資源の有効活用に努め、より一ト等を通じて資源の有効活用に努め、より一ト等を通じて資源の有効活用に努め、より一ト等を通じて資源の有効活用に努め、より一

層サンアール推進に取り組みながら、環境に層サンアール推進に取り組みながら、環境に層サンアール推進に取り組みながら、環境に層サンアール推進に取り組みながら、環境に

優しいまちづくりを推進してまいりたいと考優しいまちづくりを推進してまいりたいと考優しいまちづくりを推進してまいりたいと考優しいまちづくりを推進してまいりたいと考

えております。えております。えております。えております。

次に、路線バス運行の見直しについてであ次に、路線バス運行の見直しについてであ次に、路線バス運行の見直しについてであ次に、路線バス運行の見直しについてであ

りますが、市民バスの運行については市民のりますが、市民バスの運行については市民のりますが、市民バスの運行については市民のりますが、市民バスの運行については市民の

皆さんが利用しやすい運行を心がけ、実施し皆さんが利用しやすい運行を心がけ、実施し皆さんが利用しやすい運行を心がけ、実施し皆さんが利用しやすい運行を心がけ、実施し

ているところであります。ご質問のありましているところであります。ご質問のありましているところであります。ご質問のありましているところであります。ご質問のありまし

た市民の皆さんからのご意見等については、た市民の皆さんからのご意見等については、た市民の皆さんからのご意見等については、た市民の皆さんからのご意見等については、

報告を受けており、その都度バス事業者に対報告を受けており、その都度バス事業者に対報告を受けており、その都度バス事業者に対報告を受けており、その都度バス事業者に対

し連絡しているところでございます。し連絡しているところでございます。し連絡しているところでございます。し連絡しているところでございます。

また、バスを利用される方への接客時の対また、バスを利用される方への接客時の対また、バスを利用される方への接客時の対また、バスを利用される方への接客時の対

応については、バス事業者に対しマニュアル応については、バス事業者に対しマニュアル応については、バス事業者に対しマニュアル応については、バス事業者に対しマニュアル

等を含め、十分指導してまいりたいと考えて等を含め、十分指導してまいりたいと考えて等を含め、十分指導してまいりたいと考えて等を含め、十分指導してまいりたいと考えて

おります。おります。おります。おります。

なお、アンケート調査の結果をもとに今年なお、アンケート調査の結果をもとに今年なお、アンケート調査の結果をもとに今年なお、アンケート調査の結果をもとに今年

５月にダイヤ改正を行う予定であり、新たに５月にダイヤ改正を行う予定であり、新たに５月にダイヤ改正を行う予定であり、新たに５月にダイヤ改正を行う予定であり、新たに

新川通経由便を設定するほか、ＪＲへの接続新川通経由便を設定するほか、ＪＲへの接続新川通経由便を設定するほか、ＪＲへの接続新川通経由便を設定するほか、ＪＲへの接続

便を設けることを検討しております。改正内便を設けることを検討しております。改正内便を設けることを検討しております。改正内便を設けることを検討しております。改正内

容につきましては、広報紙でお知らせするこ容につきましては、広報紙でお知らせするこ容につきましては、広報紙でお知らせするこ容につきましては、広報紙でお知らせするこ

ととしております。ととしております。ととしております。ととしております。

●議長中西勇夫君 教育長。●議長中西勇夫君 教育長。●議長中西勇夫君 教育長。●議長中西勇夫君 教育長。

●教育長村上忠雄君（登壇） 谷内議員のご●教育長村上忠雄君（登壇） 谷内議員のご●教育長村上忠雄君（登壇） 谷内議員のご●教育長村上忠雄君（登壇） 谷内議員のご

質問にお答えをいたします。質問にお答えをいたします。質問にお答えをいたします。質問にお答えをいたします。

環境教育についてでありますが、地球の温環境教育についてでありますが、地球の温環境教育についてでありますが、地球の温環境教育についてでありますが、地球の温

暖化現象や酸性雨など環境悪化の問題は地球暖化現象や酸性雨など環境悪化の問題は地球暖化現象や酸性雨など環境悪化の問題は地球暖化現象や酸性雨など環境悪化の問題は地球

規模の大きな課題であると考えております。規模の大きな課題であると考えております。規模の大きな課題であると考えております。規模の大きな課題であると考えております。

このような環境問題に対応するためには、世このような環境問題に対応するためには、世このような環境問題に対応するためには、世このような環境問題に対応するためには、世

界のあらゆる人々が協調して取り組むことが界のあらゆる人々が協調して取り組むことが界のあらゆる人々が協調して取り組むことが界のあらゆる人々が協調して取り組むことが

必要であり、人間と環境とのかかわりについ必要であり、人間と環境とのかかわりについ必要であり、人間と環境とのかかわりについ必要であり、人間と環境とのかかわりについ

て理解を深め、自然と共生し、身近なところて理解を深め、自然と共生し、身近なところて理解を深め、自然と共生し、身近なところて理解を深め、自然と共生し、身近なところ

から１人ひとりが具体的な行動として進めてから１人ひとりが具体的な行動として進めてから１人ひとりが具体的な行動として進めてから１人ひとりが具体的な行動として進めて
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いくことが大切であります。環境教育は、学いくことが大切であります。環境教育は、学いくことが大切であります。環境教育は、学いくことが大切であります。環境教育は、学

校教育においていずれの教科等にもかかわる校教育においていずれの教科等にもかかわる校教育においていずれの教科等にもかかわる校教育においていずれの教科等にもかかわる

内容を持っており、学校全体の教育活動を通内容を持っており、学校全体の教育活動を通内容を持っており、学校全体の教育活動を通内容を持っており、学校全体の教育活動を通

して総合的に進めていくことが効果的な方法して総合的に進めていくことが効果的な方法して総合的に進めていくことが効果的な方法して総合的に進めていくことが効果的な方法

であると考えております。であると考えております。であると考えております。であると考えております。

現在総合的な学習の時間において、地域素現在総合的な学習の時間において、地域素現在総合的な学習の時間において、地域素現在総合的な学習の時間において、地域素

材として宮島沼を探求し、マガンの生態を通材として宮島沼を探求し、マガンの生態を通材として宮島沼を探求し、マガンの生態を通材として宮島沼を探求し、マガンの生態を通

して自然及び環境について考える活動や学校して自然及び環境について考える活動や学校して自然及び環境について考える活動や学校して自然及び環境について考える活動や学校

林をテーマとして環境保護の取り組みを進め林をテーマとして環境保護の取り組みを進め林をテーマとして環境保護の取り組みを進め林をテーマとして環境保護の取り組みを進め

る学校があるなど、環境に対する意識は確実る学校があるなど、環境に対する意識は確実る学校があるなど、環境に対する意識は確実る学校があるなど、環境に対する意識は確実

に高まっております。に高まっております。に高まっております。に高まっております。

また、ごみ問題を取り上げ、身近な環境美また、ごみ問題を取り上げ、身近な環境美また、ごみ問題を取り上げ、身近な環境美また、ごみ問題を取り上げ、身近な環境美

化のためごみ拾い等の活動を行う学校もあり化のためごみ拾い等の活動を行う学校もあり化のためごみ拾い等の活動を行う学校もあり化のためごみ拾い等の活動を行う学校もあり

ます。今後は、社会科等各教科で身につけたます。今後は、社会科等各教科で身につけたます。今後は、社会科等各教科で身につけたます。今後は、社会科等各教科で身につけた

知識や技能と関連づけ、よりよい環境を創造知識や技能と関連づけ、よりよい環境を創造知識や技能と関連づけ、よりよい環境を創造知識や技能と関連づけ、よりよい環境を創造

していこうとする実践的な態度や資質、能力していこうとする実践的な態度や資質、能力していこうとする実践的な態度や資質、能力していこうとする実践的な態度や資質、能力

を育成していくよう努めてまいりたいと考えを育成していくよう努めてまいりたいと考えを育成していくよう努めてまいりたいと考えを育成していくよう努めてまいりたいと考え

ております。ております。ております。ております。

●議長中西勇夫君 ８番谷内八重子君。●議長中西勇夫君 ８番谷内八重子君。●議長中西勇夫君 ８番谷内八重子君。●議長中西勇夫君 ８番谷内八重子君。

●８番谷内八重子君 自席から再質問させて●８番谷内八重子君 自席から再質問させて●８番谷内八重子君 自席から再質問させて●８番谷内八重子君 自席から再質問させて

いただきます。いただきます。いただきます。いただきます。

先ほどのご答弁の中で、不法投棄が13年度先ほどのご答弁の中で、不法投棄が13年度先ほどのご答弁の中で、不法投棄が13年度先ほどのご答弁の中で、不法投棄が13年度

には４件、14年度には28件、15年度には31件、には４件、14年度には28件、15年度には31件、には４件、14年度には28件、15年度には31件、には４件、14年度には28件、15年度には31件、

16年度では２月末現在で17件とふえているこ16年度では２月末現在で17件とふえているこ16年度では２月末現在で17件とふえているこ16年度では２月末現在で17件とふえているこ

とは、本当に残念なことです。こういった点とは、本当に残念なことです。こういった点とは、本当に残念なことです。こういった点とは、本当に残念なことです。こういった点

から見ましても、突き詰めていけば環境へのから見ましても、突き詰めていけば環境へのから見ましても、突き詰めていけば環境へのから見ましても、突き詰めていけば環境への

認識不足からくるものではないかと思います。認識不足からくるものではないかと思います。認識不足からくるものではないかと思います。認識不足からくるものではないかと思います。

巡回、取り締まりの強化の効果でしょうか、巡回、取り締まりの強化の効果でしょうか、巡回、取り締まりの強化の効果でしょうか、巡回、取り締まりの強化の効果でしょうか、

平成16年度は前年度より減少傾向にあります平成16年度は前年度より減少傾向にあります平成16年度は前年度より減少傾向にあります平成16年度は前年度より減少傾向にあります

が、ごみの有料化が実施になったときにふえが、ごみの有料化が実施になったときにふえが、ごみの有料化が実施になったときにふえが、ごみの有料化が実施になったときにふえ

るのではないかと懸念するところであります。るのではないかと懸念するところであります。るのではないかと懸念するところであります。るのではないかと懸念するところであります。

処理に対する経費や看板設置のための経費ほ処理に対する経費や看板設置のための経費ほ処理に対する経費や看板設置のための経費ほ処理に対する経費や看板設置のための経費ほ

か、もろもろにさらに負担が生まれます。ごか、もろもろにさらに負担が生まれます。ごか、もろもろにさらに負担が生まれます。ごか、もろもろにさらに負担が生まれます。ご

み処理全体には、莫大な費用がかかります。み処理全体には、莫大な費用がかかります。み処理全体には、莫大な費用がかかります。み処理全体には、莫大な費用がかかります。

市が計画している最終処分場建設は、17年、1市が計画している最終処分場建設は、17年、1市が計画している最終処分場建設は、17年、1市が計画している最終処分場建設は、17年、1

8年度の２カ年で事業費が約24億円程度かかる8年度の２カ年で事業費が約24億円程度かかる8年度の２カ年で事業費が約24億円程度かかる8年度の２カ年で事業費が約24億円程度かかる

ように聞いておりますし、ごみの有料化は18ように聞いておりますし、ごみの有料化は18ように聞いておりますし、ごみの有料化は18ように聞いておりますし、ごみの有料化は18

年度をめどと聞いております。有料化が実施年度をめどと聞いております。有料化が実施年度をめどと聞いております。有料化が実施年度をめどと聞いております。有料化が実施

になりましたら、さらに市民負担がふえます。になりましたら、さらに市民負担がふえます。になりましたら、さらに市民負担がふえます。になりましたら、さらに市民負担がふえます。

最終的には市民負担になるわけで、やはり家最終的には市民負担になるわけで、やはり家最終的には市民負担になるわけで、やはり家最終的には市民負担になるわけで、やはり家

庭からのごみ排出量をいかに最小限にするよ庭からのごみ排出量をいかに最小限にするよ庭からのごみ排出量をいかに最小限にするよ庭からのごみ排出量をいかに最小限にするよ

う市民の方々の協力が必要と思われます。う市民の方々の協力が必要と思われます。う市民の方々の協力が必要と思われます。う市民の方々の協力が必要と思われます。

環境月間への取り組みについては、これま環境月間への取り組みについては、これま環境月間への取り組みについては、これま環境月間への取り組みについては、これま

での事業を継続していかれるとのご答弁かとでの事業を継続していかれるとのご答弁かとでの事業を継続していかれるとのご答弁かとでの事業を継続していかれるとのご答弁かと

思います。フリーマーケット１つとっても実思います。フリーマーケット１つとっても実思います。フリーマーケット１つとっても実思います。フリーマーケット１つとっても実

際携わってみますと、大変なご苦労がありま際携わってみますと、大変なご苦労がありま際携わってみますと、大変なご苦労がありま際携わってみますと、大変なご苦労がありま

す。継続するということは、本当に大変です。す。継続するということは、本当に大変です。す。継続するということは、本当に大変です。す。継続するということは、本当に大変です。

ごみの排出量の削減や温室効果ガス排出抑制ごみの排出量の削減や温室効果ガス排出抑制ごみの排出量の削減や温室効果ガス排出抑制ごみの排出量の削減や温室効果ガス排出抑制

をそれぞれ実行するとき、一定期間すればよをそれぞれ実行するとき、一定期間すればよをそれぞれ実行するとき、一定期間すればよをそれぞれ実行するとき、一定期間すればよ

いというものではないので、とても地味な活いというものではないので、とても地味な活いというものではないので、とても地味な活いというものではないので、とても地味な活

動です。家庭でできる温室効果ガス抑制につ動です。家庭でできる温室効果ガス抑制につ動です。家庭でできる温室効果ガス抑制につ動です。家庭でできる温室効果ガス抑制につ

いて２、３例を挙げれば、テレビ番組を選び、いて２、３例を挙げれば、テレビ番組を選び、いて２、３例を挙げれば、テレビ番組を選び、いて２、３例を挙げれば、テレビ番組を選び、

１日１時間テレビ利用を減らす。年間にする１日１時間テレビ利用を減らす。年間にする１日１時間テレビ利用を減らす。年間にする１日１時間テレビ利用を減らす。年間にする

と約13キログラムのＣＯ の削減、年間で約1,と約13キログラムのＣＯ の削減、年間で約1,と約13キログラムのＣＯ の削減、年間で約1,と約13キログラムのＣＯ の削減、年間で約1,２２２２

000円の節約。待機電力を90％削減する。主電000円の節約。待機電力を90％削減する。主電000円の節約。待機電力を90％削減する。主電000円の節約。待機電力を90％削減する。主電

源を切るようにすると年間約87キログラムの源を切るようにすると年間約87キログラムの源を切るようにすると年間約87キログラムの源を切るようにすると年間約87キログラムの

ＣＯ の削減で、年間約4,000円の節約。週２ＣＯ の削減で、年間約4,000円の節約。週２ＣＯ の削減で、年間約4,000円の節約。週２ＣＯ の削減で、年間約4,000円の節約。週２２２２２

回８キロメートルの車の運転をやめると年間回８キロメートルの車の運転をやめると年間回８キロメートルの車の運転をやめると年間回８キロメートルの車の運転をやめると年間

約185キログラムのＣＯ の削減になり、年間約185キログラムのＣＯ の削減になり、年間約185キログラムのＣＯ の削減になり、年間約185キログラムのＣＯ の削減になり、年間２２２２

約8,000円の節約になるといったようなことの約8,000円の節約になるといったようなことの約8,000円の節約になるといったようなことの約8,000円の節約になるといったようなことの

積み重ねです。まだたくさんほかにあると思積み重ねです。まだたくさんほかにあると思積み重ねです。まだたくさんほかにあると思積み重ねです。まだたくさんほかにあると思

いますけれども、このようにライフスタイルいますけれども、このようにライフスタイルいますけれども、このようにライフスタイルいますけれども、このようにライフスタイル

を変えると言葉で言うのは簡単なのですけれを変えると言葉で言うのは簡単なのですけれを変えると言葉で言うのは簡単なのですけれを変えると言葉で言うのは簡単なのですけれ

ども、簡単なようでもなかなか実行は難しいども、簡単なようでもなかなか実行は難しいども、簡単なようでもなかなか実行は難しいども、簡単なようでもなかなか実行は難しい

ものです。しかし、きっかけとなるものがあものです。しかし、きっかけとなるものがあものです。しかし、きっかけとなるものがあものです。しかし、きっかけとなるものがあ

ればだれにでもできるものではないかと思いればだれにでもできるものではないかと思いればだれにでもできるものではないかと思いればだれにでもできるものではないかと思い

ます。その１つが啓発、広報活動であり、情ます。その１つが啓発、広報活動であり、情ます。その１つが啓発、広報活動であり、情ます。その１つが啓発、広報活動であり、情

報の提供だと私は思います。学習の機会や資報の提供だと私は思います。学習の機会や資報の提供だと私は思います。学習の機会や資報の提供だと私は思います。学習の機会や資
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料等、身近なところに情報があって触れるこ料等、身近なところに情報があって触れるこ料等、身近なところに情報があって触れるこ料等、身近なところに情報があって触れるこ

とができれば、少しずつでも理解や認識が生とができれば、少しずつでも理解や認識が生とができれば、少しずつでも理解や認識が生とができれば、少しずつでも理解や認識が生

まれ、行動につながっていくのだと思います。まれ、行動につながっていくのだと思います。まれ、行動につながっていくのだと思います。まれ、行動につながっていくのだと思います。

そのようなことから、広報メロディーなどそのようなことから、広報メロディーなどそのようなことから、広報メロディーなどそのようなことから、広報メロディーなど

に環境に関する特集を組んで、１人ひとりがに環境に関する特集を組んで、１人ひとりがに環境に関する特集を組んで、１人ひとりがに環境に関する特集を組んで、１人ひとりが

取り組める地球温暖化対策を情報として提供取り組める地球温暖化対策を情報として提供取り組める地球温暖化対策を情報として提供取り組める地球温暖化対策を情報として提供

してはいかがでしょうか。そのいい例が先ほしてはいかがでしょうか。そのいい例が先ほしてはいかがでしょうか。そのいい例が先ほしてはいかがでしょうか。そのいい例が先ほ

どのご答弁にもありましたが、段ボールによどのご答弁にもありましたが、段ボールによどのご答弁にもありましたが、段ボールによどのご答弁にもありましたが、段ボールによ

る生ごみの堆肥化のことをメロディーに掲載る生ごみの堆肥化のことをメロディーに掲載る生ごみの堆肥化のことをメロディーに掲載る生ごみの堆肥化のことをメロディーに掲載

することによって、10名は少ないかもしれますることによって、10名は少ないかもしれますることによって、10名は少ないかもしれますることによって、10名は少ないかもしれま

せんが、問い合わせがあって資料を持っていせんが、問い合わせがあって資料を持っていせんが、問い合わせがあって資料を持っていせんが、問い合わせがあって資料を持ってい

かれたというのですから、掲載しなければ10かれたというのですから、掲載しなければ10かれたというのですから、掲載しなければ10かれたというのですから、掲載しなければ10

名の方だって来なかったと思います。堆肥化名の方だって来なかったと思います。堆肥化名の方だって来なかったと思います。堆肥化名の方だって来なかったと思います。堆肥化

にもいろいろな方法があって、それも情報とにもいろいろな方法があって、それも情報とにもいろいろな方法があって、それも情報とにもいろいろな方法があって、それも情報と

して掲載すればまた取り組む方がふえると思して掲載すればまた取り組む方がふえると思して掲載すればまた取り組む方がふえると思して掲載すればまた取り組む方がふえると思

います。情報源はあってもなかなか多くの方います。情報源はあってもなかなか多くの方います。情報源はあってもなかなか多くの方います。情報源はあってもなかなか多くの方

に触れる仕組みになっていないのではないか。に触れる仕組みになっていないのではないか。に触れる仕組みになっていないのではないか。に触れる仕組みになっていないのではないか。

ぜひその仕組みをつくっていただけたらと思ぜひその仕組みをつくっていただけたらと思ぜひその仕組みをつくっていただけたらと思ぜひその仕組みをつくっていただけたらと思

います。います。います。います。

また、北海道には北海道地球温暖化防止活また、北海道には北海道地球温暖化防止活また、北海道には北海道地球温暖化防止活また、北海道には北海道地球温暖化防止活

動推進委員制度というものがあって、28名の動推進委員制度というものがあって、28名の動推進委員制度というものがあって、28名の動推進委員制度というものがあって、28名の

推進委員の方がおります。パンフレットには、推進委員の方がおります。パンフレットには、推進委員の方がおります。パンフレットには、推進委員の方がおります。パンフレットには、

町内会の会合、会社の研修、団体のセミナー、町内会の会合、会社の研修、団体のセミナー、町内会の会合、会社の研修、団体のセミナー、町内会の会合、会社の研修、団体のセミナー、

イベント、学校の授業などに出向き、温暖化イベント、学校の授業などに出向き、温暖化イベント、学校の授業などに出向き、温暖化イベント、学校の授業などに出向き、温暖化

の現状や日常生活、事業活動の中で取り組んの現状や日常生活、事業活動の中で取り組んの現状や日常生活、事業活動の中で取り組んの現状や日常生活、事業活動の中で取り組ん

でほしい行動とその効果などを解説してくれでほしい行動とその効果などを解説してくれでほしい行動とその効果などを解説してくれでほしい行動とその効果などを解説してくれ

ます。ます。ます。ます。

また、派遣申請により講演などを行います。また、派遣申請により講演などを行います。また、派遣申請により講演などを行います。また、派遣申請により講演などを行います。

なお、講演料、旅費などは道が負担しますなお、講演料、旅費などは道が負担しますなお、講演料、旅費などは道が負担しますなお、講演料、旅費などは道が負担します

とあります。このような制度がほかにもありとあります。このような制度がほかにもありとあります。このような制度がほかにもありとあります。このような制度がほかにもあり

ましたら、情報として提供、活用し、環境へましたら、情報として提供、活用し、環境へましたら、情報として提供、活用し、環境へましたら、情報として提供、活用し、環境へ

の意識啓発に役立てていかれるよう取り組んの意識啓発に役立てていかれるよう取り組んの意識啓発に役立てていかれるよう取り組んの意識啓発に役立てていかれるよう取り組ん

でいただきたいと思います。でいただきたいと思います。でいただきたいと思います。でいただきたいと思います。

環境省では、平成17年度の予算の中に新た環境省では、平成17年度の予算の中に新た環境省では、平成17年度の予算の中に新た環境省では、平成17年度の予算の中に新た

に30億円の予算を計上して、地球温暖化防止に30億円の予算を計上して、地球温暖化防止に30億円の予算を計上して、地球温暖化防止に30億円の予算を計上して、地球温暖化防止

大規模国民運動推進事業を上げております。大規模国民運動推進事業を上げております。大規模国民運動推進事業を上げております。大規模国民運動推進事業を上げております。

現在国会で審議中と聞いておりますけれども、現在国会で審議中と聞いておりますけれども、現在国会で審議中と聞いておりますけれども、現在国会で審議中と聞いておりますけれども、

今国会を通りましたら、６月に大きく啓発活今国会を通りましたら、６月に大きく啓発活今国会を通りましたら、６月に大きく啓発活今国会を通りましたら、６月に大きく啓発活

動をされると聞き及んでいます。本市におい動をされると聞き及んでいます。本市におい動をされると聞き及んでいます。本市におい動をされると聞き及んでいます。本市におい

てもこの時期を同じくして広報啓発活動などてもこの時期を同じくして広報啓発活動などてもこの時期を同じくして広報啓発活動などてもこの時期を同じくして広報啓発活動など

に取り組むべきだと思いますが、市長のお考に取り組むべきだと思いますが、市長のお考に取り組むべきだと思いますが、市長のお考に取り組むべきだと思いますが、市長のお考

えをお伺いします。えをお伺いします。えをお伺いします。えをお伺いします。

さらに、ここで京都議定書の発効を記念しさらに、ここで京都議定書の発効を記念しさらに、ここで京都議定書の発効を記念しさらに、ここで京都議定書の発効を記念し

て毎日新聞の招聘でお祝いの基調講演をされて毎日新聞の招聘でお祝いの基調講演をされて毎日新聞の招聘でお祝いの基調講演をされて毎日新聞の招聘でお祝いの基調講演をされ

たワンガリ・マータイ博士の人柄からいろいたワンガリ・マータイ博士の人柄からいろいたワンガリ・マータイ博士の人柄からいろいたワンガリ・マータイ博士の人柄からいろい

ろな示唆を含んだお話がありましたので、ごろな示唆を含んだお話がありましたので、ごろな示唆を含んだお話がありましたので、ごろな示唆を含んだお話がありましたので、ご

紹介させていただきたいと思います。博士は、紹介させていただきたいと思います。博士は、紹介させていただきたいと思います。博士は、紹介させていただきたいと思います。博士は、

持続可能な開発と民主主義と平和への貢献が持続可能な開発と民主主義と平和への貢献が持続可能な開発と民主主義と平和への貢献が持続可能な開発と民主主義と平和への貢献が

認められ、環境の分野で初めてノーベル平和認められ、環境の分野で初めてノーベル平和認められ、環境の分野で初めてノーベル平和認められ、環境の分野で初めてノーベル平和

賞を昨年受けられた方です。環境の分野にお賞を昨年受けられた方です。環境の分野にお賞を昨年受けられた方です。環境の分野にお賞を昨年受けられた方です。環境の分野にお

いて、またアフリカの女性としても初のノーいて、またアフリカの女性としても初のノーいて、またアフリカの女性としても初のノーいて、またアフリカの女性としても初のノー

ベル平和賞を受けられた方です。現在ケニアベル平和賞を受けられた方です。現在ケニアベル平和賞を受けられた方です。現在ケニアベル平和賞を受けられた方です。現在ケニア

の環境副大臣をされています。京都議定書発の環境副大臣をされています。京都議定書発の環境副大臣をされています。京都議定書発の環境副大臣をされています。京都議定書発

効を記念しての基調講演を終えてすぐに、元効を記念しての基調講演を終えてすぐに、元効を記念しての基調講演を終えてすぐに、元効を記念しての基調講演を終えてすぐに、元

環境副大臣で公明党の浜四津代表代行とも対環境副大臣で公明党の浜四津代表代行とも対環境副大臣で公明党の浜四津代表代行とも対環境副大臣で公明党の浜四津代表代行とも対

談されております。マータイさんは、1940年談されております。マータイさんは、1940年談されております。マータイさんは、1940年談されております。マータイさんは、1940年

にケニア中部のニエリに生まれ、ケニア山をにケニア中部のニエリに生まれ、ケニア山をにケニア中部のニエリに生まれ、ケニア山をにケニア中部のニエリに生まれ、ケニア山を

臨む雄大な自然環境のもとで育ちました。ア臨む雄大な自然環境のもとで育ちました。ア臨む雄大な自然環境のもとで育ちました。ア臨む雄大な自然環境のもとで育ちました。ア

フリカを代表する最高学府ナイロビ大学で博フリカを代表する最高学府ナイロビ大学で博フリカを代表する最高学府ナイロビ大学で博フリカを代表する最高学府ナイロビ大学で博

士号を習得し、女性初の教授職につきました。士号を習得し、女性初の教授職につきました。士号を習得し、女性初の教授職につきました。士号を習得し、女性初の教授職につきました。

1977年に環境保護と住民の生活向上を目的と1977年に環境保護と住民の生活向上を目的と1977年に環境保護と住民の生活向上を目的と1977年に環境保護と住民の生活向上を目的と

したＮＧＯグリーンベルト運動を創設、女性したＮＧＯグリーンベルト運動を創設、女性したＮＧＯグリーンベルト運動を創設、女性したＮＧＯグリーンベルト運動を創設、女性

を中心に約10万人が参加し、アフリカ各地に3,を中心に約10万人が参加し、アフリカ各地に3,を中心に約10万人が参加し、アフリカ各地に3,を中心に約10万人が参加し、アフリカ各地に3,

000万本に上る苗木を植えました。000万本に上る苗木を植えました。000万本に上る苗木を植えました。000万本に上る苗木を植えました。

マータイ博士が進めるグリーンベルト運動マータイ博士が進めるグリーンベルト運動マータイ博士が進めるグリーンベルト運動マータイ博士が進めるグリーンベルト運動

は、博士が７本の苗木を植えることから始まは、博士が７本の苗木を植えることから始まは、博士が７本の苗木を植えることから始まは、博士が７本の苗木を植えることから始ま

りました。留学を終えて祖国に帰ってみると、りました。留学を終えて祖国に帰ってみると、りました。留学を終えて祖国に帰ってみると、りました。留学を終えて祖国に帰ってみると、

かつての国土の30％を占めたケニアの森林はかつての国土の30％を占めたケニアの森林はかつての国土の30％を占めたケニアの森林はかつての国土の30％を占めたケニアの森林は



－ －84848484

２％以下に減少し、森林の破壊は肥沃な表土２％以下に減少し、森林の破壊は肥沃な表土２％以下に減少し、森林の破壊は肥沃な表土２％以下に減少し、森林の破壊は肥沃な表土

を流出させ、食糧生産の減少を招いていましを流出させ、食糧生産の減少を招いていましを流出させ、食糧生産の減少を招いていましを流出させ、食糧生産の減少を招いていまし

た。農村の女性たちは、常に炊事のためのまた。農村の女性たちは、常に炊事のためのまた。農村の女性たちは、常に炊事のためのまた。農村の女性たちは、常に炊事のためのま

き、良質な栄養を含む食物の確保について悩き、良質な栄養を含む食物の確保について悩き、良質な栄養を含む食物の確保について悩き、良質な栄養を含む食物の確保について悩

んでいました。まき不足は、森林破壊、食物んでいました。まき不足は、森林破壊、食物んでいました。まき不足は、森林破壊、食物んでいました。まき不足は、森林破壊、食物

の不足は換金作物農業への偏り、つまりすべの不足は換金作物農業への偏り、つまりすべの不足は換金作物農業への偏り、つまりすべの不足は換金作物農業への偏り、つまりすべ

て環境破壊が原因でした。マータイさんは、て環境破壊が原因でした。マータイさんは、て環境破壊が原因でした。マータイさんは、て環境破壊が原因でした。マータイさんは、

環境を改善すれば彼女たちの悩みが解決でき環境を改善すれば彼女たちの悩みが解決でき環境を改善すれば彼女たちの悩みが解決でき環境を改善すれば彼女たちの悩みが解決でき

るのではないかと考え、多くの女性たちに植るのではないかと考え、多くの女性たちに植るのではないかと考え、多くの女性たちに植るのではないかと考え、多くの女性たちに植

林こそ貧困を脱する道と呼びかけ、国民１人林こそ貧困を脱する道と呼びかけ、国民１人林こそ貧困を脱する道と呼びかけ、国民１人林こそ貧困を脱する道と呼びかけ、国民１人

が１本の苗木を植えようをモットーに運動をが１本の苗木を植えようをモットーに運動をが１本の苗木を植えようをモットーに運動をが１本の苗木を植えようをモットーに運動を

進めました。そうして30年間でアフリカ各地進めました。そうして30年間でアフリカ各地進めました。そうして30年間でアフリカ各地進めました。そうして30年間でアフリカ各地

に3,000万本の苗木を植えました。に3,000万本の苗木を植えました。に3,000万本の苗木を植えました。に3,000万本の苗木を植えました。

マータイさんは、毎日新聞のインタビューマータイさんは、毎日新聞のインタビューマータイさんは、毎日新聞のインタビューマータイさんは、毎日新聞のインタビュー

の際に日本にはもったいないという言葉があの際に日本にはもったいないという言葉があの際に日本にはもったいないという言葉があの際に日本にはもったいないという言葉があ

ることを知りました。そして、もったいないることを知りました。そして、もったいないることを知りました。そして、もったいないることを知りました。そして、もったいない

という言葉には、自然を尊敬する精神、資源という言葉には、自然を尊敬する精神、資源という言葉には、自然を尊敬する精神、資源という言葉には、自然を尊敬する精神、資源

には限りがあること、その資源をいかに効率には限りがあること、その資源をいかに効率には限りがあること、その資源をいかに効率には限りがあること、その資源をいかに効率

よく活用し、管理していくことが大切であるよく活用し、管理していくことが大切であるよく活用し、管理していくことが大切であるよく活用し、管理していくことが大切である

かという価値観、文化があると話され、講演かという価値観、文化があると話され、講演かという価値観、文化があると話され、講演かという価値観、文化があると話され、講演

を終えて著名な方々との対談を終えるとすぐを終えて著名な方々との対談を終えるとすぐを終えて著名な方々との対談を終えるとすぐを終えて著名な方々との対談を終えるとすぐ

に昭和女子大の女子学生の前でも、もったいに昭和女子大の女子学生の前でも、もったいに昭和女子大の女子学生の前でも、もったいに昭和女子大の女子学生の前でも、もったい

ないについてお話をされたと聞いております。ないについてお話をされたと聞いております。ないについてお話をされたと聞いております。ないについてお話をされたと聞いております。

３月５日にインターネットを開きました。３月５日にインターネットを開きました。３月５日にインターネットを開きました。３月５日にインターネットを開きました。

海外ニュースには、国連の女性の地位委員会海外ニュースには、国連の女性の地位委員会海外ニュースには、国連の女性の地位委員会海外ニュースには、国連の女性の地位委員会

で演説し、もったいないとは消費削減、リデで演説し、もったいないとは消費削減、リデで演説し、もったいないとは消費削減、リデで演説し、もったいないとは消費削減、リデ

ュース、物資の再使用、リユース、資源再利ュース、物資の再使用、リユース、資源再利ュース、物資の再使用、リユース、資源再利ュース、物資の再使用、リユース、資源再利

用、リサイクル、修理、リペアの４つのＲを用、リサイクル、修理、リペアの４つのＲを用、リサイクル、修理、リペアの４つのＲを用、リサイクル、修理、リペアの４つのＲを

実践することだと説明し、１人ひとりの身近実践することだと説明し、１人ひとりの身近実践することだと説明し、１人ひとりの身近実践することだと説明し、１人ひとりの身近

な努力を訴えたという記事が載っておりましな努力を訴えたという記事が載っておりましな努力を訴えたという記事が載っておりましな努力を訴えたという記事が載っておりまし

た。た。た。た。

また、マータイさんは幼いころの話をされまた、マータイさんは幼いころの話をされまた、マータイさんは幼いころの話をされまた、マータイさんは幼いころの話をされ

ています。家は、山々に囲まれた土地にありています。家は、山々に囲まれた土地にありています。家は、山々に囲まれた土地にありています。家は、山々に囲まれた土地にあり

ましたが、ある日朝早く目が覚めると日がまましたが、ある日朝早く目が覚めると日がまましたが、ある日朝早く目が覚めると日がまましたが、ある日朝早く目が覚めると日がま

だ上らず、薄明かりの空には星もまだ光ってだ上らず、薄明かりの空には星もまだ光ってだ上らず、薄明かりの空には星もまだ光ってだ上らず、薄明かりの空には星もまだ光って

いました。雲もありました。すると、その空いました。雲もありました。すると、その空いました。雲もありました。すると、その空いました。雲もありました。すると、その空

を流れ星が走ったのです。びっくりして怖くを流れ星が走ったのです。びっくりして怖くを流れ星が走ったのです。びっくりして怖くを流れ星が走ったのです。びっくりして怖く

なり、家の中に入ってお母さんに聞きました。なり、家の中に入ってお母さんに聞きました。なり、家の中に入ってお母さんに聞きました。なり、家の中に入ってお母さんに聞きました。

「ねえ、どうして空は落ちてこないの」。お「ねえ、どうして空は落ちてこないの」。お「ねえ、どうして空は落ちてこないの」。お「ねえ、どうして空は落ちてこないの」。お

母さんは答えました。「空は落ちてなんてこ母さんは答えました。「空は落ちてなんてこ母さんは答えました。「空は落ちてなんてこ母さんは答えました。「空は落ちてなんてこ

ないわよ。それはね、私たちの周りを囲んでないわよ。それはね、私たちの周りを囲んでないわよ。それはね、私たちの周りを囲んでないわよ。それはね、私たちの周りを囲んで

いる山にはとても大きな水牛がいて、水牛にいる山にはとても大きな水牛がいて、水牛にいる山にはとても大きな水牛がいて、水牛にいる山にはとても大きな水牛がいて、水牛に

はとても大きな角があって、それがお空を支はとても大きな角があって、それがお空を支はとても大きな角があって、それがお空を支はとても大きな角があって、それがお空を支

えてくれているんだよ。だから、お空は落ちえてくれているんだよ。だから、お空は落ちえてくれているんだよ。だから、お空は落ちえてくれているんだよ。だから、お空は落ち

てなんかこないよ」。マータイさんは、子どてなんかこないよ」。マータイさんは、子どてなんかこないよ」。マータイさんは、子どてなんかこないよ」。マータイさんは、子ど

も心に何てすてきなんだろうと思って、それも心に何てすてきなんだろうと思って、それも心に何てすてきなんだろうと思って、それも心に何てすてきなんだろうと思って、それ

から夜が怖くなくなったと。その後も長い間から夜が怖くなくなったと。その後も長い間から夜が怖くなくなったと。その後も長い間から夜が怖くなくなったと。その後も長い間

お母さんの話をそのまま信じていたといいまお母さんの話をそのまま信じていたといいまお母さんの話をそのまま信じていたといいまお母さんの話をそのまま信じていたといいま

す。マータイさんは、お母さんから人間は自す。マータイさんは、お母さんから人間は自す。マータイさんは、お母さんから人間は自す。マータイさんは、お母さんから人間は自

然に助けられ、支えられていることを学んだ然に助けられ、支えられていることを学んだ然に助けられ、支えられていることを学んだ然に助けられ、支えられていることを学んだ

というお話もされています。というお話もされています。というお話もされています。というお話もされています。

以上ですが、もったいないの日本の価値観以上ですが、もったいないの日本の価値観以上ですが、もったいないの日本の価値観以上ですが、もったいないの日本の価値観

を世界に発信しているマータイ博士の報道にを世界に発信しているマータイ博士の報道にを世界に発信しているマータイ博士の報道にを世界に発信しているマータイ博士の報道に

ついての感想をお伺いします。ついての感想をお伺いします。ついての感想をお伺いします。ついての感想をお伺いします。

次に、教育長にお伺いします。最近の犯罪次に、教育長にお伺いします。最近の犯罪次に、教育長にお伺いします。最近の犯罪次に、教育長にお伺いします。最近の犯罪

の低年齢化やいじめ、不登校、自殺、在学中の低年齢化やいじめ、不登校、自殺、在学中の低年齢化やいじめ、不登校、自殺、在学中の低年齢化やいじめ、不登校、自殺、在学中

にいじめに遭ったことへの復讐的な犯行など、にいじめに遭ったことへの復讐的な犯行など、にいじめに遭ったことへの復讐的な犯行など、にいじめに遭ったことへの復讐的な犯行など、

ごく最近では岩見沢市内、美唄市内の学校にごく最近では岩見沢市内、美唄市内の学校にごく最近では岩見沢市内、美唄市内の学校にごく最近では岩見沢市内、美唄市内の学校に

もインターネットに犯罪への予告があるなど、もインターネットに犯罪への予告があるなど、もインターネットに犯罪への予告があるなど、もインターネットに犯罪への予告があるなど、

子どもを取り巻く安全、安心という環境は厳子どもを取り巻く安全、安心という環境は厳子どもを取り巻く安全、安心という環境は厳子どもを取り巻く安全、安心という環境は厳

しくなっていると思います。先ほど紹介させしくなっていると思います。先ほど紹介させしくなっていると思います。先ほど紹介させしくなっていると思います。先ほど紹介させ

ていただいたマータイ博士の幼いころのお母ていただいたマータイ博士の幼いころのお母ていただいたマータイ博士の幼いころのお母ていただいたマータイ博士の幼いころのお母

さんとの会話やもったいないという価値観をさんとの会話やもったいないという価値観をさんとの会話やもったいないという価値観をさんとの会話やもったいないという価値観を

伝えていくことはとても大切な環境教育であ伝えていくことはとても大切な環境教育であ伝えていくことはとても大切な環境教育であ伝えていくことはとても大切な環境教育であ

ると思います。豊かな生活環境の中で育ってると思います。豊かな生活環境の中で育ってると思います。豊かな生活環境の中で育ってると思います。豊かな生活環境の中で育って

いるいまの児童生徒へ、自然を大事にするといるいまの児童生徒へ、自然を大事にするといるいまの児童生徒へ、自然を大事にするといるいまの児童生徒へ、自然を大事にすると

いうことは生命を大切にすることに通じ、そいうことは生命を大切にすることに通じ、そいうことは生命を大切にすることに通じ、そいうことは生命を大切にすることに通じ、そ

れは教育長の教育執行方針の中で述べられてれは教育長の教育執行方針の中で述べられてれは教育長の教育執行方針の中で述べられてれは教育長の教育執行方針の中で述べられて
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いる生きる力、生命を尊重する心、思いやりいる生きる力、生命を尊重する心、思いやりいる生きる力、生命を尊重する心、思いやりいる生きる力、生命を尊重する心、思いやり

の心、助け合う心など、人を育てる教育に通の心、助け合う心など、人を育てる教育に通の心、助け合う心など、人を育てる教育に通の心、助け合う心など、人を育てる教育に通

じていると思いますが、マータイさんへの考じていると思いますが、マータイさんへの考じていると思いますが、マータイさんへの考じていると思いますが、マータイさんへの考

えや行動についての感想と環境教育についてえや行動についての感想と環境教育についてえや行動についての感想と環境教育についてえや行動についての感想と環境教育について

のお考えをお伺いします。のお考えをお伺いします。のお考えをお伺いします。のお考えをお伺いします。

●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。

●市長桜井道夫君 谷内議員の再質問にお答●市長桜井道夫君 谷内議員の再質問にお答●市長桜井道夫君 谷内議員の再質問にお答●市長桜井道夫君 谷内議員の再質問にお答

えします。えします。えします。えします。

環境に関する情報の提供などについてであ環境に関する情報の提供などについてであ環境に関する情報の提供などについてであ環境に関する情報の提供などについてであ

りますが、温室効果ガスの排出抑制や生ごみりますが、温室効果ガスの排出抑制や生ごみりますが、温室効果ガスの排出抑制や生ごみりますが、温室効果ガスの排出抑制や生ごみ

の堆肥化などによるごみの排出量削減など、の堆肥化などによるごみの排出量削減など、の堆肥化などによるごみの排出量削減など、の堆肥化などによるごみの排出量削減など、

それぞれの家庭で取り組むことができることそれぞれの家庭で取り組むことができることそれぞれの家庭で取り組むことができることそれぞれの家庭で取り組むことができること

があり、環境省でも１人ひとりの地球温暖化があり、環境省でも１人ひとりの地球温暖化があり、環境省でも１人ひとりの地球温暖化があり、環境省でも１人ひとりの地球温暖化

対策として具体的な事例を示しており、こう対策として具体的な事例を示しており、こう対策として具体的な事例を示しており、こう対策として具体的な事例を示しており、こう

したじみちな取り組みが大切であると考えてしたじみちな取り組みが大切であると考えてしたじみちな取り組みが大切であると考えてしたじみちな取り組みが大切であると考えて

おります。おります。おります。おります。

今後サンアール推進員の皆さんとも連携を今後サンアール推進員の皆さんとも連携を今後サンアール推進員の皆さんとも連携を今後サンアール推進員の皆さんとも連携を

図りながら、お話のございました道の地球温図りながら、お話のございました道の地球温図りながら、お話のございました道の地球温図りながら、お話のございました道の地球温

暖化防止活動推進員制度の利用や広報紙を活暖化防止活動推進員制度の利用や広報紙を活暖化防止活動推進員制度の利用や広報紙を活暖化防止活動推進員制度の利用や広報紙を活

用した情報提供などの啓発活動を行い、環境用した情報提供などの啓発活動を行い、環境用した情報提供などの啓発活動を行い、環境用した情報提供などの啓発活動を行い、環境

に対する市民意識の高揚に努めてまいりたいに対する市民意識の高揚に努めてまいりたいに対する市民意識の高揚に努めてまいりたいに対する市民意識の高揚に努めてまいりたい

と考えております。と考えております。と考えております。と考えております。

次に、もったいないという価値観について次に、もったいないという価値観について次に、もったいないという価値観について次に、もったいないという価値観について

でありますが、日本特有のもったいないといでありますが、日本特有のもったいないといでありますが、日本特有のもったいないといでありますが、日本特有のもったいないとい

う言葉を１人ひとりの身近な実践に求めるこう言葉を１人ひとりの身近な実践に求めるこう言葉を１人ひとりの身近な実践に求めるこう言葉を１人ひとりの身近な実践に求めるこ

との大切さを強く感じたところでございます。との大切さを強く感じたところでございます。との大切さを強く感じたところでございます。との大切さを強く感じたところでございます。

今後とも環境に対する市民１人ひとりの意識今後とも環境に対する市民１人ひとりの意識今後とも環境に対する市民１人ひとりの意識今後とも環境に対する市民１人ひとりの意識

と行動の大切さを十分に踏まえ、環境社会のと行動の大切さを十分に踏まえ、環境社会のと行動の大切さを十分に踏まえ、環境社会のと行動の大切さを十分に踏まえ、環境社会の

実現に努めてまいりたいと考えております。実現に努めてまいりたいと考えております。実現に努めてまいりたいと考えております。実現に努めてまいりたいと考えております。

●議長中西勇夫君 教育長。●議長中西勇夫君 教育長。●議長中西勇夫君 教育長。●議長中西勇夫君 教育長。

●教育長村上忠雄君 谷内議員の再質問にお●教育長村上忠雄君 谷内議員の再質問にお●教育長村上忠雄君 谷内議員の再質問にお●教育長村上忠雄君 谷内議員の再質問にお

答えを申し上げます。答えを申し上げます。答えを申し上げます。答えを申し上げます。

環境教育についてでありますけれども、た環境教育についてでありますけれども、た環境教育についてでありますけれども、た環境教育についてでありますけれども、た

だいまご質問にありましたケニアの女性環境だいまご質問にありましたケニアの女性環境だいまご質問にありましたケニアの女性環境だいまご質問にありましたケニアの女性環境

活動家のマータイ博士さんが長年取り組んで活動家のマータイ博士さんが長年取り組んで活動家のマータイ博士さんが長年取り組んで活動家のマータイ博士さんが長年取り組んで

きたグリーンベルト運動の活動などが評価さきたグリーンベルト運動の活動などが評価さきたグリーンベルト運動の活動などが評価さきたグリーンベルト運動の活動などが評価さ

れ、環境分野で世界初のノーベル平和賞を受れ、環境分野で世界初のノーベル平和賞を受れ、環境分野で世界初のノーベル平和賞を受れ、環境分野で世界初のノーベル平和賞を受

賞されたことは、地球環境の問題の解決が喫賞されたことは、地球環境の問題の解決が喫賞されたことは、地球環境の問題の解決が喫賞されたことは、地球環境の問題の解決が喫

緊な課題となっているからこそであり、今回緊な課題となっているからこそであり、今回緊な課題となっているからこそであり、今回緊な課題となっているからこそであり、今回

の受賞が大変意義深いことである、このようの受賞が大変意義深いことである、このようの受賞が大変意義深いことである、このようの受賞が大変意義深いことである、このよう

に受けとめているところでございます。に受けとめているところでございます。に受けとめているところでございます。に受けとめているところでございます。

いま求められている環境教育は、身近な身いま求められている環境教育は、身近な身いま求められている環境教育は、身近な身いま求められている環境教育は、身近な身

の回りの環境問題から地球規模の問題までのの回りの環境問題から地球規模の問題までのの回りの環境問題から地球規模の問題までのの回りの環境問題から地球規模の問題までの

広がりを持っておりまして、学習の領域も自広がりを持っておりまして、学習の領域も自広がりを持っておりまして、学習の領域も自広がりを持っておりまして、学習の領域も自

然科学や社会科学の分野から１人ひとりの感然科学や社会科学の分野から１人ひとりの感然科学や社会科学の分野から１人ひとりの感然科学や社会科学の分野から１人ひとりの感

性や心の問題まで及んでいるものでございま性や心の問題まで及んでいるものでございま性や心の問題まで及んでいるものでございま性や心の問題まで及んでいるものでございま

す。１人ひとりがこれからの人間としての生す。１人ひとりがこれからの人間としての生す。１人ひとりがこれからの人間としての生す。１人ひとりがこれからの人間としての生

き方にかかわる重要な内容であると受けとめき方にかかわる重要な内容であると受けとめき方にかかわる重要な内容であると受けとめき方にかかわる重要な内容であると受けとめ

ているところでございます。子どもたちに環ているところでございます。子どもたちに環ているところでございます。子どもたちに環ているところでございます。子どもたちに環

境を大切にする心や環境を保全し、よりよい境を大切にする心や環境を保全し、よりよい境を大切にする心や環境を保全し、よりよい境を大切にする心や環境を保全し、よりよい

環境を創造していこうとする実践的な態度を環境を創造していこうとする実践的な態度を環境を創造していこうとする実践的な態度を環境を創造していこうとする実践的な態度を

育成するために、体験的な活動等を重視しな育成するために、体験的な活動等を重視しな育成するために、体験的な活動等を重視しな育成するために、体験的な活動等を重視しな

がら、さまざまな環境にかかわる学習機会のがら、さまざまな環境にかかわる学習機会のがら、さまざまな環境にかかわる学習機会のがら、さまざまな環境にかかわる学習機会の

提供に努めてまいりたい、このように考えて提供に努めてまいりたい、このように考えて提供に努めてまいりたい、このように考えて提供に努めてまいりたい、このように考えて

いるところでございます。いるところでございます。いるところでございます。いるところでございます。

●議長中西勇夫君 次に移ります。●議長中西勇夫君 次に移ります。●議長中西勇夫君 次に移ります。●議長中西勇夫君 次に移ります。

３番五十嵐 聡君。３番五十嵐 聡君。３番五十嵐 聡君。３番五十嵐 聡君。

●３番五十嵐 聡君（登壇） 平成17年第１●３番五十嵐 聡君（登壇） 平成17年第１●３番五十嵐 聡君（登壇） 平成17年第１●３番五十嵐 聡君（登壇） 平成17年第１

回市議会定例会に当たり、大綱３点について回市議会定例会に当たり、大綱３点について回市議会定例会に当たり、大綱３点について回市議会定例会に当たり、大綱３点について

市長並びに教育長にお伺いいたします。市長並びに教育長にお伺いいたします。市長並びに教育長にお伺いいたします。市長並びに教育長にお伺いいたします。

大綱１点目は、農業行政について。昨年12大綱１点目は、農業行政について。昨年12大綱１点目は、農業行政について。昨年12大綱１点目は、農業行政について。昨年12

月の定例会で取り上げた日本一のブランド米、月の定例会で取り上げた日本一のブランド米、月の定例会で取り上げた日本一のブランド米、月の定例会で取り上げた日本一のブランド米、

魚沼産コシヒカリを超えると前評判の高い北魚沼産コシヒカリを超えると前評判の高い北魚沼産コシヒカリを超えると前評判の高い北魚沼産コシヒカリを超えると前評判の高い北

海道農業研究センターが８年かけて開発した海道農業研究センターが８年かけて開発した海道農業研究センターが８年かけて開発した海道農業研究センターが８年かけて開発した

稲の新品種「おぼろづき」が１月31日に開催稲の新品種「おぼろづき」が１月31日に開催稲の新品種「おぼろづき」が１月31日に開催稲の新品種「おぼろづき」が１月31日に開催

された「北海道優良品種認定委員会」においされた「北海道優良品種認定委員会」においされた「北海道優良品種認定委員会」においされた「北海道優良品種認定委員会」におい

て新たに道の優良品種として認定され、道産て新たに道の優良品種として認定され、道産て新たに道の優良品種として認定され、道産て新たに道の優良品種として認定され、道産

米の新しいエースとして期待されております。米の新しいエースとして期待されております。米の新しいエースとして期待されております。米の新しいエースとして期待されております。
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いま米をめぐる情勢は非常に厳しく、２月2いま米をめぐる情勢は非常に厳しく、２月2いま米をめぐる情勢は非常に厳しく、２月2いま米をめぐる情勢は非常に厳しく、２月2

3日に行った第９回入札で道産米の「ほしのゆ3日に行った第９回入札で道産米の「ほしのゆ3日に行った第９回入札で道産米の「ほしのゆ3日に行った第９回入札で道産米の「ほしのゆ

め」の落札価格が前回より35円安い１万2,600め」の落札価格が前回より35円安い１万2,600め」の落札価格が前回より35円安い１万2,600め」の落札価格が前回より35円安い１万2,600

円と過去最安値を更新、そんな中で売れる米円と過去最安値を更新、そんな中で売れる米円と過去最安値を更新、そんな中で売れる米円と過去最安値を更新、そんな中で売れる米

づくりへ向けて少しでも早く作付をしたいとづくりへ向けて少しでも早く作付をしたいとづくりへ向けて少しでも早く作付をしたいとづくりへ向けて少しでも早く作付をしたいと

希望している稲作農業者も多くおられます。希望している稲作農業者も多くおられます。希望している稲作農業者も多くおられます。希望している稲作農業者も多くおられます。

優良品種に決まった米は、道、国連の厳しい優良品種に決まった米は、道、国連の厳しい優良品種に決まった米は、道、国連の厳しい優良品種に決まった米は、道、国連の厳しい

規則によって管理されると聞いておりますが、規則によって管理されると聞いておりますが、規則によって管理されると聞いておりますが、規則によって管理されると聞いておりますが、

試験栽培はできるようにも聞いております。試験栽培はできるようにも聞いております。試験栽培はできるようにも聞いております。試験栽培はできるようにも聞いております。

これまでの経過とこの春「おぼろづき」の種これまでの経過とこの春「おぼろづき」の種これまでの経過とこの春「おぼろづき」の種これまでの経過とこの春「おぼろづき」の種

もみがどのくらい確保され、どれだけの面積もみがどのくらい確保され、どれだけの面積もみがどのくらい確保され、どれだけの面積もみがどのくらい確保され、どれだけの面積

に作付できるのかお伺いいたします。に作付できるのかお伺いいたします。に作付できるのかお伺いいたします。に作付できるのかお伺いいたします。

大綱２点目、消防、防災行政について。昨大綱２点目、消防、防災行政について。昨大綱２点目、消防、防災行政について。昨大綱２点目、消防、防災行政について。昨

年は、日本列島を次々と襲った台風や大地震、年は、日本列島を次々と襲った台風や大地震、年は、日本列島を次々と襲った台風や大地震、年は、日本列島を次々と襲った台風や大地震、

豪雨や台風など、風水害に伴う死者、行方不豪雨や台風など、風水害に伴う死者、行方不豪雨や台風など、風水害に伴う死者、行方不豪雨や台風など、風水害に伴う死者、行方不

明者を合わせて239人、過去最悪、新潟中越地明者を合わせて239人、過去最悪、新潟中越地明者を合わせて239人、過去最悪、新潟中越地明者を合わせて239人、過去最悪、新潟中越地

震でも40人が犠牲、道内においても台風18号震でも40人が犠牲、道内においても台風18号震でも40人が犠牲、道内においても台風18号震でも40人が犠牲、道内においても台風18号

の襲来で９人が死亡、行方不明、国外ではスの襲来で９人が死亡、行方不明、国外ではスの襲来で９人が死亡、行方不明、国外ではスの襲来で９人が死亡、行方不明、国外ではス

マトラ沖地震の大津波で約30万人が犠牲になマトラ沖地震の大津波で約30万人が犠牲になマトラ沖地震の大津波で約30万人が犠牲になマトラ沖地震の大津波で約30万人が犠牲にな

りました。18号台風で、本市においては幸いりました。18号台風で、本市においては幸いりました。18号台風で、本市においては幸いりました。18号台風で、本市においては幸い

人的被害は少なかったわけですが、家屋、農人的被害は少なかったわけですが、家屋、農人的被害は少なかったわけですが、家屋、農人的被害は少なかったわけですが、家屋、農

業に甚大な被害を受け、改めて自然災害の恐業に甚大な被害を受け、改めて自然災害の恐業に甚大な被害を受け、改めて自然災害の恐業に甚大な被害を受け、改めて自然災害の恐

ろしさを体験させられました。18号台風のとろしさを体験させられました。18号台風のとろしさを体験させられました。18号台風のとろしさを体験させられました。18号台風のと

き、それぞれの地域で倒木の処理や家屋の応き、それぞれの地域で倒木の処理や家屋の応き、それぞれの地域で倒木の処理や家屋の応き、それぞれの地域で倒木の処理や家屋の応

急処置など消防団員が力を発揮し、活躍され急処置など消防団員が力を発揮し、活躍され急処置など消防団員が力を発揮し、活躍され急処置など消防団員が力を発揮し、活躍され

たと聞いております。足元の防災意識を見詰たと聞いております。足元の防災意識を見詰たと聞いております。足元の防災意識を見詰たと聞いております。足元の防災意識を見詰

め直そうという機運が高まっており、総務省、め直そうという機運が高まっており、総務省、め直そうという機運が高まっており、総務省、め直そうという機運が高まっており、総務省、

消防庁は現在消防団の団員数92万人のところ1消防庁は現在消防団の団員数92万人のところ1消防庁は現在消防団の団員数92万人のところ1消防庁は現在消防団の団員数92万人のところ1

00万人を目指し、制度の見直しや広報活動を00万人を目指し、制度の見直しや広報活動を00万人を目指し、制度の見直しや広報活動を00万人を目指し、制度の見直しや広報活動を

展開中と聞いております。展開中と聞いております。展開中と聞いております。展開中と聞いております。

そこで、１点目、本市には現在13個分団、2そこで、１点目、本市には現在13個分団、2そこで、１点目、本市には現在13個分団、2そこで、１点目、本市には現在13個分団、2

73名の団員がおり、それぞれの地域で歴史と73名の団員がおり、それぞれの地域で歴史と73名の団員がおり、それぞれの地域で歴史と73名の団員がおり、それぞれの地域で歴史と

伝統を受け継ぎ、生命、財産を守り、災害防伝統を受け継ぎ、生命、財産を守り、災害防伝統を受け継ぎ、生命、財産を守り、災害防伝統を受け継ぎ、生命、財産を守り、災害防

止に努め、安全で安心な地域づくりを目指し止に努め、安全で安心な地域づくりを目指し止に努め、安全で安心な地域づくりを目指し止に努め、安全で安心な地域づくりを目指し

て活躍しております。最近消防団の見直しとて活躍しております。最近消防団の見直しとて活躍しております。最近消防団の見直しとて活躍しております。最近消防団の見直しと

再編に向けての会議が持たれたように聞いて再編に向けての会議が持たれたように聞いて再編に向けての会議が持たれたように聞いて再編に向けての会議が持たれたように聞いて

おりますが、どのように進めていく考えなのおりますが、どのように進めていく考えなのおりますが、どのように進めていく考えなのおりますが、どのように進めていく考えなの

か、また自立に向けての取り組みからなのか、か、また自立に向けての取り組みからなのか、か、また自立に向けての取り組みからなのか、か、また自立に向けての取り組みからなのか、

あわせて考えをお伺いいたします。あわせて考えをお伺いいたします。あわせて考えをお伺いいたします。あわせて考えをお伺いいたします。

２点目、政府は昨年６月14日、外国から武２点目、政府は昨年６月14日、外国から武２点目、政府は昨年６月14日、外国から武２点目、政府は昨年６月14日、外国から武

力攻撃を受けた場合の国や自治体の役割を規力攻撃を受けた場合の国や自治体の役割を規力攻撃を受けた場合の国や自治体の役割を規力攻撃を受けた場合の国や自治体の役割を規

定した国民保護法に基づき、住民避難や救援定した国民保護法に基づき、住民避難や救援定した国民保護法に基づき、住民避難や救援定した国民保護法に基づき、住民避難や救援

の方法などを具体的に定めた国民保護法の基の方法などを具体的に定めた国民保護法の基の方法などを具体的に定めた国民保護法の基の方法などを具体的に定めた国民保護法の基

本方針の要旨を発表しました。非常に物騒な本方針の要旨を発表しました。非常に物騒な本方針の要旨を発表しました。非常に物騒な本方針の要旨を発表しました。非常に物騒な

想定で、あってはならないことですが、自衛想定で、あってはならないことですが、自衛想定で、あってはならないことですが、自衛想定で、あってはならないことですが、自衛

隊、警察、消防の役割は大きく、指針に基づ隊、警察、消防の役割は大きく、指針に基づ隊、警察、消防の役割は大きく、指針に基づ隊、警察、消防の役割は大きく、指針に基づ

き各都道府県は今年度中に策定すると聞いてき各都道府県は今年度中に策定すると聞いてき各都道府県は今年度中に策定すると聞いてき各都道府県は今年度中に策定すると聞いて

おります。美唄市の国民保護計画をどのようおります。美唄市の国民保護計画をどのようおります。美唄市の国民保護計画をどのようおります。美唄市の国民保護計画をどのよう

に考えておられるのかお伺いいたします。に考えておられるのかお伺いいたします。に考えておられるのかお伺いいたします。に考えておられるのかお伺いいたします。

大綱３点目は、教育行政について。2002年大綱３点目は、教育行政について。2002年大綱３点目は、教育行政について。2002年大綱３点目は、教育行政について。2002年

度から詰め込み型の教育が批判され、子ども度から詰め込み型の教育が批判され、子ども度から詰め込み型の教育が批判され、子ども度から詰め込み型の教育が批判され、子ども

たちの自主性や生きる力を伸ばす目的でゆとたちの自主性や生きる力を伸ばす目的でゆとたちの自主性や生きる力を伸ばす目的でゆとたちの自主性や生きる力を伸ばす目的でゆと

り教育が施行されてきましたが、中山文部科り教育が施行されてきましたが、中山文部科り教育が施行されてきましたが、中山文部科り教育が施行されてきましたが、中山文部科

学相は学力の低下、国際的な学習到達度調査学相は学力の低下、国際的な学習到達度調査学相は学力の低下、国際的な学習到達度調査学相は学力の低下、国際的な学習到達度調査

で日本の順位が下がったことで学習指導要領で日本の順位が下がったことで学習指導要領で日本の順位が下がったことで学習指導要領で日本の順位が下がったことで学習指導要領

を全面的に見直すよう中央教育審議会に求めを全面的に見直すよう中央教育審議会に求めを全面的に見直すよう中央教育審議会に求めを全面的に見直すよう中央教育審議会に求め

ました。社会が激しく動いている時代で、子ました。社会が激しく動いている時代で、子ました。社会が激しく動いている時代で、子ました。社会が激しく動いている時代で、子

どもたちはもちろん学校や教職員は時代の変どもたちはもちろん学校や教職員は時代の変どもたちはもちろん学校や教職員は時代の変どもたちはもちろん学校や教職員は時代の変

化に対応するのは大変で、教員の充実した研化に対応するのは大変で、教員の充実した研化に対応するのは大変で、教員の充実した研化に対応するのは大変で、教員の充実した研

修、研究がますます重要となります。管内27修、研究がますます重要となります。管内27修、研究がますます重要となります。管内27修、研究がますます重要となります。管内27

市町村が共同して教職員の研修並びに課題研市町村が共同して教職員の研修並びに課題研市町村が共同して教職員の研修並びに課題研市町村が共同して教職員の研修並びに課題研

究、研究調査を行い、教育実践の検証、交流究、研究調査を行い、教育実践の検証、交流究、研究調査を行い、教育実践の検証、交流究、研究調査を行い、教育実践の検証、交流

に努め、教職員の資質と指導力の向上を目的に努め、教職員の資質と指導力の向上を目的に努め、教職員の資質と指導力の向上を目的に努め、教職員の資質と指導力の向上を目的

とした空知教育センター組合があり、美唄市とした空知教育センター組合があり、美唄市とした空知教育センター組合があり、美唄市とした空知教育センター組合があり、美唄市

も93万5,000円の負担をして運営をしておりまも93万5,000円の負担をして運営をしておりまも93万5,000円の負担をして運営をしておりまも93万5,000円の負担をして運営をしておりま

す。す。す。す。

そこで、１点目、美唄市の長い歴史の実績そこで、１点目、美唄市の長い歴史の実績そこで、１点目、美唄市の長い歴史の実績そこで、１点目、美唄市の長い歴史の実績

を持つ教育研究所があります。研修事業は、を持つ教育研究所があります。研修事業は、を持つ教育研究所があります。研修事業は、を持つ教育研究所があります。研修事業は、
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空知教育センターに参加しておりますが、研空知教育センターに参加しておりますが、研空知教育センターに参加しておりますが、研空知教育センターに参加しておりますが、研

修事業については独自に行っており、そこで修事業については独自に行っており、そこで修事業については独自に行っており、そこで修事業については独自に行っており、そこで

の役割も大きいと考えますが、事業の効率化の役割も大きいと考えますが、事業の効率化の役割も大きいと考えますが、事業の効率化の役割も大きいと考えますが、事業の効率化

から見て空知教育センターに一体化できないから見て空知教育センターに一体化できないから見て空知教育センターに一体化できないから見て空知教育センターに一体化できない

ものかお伺いいたします。ものかお伺いいたします。ものかお伺いいたします。ものかお伺いいたします。

２点目、教育執行方針の中で、小中学校の２点目、教育執行方針の中で、小中学校の２点目、教育執行方針の中で、小中学校の２点目、教育執行方針の中で、小中学校の

配置について子どもたちにとってよりよい教配置について子どもたちにとってよりよい教配置について子どもたちにとってよりよい教配置について子どもたちにとってよりよい教

育環境を目指し、引き続き保護者や地域の方育環境を目指し、引き続き保護者や地域の方育環境を目指し、引き続き保護者や地域の方育環境を目指し、引き続き保護者や地域の方

々の声を十分に聞きながら、見直しに取り組々の声を十分に聞きながら、見直しに取り組々の声を十分に聞きながら、見直しに取り組々の声を十分に聞きながら、見直しに取り組

むと述べられました。私は、昨年の第１回定むと述べられました。私は、昨年の第１回定むと述べられました。私は、昨年の第１回定むと述べられました。私は、昨年の第１回定

例会でも質問しましたが、社会は大きく変化例会でも質問しましたが、社会は大きく変化例会でも質問しましたが、社会は大きく変化例会でも質問しましたが、社会は大きく変化

している中で、その後保護者、地域の方々としている中で、その後保護者、地域の方々としている中で、その後保護者、地域の方々としている中で、その後保護者、地域の方々と

の話し合いは持たれていないと聞いておりまの話し合いは持たれていないと聞いておりまの話し合いは持たれていないと聞いておりまの話し合いは持たれていないと聞いておりま

す。心配や不安を持っている保護者も多くおす。心配や不安を持っている保護者も多くおす。心配や不安を持っている保護者も多くおす。心配や不安を持っている保護者も多くお

られます。配置見直しに伴う経過と今後どのられます。配置見直しに伴う経過と今後どのられます。配置見直しに伴う経過と今後どのられます。配置見直しに伴う経過と今後どの

ように進めていく考えなのか、あわせて考えように進めていく考えなのか、あわせて考えように進めていく考えなのか、あわせて考えように進めていく考えなのか、あわせて考え

をお伺いいたします。をお伺いいたします。をお伺いいたします。をお伺いいたします。

●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。

●市長桜井道夫君（登壇） 五十嵐議員の質●市長桜井道夫君（登壇） 五十嵐議員の質●市長桜井道夫君（登壇） 五十嵐議員の質●市長桜井道夫君（登壇） 五十嵐議員の質

問にお答えします。問にお答えします。問にお答えします。問にお答えします。

初めに、「おぼろづき」についてでありま初めに、「おぼろづき」についてでありま初めに、「おぼろづき」についてでありま初めに、「おぼろづき」についてでありま

すが、昨年12月の市議会定例会の議論を踏ますが、昨年12月の市議会定例会の議論を踏ますが、昨年12月の市議会定例会の議論を踏ますが、昨年12月の市議会定例会の議論を踏ま

え、農協や農業改良普及センターと協議を行え、農協や農業改良普及センターと協議を行え、農協や農業改良普及センターと協議を行え、農協や農業改良普及センターと協議を行

い、道農政部を訪問し、優良品種としての登い、道農政部を訪問し、優良品種としての登い、道農政部を訪問し、優良品種としての登い、道農政部を訪問し、優良品種としての登

録や本市における早期栽培の実現について要録や本市における早期栽培の実現について要録や本市における早期栽培の実現について要録や本市における早期栽培の実現について要

請を行ってまいりました。請を行ってまいりました。請を行ってまいりました。請を行ってまいりました。

また、北海道農業研究センターに対してもまた、北海道農業研究センターに対してもまた、北海道農業研究センターに対してもまた、北海道農業研究センターに対しても

同様に要請を行ってきたところでございます。同様に要請を行ってきたところでございます。同様に要請を行ってきたところでございます。同様に要請を行ってきたところでございます。

その後１月31日に開催された「北海道優良品その後１月31日に開催された「北海道優良品その後１月31日に開催された「北海道優良品その後１月31日に開催された「北海道優良品

種認定委員会」において、「おぼろづき」が種認定委員会」において、「おぼろづき」が種認定委員会」において、「おぼろづき」が種認定委員会」において、「おぼろづき」が

道の優良品種として認定され、道が「主要農道の優良品種として認定され、道が「主要農道の優良品種として認定され、道が「主要農道の優良品種として認定され、道が「主要農

作物種子法」に基づき種子の生産、普及を促作物種子法」に基づき種子の生産、普及を促作物種子法」に基づき種子の生産、普及を促作物種子法」に基づき種子の生産、普及を促

進し、生産性の向上等を図っていくこととな進し、生産性の向上等を図っていくこととな進し、生産性の向上等を図っていくこととな進し、生産性の向上等を図っていくこととな

りました。このことから、平成17年度は道がりました。このことから、平成17年度は道がりました。このことから、平成17年度は道がりました。このことから、平成17年度は道が

ホクレンに委託し、種子を増殖することとなホクレンに委託し、種子を増殖することとなホクレンに委託し、種子を増殖することとなホクレンに委託し、種子を増殖することとな

り、一般ほ場での栽培は平成18年以降になるり、一般ほ場での栽培は平成18年以降になるり、一般ほ場での栽培は平成18年以降になるり、一般ほ場での栽培は平成18年以降になる

と伺っておりました。と伺っておりました。と伺っておりました。と伺っておりました。

その後北海道農業研究センターから「普及その後北海道農業研究センターから「普及その後北海道農業研究センターから「普及その後北海道農業研究センターから「普及

実証展示圃」としてことしから栽培できる道実証展示圃」としてことしから栽培できる道実証展示圃」としてことしから栽培できる道実証展示圃」としてことしから栽培できる道

が開かれたとの情報を得ました。このことにが開かれたとの情報を得ました。このことにが開かれたとの情報を得ました。このことにが開かれたとの情報を得ました。このことに

ついて道に確認したところ、基本的に実証試ついて道に確認したところ、基本的に実証試ついて道に確認したところ、基本的に実証試ついて道に確認したところ、基本的に実証試

験目的の「展示圃」であり、道が確保してい験目的の「展示圃」であり、道が確保してい験目的の「展示圃」であり、道が確保してい験目的の「展示圃」であり、道が確保してい

る種子量も限られていることから、市町村にる種子量も限られていることから、市町村にる種子量も限られていることから、市町村にる種子量も限られていることから、市町村に

おいて大規模に栽培することは想定しておらおいて大規模に栽培することは想定しておらおいて大規模に栽培することは想定しておらおいて大規模に栽培することは想定しておら

ず、希望数量は認められなかったところでごず、希望数量は認められなかったところでごず、希望数量は認められなかったところでごず、希望数量は認められなかったところでご

ざいます。このことから、美唄市農協ではざいます。このことから、美唄市農協ではざいます。このことから、美唄市農協ではざいます。このことから、美唄市農協では

「実証試験圃」として３ヘクタールの設置希「実証試験圃」として３ヘクタールの設置希「実証試験圃」として３ヘクタールの設置希「実証試験圃」として３ヘクタールの設置希

望をしましたが、市としましては「おぼろづ望をしましたが、市としましては「おぼろづ望をしましたが、市としましては「おぼろづ望をしましたが、市としましては「おぼろづ

き」を一年でも早く栽培したいという声もあき」を一年でも早く栽培したいという声もあき」を一年でも早く栽培したいという声もあき」を一年でも早く栽培したいという声もあ

ることから、ことしから少しでも多く栽培でることから、ことしから少しでも多く栽培でることから、ことしから少しでも多く栽培でることから、ことしから少しでも多く栽培で

きるよう努力しているところでございます。きるよう努力しているところでございます。きるよう努力しているところでございます。きるよう努力しているところでございます。

次に、消防団の再編についてでありますが、次に、消防団の再編についてでありますが、次に、消防団の再編についてでありますが、次に、消防団の再編についてでありますが、

消防団は現在１団13分団の体制で各種災害に消防団は現在１団13分団の体制で各種災害に消防団は現在１団13分団の体制で各種災害に消防団は現在１団13分団の体制で各種災害に

対応しております。人口・世帯数の減少や社対応しております。人口・世帯数の減少や社対応しております。人口・世帯数の減少や社対応しております。人口・世帯数の減少や社

会環境の変化に伴い、自立に向けたまちづく会環境の変化に伴い、自立に向けたまちづく会環境の変化に伴い、自立に向けたまちづく会環境の変化に伴い、自立に向けたまちづく

りのために効率的な分団配置と適正な分団数りのために効率的な分団配置と適正な分団数りのために効率的な分団配置と適正な分団数りのために効率的な分団配置と適正な分団数

などを検討するため、平成17年度に検討委員などを検討するため、平成17年度に検討委員などを検討するため、平成17年度に検討委員などを検討するため、平成17年度に検討委員

会を設立し、平成18年度実施に向けて取り組会を設立し、平成18年度実施に向けて取り組会を設立し、平成18年度実施に向けて取り組会を設立し、平成18年度実施に向けて取り組

んでまいりたいと考えております。んでまいりたいと考えております。んでまいりたいと考えております。んでまいりたいと考えております。

次に、市と国民保護法のかかわりについて次に、市と国民保護法のかかわりについて次に、市と国民保護法のかかわりについて次に、市と国民保護法のかかわりについて

でありますが、平成16年９月に施行されたでありますが、平成16年９月に施行されたでありますが、平成16年９月に施行されたでありますが、平成16年９月に施行された

「武力攻撃事態等における国民の保護のため「武力攻撃事態等における国民の保護のため「武力攻撃事態等における国民の保護のため「武力攻撃事態等における国民の保護のため

の措置に関する法律」、いわゆる国民保護法の措置に関する法律」、いわゆる国民保護法の措置に関する法律」、いわゆる国民保護法の措置に関する法律」、いわゆる国民保護法

では、武力攻撃から国民の生命、身体及び財では、武力攻撃から国民の生命、身体及び財では、武力攻撃から国民の生命、身体及び財では、武力攻撃から国民の生命、身体及び財

産を保護し、国民生活と国民経済に及ぼす影産を保護し、国民生活と国民経済に及ぼす影産を保護し、国民生活と国民経済に及ぼす影産を保護し、国民生活と国民経済に及ぼす影

響を最小にするため、国、地方公共団体等に響を最小にするため、国、地方公共団体等に響を最小にするため、国、地方公共団体等に響を最小にするため、国、地方公共団体等に

おけるそれぞれの国民保護に関する責務を定おけるそれぞれの国民保護に関する責務を定おけるそれぞれの国民保護に関する責務を定おけるそれぞれの国民保護に関する責務を定

めております。めております。めております。めております。
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この法律に基づき、国において平成17年度この法律に基づき、国において平成17年度この法律に基づき、国において平成17年度この法律に基づき、国において平成17年度

中をめどに国民保護計画及び避難マニュアル中をめどに国民保護計画及び避難マニュアル中をめどに国民保護計画及び避難マニュアル中をめどに国民保護計画及び避難マニュアル

のモデルを作成し、各市町村はこれを受けてのモデルを作成し、各市町村はこれを受けてのモデルを作成し、各市町村はこれを受けてのモデルを作成し、各市町村はこれを受けて

平成18年度中に市町村としての計画を策定す平成18年度中に市町村としての計画を策定す平成18年度中に市町村としての計画を策定す平成18年度中に市町村としての計画を策定す

る予定となっております。る予定となっております。る予定となっております。る予定となっております。

なお、この計画の策定に当たっては、条例なお、この計画の策定に当たっては、条例なお、この計画の策定に当たっては、条例なお、この計画の策定に当たっては、条例

で国民保護協議会を設置して審議することとで国民保護協議会を設置して審議することとで国民保護協議会を設置して審議することとで国民保護協議会を設置して審議することと

なっているところでございます。なっているところでございます。なっているところでございます。なっているところでございます。

●議長中西勇夫君 教育長。●議長中西勇夫君 教育長。●議長中西勇夫君 教育長。●議長中西勇夫君 教育長。

●教育長村上忠雄君（登壇） 五十嵐議員の●教育長村上忠雄君（登壇） 五十嵐議員の●教育長村上忠雄君（登壇） 五十嵐議員の●教育長村上忠雄君（登壇） 五十嵐議員の

ご質問に順次お答えいたします。ご質問に順次お答えいたします。ご質問に順次お答えいたします。ご質問に順次お答えいたします。

初めに、美唄市教育研究所と空知教育セン初めに、美唄市教育研究所と空知教育セン初めに、美唄市教育研究所と空知教育セン初めに、美唄市教育研究所と空知教育セン

ター組合についてでありますが、空知教育セター組合についてでありますが、空知教育セター組合についてでありますが、空知教育セター組合についてでありますが、空知教育セ

ンターは空知管内27市町村が協同して教職員ンターは空知管内27市町村が協同して教職員ンターは空知管内27市町村が協同して教職員ンターは空知管内27市町村が協同して教職員

の研修、調査研究、理論、実践経験を行う教の研修、調査研究、理論、実践経験を行う教の研修、調査研究、理論、実践経験を行う教の研修、調査研究、理論、実践経験を行う教

育施設であります。経費は市町村負担金、補育施設であります。経費は市町村負担金、補育施設であります。経費は市町村負担金、補育施設であります。経費は市町村負担金、補

助金、寄附金、その他をもって充てられてお助金、寄附金、その他をもって充てられてお助金、寄附金、その他をもって充てられてお助金、寄附金、その他をもって充てられてお

ります。現在研修事業、研究事業、普及事業ります。現在研修事業、研究事業、普及事業ります。現在研修事業、研究事業、普及事業ります。現在研修事業、研究事業、普及事業

に運営の重点を置き、管内の教育実践の向上に運営の重点を置き、管内の教育実践の向上に運営の重点を置き、管内の教育実践の向上に運営の重点を置き、管内の教育実践の向上

に寄与しております。特に教育課題の解明とに寄与しております。特に教育課題の解明とに寄与しております。特に教育課題の解明とに寄与しております。特に教育課題の解明と

教職員の指導力の向上に役立つ研修講座を平教職員の指導力の向上に役立つ研修講座を平教職員の指導力の向上に役立つ研修講座を平教職員の指導力の向上に役立つ研修講座を平

成16年度は38講座開設しており、美唄市から成16年度は38講座開設しており、美唄市から成16年度は38講座開設しており、美唄市から成16年度は38講座開設しており、美唄市から

も講師４名を派遣し、また多数の受講者があも講師４名を派遣し、また多数の受講者があも講師４名を派遣し、また多数の受講者があも講師４名を派遣し、また多数の受講者があ

る状況でございます。る状況でございます。る状況でございます。る状況でございます。

美唄市教育研究所につきましては、本市教美唄市教育研究所につきましては、本市教美唄市教育研究所につきましては、本市教美唄市教育研究所につきましては、本市教

育の実態に対する科学的調査に基づき教育理育の実態に対する科学的調査に基づき教育理育の実態に対する科学的調査に基づき教育理育の実態に対する科学的調査に基づき教育理

論、実践に関する研究を行い、地域性豊かな論、実践に関する研究を行い、地域性豊かな論、実践に関する研究を行い、地域性豊かな論、実践に関する研究を行い、地域性豊かな

教育の充実を図ることを目的として昭和27年教育の充実を図ることを目的として昭和27年教育の充実を図ることを目的として昭和27年教育の充実を図ることを目的として昭和27年

に設置され、長い歴史の中で美唄の教育に多に設置され、長い歴史の中で美唄の教育に多に設置され、長い歴史の中で美唄の教育に多に設置され、長い歴史の中で美唄の教育に多

大な実績を残してきているところでございま大な実績を残してきているところでございま大な実績を残してきているところでございま大な実績を残してきているところでございま

す。す。す。す。

平成16年度につきましては、地域に密着し平成16年度につきましては、地域に密着し平成16年度につきましては、地域に密着し平成16年度につきましては、地域に密着し

た研究機関ならではの基礎、基本の定着を図た研究機関ならではの基礎、基本の定着を図た研究機関ならではの基礎、基本の定着を図た研究機関ならではの基礎、基本の定着を図

る学習指導の実践研究及び郷土学習の指導にる学習指導の実践研究及び郷土学習の指導にる学習指導の実践研究及び郷土学習の指導にる学習指導の実践研究及び郷土学習の指導に

関する研究の２つの研究課題を設定し、研究関する研究の２つの研究課題を設定し、研究関する研究の２つの研究課題を設定し、研究関する研究の２つの研究課題を設定し、研究

を推進しているところでございます。管内でを推進しているところでございます。管内でを推進しているところでございます。管内でを推進しているところでございます。管内で

教育研究所単独で運営している市町村は少な教育研究所単独で運営している市町村は少な教育研究所単独で運営している市町村は少な教育研究所単独で運営している市町村は少な

い現状でありますが、これまでの実績を踏まい現状でありますが、これまでの実績を踏まい現状でありますが、これまでの実績を踏まい現状でありますが、これまでの実績を踏ま

えながら、将来的なあり方について検討してえながら、将来的なあり方について検討してえながら、将来的なあり方について検討してえながら、将来的なあり方について検討して

まいりたいと、このように考えております。まいりたいと、このように考えております。まいりたいと、このように考えております。まいりたいと、このように考えております。

次に、小中学校の配置についてであります次に、小中学校の配置についてであります次に、小中学校の配置についてであります次に、小中学校の配置についてであります

が、これまで児童生徒の少人数傾向が進む茶が、これまで児童生徒の少人数傾向が進む茶が、これまで児童生徒の少人数傾向が進む茶が、これまで児童生徒の少人数傾向が進む茶

志内及び西美唄中学校について小中学校のＰ志内及び西美唄中学校について小中学校のＰ志内及び西美唄中学校について小中学校のＰ志内及び西美唄中学校について小中学校のＰ

ＴＡ役員をはじめ保護者の皆様や地域代表のＴＡ役員をはじめ保護者の皆様や地域代表のＴＡ役員をはじめ保護者の皆様や地域代表のＴＡ役員をはじめ保護者の皆様や地域代表の

方々と話し合いを行ってきたところでありま方々と話し合いを行ってきたところでありま方々と話し合いを行ってきたところでありま方々と話し合いを行ってきたところでありま

す。この話し合いの中で、保護者や地域の方す。この話し合いの中で、保護者や地域の方す。この話し合いの中で、保護者や地域の方す。この話し合いの中で、保護者や地域の方

々からさまざまなご意見をいただいており、々からさまざまなご意見をいただいており、々からさまざまなご意見をいただいており、々からさまざまなご意見をいただいており、

これらのことについてさらに調査検討するここれらのことについてさらに調査検討するここれらのことについてさらに調査検討するここれらのことについてさらに調査検討するこ

ともありましたので、結果として昨年ほとんともありましたので、結果として昨年ほとんともありましたので、結果として昨年ほとんともありましたので、結果として昨年ほとん

ど話し合いをすることができなかった状況でど話し合いをすることができなかった状況でど話し合いをすることができなかった状況でど話し合いをすることができなかった状況で

ございます。教育委員会といたしましては、ございます。教育委員会といたしましては、ございます。教育委員会といたしましては、ございます。教育委員会といたしましては、

学校の配置見直しについて両校ができるだけ学校の配置見直しについて両校ができるだけ学校の配置見直しについて両校ができるだけ学校の配置見直しについて両校ができるだけ

早い時期に見直しができますように、今後も早い時期に見直しができますように、今後も早い時期に見直しができますように、今後も早い時期に見直しができますように、今後も

地域の方々の声を聞きながら十分な話し合い地域の方々の声を聞きながら十分な話し合い地域の方々の声を聞きながら十分な話し合い地域の方々の声を聞きながら十分な話し合い

をもって進めてまいりたいと考えております。をもって進めてまいりたいと考えております。をもって進めてまいりたいと考えております。をもって進めてまいりたいと考えております。

このため、17年度はさらに共通の理解を深めこのため、17年度はさらに共通の理解を深めこのため、17年度はさらに共通の理解を深めこのため、17年度はさらに共通の理解を深め

ていただく話し合いの期間とさせていただき、ていただく話し合いの期間とさせていただき、ていただく話し合いの期間とさせていただき、ていただく話し合いの期間とさせていただき、

平成18年度は環境整備を含めて具体的な準備平成18年度は環境整備を含めて具体的な準備平成18年度は環境整備を含めて具体的な準備平成18年度は環境整備を含めて具体的な準備

を行ってまいりたい、このように考えておりを行ってまいりたい、このように考えておりを行ってまいりたい、このように考えておりを行ってまいりたい、このように考えており

ます。ます。ます。ます。

なお、これまでの話し合いの経過の中で、なお、これまでの話し合いの経過の中で、なお、これまでの話し合いの経過の中で、なお、これまでの話し合いの経過の中で、

子どもたちの教育環境の変化やスクールバス子どもたちの教育環境の変化やスクールバス子どもたちの教育環境の変化やスクールバス子どもたちの教育環境の変化やスクールバス

の運行、新たな保護者負担などに対するご意の運行、新たな保護者負担などに対するご意の運行、新たな保護者負担などに対するご意の運行、新たな保護者負担などに対するご意

見もありましたので、こういった点につきま見もありましたので、こういった点につきま見もありましたので、こういった点につきま見もありましたので、こういった点につきま

しても今後話し合いを進めてまいりたいと考しても今後話し合いを進めてまいりたいと考しても今後話し合いを進めてまいりたいと考しても今後話し合いを進めてまいりたいと考

えております。えております。えております。えております。

また、完全複式校となっている光珠内小学また、完全複式校となっている光珠内小学また、完全複式校となっている光珠内小学また、完全複式校となっている光珠内小学

校は、今後も児童数の増加は見込まれないと校は、今後も児童数の増加は見込まれないと校は、今後も児童数の増加は見込まれないと校は、今後も児童数の増加は見込まれないと
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いうことから、児童の教育環境という視点かいうことから、児童の教育環境という視点かいうことから、児童の教育環境という視点かいうことから、児童の教育環境という視点か

ら今後のあり方について保護者の方々、地域ら今後のあり方について保護者の方々、地域ら今後のあり方について保護者の方々、地域ら今後のあり方について保護者の方々、地域

の関係者と十分に話し合った上で配置の見直の関係者と十分に話し合った上で配置の見直の関係者と十分に話し合った上で配置の見直の関係者と十分に話し合った上で配置の見直

しを進めていかなければならないものと、こしを進めていかなければならないものと、こしを進めていかなければならないものと、こしを進めていかなければならないものと、こ

のように考えております。のように考えております。のように考えております。のように考えております。

●議長中西勇夫君 ３番五十嵐 聡君。●議長中西勇夫君 ３番五十嵐 聡君。●議長中西勇夫君 ３番五十嵐 聡君。●議長中西勇夫君 ３番五十嵐 聡君。

●３番五十嵐 聡君 この場から２点再質問●３番五十嵐 聡君 この場から２点再質問●３番五十嵐 聡君 この場から２点再質問●３番五十嵐 聡君 この場から２点再質問

させていただきます。させていただきます。させていただきます。させていただきます。

最初に、「おぼろづき」でありますが、道最初に、「おぼろづき」でありますが、道最初に、「おぼろづき」でありますが、道最初に、「おぼろづき」でありますが、道

の優良品種に認定を受けましたから、美唄独の優良品種に認定を受けましたから、美唄独の優良品種に認定を受けましたから、美唄独の優良品種に認定を受けましたから、美唄独

自のブランド米とはなりませんが、美唄市内自のブランド米とはなりませんが、美唄市内自のブランド米とはなりませんが、美唄市内自のブランド米とはなりませんが、美唄市内

で２年前から熱心に試験栽培に取り組んで努で２年前から熱心に試験栽培に取り組んで努で２年前から熱心に試験栽培に取り組んで努で２年前から熱心に試験栽培に取り組んで努

力さてこられた農業者の熱意からの認定で、力さてこられた農業者の熱意からの認定で、力さてこられた農業者の熱意からの認定で、力さてこられた農業者の熱意からの認定で、

美唄の米と言えば「おぼろづき」、「おぼろ美唄の米と言えば「おぼろづき」、「おぼろ美唄の米と言えば「おぼろづき」、「おぼろ美唄の米と言えば「おぼろづき」、「おぼろ

づき」と言えば美唄と言われるような消費者づき」と言えば美唄と言われるような消費者づき」と言えば美唄と言われるような消費者づき」と言えば美唄と言われるような消費者

が望む売れる米づくりとして育つことを期待が望む売れる米づくりとして育つことを期待が望む売れる米づくりとして育つことを期待が望む売れる米づくりとして育つことを期待

しているところであります。しているところであります。しているところであります。しているところであります。

実証試験の取り組みは、他町村よりも栽培実証試験の取り組みは、他町村よりも栽培実証試験の取り組みは、他町村よりも栽培実証試験の取り組みは、他町村よりも栽培

ノウハウをいち早く身につけるために土壌条ノウハウをいち早く身につけるために土壌条ノウハウをいち早く身につけるために土壌条ノウハウをいち早く身につけるために土壌条

件、栽培様式、地域別農場で試験を行い、適件、栽培様式、地域別農場で試験を行い、適件、栽培様式、地域別農場で試験を行い、適件、栽培様式、地域別農場で試験を行い、適

地適作の選択が望ましいと考えますが、どの地適作の選択が望ましいと考えますが、どの地適作の選択が望ましいと考えますが、どの地適作の選択が望ましいと考えますが、どの

ように取り組む考えなのかお伺いいたします。ように取り組む考えなのかお伺いいたします。ように取り組む考えなのかお伺いいたします。ように取り組む考えなのかお伺いいたします。

次に、ほとんどの農村地域では農業を専業次に、ほとんどの農村地域では農業を専業次に、ほとんどの農村地域では農業を専業次に、ほとんどの農村地域では農業を専業

としながら多くの方が土木、建設会社などにとしながら多くの方が土木、建設会社などにとしながら多くの方が土木、建設会社などにとしながら多くの方が土木、建設会社などに

アルバイトに行っておられ、消防活動に苦労アルバイトに行っておられ、消防活動に苦労アルバイトに行っておられ、消防活動に苦労アルバイトに行っておられ、消防活動に苦労

されている分団もあるように聞いております。されている分団もあるように聞いております。されている分団もあるように聞いております。されている分団もあるように聞いております。

あらゆる災害の想定から、消防団の役割は多あらゆる災害の想定から、消防団の役割は多あらゆる災害の想定から、消防団の役割は多あらゆる災害の想定から、消防団の役割は多

く、組織強化が重要と考えますが、団の再編く、組織強化が重要と考えますが、団の再編く、組織強化が重要と考えますが、団の再編く、組織強化が重要と考えますが、団の再編

によってベテラン団員の退団を助長する危惧によってベテラン団員の退団を助長する危惧によってベテラン団員の退団を助長する危惧によってベテラン団員の退団を助長する危惧

もあります。美唄市の人口に適した団員数ともあります。美唄市の人口に適した団員数ともあります。美唄市の人口に適した団員数ともあります。美唄市の人口に適した団員数と

検討委員会はどのようなメンバーで構成され検討委員会はどのようなメンバーで構成され検討委員会はどのようなメンバーで構成され検討委員会はどのようなメンバーで構成され

るのかお伺いいたします。るのかお伺いいたします。るのかお伺いいたします。るのかお伺いいたします。

●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。

●市長桜井道夫君 五十嵐議員の再質問にお●市長桜井道夫君 五十嵐議員の再質問にお●市長桜井道夫君 五十嵐議員の再質問にお●市長桜井道夫君 五十嵐議員の再質問にお

答えします。答えします。答えします。答えします。

初めに、「おぼろづき」の「普及実証展示初めに、「おぼろづき」の「普及実証展示初めに、「おぼろづき」の「普及実証展示初めに、「おぼろづき」の「普及実証展示

圃」についてでありますが、「おぼろづき」圃」についてでありますが、「おぼろづき」圃」についてでありますが、「おぼろづき」圃」についてでありますが、「おぼろづき」

は消費者などからおいしいお米と評価されては消費者などからおいしいお米と評価されては消費者などからおいしいお米と評価されては消費者などからおいしいお米と評価されて

おり、栽培に当たってはこの評価を下げないおり、栽培に当たってはこの評価を下げないおり、栽培に当たってはこの評価を下げないおり、栽培に当たってはこの評価を下げない

ことが大切だと考えております。ことが大切だと考えております。ことが大切だと考えております。ことが大切だと考えております。

このため美唄市農協と適地適作などを進めこのため美唄市農協と適地適作などを進めこのため美唄市農協と適地適作などを進めこのため美唄市農協と適地適作などを進め

る方向で協議してきており、今後は「普及実る方向で協議してきており、今後は「普及実る方向で協議してきており、今後は「普及実る方向で協議してきており、今後は「普及実

証展示圃」用に試験場から配分される種子量証展示圃」用に試験場から配分される種子量証展示圃」用に試験場から配分される種子量証展示圃」用に試験場から配分される種子量

が決まり次第、農協において育苗方式をはじが決まり次第、農協において育苗方式をはじが決まり次第、農協において育苗方式をはじが決まり次第、農協において育苗方式をはじ

め土壌条件や生産者の栽培技術、食味分析結め土壌条件や生産者の栽培技術、食味分析結め土壌条件や生産者の栽培技術、食味分析結め土壌条件や生産者の栽培技術、食味分析結

果等をもとにほ場を選定することとなってお果等をもとにほ場を選定することとなってお果等をもとにほ場を選定することとなってお果等をもとにほ場を選定することとなってお

ります。ります。ります。ります。

次に、消防団の団員数についてであります次に、消防団の団員数についてであります次に、消防団の団員数についてであります次に、消防団の団員数についてであります

が、水害、地震など自然災害に対応するためが、水害、地震など自然災害に対応するためが、水害、地震など自然災害に対応するためが、水害、地震など自然災害に対応するため

には、現在の団員数を確保することが必要でには、現在の団員数を確保することが必要でには、現在の団員数を確保することが必要でには、現在の団員数を確保することが必要で

あると考えております。あると考えております。あると考えております。あると考えております。

また、検討委員会のメンバーにつきましてまた、検討委員会のメンバーにつきましてまた、検討委員会のメンバーにつきましてまた、検討委員会のメンバーにつきまして

は、団長、副団長、分団長を中心とする構成は、団長、副団長、分団長を中心とする構成は、団長、副団長、分団長を中心とする構成は、団長、副団長、分団長を中心とする構成

を考えております。を考えております。を考えております。を考えております。

なお、各分団の消防講演会には、各委員会なお、各分団の消防講演会には、各委員会なお、各分団の消防講演会には、各委員会なお、各分団の消防講演会には、各委員会

で検討内容をお知らせし、各地域の理解を得で検討内容をお知らせし、各地域の理解を得で検討内容をお知らせし、各地域の理解を得で検討内容をお知らせし、各地域の理解を得

ながら進めてまいりたいと考えております。ながら進めてまいりたいと考えております。ながら進めてまいりたいと考えております。ながら進めてまいりたいと考えております。

●議長中西勇夫君 次に移ります。●議長中西勇夫君 次に移ります。●議長中西勇夫君 次に移ります。●議長中西勇夫君 次に移ります。

17番吉田 栄君。17番吉田 栄君。17番吉田 栄君。17番吉田 栄君。

●17番吉田 栄君（登壇） 17年第１回定例●17番吉田 栄君（登壇） 17年第１回定例●17番吉田 栄君（登壇） 17年第１回定例●17番吉田 栄君（登壇） 17年第１回定例

会に当たりまして、さきに通告いたしてあり会に当たりまして、さきに通告いたしてあり会に当たりまして、さきに通告いたしてあり会に当たりまして、さきに通告いたしてあり

ます米政策問題、稲作農業に対する美唄の取ます米政策問題、稲作農業に対する美唄の取ます米政策問題、稲作農業に対する美唄の取ます米政策問題、稲作農業に対する美唄の取

り組みなどについて質問をしてまいりたいとり組みなどについて質問をしてまいりたいとり組みなどについて質問をしてまいりたいとり組みなどについて質問をしてまいりたいと

思います。思います。思います。思います。

申し上げるまでもなく、美唄の基幹産業、申し上げるまでもなく、美唄の基幹産業、申し上げるまでもなく、美唄の基幹産業、申し上げるまでもなく、美唄の基幹産業、

これは農業であります。しかも、農業の中でこれは農業であります。しかも、農業の中でこれは農業であります。しかも、農業の中でこれは農業であります。しかも、農業の中で

もその根幹をなすのは稲作農業だということもその根幹をなすのは稲作農業だということもその根幹をなすのは稲作農業だということもその根幹をなすのは稲作農業だということ

は、いまさら申し上げるまでもありません。は、いまさら申し上げるまでもありません。は、いまさら申し上げるまでもありません。は、いまさら申し上げるまでもありません。
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米政策改革大綱が16年から実施されて、昨年米政策改革大綱が16年から実施されて、昨年米政策改革大綱が16年から実施されて、昨年米政策改革大綱が16年から実施されて、昨年

の12月定例会でその影響はどういう状況かとの12月定例会でその影響はどういう状況かとの12月定例会でその影響はどういう状況かとの12月定例会でその影響はどういう状況かと

いうことについて質問いたしました。15年度いうことについて質問いたしました。15年度いうことについて質問いたしました。15年度いうことについて質問いたしました。15年度

との比較で言いますと、いわゆる農業者の手との比較で言いますと、いわゆる農業者の手との比較で言いますと、いわゆる農業者の手との比較で言いますと、いわゆる農業者の手

取りが24％削減されたと、そういう状況に相取りが24％削減されたと、そういう状況に相取りが24％削減されたと、そういう状況に相取りが24％削減されたと、そういう状況に相

なったと、こういう答弁でありました。申しなったと、こういう答弁でありました。申しなったと、こういう答弁でありました。申しなったと、こういう答弁でありました。申し

上げるまでもなく、米政策大綱は３年間何は上げるまでもなく、米政策大綱は３年間何は上げるまでもなく、米政策大綱は３年間何は上げるまでもなく、米政策大綱は３年間何は

ともあれその骨格をなして実施すると、こうともあれその骨格をなして実施すると、こうともあれその骨格をなして実施すると、こうともあれその骨格をなして実施すると、こう

いうことでありますから、大きくは変わらないうことでありますから、大きくは変わらないうことでありますから、大きくは変わらないうことでありますから、大きくは変わらな

いのだろうと思いますが、美唄市において17いのだろうと思いますが、美唄市において17いのだろうと思いますが、美唄市において17いのだろうと思いますが、美唄市において17

年度の改革大綱にかかわっての影響、どうい年度の改革大綱にかかわっての影響、どうい年度の改革大綱にかかわっての影響、どうい年度の改革大綱にかかわっての影響、どうい

う状況になる見通しなのか、その辺についてう状況になる見通しなのか、その辺についてう状況になる見通しなのか、その辺についてう状況になる見通しなのか、その辺について

まずお伺いをしたいと思います。まずお伺いをしたいと思います。まずお伺いをしたいと思います。まずお伺いをしたいと思います。

２つ目は、米ガイドライン配分ランキング２つ目は、米ガイドライン配分ランキング２つ目は、米ガイドライン配分ランキング２つ目は、米ガイドライン配分ランキング

の問題についてお尋ねをしたいと思います。の問題についてお尋ねをしたいと思います。の問題についてお尋ねをしたいと思います。の問題についてお尋ねをしたいと思います。

２年でしょうか、３年でしょうか、７つの区２年でしょうか、３年でしょうか、７つの区２年でしょうか、３年でしょうか、７つの区２年でしょうか、３年でしょうか、７つの区

分の中で上位から６番目という状況が続いて分の中で上位から６番目という状況が続いて分の中で上位から６番目という状況が続いて分の中で上位から６番目という状況が続いて

おります。これは、他市の１つの例でございおります。これは、他市の１つの例でございおります。これは、他市の１つの例でございおります。これは、他市の１つの例でござい

ますが、昨年の12月だったと思いますけれどますが、昨年の12月だったと思いますけれどますが、昨年の12月だったと思いますけれどますが、昨年の12月だったと思いますけれど

も、新聞に出ていました。深川市であります。も、新聞に出ていました。深川市であります。も、新聞に出ていました。深川市であります。も、新聞に出ていました。深川市であります。

深川市は、４年連続５のランクであります。深川市は、４年連続５のランクであります。深川市は、４年連続５のランクであります。深川市は、４年連続５のランクであります。

上から数えて３つ目と大変いい成績で、４年上から数えて３つ目と大変いい成績で、４年上から数えて３つ目と大変いい成績で、４年上から数えて３つ目と大変いい成績で、４年

連続の実績を誇っている。私は、誇っている連続の実績を誇っている。私は、誇っている連続の実績を誇っている。私は、誇っている連続の実績を誇っている。私は、誇っている

と思っていたのです。ところが、深川にランと思っていたのです。ところが、深川にランと思っていたのです。ところが、深川にランと思っていたのです。ところが、深川にラン

キング向上に向けて大変な努力がはらわれてキング向上に向けて大変な努力がはらわれてキング向上に向けて大変な努力がはらわれてキング向上に向けて大変な努力がはらわれて

おり、そして低たんぱく化推進運動本部を立おり、そして低たんぱく化推進運動本部を立おり、そして低たんぱく化推進運動本部を立おり、そして低たんぱく化推進運動本部を立

ち上げたと、こういう記事が載っていました。ち上げたと、こういう記事が載っていました。ち上げたと、こういう記事が載っていました。ち上げたと、こういう記事が載っていました。

５のランクづけが推進本部を創設して、そし５のランクづけが推進本部を創設して、そし５のランクづけが推進本部を創設して、そし５のランクづけが推進本部を創設して、そし

て７を目指すのだと、こういう意気込みなのて７を目指すのだと、こういう意気込みなのて７を目指すのだと、こういう意気込みなのて７を目指すのだと、こういう意気込みなの

です。これは、もう大変見上げたもんだと思です。これは、もう大変見上げたもんだと思です。これは、もう大変見上げたもんだと思です。これは、もう大変見上げたもんだと思

ったんです。それもそのはず一昨年まではこったんです。それもそのはず一昨年まではこったんです。それもそのはず一昨年まではこったんです。それもそのはず一昨年まではこ

のランキングというのは、米の売れ行き、予のランキングというのは、米の売れ行き、予のランキングというのは、米の売れ行き、予のランキングというのは、米の売れ行き、予

約の容易さ、そういったことからしても大変約の容易さ、そういったことからしても大変約の容易さ、そういったことからしても大変約の容易さ、そういったことからしても大変

重要なかぎを握っていると、こういうことだ重要なかぎを握っていると、こういうことだ重要なかぎを握っていると、こういうことだ重要なかぎを握っていると、こういうことだ

ったと思います。しかし、この17年度の作付ったと思います。しかし、この17年度の作付ったと思います。しかし、この17年度の作付ったと思います。しかし、この17年度の作付

面積を左右するのに、大きくこのランキング面積を左右するのに、大きくこのランキング面積を左右するのに、大きくこのランキング面積を左右するのに、大きくこのランキング

というものが影響してくるという、そういうというものが影響してくるという、そういうというものが影響してくるという、そういうというものが影響してくるという、そういう

方向になったと。これも昨年の12月だったか方向になったと。これも昨年の12月だったか方向になったと。これも昨年の12月だったか方向になったと。これも昨年の12月だったか

と思うのですけれども、新聞に出ていました。と思うのですけれども、新聞に出ていました。と思うのですけれども、新聞に出ていました。と思うのですけれども、新聞に出ていました。

このランキングによる傾斜配分で、それぞれこのランキングによる傾斜配分で、それぞれこのランキングによる傾斜配分で、それぞれこのランキングによる傾斜配分で、それぞれ

市町村の作付面積に影響する、その数値が出市町村の作付面積に影響する、その数値が出市町村の作付面積に影響する、その数値が出市町村の作付面積に影響する、その数値が出

ていました。たしか美唄は108ヘクタールふえていました。たしか美唄は108ヘクタールふえていました。たしか美唄は108ヘクタールふえていました。たしか美唄は108ヘクタールふえ

ると、そういう数値が示されておりました。ると、そういう数値が示されておりました。ると、そういう数値が示されておりました。ると、そういう数値が示されておりました。

実際には、100ヘクタールを下回ることでおさ実際には、100ヘクタールを下回ることでおさ実際には、100ヘクタールを下回ることでおさ実際には、100ヘクタールを下回ることでおさ

まったようでありますけども、そういうようまったようでありますけども、そういうようまったようでありますけども、そういうようまったようでありますけども、そういうよう

に減反がふやされるという、あるいは減反がに減反がふやされるという、あるいは減反がに減反がふやされるという、あるいは減反がに減反がふやされるという、あるいは減反が

少なくなるというかぎを握っているランキン少なくなるというかぎを握っているランキン少なくなるというかぎを握っているランキン少なくなるというかぎを握っているランキン

グの数値でありますから、これは深川でなくグの数値でありますから、これは深川でなくグの数値でありますから、これは深川でなくグの数値でありますから、これは深川でなく

ても６であれば７にしようと、３であればせても６であれば７にしようと、３であればせても６であれば７にしようと、３であればせても６であれば７にしようと、３であればせ

めて５ぐらいに持っていこうという努力が農めて５ぐらいに持っていこうという努力が農めて５ぐらいに持っていこうという努力が農めて５ぐらいに持っていこうという努力が農

業者の中からその意向が大きくなってこなけ業者の中からその意向が大きくなってこなけ業者の中からその意向が大きくなってこなけ業者の中からその意向が大きくなってこなけ

ればならないはずだと、私はそう思うのです。ればならないはずだと、私はそう思うのです。ればならないはずだと、私はそう思うのです。ればならないはずだと、私はそう思うのです。

そうはいっても現に私の知る限りでは、農そうはいっても現に私の知る限りでは、農そうはいっても現に私の知る限りでは、農そうはいっても現に私の知る限りでは、農

業者団体の中からそういうランキング向上に業者団体の中からそういうランキング向上に業者団体の中からそういうランキング向上に業者団体の中からそういうランキング向上に

向けた運動がまだ見えておりません。とすれ向けた運動がまだ見えておりません。とすれ向けた運動がまだ見えておりません。とすれ向けた運動がまだ見えておりません。とすれ

ば、美唄市の基幹産業だと、こう位置づけるば、美唄市の基幹産業だと、こう位置づけるば、美唄市の基幹産業だと、こう位置づけるば、美唄市の基幹産業だと、こう位置づける

のだとすれば、行政が音頭をとって農業者ののだとすれば、行政が音頭をとって農業者ののだとすれば、行政が音頭をとって農業者ののだとすれば、行政が音頭をとって農業者の

皆さんに働きかけて、何としてもこのランキ皆さんに働きかけて、何としてもこのランキ皆さんに働きかけて、何としてもこのランキ皆さんに働きかけて、何としてもこのランキ

ングを２つでも３つでも上位に持っていこうングを２つでも３つでも上位に持っていこうングを２つでも３つでも上位に持っていこうングを２つでも３つでも上位に持っていこう

よと。そうすれば、減反面積も少なくて済むよと。そうすれば、減反面積も少なくて済むよと。そうすれば、減反面積も少なくて済むよと。そうすれば、減反面積も少なくて済む

ようになるではないかと。たしか空知市町村ようになるではないかと。たしか空知市町村ようになるではないかと。たしか空知市町村ようになるではないかと。たしか空知市町村

の中でどこもここもが減反の面積が多くなっの中でどこもここもが減反の面積が多くなっの中でどこもここもが減反の面積が多くなっの中でどこもここもが減反の面積が多くなっ

たわけじゃないんです。やっぱり売れ行きのたわけじゃないんです。やっぱり売れ行きのたわけじゃないんです。やっぱり売れ行きのたわけじゃないんです。やっぱり売れ行きの

いい米をつくっているところでは、ちょっといい米をつくっているところでは、ちょっといい米をつくっているところでは、ちょっといい米をつくっているところでは、ちょっと

名前忘れましたけども、たしか24ヘクタール名前忘れましたけども、たしか24ヘクタール名前忘れましたけども、たしか24ヘクタール名前忘れましたけども、たしか24ヘクタール

余減反が少なくなったところだってあったん余減反が少なくなったところだってあったん余減反が少なくなったところだってあったん余減反が少なくなったところだってあったん

です。そういうことからすると、いま１粒のです。そういうことからすると、いま１粒のです。そういうことからすると、いま１粒のです。そういうことからすると、いま１粒の

米でも多くとる。収穫を多くする。それも大米でも多くとる。収穫を多くする。それも大米でも多くとる。収穫を多くする。それも大米でも多くとる。収穫を多くする。それも大
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切なんだろうけども、まずはその米をつくる切なんだろうけども、まずはその米をつくる切なんだろうけども、まずはその米をつくる切なんだろうけども、まずはその米をつくる

田んぼをうんとつくれるような、そういう条田んぼをうんとつくれるような、そういう条田んぼをうんとつくれるような、そういう条田んぼをうんとつくれるような、そういう条

件をつくり上げていかなければならないんだ件をつくり上げていかなければならないんだ件をつくり上げていかなければならないんだ件をつくり上げていかなければならないんだ

とすると、行政が先頭になって農業者の皆さとすると、行政が先頭になって農業者の皆さとすると、行政が先頭になって農業者の皆さとすると、行政が先頭になって農業者の皆さ

んに汗を流してもらうと、そういう努力が必んに汗を流してもらうと、そういう努力が必んに汗を流してもらうと、そういう努力が必んに汗を流してもらうと、そういう努力が必

要ではないのかなと、こんなふうに思うので要ではないのかなと、こんなふうに思うので要ではないのかなと、こんなふうに思うので要ではないのかなと、こんなふうに思うので

すが、市長の見解を求めたいと思います。すが、市長の見解を求めたいと思います。すが、市長の見解を求めたいと思います。すが、市長の見解を求めたいと思います。

さて、３つ目は、「おぼろづき」の問題にさて、３つ目は、「おぼろづき」の問題にさて、３つ目は、「おぼろづき」の問題にさて、３つ目は、「おぼろづき」の問題に

ついて触れたいと思います。いまほど同僚議ついて触れたいと思います。いまほど同僚議ついて触れたいと思います。いまほど同僚議ついて触れたいと思います。いまほど同僚議

員から「おぼろづき」の奨励品種になった経員から「おぼろづき」の奨励品種になった経員から「おぼろづき」の奨励品種になった経員から「おぼろづき」の奨励品種になった経

緯、そして現段階における「おぼろづき」を緯、そして現段階における「おぼろづき」を緯、そして現段階における「おぼろづき」を緯、そして現段階における「おぼろづき」を

取り巻く状況、情勢についてお話がありまし取り巻く状況、情勢についてお話がありまし取り巻く状況、情勢についてお話がありまし取り巻く状況、情勢についてお話がありまし

た。重複しますからその部分については割愛た。重複しますからその部分については割愛た。重複しますからその部分については割愛た。重複しますからその部分については割愛

をして、一歩踏み込んだ質問をしてみたいとをして、一歩踏み込んだ質問をしてみたいとをして、一歩踏み込んだ質問をしてみたいとをして、一歩踏み込んだ質問をしてみたいと

思うんです。思うんです。思うんです。思うんです。

「普及実証展示圃」という名前で作付する「普及実証展示圃」という名前で作付する「普及実証展示圃」という名前で作付する「普及実証展示圃」という名前で作付する

と、いまそういう話になっているやに私も聞と、いまそういう話になっているやに私も聞と、いまそういう話になっているやに私も聞と、いまそういう話になっているやに私も聞

いています。その前には、出どころは別としいています。その前には、出どころは別としいています。その前には、出どころは別としいています。その前には、出どころは別とし

まして美唄で1,000キロの作付をすると。それまして美唄で1,000キロの作付をすると。それまして美唄で1,000キロの作付をすると。それまして美唄で1,000キロの作付をすると。それ

で、いいんでねえかと。そして、美唄を除くで、いいんでねえかと。そして、美唄を除くで、いいんでねえかと。そして、美唄を除くで、いいんでねえかと。そして、美唄を除く

市町村で800キロの種もみを配付すると。それ市町村で800キロの種もみを配付すると。それ市町村で800キロの種もみを配付すると。それ市町村で800キロの種もみを配付すると。それ

は、農業普及センターにその配分をすると。は、農業普及センターにその配分をすると。は、農業普及センターにその配分をすると。は、農業普及センターにその配分をすると。

そういうような話が流れていました。私それそういうような話が流れていました。私それそういうような話が流れていました。私それそういうような話が流れていました。私それ

はその審議のほど、そしてどこからそういうはその審議のほど、そしてどこからそういうはその審議のほど、そしてどこからそういうはその審議のほど、そしてどこからそういう

情報が出たかということはあえて割愛をさせ情報が出たかということはあえて割愛をさせ情報が出たかということはあえて割愛をさせ情報が出たかということはあえて割愛をさせ

ていただきますが、そういう話。そして、先ていただきますが、そういう話。そして、先ていただきますが、そういう話。そして、先ていただきますが、そういう話。そして、先

ほど同僚議員に答弁ありましたように、実証ほど同僚議員に答弁ありましたように、実証ほど同僚議員に答弁ありましたように、実証ほど同僚議員に答弁ありましたように、実証

展示圃を設定すると、こういうことに変わっ展示圃を設定すると、こういうことに変わっ展示圃を設定すると、こういうことに変わっ展示圃を設定すると、こういうことに変わっ

てきたようであります。てきたようであります。てきたようであります。てきたようであります。

12月の定例会で私が主張したことは、先ほ12月の定例会で私が主張したことは、先ほ12月の定例会で私が主張したことは、先ほ12月の定例会で私が主張したことは、先ほ

ど同僚議員も言っていましたように、美唄のど同僚議員も言っていましたように、美唄のど同僚議員も言っていましたように、美唄のど同僚議員も言っていましたように、美唄の

ブランド米としてどう位置づけるかと。それブランド米としてどう位置づけるかと。それブランド米としてどう位置づけるかと。それブランド米としてどう位置づけるかと。それ

には、美唄には種もみがいっぱいあるんだと、には、美唄には種もみがいっぱいあるんだと、には、美唄には種もみがいっぱいあるんだと、には、美唄には種もみがいっぱいあるんだと、

そういう前提で私は申し上げた。そういう表そういう前提で私は申し上げた。そういう表そういう前提で私は申し上げた。そういう表そういう前提で私は申し上げた。そういう表

現も使いました。この「普及実証展示圃」と現も使いました。この「普及実証展示圃」と現も使いました。この「普及実証展示圃」と現も使いました。この「普及実証展示圃」と

いうのは、間違いなく「おぼろづき」の特性いうのは、間違いなく「おぼろづき」の特性いうのは、間違いなく「おぼろづき」の特性いうのは、間違いなく「おぼろづき」の特性

を維持し、そしてまじり気のない「おぼろづを維持し、そしてまじり気のない「おぼろづを維持し、そしてまじり気のない「おぼろづを維持し、そしてまじり気のない「おぼろづ

き」を、その種もみをつくるためだというこき」を、その種もみをつくるためだというこき」を、その種もみをつくるためだというこき」を、その種もみをつくるためだというこ

とだと思うのです。しかし、市長、これにはとだと思うのです。しかし、市長、これにはとだと思うのです。しかし、市長、これにはとだと思うのです。しかし、市長、これには

平成12年から14年まで、前にも申し上げまし平成12年から14年まで、前にも申し上げまし平成12年から14年まで、前にも申し上げまし平成12年から14年まで、前にも申し上げまし

たが、北海道農業研究センターが３年間にわたが、北海道農業研究センターが３年間にわたが、北海道農業研究センターが３年間にわたが、北海道農業研究センターが３年間にわ

たってさまざまな実証調査をやっているんでたってさまざまな実証調査をやっているんでたってさまざまな実証調査をやっているんでたってさまざまな実証調査をやっているんで

す。そして、その実証調査に基づいて農水省す。そして、その実証調査に基づいて農水省す。そして、その実証調査に基づいて農水省す。そして、その実証調査に基づいて農水省

が北海292号という米を「おぼろづき」というが北海292号という米を「おぼろづき」というが北海292号という米を「おぼろづき」というが北海292号という米を「おぼろづき」という

名前に登録をしたんです。そして、なおかつ名前に登録をしたんです。そして、なおかつ名前に登録をしたんです。そして、なおかつ名前に登録をしたんです。そして、なおかつ

北海道農業研究センターが15年に美唄の農業北海道農業研究センターが15年に美唄の農業北海道農業研究センターが15年に美唄の農業北海道農業研究センターが15年に美唄の農業

者に白羽の矢を立てて、そして種もみの採取者に白羽の矢を立てて、そして種もみの採取者に白羽の矢を立てて、そして種もみの採取者に白羽の矢を立てて、そして種もみの採取

について委託したんです、15、16年と。15年について委託したんです、15、16年と。15年について委託したんです、15、16年と。15年について委託したんです、15、16年と。15年

は２反歩だった。20アールだった。この20アは２反歩だった。20アールだった。この20アは２反歩だった。20アールだった。この20アは２反歩だった。20アールだった。この20ア

ールというものが個人にとってみれば何のプールというものが個人にとってみれば何のプールというものが個人にとってみれば何のプールというものが個人にとってみれば何のプ

ラスになったんでしょうか。こんなもの経済ラスになったんでしょうか。こんなもの経済ラスになったんでしょうか。こんなもの経済ラスになったんでしょうか。こんなもの経済

的に何の足しにもなんないんです。そして、1的に何の足しにもなんないんです。そして、1的に何の足しにもなんないんです。そして、1的に何の足しにもなんないんです。そして、1

6年度に美唄の種子委託農業者がこれはひょっ6年度に美唄の種子委託農業者がこれはひょっ6年度に美唄の種子委託農業者がこれはひょっ6年度に美唄の種子委託農業者がこれはひょっ

とすると北海道を代表する米になるかもしれとすると北海道を代表する米になるかもしれとすると北海道を代表する米になるかもしれとすると北海道を代表する米になるかもしれ

んという、そういう判断のもとに７ヘクターんという、そういう判断のもとに７ヘクターんという、そういう判断のもとに７ヘクターんという、そういう判断のもとに７ヘクター

ル耕作した。これは、大変なリスクを覚悟のル耕作した。これは、大変なリスクを覚悟のル耕作した。これは、大変なリスクを覚悟のル耕作した。これは、大変なリスクを覚悟の

上でやったんだと思うんです。反収幾らある上でやったんだと思うんです。反収幾らある上でやったんだと思うんです。反収幾らある上でやったんだと思うんです。反収幾らある

かという保証はないんです。平成12年から14かという保証はないんです。平成12年から14かという保証はないんです。平成12年から14かという保証はないんです。平成12年から14

年までの間、農業研究センターが調査をした年までの間、農業研究センターが調査をした年までの間、農業研究センターが調査をした年までの間、農業研究センターが調査をした

その数値の中にも反収はよくないとある。そその数値の中にも反収はよくないとある。そその数値の中にも反収はよくないとある。そその数値の中にも反収はよくないとある。そ

れをあえて７ヘクタールつくった。しかも、れをあえて７ヘクタールつくった。しかも、れをあえて７ヘクタールつくった。しかも、れをあえて７ヘクタールつくった。しかも、

それがどういう売れ行きになるかということそれがどういう売れ行きになるかということそれがどういう売れ行きになるかということそれがどういう売れ行きになるかということ

は全く見当つかない。そういう中でも何とかは全く見当つかない。そういう中でも何とかは全く見当つかない。そういう中でも何とかは全く見当つかない。そういう中でも何とか

美唄のブランド品に、北海道のブランド品に美唄のブランド品に、北海道のブランド品に美唄のブランド品に、北海道のブランド品に美唄のブランド品に、北海道のブランド品に

なればと、そういう夢を持ってつくったわけなればと、そういう夢を持ってつくったわけなればと、そういう夢を持ってつくったわけなればと、そういう夢を持ってつくったわけ

だ。そして、昨年は９月から今日まで新聞にだ。そして、昨年は９月から今日まで新聞にだ。そして、昨年は９月から今日まで新聞にだ。そして、昨年は９月から今日まで新聞に

テレビに大きくもてはやされた。そして、道テレビに大きくもてはやされた。そして、道テレビに大きくもてはやされた。そして、道テレビに大きくもてはやされた。そして、道

民の試食会もそちこちでなされて、それが好民の試食会もそちこちでなされて、それが好民の試食会もそちこちでなされて、それが好民の試食会もそちこちでなされて、それが好
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評だったと。そうなったからいい。だけど、評だったと。そうなったからいい。だけど、評だったと。そうなったからいい。だけど、評だったと。そうなったからいい。だけど、

これもし間違ってそういういい結果に出なかこれもし間違ってそういういい結果に出なかこれもし間違ってそういういい結果に出なかこれもし間違ってそういういい結果に出なか

ったとしたらどうしますか。大変な危険を冒ったとしたらどうしますか。大変な危険を冒ったとしたらどうしますか。大変な危険を冒ったとしたらどうしますか。大変な危険を冒

しての作付だったと私は思うんです。しかも、しての作付だったと私は思うんです。しかも、しての作付だったと私は思うんです。しかも、しての作付だったと私は思うんです。しかも、

「おぼろづき」という米は白濁するモチ米の「おぼろづき」という米は白濁するモチ米の「おぼろづき」という米は白濁するモチ米の「おぼろづき」という米は白濁するモチ米の

ような、ああいう白い米になるおそれがある、ような、ああいう白い米になるおそれがある、ような、ああいう白い米になるおそれがある、ような、ああいう白い米になるおそれがある、

アミロースが少ないと。それを防止するためアミロースが少ないと。それを防止するためアミロースが少ないと。それを防止するためアミロースが少ないと。それを防止するため

に９月10日近くまで田んぼに水を張って夜のに９月10日近くまで田んぼに水を張って夜のに９月10日近くまで田んぼに水を張って夜のに９月10日近くまで田んぼに水を張って夜の

冷え込みを防いだんです。もう何日もしない冷え込みを防いだんです。もう何日もしない冷え込みを防いだんです。もう何日もしない冷え込みを防いだんです。もう何日もしない

でコンバインを入れんとならん。田んぼにあでコンバインを入れんとならん。田んぼにあでコンバインを入れんとならん。田んぼにあでコンバインを入れんとならん。田んぼにあ

の重機を入れんとならん。水を張っていたら、の重機を入れんとならん。水を張っていたら、の重機を入れんとならん。水を張っていたら、の重機を入れんとならん。水を張っていたら、

田んぼが乾かない。大変な苦労を見越して、田んぼが乾かない。大変な苦労を見越して、田んぼが乾かない。大変な苦労を見越して、田んぼが乾かない。大変な苦労を見越して、

それよりも何よりも白濁米をつくっちゃなんそれよりも何よりも白濁米をつくっちゃなんそれよりも何よりも白濁米をつくっちゃなんそれよりも何よりも白濁米をつくっちゃなん

ないということで水を張ったんです。そして、ないということで水を張ったんです。そして、ないということで水を張ったんです。そして、ないということで水を張ったんです。そして、

でき上がった米が「きらら」や「ほしのゆでき上がった米が「きらら」や「ほしのゆでき上がった米が「きらら」や「ほしのゆでき上がった米が「きらら」や「ほしのゆ

め」とは全く変わらない透明度のある米に仕め」とは全く変わらない透明度のある米に仕め」とは全く変わらない透明度のある米に仕め」とは全く変わらない透明度のある米に仕

上がった。そういう努力のさらに上回るよう上がった。そういう努力のさらに上回るよう上がった。そういう努力のさらに上回るよう上がった。そういう努力のさらに上回るよう

に、12月にも申し上げた米穀、穀物検定所がに、12月にも申し上げた米穀、穀物検定所がに、12月にも申し上げた米穀、穀物検定所がに、12月にも申し上げた米穀、穀物検定所が

「おぼろづき」という名前を消してしまう、「おぼろづき」という名前を消してしまう、「おぼろづき」という名前を消してしまう、「おぼろづき」という名前を消してしまう、

そういう挙に出た。それに対してその農業者そういう挙に出た。それに対してその農業者そういう挙に出た。それに対してその農業者そういう挙に出た。それに対してその農業者

は、ＪＡＳ法を盾にして農水省とのかけ合いは、ＪＡＳ法を盾にして農水省とのかけ合いは、ＪＡＳ法を盾にして農水省とのかけ合いは、ＪＡＳ法を盾にして農水省とのかけ合い

やった。結果として、「おぼろづき」というやった。結果として、「おぼろづき」というやった。結果として、「おぼろづき」というやった。結果として、「おぼろづき」という

名前を検査を受けにいったときに検査員は書名前を検査を受けにいったときに検査員は書名前を検査を受けにいったときに検査員は書名前を検査を受けにいったときに検査員は書

けないけども、生産者が書く分についてはいけないけども、生産者が書く分についてはいけないけども、生産者が書く分についてはいけないけども、生産者が書く分についてはい

いというところまで条件を整備したんでありいというところまで条件を整備したんでありいというところまで条件を整備したんでありいというところまで条件を整備したんであり

ます。そういう苦労しているということは、ます。そういう苦労しているということは、ます。そういう苦労しているということは、ます。そういう苦労しているということは、

種もみつくってくれといった農業研究センタ種もみつくってくれといった農業研究センタ種もみつくってくれといった農業研究センタ種もみつくってくれといった農業研究センタ

ーが一番知っているんだ。その農業研究センーが一番知っているんだ。その農業研究センーが一番知っているんだ。その農業研究センーが一番知っているんだ。その農業研究セン

ターが北海道やホクレンの横暴に屈して、種ターが北海道やホクレンの横暴に屈して、種ターが北海道やホクレンの横暴に屈して、種ターが北海道やホクレンの横暴に屈して、種

もみをつくれと言っておきながらそのつくっもみをつくれと言っておきながらそのつくっもみをつくれと言っておきながらそのつくっもみをつくれと言っておきながらそのつくっ

たもみが種もみでないかのような取り扱いにたもみが種もみでないかのような取り扱いにたもみが種もみでないかのような取り扱いにたもみが種もみでないかのような取り扱いに

しようとしている北海道、毅然とした態度にしようとしている北海道、毅然とした態度にしようとしている北海道、毅然とした態度にしようとしている北海道、毅然とした態度に

なぜなれないんだろうかと私は歯がゆくてななぜなれないんだろうかと私は歯がゆくてななぜなれないんだろうかと私は歯がゆくてななぜなれないんだろうかと私は歯がゆくてな

らないんです。そんなことを考えますと、こらないんです。そんなことを考えますと、こらないんです。そんなことを考えますと、こらないんです。そんなことを考えますと、こ

の「おぼろづき」を本当にいま実証展示圃をの「おぼろづき」を本当にいま実証展示圃をの「おぼろづき」を本当にいま実証展示圃をの「おぼろづき」を本当にいま実証展示圃を

つくって検査をしたり、あるいは味見をしてつくって検査をしたり、あるいは味見をしてつくって検査をしたり、あるいは味見をしてつくって検査をしたり、あるいは味見をして

もらったりせんきゃなんないという、そういもらったりせんきゃなんないという、そういもらったりせんきゃなんないという、そういもらったりせんきゃなんないという、そうい

う背景はどこにあるんだろうと。それは、こう背景はどこにあるんだろうと。それは、こう背景はどこにあるんだろうと。それは、こう背景はどこにあるんだろうと。それは、こ

ういう理由なんだろうということがもし市長ういう理由なんだろうということがもし市長ういう理由なんだろうということがもし市長ういう理由なんだろうということがもし市長

の頭の中にあったら、お聞かせください。の頭の中にあったら、お聞かせください。の頭の中にあったら、お聞かせください。の頭の中にあったら、お聞かせください。

しかも、北海道の中央農業試験場が平成13しかも、北海道の中央農業試験場が平成13しかも、北海道の中央農業試験場が平成13しかも、北海道の中央農業試験場が平成13

年、これ調査結果を出したのは平成14年２月年、これ調査結果を出したのは平成14年２月年、これ調査結果を出したのは平成14年２月年、これ調査結果を出したのは平成14年２月

なんだそうですけれども、13年度の米をさまなんだそうですけれども、13年度の米をさまなんだそうですけれども、13年度の米をさまなんだそうですけれども、13年度の米をさま

ざまな調査をした、その実績表も私も持ってざまな調査をした、その実績表も私も持ってざまな調査をした、その実績表も私も持ってざまな調査をした、その実績表も私も持って

いますけども、それからすると北海道の中央いますけども、それからすると北海道の中央いますけども、それからすると北海道の中央いますけども、それからすると北海道の中央

農試は、「おぼろづき」を続けて調査し、そ農試は、「おぼろづき」を続けて調査し、そ農試は、「おぼろづき」を続けて調査し、そ農試は、「おぼろづき」を続けて調査し、そ

して調査をする必要はないと。打ち切っていして調査をする必要はないと。打ち切っていして調査をする必要はないと。打ち切っていして調査をする必要はないと。打ち切ってい

いと、中止するという方針を出したんです。1いと、中止するという方針を出したんです。1いと、中止するという方針を出したんです。1いと、中止するという方針を出したんです。1

3年にです。もうこんな米だめって言ってバッ3年にです。もうこんな米だめって言ってバッ3年にです。もうこんな米だめって言ってバッ3年にです。もうこんな米だめって言ってバッ

テンしたものがことしの１月17日の試験会議テンしたものがことしの１月17日の試験会議テンしたものがことしの１月17日の試験会議テンしたものがことしの１月17日の試験会議

で、そして31日の認定委員会で、奨励品種にで、そして31日の認定委員会で、奨励品種にで、そして31日の認定委員会で、奨励品種にで、そして31日の認定委員会で、奨励品種に

しなきゃなんなかったというのは一体何なんしなきゃなんなかったというのは一体何なんしなきゃなんなかったというのは一体何なんしなきゃなんなかったというのは一体何なん

だ。そんなに悪いものだったら、いまさら奨だ。そんなに悪いものだったら、いまさら奨だ。そんなに悪いものだったら、いまさら奨だ。そんなに悪いものだったら、いまさら奨

励品種にせんでもいいんでないかと、こうす励品種にせんでもいいんでないかと、こうす励品種にせんでもいいんでないかと、こうす励品種にせんでもいいんでないかと、こうす

ら思うんです、逆に。それは、桜井市長が一ら思うんです、逆に。それは、桜井市長が一ら思うんです、逆に。それは、桜井市長が一ら思うんです、逆に。それは、桜井市長が一

生懸命になってしたからなったんだと思うと、生懸命になってしたからなったんだと思うと、生懸命になってしたからなったんだと思うと、生懸命になってしたからなったんだと思うと、

これは頭の下がる思いです。しかし、それとこれは頭の下がる思いです。しかし、それとこれは頭の下がる思いです。しかし、それとこれは頭の下がる思いです。しかし、それと

あわせて消費者の皆さんが「おぼろづき」はあわせて消費者の皆さんが「おぼろづき」はあわせて消費者の皆さんが「おぼろづき」はあわせて消費者の皆さんが「おぼろづき」は

いい米だ、うまい米だ、そういう状況をつぶいい米だ、うまい米だ、そういう状況をつぶいい米だ、うまい米だ、そういう状況をつぶいい米だ、うまい米だ、そういう状況をつぶ

さにマスコミがとらえて放映したり、あるいさにマスコミがとらえて放映したり、あるいさにマスコミがとらえて放映したり、あるいさにマスコミがとらえて放映したり、あるい

は記事にした。そのことも大きな力になって、は記事にした。そのことも大きな力になって、は記事にした。そのことも大きな力になって、は記事にした。そのことも大きな力になって、

その力に押し切られて奨励品種になったんだその力に押し切られて奨励品種になったんだその力に押し切られて奨励品種になったんだその力に押し切られて奨励品種になったんだ

ろうなと、こんなふうに私は思えてならないろうなと、こんなふうに私は思えてならないろうなと、こんなふうに私は思えてならないろうなと、こんなふうに私は思えてならない

んです。しかも、いまさら17年度になってんです。しかも、いまさら17年度になってんです。しかも、いまさら17年度になってんです。しかも、いまさら17年度になって

「普及実証展示圃」を設置する、しなきゃな「普及実証展示圃」を設置する、しなきゃな「普及実証展示圃」を設置する、しなきゃな「普及実証展示圃」を設置する、しなきゃな

んないという理由どこにある。んないという理由どこにある。んないという理由どこにある。んないという理由どこにある。

先ほどの同僚議員に対する答弁からすると、先ほどの同僚議員に対する答弁からすると、先ほどの同僚議員に対する答弁からすると、先ほどの同僚議員に対する答弁からすると、

種もみは限られていると、そう言いました。種もみは限られていると、そう言いました。種もみは限られていると、そう言いました。種もみは限られていると、そう言いました。
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話あちこち行きますけれども、15年に20アー話あちこち行きますけれども、15年に20アー話あちこち行きますけれども、15年に20アー話あちこち行きますけれども、15年に20アー

ル美唄でつくったおぼろづきの種もみが16年ル美唄でつくったおぼろづきの種もみが16年ル美唄でつくったおぼろづきの種もみが16年ル美唄でつくったおぼろづきの種もみが16年

の作付する段階で400キロ、正確に言うと360の作付する段階で400キロ、正確に言うと360の作付する段階で400キロ、正確に言うと360の作付する段階で400キロ、正確に言うと360

キロだそうですが、360キロの種もみを北農研キロだそうですが、360キロの種もみを北農研キロだそうですが、360キロの種もみを北農研キロだそうですが、360キロの種もみを北農研

に納めているんです。その種もみがどういうに納めているんです。その種もみがどういうに納めているんです。その種もみがどういうに納めているんです。その種もみがどういう

形で北海道中にばらまかれたのか、これは推形で北海道中にばらまかれたのか、これは推形で北海道中にばらまかれたのか、これは推形で北海道中にばらまかれたのか、これは推

測の域を脱しませんから、私そのことは触れ測の域を脱しませんから、私そのことは触れ測の域を脱しませんから、私そのことは触れ測の域を脱しませんから、私そのことは触れ

ません。しかし、360キロのもみが間違いなくません。しかし、360キロのもみが間違いなくません。しかし、360キロのもみが間違いなくません。しかし、360キロのもみが間違いなく

昨年16年に作付されておれば、どこででもい昨年16年に作付されておれば、どこででもい昨年16年に作付されておれば、どこででもい昨年16年に作付されておれば、どこででもい

いんです、つくられれば。ことしこういう状いんです、つくられれば。ことしこういう状いんです、つくられれば。ことしこういう状いんです、つくられれば。ことしこういう状

況になったときに種もみが少ないとか足らな況になったときに種もみが少ないとか足らな況になったときに種もみが少ないとか足らな況になったときに種もみが少ないとか足らな

いとかという話になんかなるはずがないんでいとかという話になんかなるはずがないんでいとかという話になんかなるはずがないんでいとかという話になんかなるはずがないんで

す。そういう姿をつくったのはだれなのよと。す。そういう姿をつくったのはだれなのよと。す。そういう姿をつくったのはだれなのよと。す。そういう姿をつくったのはだれなのよと。

北海道じゃないですか。そして、それを後押北海道じゃないですか。そして、それを後押北海道じゃないですか。そして、それを後押北海道じゃないですか。そして、それを後押

ししたのホクレンじゃないですか。そうしてししたのホクレンじゃないですか。そうしてししたのホクレンじゃないですか。そうしてししたのホクレンじゃないですか。そうして

おいて、いまマスコミが消費者は食べたいとおいて、いまマスコミが消費者は食べたいとおいて、いまマスコミが消費者は食べたいとおいて、いまマスコミが消費者は食べたいと

言っているんだと。何とかこれがこの17年に言っているんだと。何とかこれがこの17年に言っているんだと。何とかこれがこの17年に言っているんだと。何とかこれがこの17年に

大きく作付されて、そして市場に出回ればと。大きく作付されて、そして市場に出回ればと。大きく作付されて、そして市場に出回ればと。大きく作付されて、そして市場に出回ればと。

そういう記事を出せば出すほどかたくなに理そういう記事を出せば出すほどかたくなに理そういう記事を出せば出すほどかたくなに理そういう記事を出せば出すほどかたくなに理

屈をつけて、理屈というのは、これも北海道屈をつけて、理屈というのは、これも北海道屈をつけて、理屈というのは、これも北海道屈をつけて、理屈というのは、これも北海道

が出した書類の中の１つなんですけども、各が出した書類の中の１つなんですけども、各が出した書類の中の１つなんですけども、各が出した書類の中の１つなんですけども、各

普及センターにおまえさんのとこは何ぼつく普及センターにおまえさんのとこは何ぼつく普及センターにおまえさんのとこは何ぼつく普及センターにおまえさんのとこは何ぼつく

りたいんだという希望をとっている。0.6ヘクりたいんだという希望をとっている。0.6ヘクりたいんだという希望をとっている。0.6ヘクりたいんだという希望をとっている。0.6ヘク

タールないし1.5ヘクタールの枠の中で希望数タールないし1.5ヘクタールの枠の中で希望数タールないし1.5ヘクタールの枠の中で希望数タールないし1.5ヘクタールの枠の中で希望数

値を出せと言っているそうです。だけども、値を出せと言っているそうです。だけども、値を出せと言っているそうです。だけども、値を出せと言っているそうです。だけども、

ついていない。種もみが足らないから、希望ついていない。種もみが足らないから、希望ついていない。種もみが足らないから、希望ついていない。種もみが足らないから、希望

に添えるかどうかわかんないという話になっに添えるかどうかわかんないという話になっに添えるかどうかわかんないという話になっに添えるかどうかわかんないという話になっ

ている。しかも、1.8になるか１ヘクタールにている。しかも、1.8になるか１ヘクタールにている。しかも、1.8になるか１ヘクタールにている。しかも、1.8になるか１ヘクタールに

なるかわからんけれども、それはホクレンかなるかわからんけれども、それはホクレンかなるかわからんけれども、それはホクレンかなるかわからんけれども、それはホクレンか

ら単協に配付され、そして単協は実証展示圃ら単協に配付され、そして単協は実証展示圃ら単協に配付され、そして単協は実証展示圃ら単協に配付され、そして単協は実証展示圃

を設置する。田んぼを設置するったって農協を設置する。田んぼを設置するったって農協を設置する。田んぼを設置するったって農協を設置する。田んぼを設置するったって農協

が土地持っているわけでない。組合員に対しが土地持っているわけでない。組合員に対しが土地持っているわけでない。組合員に対しが土地持っているわけでない。組合員に対し

てそれをつくらせるということなんでしょう。てそれをつくらせるということなんでしょう。てそれをつくらせるということなんでしょう。てそれをつくらせるということなんでしょう。

しかも、それを育成段階の経過をしっかりとしかも、それを育成段階の経過をしっかりとしかも、それを育成段階の経過をしっかりとしかも、それを育成段階の経過をしっかりと

調査をしろと、こういうことになっている。調査をしろと、こういうことになっている。調査をしろと、こういうことになっている。調査をしろと、こういうことになっている。

農協がそういう指示をして管理するというこ農協がそういう指示をして管理するというこ農協がそういう指示をして管理するというこ農協がそういう指示をして管理するというこ

とになっている。あげくの果ては、どこの実とになっている。あげくの果ては、どこの実とになっている。あげくの果ては、どこの実とになっている。あげくの果ては、どこの実

証圃が幾らつくったと。それを農協を通じて、証圃が幾らつくったと。それを農協を通じて、証圃が幾らつくったと。それを農協を通じて、証圃が幾らつくったと。それを農協を通じて、

空知支庁を通して北海道に報告しろとなって空知支庁を通して北海道に報告しろとなって空知支庁を通して北海道に報告しろとなって空知支庁を通して北海道に報告しろとなって

いる。それだけなら、まだ聞きいい。そこでいる。それだけなら、まだ聞きいい。そこでいる。それだけなら、まだ聞きいい。そこでいる。それだけなら、まだ聞きいい。そこで

とれた生産物は、全量農協を通してホクレンとれた生産物は、全量農協を通してホクレンとれた生産物は、全量農協を通してホクレンとれた生産物は、全量農協を通してホクレン

に集約すると。出荷しますという念書を入れに集約すると。出荷しますという念書を入れに集約すると。出荷しますという念書を入れに集約すると。出荷しますという念書を入れ

ろとまでなっている。そして、それがその念ろとまでなっている。そして、それがその念ろとまでなっている。そして、それがその念ろとまでなっている。そして、それがその念

書の写しが北海道にも上がっていくような仕書の写しが北海道にも上がっていくような仕書の写しが北海道にも上がっていくような仕書の写しが北海道にも上がっていくような仕

組みにしようとしている。これは、私の表現組みにしようとしている。これは、私の表現組みにしようとしている。これは、私の表現組みにしようとしている。これは、私の表現

からすると横暴そのものじゃないですか。農からすると横暴そのものじゃないですか。農からすると横暴そのものじゃないですか。農からすると横暴そのものじゃないですか。農

協にそれだけの管理するだけの余力があるん協にそれだけの管理するだけの余力があるん協にそれだけの管理するだけの余力があるん協にそれだけの管理するだけの余力があるん

ですか。それまでされて実証圃をつくりたいですか。それまでされて実証圃をつくりたいですか。それまでされて実証圃をつくりたいですか。それまでされて実証圃をつくりたい

という農業者がどれだけあるんでしょうか。という農業者がどれだけあるんでしょうか。という農業者がどれだけあるんでしょうか。という農業者がどれだけあるんでしょうか。

さらに、今日まで「ほしのゆめ」にしてもさらに、今日まで「ほしのゆめ」にしてもさらに、今日まで「ほしのゆめ」にしてもさらに、今日まで「ほしのゆめ」にしても

ななつぼしにしても、あるいは「きらら397」ななつぼしにしても、あるいは「きらら397」ななつぼしにしても、あるいは「きらら397」ななつぼしにしても、あるいは「きらら397」

にしても、これが作付拡大していく過程におにしても、これが作付拡大していく過程におにしても、これが作付拡大していく過程におにしても、これが作付拡大していく過程にお

いてそれだけシビアに精密に実証展示圃なるいてそれだけシビアに精密に実証展示圃なるいてそれだけシビアに精密に実証展示圃なるいてそれだけシビアに精密に実証展示圃なる

ものをつくらせて、そして間違いなく「きらものをつくらせて、そして間違いなく「きらものをつくらせて、そして間違いなく「きらものをつくらせて、そして間違いなく「きら

ら」の味だ、「ななつぼし」の味だと。それら」の味だ、「ななつぼし」の味だと。それら」の味だ、「ななつぼし」の味だと。それら」の味だ、「ななつぼし」の味だと。それ

が実証された中で次の年に作付を拡大してきが実証された中で次の年に作付を拡大してきが実証された中で次の年に作付を拡大してきが実証された中で次の年に作付を拡大してき

たという、そういう実績があるんでしょうか。たという、そういう実績があるんでしょうか。たという、そういう実績があるんでしょうか。たという、そういう実績があるんでしょうか。

なぜそんないままで例のない、実績のないよなぜそんないままで例のない、実績のないよなぜそんないままで例のない、実績のないよなぜそんないままで例のない、実績のないよ

うなことをやらしてまでも「普及実証展示うなことをやらしてまでも「普及実証展示うなことをやらしてまでも「普及実証展示うなことをやらしてまでも「普及実証展示

圃」というものをつくって、そして農協に管圃」というものをつくって、そして農協に管圃」というものをつくって、そして農協に管圃」というものをつくって、そして農協に管

理させて、念書をとって、そういうことをし理させて、念書をとって、そういうことをし理させて、念書をとって、そういうことをし理させて、念書をとって、そういうことをし

て、17年度にその実証圃から上がってきた生て、17年度にその実証圃から上がってきた生て、17年度にその実証圃から上がってきた生て、17年度にその実証圃から上がってきた生

産物、種もみをホクレンに全部集約するとい産物、種もみをホクレンに全部集約するとい産物、種もみをホクレンに全部集約するとい産物、種もみをホクレンに全部集約するとい

うことが目的じゃないでしょうか。これが横うことが目的じゃないでしょうか。これが横うことが目的じゃないでしょうか。これが横うことが目的じゃないでしょうか。これが横

暴でなくて何なんですか。まさしくホクレン暴でなくて何なんですか。まさしくホクレン暴でなくて何なんですか。まさしくホクレン暴でなくて何なんですか。まさしくホクレン

という名の横暴そのものだ。それを北海道がという名の横暴そのものだ。それを北海道がという名の横暴そのものだ。それを北海道がという名の横暴そのものだ。それを北海道が

後押ししている。抱え込んでいる。農政課。後押ししている。抱え込んでいる。農政課。後押ししている。抱え込んでいる。農政課。後押ししている。抱え込んでいる。農政課。

もっと露骨に言えば、北海道農政部が出したもっと露骨に言えば、北海道農政部が出したもっと露骨に言えば、北海道農政部が出したもっと露骨に言えば、北海道農政部が出した
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このペーパー１枚に農政部農産園芸課というこのペーパー１枚に農政部農産園芸課というこのペーパー１枚に農政部農産園芸課というこのペーパー１枚に農政部農産園芸課という

名前が随所にあるんです。農産園芸課に報告名前が随所にあるんです。農産園芸課に報告名前が随所にあるんです。農産園芸課に報告名前が随所にあるんです。農産園芸課に報告

しろと。農産園芸課はホクレンに通知する。しろと。農産園芸課はホクレンに通知する。しろと。農産園芸課はホクレンに通知する。しろと。農産園芸課はホクレンに通知する。

そういうことで農産園芸課という名前が随所そういうことで農産園芸課という名前が随所そういうことで農産園芸課という名前が随所そういうことで農産園芸課という名前が随所

に出ている。それまでして美唄に現にある、に出ている。それまでして美唄に現にある、に出ている。それまでして美唄に現にある、に出ている。それまでして美唄に現にある、

何キロあるか私はわかりませんが、種もみを何キロあるか私はわかりませんが、種もみを何キロあるか私はわかりませんが、種もみを何キロあるか私はわかりませんが、種もみを

使わせたくない。これは、マスコミだったか使わせたくない。これは、マスコミだったか使わせたくない。これは、マスコミだったか使わせたくない。これは、マスコミだったか

どこだったかちょっと忘れたけれども、あのどこだったかちょっと忘れたけれども、あのどこだったかちょっと忘れたけれども、あのどこだったかちょっと忘れたけれども、あの

種もみは皮をむいて食べることはできても種種もみは皮をむいて食べることはできても種種もみは皮をむいて食べることはできても種種もみは皮をむいて食べることはできても種

もみになんないと言った。そんなものだれがもみになんないと言った。そんなものだれがもみになんないと言った。そんなものだれがもみになんないと言った。そんなものだれが

つくらした。農水省の、いま外郭団体になっつくらした。農水省の、いま外郭団体になっつくらした。農水省の、いま外郭団体になっつくらした。農水省の、いま外郭団体になっ

ていますけれども、北海道農業研究センターていますけれども、北海道農業研究センターていますけれども、北海道農業研究センターていますけれども、北海道農業研究センター

がおまえさんのとこだったら、火力による乾がおまえさんのとこだったら、火力による乾がおまえさんのとこだったら、火力による乾がおまえさんのとこだったら、火力による乾

燥をするわけでもないし、そしてはさがけす燥をするわけでもないし、そしてはさがけす燥をするわけでもないし、そしてはさがけす燥をするわけでもないし、そしてはさがけす

る必要もない。はさがけなんかして実証圃つる必要もない。はさがけなんかして実証圃つる必要もない。はさがけなんかして実証圃つる必要もない。はさがけなんかして実証圃つ

くったら持っていかれる、これ優良品種といくったら持っていかれる、これ優良品種といくったら持っていかれる、これ優良品種といくったら持っていかれる、これ優良品種とい

うやつは。それを知っているから、農業研究うやつは。それを知っているから、農業研究うやつは。それを知っているから、農業研究うやつは。それを知っているから、農業研究

センターは棟の中に入れて自然乾燥的な仕上センターは棟の中に入れて自然乾燥的な仕上センターは棟の中に入れて自然乾燥的な仕上センターは棟の中に入れて自然乾燥的な仕上

がりをする、そういう農業者を選んだんでしがりをする、そういう農業者を選んだんでしがりをする、そういう農業者を選んだんでしがりをする、そういう農業者を選んだんでし

ょう。それまで吟味をして種子の栽培委託者ょう。それまで吟味をして種子の栽培委託者ょう。それまで吟味をして種子の栽培委託者ょう。それまで吟味をして種子の栽培委託者

をつくったんだ。その栽培者がつくった種もをつくったんだ。その栽培者がつくった種もをつくったんだ。その栽培者がつくった種もをつくったんだ。その栽培者がつくった種も

みが種もみにならないという話がどこにあるみが種もみにならないという話がどこにあるみが種もみにならないという話がどこにあるみが種もみにならないという話がどこにある

んだと。そういう角度から、道に対しても農んだと。そういう角度から、道に対しても農んだと。そういう角度から、道に対しても農んだと。そういう角度から、道に対しても農

業研究センターに対しても、おまえさんらの業研究センターに対しても、おまえさんらの業研究センターに対しても、おまえさんらの業研究センターに対しても、おまえさんらの

やっているのは理不尽じゃないのかと。こうやっているのは理不尽じゃないのかと。こうやっているのは理不尽じゃないのかと。こうやっているのは理不尽じゃないのかと。こう

いう立場で私は頑張ってもらいたかったなと、いう立場で私は頑張ってもらいたかったなと、いう立場で私は頑張ってもらいたかったなと、いう立場で私は頑張ってもらいたかったなと、

こんなふうに思えてならないんです。言えばこんなふうに思えてならないんです。言えばこんなふうに思えてならないんです。言えばこんなふうに思えてならないんです。言えば

まだまだ言いたいことたくさんあるんですけまだまだ言いたいことたくさんあるんですけまだまだ言いたいことたくさんあるんですけまだまだ言いたいことたくさんあるんですけ

ども、これは市長が私に答弁するということども、これは市長が私に答弁するということども、これは市長が私に答弁するということども、これは市長が私に答弁するということ

は大変困難なことだと思います。思いはあっは大変困難なことだと思います。思いはあっは大変困難なことだと思います。思いはあっは大変困難なことだと思います。思いはあっ

てもさまざまなしがらみの中にある行政でしてもさまざまなしがらみの中にある行政でしてもさまざまなしがらみの中にある行政でしてもさまざまなしがらみの中にある行政でし

ょうから、北海道を、あるいはホクレンをこょうから、北海道を、あるいはホクレンをこょうから、北海道を、あるいはホクレンをこょうから、北海道を、あるいはホクレンをこ

う思う、ああ思う、こうするという話には一う思う、ああ思う、こうするという話には一う思う、ああ思う、こうするという話には一う思う、ああ思う、こうするという話には一

自治体の長が言うということは、これは至難自治体の長が言うということは、これは至難自治体の長が言うということは、これは至難自治体の長が言うということは、これは至難

のわざだと思いますから、あえて答弁をしてのわざだと思いますから、あえて答弁をしてのわざだと思いますから、あえて答弁をしてのわざだと思いますから、あえて答弁をして

くれとまでは言いません。思いがあればお聞くれとまでは言いません。思いがあればお聞くれとまでは言いません。思いがあればお聞くれとまでは言いません。思いがあればお聞

かせ願えれば、大変幸せに存ずるところでごかせ願えれば、大変幸せに存ずるところでごかせ願えれば、大変幸せに存ずるところでごかせ願えれば、大変幸せに存ずるところでご

ざいます。ざいます。ざいます。ざいます。

●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。

●市長桜井道夫君 吉田議員の質問にお答え●市長桜井道夫君 吉田議員の質問にお答え●市長桜井道夫君 吉田議員の質問にお答え●市長桜井道夫君 吉田議員の質問にお答え

します。します。します。します。

初めに、米政策改革における17年度の見通初めに、米政策改革における17年度の見通初めに、米政策改革における17年度の見通初めに、米政策改革における17年度の見通

しについてでありますが、平成17年度産米のしについてでありますが、平成17年度産米のしについてでありますが、平成17年度産米のしについてでありますが、平成17年度産米の

生産目標数量は、米のガイドラインによる傾生産目標数量は、米のガイドラインによる傾生産目標数量は、米のガイドラインによる傾生産目標数量は、米のガイドラインによる傾

斜配分などにより、前年度よりも609トン少な斜配分などにより、前年度よりも609トン少な斜配分などにより、前年度よりも609トン少な斜配分などにより、前年度よりも609トン少な

い２万5,406トンとなり、このことにより作付い２万5,406トンとなり、このことにより作付い２万5,406トンとなり、このことにより作付い２万5,406トンとなり、このことにより作付

面積も前年度より94ヘクタール減少し、生産面積も前年度より94ヘクタール減少し、生産面積も前年度より94ヘクタール減少し、生産面積も前年度より94ヘクタール減少し、生産

調整を行う面積が増加しております。調整を行う面積が増加しております。調整を行う面積が増加しております。調整を行う面積が増加しております。

また、水田農業構造改革交付金の総額は、また、水田農業構造改革交付金の総額は、また、水田農業構造改革交付金の総額は、また、水田農業構造改革交付金の総額は、

前年度よりも1,227万2,000円多い14億5,972万前年度よりも1,227万2,000円多い14億5,972万前年度よりも1,227万2,000円多い14億5,972万前年度よりも1,227万2,000円多い14億5,972万

3,000円と見込んでおり、平成15年度に交付さ3,000円と見込んでおり、平成15年度に交付さ3,000円と見込んでおり、平成15年度に交付さ3,000円と見込んでおり、平成15年度に交付さ

れた転作助成金の総額に比べると約77％の水れた転作助成金の総額に比べると約77％の水れた転作助成金の総額に比べると約77％の水れた転作助成金の総額に比べると約77％の水

準となります。準となります。準となります。準となります。

次に、ガイドラインランキングの向上に向次に、ガイドラインランキングの向上に向次に、ガイドラインランキングの向上に向次に、ガイドラインランキングの向上に向

けた取り組みについてでありますが、各農協けた取り組みについてでありますが、各農協けた取り組みについてでありますが、各農協けた取り組みについてでありますが、各農協

とも水田農業ビジョンでは売れる米づくりをとも水田農業ビジョンでは売れる米づくりをとも水田農業ビジョンでは売れる米づくりをとも水田農業ビジョンでは売れる米づくりを

目指しており、この実現に向けたさまざまな目指しており、この実現に向けたさまざまな目指しており、この実現に向けたさまざまな目指しており、この実現に向けたさまざまな

取り組みを実践しているところでございます。取り組みを実践しているところでございます。取り組みを実践しているところでございます。取り組みを実践しているところでございます。

しかしながら、ガイドライン配分ランキンしかしながら、ガイドライン配分ランキンしかしながら、ガイドライン配分ランキンしかしながら、ガイドライン配分ランキン

グでは６番目に位置しており、その要因としグでは６番目に位置しており、その要因としグでは６番目に位置しており、その要因としグでは６番目に位置しており、その要因とし

ては低たんぱく米比率の低さが課題となってては低たんぱく米比率の低さが課題となってては低たんぱく米比率の低さが課題となってては低たんぱく米比率の低さが課題となって

おります。このため、各農協に設置された水おります。このため、各農協に設置された水おります。このため、各農協に設置された水おります。このため、各農協に設置された水

田農業推進協議会において低たんぱく米生産田農業推進協議会において低たんぱく米生産田農業推進協議会において低たんぱく米生産田農業推進協議会において低たんぱく米生産

に向けた議論がなされており、平成17年度はに向けた議論がなされており、平成17年度はに向けた議論がなされており、平成17年度はに向けた議論がなされており、平成17年度は

「栽植密度の適正化指導」や「乾土効果の向「栽植密度の適正化指導」や「乾土効果の向「栽植密度の適正化指導」や「乾土効果の向「栽植密度の適正化指導」や「乾土効果の向

上やたんぱくマップを活用した栽培管理の指上やたんぱくマップを活用した栽培管理の指上やたんぱくマップを活用した栽培管理の指上やたんぱくマップを活用した栽培管理の指

導」などを実践し、ガイドラインランキング導」などを実践し、ガイドラインランキング導」などを実践し、ガイドラインランキング導」などを実践し、ガイドラインランキング

の向上に向けてたんぱく値を抑えた良食味米の向上に向けてたんぱく値を抑えた良食味米の向上に向けてたんぱく値を抑えた良食味米の向上に向けてたんぱく値を抑えた良食味米
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の生産に積極的に取り組んでまいりたいと考の生産に積極的に取り組んでまいりたいと考の生産に積極的に取り組んでまいりたいと考の生産に積極的に取り組んでまいりたいと考

えております。えております。えております。えております。

次に、「おぼろづき」についてであります次に、「おぼろづき」についてであります次に、「おぼろづき」についてであります次に、「おぼろづき」についてであります

が、種子を育成した北海道農業研究センターが、種子を育成した北海道農業研究センターが、種子を育成した北海道農業研究センターが、種子を育成した北海道農業研究センター

からは優良品種として認定されると今後はからは優良品種として認定されると今後はからは優良品種として認定されると今後はからは優良品種として認定されると今後は

「主要農作物種子法」のもとで道において優「主要農作物種子法」のもとで道において優「主要農作物種子法」のもとで道において優「主要農作物種子法」のもとで道において優

良な種子の生産、普及促進し、米などの生産良な種子の生産、普及促進し、米などの生産良な種子の生産、普及促進し、米などの生産良な種子の生産、普及促進し、米などの生産

性の向上や品質の向上と図ることとなり、種性の向上や品質の向上と図ることとなり、種性の向上や品質の向上と図ることとなり、種性の向上や品質の向上と図ることとなり、種

苗法による育成者の権利以外すべて道の管理苗法による育成者の権利以外すべて道の管理苗法による育成者の権利以外すべて道の管理苗法による育成者の権利以外すべて道の管理

下にあると伺っております。このため、今回下にあると伺っております。このため、今回下にあると伺っております。このため、今回下にあると伺っております。このため、今回

道が進めようとしている「普及実証展示圃」道が進めようとしている「普及実証展示圃」道が進めようとしている「普及実証展示圃」道が進めようとしている「普及実証展示圃」

の設置については、新たに道の優良品種としの設置については、新たに道の優良品種としの設置については、新たに道の優良品種としの設置については、新たに道の優良品種とし

て認定されたことから、新品種の普及に当たて認定されたことから、新品種の普及に当たて認定されたことから、新品種の普及に当たて認定されたことから、新品種の普及に当た

って早期に品種特性を把握し、適正な栽培指って早期に品種特性を把握し、適正な栽培指って早期に品種特性を把握し、適正な栽培指って早期に品種特性を把握し、適正な栽培指

導を行うとともに、消費者などの動向を把握導を行うとともに、消費者などの動向を把握導を行うとともに、消費者などの動向を把握導を行うとともに、消費者などの動向を把握

するために行うもので、種子は道の試験場かするために行うもので、種子は道の試験場かするために行うもので、種子は道の試験場かするために行うもので、種子は道の試験場か

ら無償で提供される予定となっておりますが、ら無償で提供される予定となっておりますが、ら無償で提供される予定となっておりますが、ら無償で提供される予定となっておりますが、

希望どおり種子が配付できないこともあると希望どおり種子が配付できないこともあると希望どおり種子が配付できないこともあると希望どおり種子が配付できないこともあると

伺っております。伺っております。伺っております。伺っております。

一方、市内には「おぼろづき」を栽培して一方、市内には「おぼろづき」を栽培して一方、市内には「おぼろづき」を栽培して一方、市内には「おぼろづき」を栽培して

いる生産者もおりますが、種苗法などの関係いる生産者もおりますが、種苗法などの関係いる生産者もおりますが、種苗法などの関係いる生産者もおりますが、種苗法などの関係

から道の了解がなければ種子としては一般栽から道の了解がなければ種子としては一般栽から道の了解がなければ種子としては一般栽から道の了解がなければ種子としては一般栽

培には利用できないと北海道農業研究センタ培には利用できないと北海道農業研究センタ培には利用できないと北海道農業研究センタ培には利用できないと北海道農業研究センタ

ーから伺っているところでございます。ーから伺っているところでございます。ーから伺っているところでございます。ーから伺っているところでございます。

いずれにいたしましても、農協や生産者かいずれにいたしましても、農協や生産者かいずれにいたしましても、農協や生産者かいずれにいたしましても、農協や生産者か

らはいまの道産米価格では生産コストを下回らはいまの道産米価格では生産コストを下回らはいまの道産米価格では生産コストを下回らはいまの道産米価格では生産コストを下回

る水準にあり、「おぼろづき」を一日でも早る水準にあり、「おぼろづき」を一日でも早る水準にあり、「おぼろづき」を一日でも早る水準にあり、「おぼろづき」を一日でも早

く栽培したいとの声がありますし、私としまく栽培したいとの声がありますし、私としまく栽培したいとの声がありますし、私としまく栽培したいとの声がありますし、私としま

しても「おぼろづき」は美唄ブランドにふさしても「おぼろづき」は美唄ブランドにふさしても「おぼろづき」は美唄ブランドにふさしても「おぼろづき」は美唄ブランドにふさ

わしい米と考えておりますので、ことしからわしい米と考えておりますので、ことしからわしい米と考えておりますので、ことしからわしい米と考えておりますので、ことしから

栽培できるようさらに努力してまいりたいと栽培できるようさらに努力してまいりたいと栽培できるようさらに努力してまいりたいと栽培できるようさらに努力してまいりたいと

考えております。考えております。考えております。考えております。

なお、「おぼろづき」に関する道とホクレなお、「おぼろづき」に関する道とホクレなお、「おぼろづき」に関する道とホクレなお、「おぼろづき」に関する道とホクレ

ンとのこれまでの対応等につきましては、正ンとのこれまでの対応等につきましては、正ンとのこれまでの対応等につきましては、正ンとのこれまでの対応等につきましては、正

確に把握していないところであり、申し上げ確に把握していないところであり、申し上げ確に把握していないところであり、申し上げ確に把握していないところであり、申し上げ

る状況にはありませんので、ご理解願いたいる状況にはありませんので、ご理解願いたいる状況にはありませんので、ご理解願いたいる状況にはありませんので、ご理解願いたい

と思います。と思います。と思います。と思います。

●議長中西勇夫君 17番吉田 栄君。●議長中西勇夫君 17番吉田 栄君。●議長中西勇夫君 17番吉田 栄君。●議長中西勇夫君 17番吉田 栄君。

●17番吉田 栄君 まず、米政策大綱による1●17番吉田 栄君 まず、米政策大綱による1●17番吉田 栄君 まず、米政策大綱による1●17番吉田 栄君 まず、米政策大綱による1

7年度の見通しであります。609トン少ない生7年度の見通しであります。609トン少ない生7年度の見通しであります。609トン少ない生7年度の見通しであります。609トン少ない生

産の目標ということで、昨年よりも少ない米産の目標ということで、昨年よりも少ない米産の目標ということで、昨年よりも少ない米産の目標ということで、昨年よりも少ない米

しかつくっちゃなんないと、こういうことにしかつくっちゃなんないと、こういうことにしかつくっちゃなんないと、こういうことにしかつくっちゃなんないと、こういうことに

なった。そのために94ヘクタールですか、減なった。そのために94ヘクタールですか、減なった。そのために94ヘクタールですか、減なった。そのために94ヘクタールですか、減

反を迫られる状況になったと、こういうこと反を迫られる状況になったと、こういうこと反を迫られる状況になったと、こういうこと反を迫られる状況になったと、こういうこと

です。答弁は要りませんけれども、転作助成です。答弁は要りませんけれども、転作助成です。答弁は要りませんけれども、転作助成です。答弁は要りませんけれども、転作助成

金、交付金です、これが15年度との比較でい金、交付金です、これが15年度との比較でい金、交付金です、これが15年度との比較でい金、交付金です、これが15年度との比較でい

うと77％、16年度は76％の落ち込みだったと。うと77％、16年度は76％の落ち込みだったと。うと77％、16年度は76％の落ち込みだったと。うと77％、16年度は76％の落ち込みだったと。

17年は77％ということは、16年度よりも１％17年は77％ということは、16年度よりも１％17年は77％ということは、16年度よりも１％17年は77％ということは、16年度よりも１％

落ち込みが少なくて済むと、こういうことな落ち込みが少なくて済むと、こういうことな落ち込みが少なくて済むと、こういうことな落ち込みが少なくて済むと、こういうことな

んです。これはわかりましたが、農業者に入んです。これはわかりましたが、農業者に入んです。これはわかりましたが、農業者に入んです。これはわかりましたが、農業者に入

るお金が１％ふえたということになんないでるお金が１％ふえたということになんないでるお金が１％ふえたということになんないでるお金が１％ふえたということになんないで

すよね。ということは、94ヘクタールの田んすよね。ということは、94ヘクタールの田んすよね。ということは、94ヘクタールの田んすよね。ということは、94ヘクタールの田ん

ぼをつくっちゃなんないということになったぼをつくっちゃなんないということになったぼをつくっちゃなんないということになったぼをつくっちゃなんないということになった

んだから、米よりももっと収入のあるものをんだから、米よりももっと収入のあるものをんだから、米よりももっと収入のあるものをんだから、米よりももっと収入のあるものを

つくれるんならいい。だけれど、そうはなるつくれるんならいい。だけれど、そうはなるつくれるんならいい。だけれど、そうはなるつくれるんならいい。だけれど、そうはなる

はずがないんだから、転作交付金がいろいろはずがないんだから、転作交付金がいろいろはずがないんだから、転作交付金がいろいろはずがないんだから、転作交付金がいろいろ

な形でなされるわけでして、だから100ヘクタな形でなされるわけでして、だから100ヘクタな形でなされるわけでして、だから100ヘクタな形でなされるわけでして、だから100ヘクタ

ール近いものが減らされるということ、それール近いものが減らされるということ、それール近いものが減らされるということ、それール近いものが減らされるということ、それ

による減収というものを考えると、この米政による減収というものを考えると、この米政による減収というものを考えると、この米政による減収というものを考えると、この米政

策改革大綱というものがじわじわと農業者に策改革大綱というものがじわじわと農業者に策改革大綱というものがじわじわと農業者に策改革大綱というものがじわじわと農業者に

押し寄せている、こういうことだと思うんで押し寄せている、こういうことだと思うんで押し寄せている、こういうことだと思うんで押し寄せている、こういうことだと思うんで

す。問題は、やっぱり休耕田をしなきゃなんす。問題は、やっぱり休耕田をしなきゃなんす。問題は、やっぱり休耕田をしなきゃなんす。問題は、やっぱり休耕田をしなきゃなん

ない、その数がシビアに厳しくなってくると。ない、その数がシビアに厳しくなってくると。ない、その数がシビアに厳しくなってくると。ない、その数がシビアに厳しくなってくると。

要するにトータル的に国が出すお金を少なく要するにトータル的に国が出すお金を少なく要するにトータル的に国が出すお金を少なく要するにトータル的に国が出すお金を少なく

しようというのが米政策の大綱の精神だと思しようというのが米政策の大綱の精神だと思しようというのが米政策の大綱の精神だと思しようというのが米政策の大綱の精神だと思

いますから、そしてこれは３年でしょう。そいますから、そしてこれは３年でしょう。そいますから、そしてこれは３年でしょう。そいますから、そしてこれは３年でしょう。そ

うすると、平成19年にはこの米大綱なるものうすると、平成19年にはこの米大綱なるものうすると、平成19年にはこの米大綱なるものうすると、平成19年にはこの米大綱なるもの

がよりシビアな形になってくると。こう推測がよりシビアな形になってくると。こう推測がよりシビアな形になってくると。こう推測がよりシビアな形になってくると。こう推測
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をして、それに向けた対応を考えていかなけをして、それに向けた対応を考えていかなけをして、それに向けた対応を考えていかなけをして、それに向けた対応を考えていかなけ

ればならないと、こんなふうに私の意見を申ればならないと、こんなふうに私の意見を申ればならないと、こんなふうに私の意見を申ればならないと、こんなふうに私の意見を申

し上げておきたいと思うんです。し上げておきたいと思うんです。し上げておきたいと思うんです。し上げておきたいと思うんです。

そして、このランキングの問題です。ランそして、このランキングの問題です。ランそして、このランキングの問題です。ランそして、このランキングの問題です。ラン

キングというのは、壇上でも申し上げたんでキングというのは、壇上でも申し上げたんでキングというのは、壇上でも申し上げたんでキングというのは、壇上でも申し上げたんで

すが、一昨年までは、昨年までといった方がすが、一昨年までは、昨年までといった方がすが、一昨年までは、昨年までといった方がすが、一昨年までは、昨年までといった方が

いいのか、いわば勲章だ。勲８等よりも勲５いいのか、いわば勲章だ。勲８等よりも勲５いいのか、いわば勲章だ。勲８等よりも勲５いいのか、いわば勲章だ。勲８等よりも勲５

等の方がいいよという、その程度だったはず等の方がいいよという、その程度だったはず等の方がいいよという、その程度だったはず等の方がいいよという、その程度だったはず

なんです、言ってしまえば。今度はそうじゃなんです、言ってしまえば。今度はそうじゃなんです、言ってしまえば。今度はそうじゃなんです、言ってしまえば。今度はそうじゃ

ないんです。勲８等は、こういう比率で減反ないんです。勲８等は、こういう比率で減反ないんです。勲８等は、こういう比率で減反ないんです。勲８等は、こういう比率で減反

をしなさいという、そしてランキングのいいをしなさいという、そしてランキングのいいをしなさいという、そしてランキングのいいをしなさいという、そしてランキングのいい

とこ、これについてはもっと田んぼつくってとこ、これについてはもっと田んぼつくってとこ、これについてはもっと田んぼつくってとこ、これについてはもっと田んぼつくって

もいいよ、そういうところもあるんです。こもいいよ、そういうところもあるんです。こもいいよ、そういうところもあるんです。こもいいよ、そういうところもあるんです。こ

れ新十津川です。新十津川の場合は、24ヘクれ新十津川です。新十津川の場合は、24ヘクれ新十津川です。新十津川の場合は、24ヘクれ新十津川です。新十津川の場合は、24ヘク

タールふえるんです、耕作面積が。そういうタールふえるんです、耕作面積が。そういうタールふえるんです、耕作面積が。そういうタールふえるんです、耕作面積が。そういう

ところもあるんです。あるいは、妹背牛は27ところもあるんです。あるいは、妹背牛は27ところもあるんです。あるいは、妹背牛は27ところもあるんです。あるいは、妹背牛は27

ヘクタール、雨竜に限っては38ヘクタールもヘクタール、雨竜に限っては38ヘクタールもヘクタール、雨竜に限っては38ヘクタールもヘクタール、雨竜に限っては38ヘクタールも

ふえる。沼田町は42ヘクタールもふえるんでふえる。沼田町は42ヘクタールもふえるんでふえる。沼田町は42ヘクタールもふえるんでふえる。沼田町は42ヘクタールもふえるんで

す。減反がふえるんじゃないです。耕作面積す。減反がふえるんじゃないです。耕作面積す。減反がふえるんじゃないです。耕作面積す。減反がふえるんじゃないです。耕作面積

がふえるんです。美唄は、108ヘクタール減反がふえるんです。美唄は、108ヘクタール減反がふえるんです。美唄は、108ヘクタール減反がふえるんです。美唄は、108ヘクタール減反

を多くせんならんという数字になっているんを多くせんならんという数字になっているんを多くせんならんという数字になっているんを多くせんならんという数字になっているん

です。それがさまざまな調整の中で94ヘクタです。それがさまざまな調整の中で94ヘクタです。それがさまざまな調整の中で94ヘクタです。それがさまざまな調整の中で94ヘクタ

ール減ったんだろうけれども、そういうものール減ったんだろうけれども、そういうものール減ったんだろうけれども、そういうものール減ったんだろうけれども、そういうもの

にこのランキングというのが直接に影響してにこのランキングというのが直接に影響してにこのランキングというのが直接に影響してにこのランキングというのが直接に影響して

くるということなんです。ですから、仮にこくるということなんです。ですから、仮にこくるということなんです。ですから、仮にこくるということなんです。ですから、仮にこ

としのとれた米が、17年にとれた米がこのラとしのとれた米が、17年にとれた米がこのラとしのとれた米が、17年にとれた米がこのラとしのとれた米が、17年にとれた米がこのラ

ンキングでいうと１位になったとしますか。ンキングでいうと１位になったとしますか。ンキングでいうと１位になったとしますか。ンキングでいうと１位になったとしますか。

そうしたら、まだ大きな減反が迫られてくるそうしたら、まだ大きな減反が迫られてくるそうしたら、まだ大きな減反が迫られてくるそうしたら、まだ大きな減反が迫られてくる

と思うんです。そういうものの物差しに使わと思うんです。そういうものの物差しに使わと思うんです。そういうものの物差しに使わと思うんです。そういうものの物差しに使わ

れるようになったということなんです。そのれるようになったということなんです。そのれるようになったということなんです。そのれるようになったということなんです。その

ときに、いま答弁お聞きしますと水田農業推ときに、いま答弁お聞きしますと水田農業推ときに、いま答弁お聞きしますと水田農業推ときに、いま答弁お聞きしますと水田農業推

進協議会、これ各農協に設置されている１つ進協議会、これ各農協に設置されている１つ進協議会、これ各農協に設置されている１つ進協議会、これ各農協に設置されている１つ

の協議会なんです。そういうどこにでもあるの協議会なんです。そういうどこにでもあるの協議会なんです。そういうどこにでもあるの協議会なんです。そういうどこにでもある

機関、この協議会、美唄もやっているけれど機関、この協議会、美唄もやっているけれど機関、この協議会、美唄もやっているけれど機関、この協議会、美唄もやっているけれど

も、新篠津だってやっているんじゃないですも、新篠津だってやっているんじゃないですも、新篠津だってやっているんじゃないですも、新篠津だってやっているんじゃないです

か、この推進協議会というのは。そして、そか、この推進協議会というのは。そして、そか、この推進協議会というのは。そして、そか、この推進協議会というのは。そして、そ

れぞれの地域でそれぞれの取り組みで低たんれぞれの地域でそれぞれの取り組みで低たんれぞれの地域でそれぞれの取り組みで低たんれぞれの地域でそれぞれの取り組みで低たん

ぱくの、低アミロースのお米をつくろうといぱくの、低アミロースのお米をつくろうといぱくの、低アミロースのお米をつくろうといぱくの、低アミロースのお米をつくろうとい

う、そういう話はなされているでしょう。う、そういう話はなされているでしょう。う、そういう話はなされているでしょう。う、そういう話はなされているでしょう。

そこで、私何が言いたいかというと、これそこで、私何が言いたいかというと、これそこで、私何が言いたいかというと、これそこで、私何が言いたいかというと、これ

美唄の農業者は裕福だからそんなのどうでも美唄の農業者は裕福だからそんなのどうでも美唄の農業者は裕福だからそんなのどうでも美唄の農業者は裕福だからそんなのどうでも

いいんだと言うのかもしれないけれども、美いいんだと言うのかもしれないけれども、美いいんだと言うのかもしれないけれども、美いいんだと言うのかもしれないけれども、美

唄の基幹産業なんだと。この美唄の田んぼか唄の基幹産業なんだと。この美唄の田んぼか唄の基幹産業なんだと。この美唄の田んぼか唄の基幹産業なんだと。この美唄の田んぼか

ら収益を上げないと、美唄の経済が進展しなら収益を上げないと、美唄の経済が進展しなら収益を上げないと、美唄の経済が進展しなら収益を上げないと、美唄の経済が進展しな

いんだということは言うまでもないことでしいんだということは言うまでもないことでしいんだということは言うまでもないことでしいんだということは言うまでもないことでし

ょう。だとすると、行政が先頭になって旗振ょう。だとすると、行政が先頭になって旗振ょう。だとすると、行政が先頭になって旗振ょう。だとすると、行政が先頭になって旗振

って、農業者１人ひとりに対して低たんぱくって、農業者１人ひとりに対して低たんぱくって、農業者１人ひとりに対して低たんぱくって、農業者１人ひとりに対して低たんぱく

の米つくろうよという、そういう働きかけもの米つくろうよという、そういう働きかけもの米つくろうよという、そういう働きかけもの米つくろうよという、そういう働きかけも

必要ではないだろうか。そして、農業者みず必要ではないだろうか。そして、農業者みず必要ではないだろうか。そして、農業者みず必要ではないだろうか。そして、農業者みず

からが低たんぱくの米をつくろうと。そのたからが低たんぱくの米をつくろうと。そのたからが低たんぱくの米をつくろうと。そのたからが低たんぱくの米をつくろうと。そのた

めには、施肥の条件はどうなんだ。あるいは、めには、施肥の条件はどうなんだ。あるいは、めには、施肥の条件はどうなんだ。あるいは、めには、施肥の条件はどうなんだ。あるいは、

水やりがどうなんだ。さまざまな条件を駆使水やりがどうなんだ。さまざまな条件を駆使水やりがどうなんだ。さまざまな条件を駆使水やりがどうなんだ。さまざまな条件を駆使

して低たんぱくの米づくりに向けて頑張る。して低たんぱくの米づくりに向けて頑張る。して低たんぱくの米づくりに向けて頑張る。して低たんぱくの米づくりに向けて頑張る。

結果がランキングが上位に上がっていく。そ結果がランキングが上位に上がっていく。そ結果がランキングが上位に上がっていく。そ結果がランキングが上位に上がっていく。そ

して、減反も少なくて済む。美唄全体の懐ぐして、減反も少なくて済む。美唄全体の懐ぐして、減反も少なくて済む。美唄全体の懐ぐして、減反も少なくて済む。美唄全体の懐ぐ

あいもよくなってくるということにつながるあいもよくなってくるということにつながるあいもよくなってくるということにつながるあいもよくなってくるということにつながる

んでしょう。だから、私が言いたいことは、んでしょう。だから、私が言いたいことは、んでしょう。だから、私が言いたいことは、んでしょう。だから、私が言いたいことは、

行政が、何かこれ話によると、おまえ、そん行政が、何かこれ話によると、おまえ、そん行政が、何かこれ話によると、おまえ、そん行政が、何かこれ話によると、おまえ、そん

なこと言ったって何言っているんだって怒らなこと言ったって何言っているんだって怒らなこと言ったって何言っているんだって怒らなこと言ったって何言っているんだって怒ら

れるかもしれんけれども、今度は農政部にすれるかもしれんけれども、今度は農政部にすれるかもしれんけれども、今度は農政部にすれるかもしれんけれども、今度は農政部にす

るというお話だそうですから、いままでよりるというお話だそうですから、いままでよりるというお話だそうですから、いままでよりるというお話だそうですから、いままでより

以上に農政部の農政にかかわる行政の位置づ以上に農政部の農政にかかわる行政の位置づ以上に農政部の農政にかかわる行政の位置づ以上に農政部の農政にかかわる行政の位置づ

けは高くなり、そして美唄の農業からの中でけは高くなり、そして美唄の農業からの中でけは高くなり、そして美唄の農業からの中でけは高くなり、そして美唄の農業からの中で

もそれなりの影響力が出るんでしょう。さまもそれなりの影響力が出るんでしょう。さまもそれなりの影響力が出るんでしょう。さまもそれなりの影響力が出るんでしょう。さま

ざまなメリットがあるんでしょう。だとするざまなメリットがあるんでしょう。だとするざまなメリットがあるんでしょう。だとするざまなメリットがあるんでしょう。だとする

と、行政が主軸となってランキング向上に向と、行政が主軸となってランキング向上に向と、行政が主軸となってランキング向上に向と、行政が主軸となってランキング向上に向

けた取り組みをやってもいいじゃないでしょけた取り組みをやってもいいじゃないでしょけた取り組みをやってもいいじゃないでしょけた取り組みをやってもいいじゃないでしょ

うかということを私は言いたいんです。このうかということを私は言いたいんです。このうかということを私は言いたいんです。このうかということを私は言いたいんです。この
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推進協議会にまぜるというんじゃなくて、そ推進協議会にまぜるというんじゃなくて、そ推進協議会にまぜるというんじゃなくて、そ推進協議会にまぜるというんじゃなくて、そ

んなことでお考えがあればご答弁を願いたいんなことでお考えがあればご答弁を願いたいんなことでお考えがあればご答弁を願いたいんなことでお考えがあればご答弁を願いたい

と思います。と思います。と思います。と思います。

さて、「おぼろづき」、これはもう限りなさて、「おぼろづき」、これはもう限りなさて、「おぼろづき」、これはもう限りなさて、「おぼろづき」、これはもう限りな

い不満。何で不満かということです。美唄のい不満。何で不満かということです。美唄のい不満。何で不満かということです。美唄のい不満。何で不満かということです。美唄の

農業者でそれなりの土壌の田んぼを持ってい農業者でそれなりの土壌の田んぼを持ってい農業者でそれなりの土壌の田んぼを持ってい農業者でそれなりの土壌の田んぼを持ってい

る人たちで、「おぼろづき」なんかつくりたる人たちで、「おぼろづき」なんかつくりたる人たちで、「おぼろづき」なんかつくりたる人たちで、「おぼろづき」なんかつくりた

くないという人いるんですか、いま。私が聞くないという人いるんですか、いま。私が聞くないという人いるんですか、いま。私が聞くないという人いるんですか、いま。私が聞

いている限りじゃ、そうじゃないんです。みいている限りじゃ、そうじゃないんです。みいている限りじゃ、そうじゃないんです。みいている限りじゃ、そうじゃないんです。み

んなつくりたいんです。だけど、残念ながら、んなつくりたいんです。だけど、残念ながら、んなつくりたいんです。だけど、残念ながら、んなつくりたいんです。だけど、残念ながら、

こんなこと言ったら私も泥炭地の生まれだかこんなこと言ったら私も泥炭地の生まれだかこんなこと言ったら私も泥炭地の生まれだかこんなこと言ったら私も泥炭地の生まれだか

ら笑われるかもしれんけども、泥炭地でもっら笑われるかもしれんけども、泥炭地でもっら笑われるかもしれんけども、泥炭地でもっら笑われるかもしれんけども、泥炭地でもっ

て「おぼろづき」つくったから、必ずしもいて「おぼろづき」つくったから、必ずしもいて「おぼろづき」つくったから、必ずしもいて「おぼろづき」つくったから、必ずしもい

ま試食会に提供されている米の、「おぼろづま試食会に提供されている米の、「おぼろづま試食会に提供されている米の、「おぼろづま試食会に提供されている米の、「おぼろづ

き」のようなわけにいかんかもしれん。だけき」のようなわけにいかんかもしれん。だけき」のようなわけにいかんかもしれん。だけき」のようなわけにいかんかもしれん。だけ

ども、それなりの沖積土の田んぼなりいい田ども、それなりの沖積土の田んぼなりいい田ども、それなりの沖積土の田んぼなりいい田ども、それなりの沖積土の田んぼなりいい田

んぼであれば、この品種は間違いなく低アミんぼであれば、この品種は間違いなく低アミんぼであれば、この品種は間違いなく低アミんぼであれば、この品種は間違いなく低アミ

ロースなんでしょう。だとすると、みんながロースなんでしょう。だとすると、みんながロースなんでしょう。だとすると、みんながロースなんでしょう。だとすると、みんなが

つくりたいというのは当たり前。道は、いまつくりたいというのは当たり前。道は、いまつくりたいというのは当たり前。道は、いまつくりたいというのは当たり前。道は、いま

美唄にあるもみはあれは食用のもみであって美唄にあるもみはあれは食用のもみであって美唄にあるもみはあれは食用のもみであって美唄にあるもみはあれは食用のもみであって

種もみでないと、こう言っている。そう言わ種もみでないと、こう言っている。そう言わ種もみでないと、こう言っている。そう言わ種もみでないと、こう言っている。そう言わ

れたら、本当だったら、これまた市長に言っれたら、本当だったら、これまた市長に言っれたら、本当だったら、これまた市長に言っれたら、本当だったら、これまた市長に言っ

たってどうもなんない話なんです。わかってたってどうもなんない話なんです。わかってたってどうもなんない話なんです。わかってたってどうもなんない話なんです。わかって

いるんです。だけれど、言わせてください、いるんです。だけれど、言わせてください、いるんです。だけれど、言わせてください、いるんです。だけれど、言わせてください、

多くの皆さんの前で。そういうもみを北農研多くの皆さんの前で。そういうもみを北農研多くの皆さんの前で。そういうもみを北農研多くの皆さんの前で。そういうもみを北農研

がつくらせたんだ。そして、それを16年の春がつくらせたんだ。そして、それを16年の春がつくらせたんだ。そして、それを16年の春がつくらせたんだ。そして、それを16年の春

には360キロ持っていたんです。そして、北海には360キロ持っていたんです。そして、北海には360キロ持っていたんです。そして、北海には360キロ持っていたんです。そして、北海

道の農業試験場につくってくれ、あるいは展道の農業試験場につくってくれ、あるいは展道の農業試験場につくってくれ、あるいは展道の農業試験場につくってくれ、あるいは展

示圃につくってくれといったら、そんな田ん示圃につくってくれといったら、そんな田ん示圃につくってくれといったら、そんな田ん示圃につくってくれといったら、そんな田ん

ぼないと断られたという話だ、これは陰の話ぼないと断られたという話だ、これは陰の話ぼないと断られたという話だ、これは陰の話ぼないと断られたという話だ、これは陰の話

だからどこまで本当かわかんないけれども。だからどこまで本当かわかんないけれども。だからどこまで本当かわかんないけれども。だからどこまで本当かわかんないけれども。

そういう非協力的だったんです、北海道はさそういう非協力的だったんです、北海道はさそういう非協力的だったんです、北海道はさそういう非協力的だったんです、北海道はさ

まざまな分野で。ところが、お米を食べていまざまな分野で。ところが、お米を食べていまざまな分野で。ところが、お米を食べていまざまな分野で。ところが、お米を食べてい

る消費者の皆さんに食味してもらったら、こる消費者の皆さんに食味してもらったら、こる消費者の皆さんに食味してもらったら、こる消費者の皆さんに食味してもらったら、こ

れはもう間違いなくいい米だ、うまい米だと。れはもう間違いなくいい米だ、うまい米だと。れはもう間違いなくいい米だ、うまい米だと。れはもう間違いなくいい米だ、うまい米だと。

光もある。香りもいい。そういうことになっ光もある。香りもいい。そういうことになっ光もある。香りもいい。そういうことになっ光もある。香りもいい。そういうことになっ

ている。何で意固地にならんきゃなんないかている。何で意固地にならんきゃなんないかている。何で意固地にならんきゃなんないかている。何で意固地にならんきゃなんないか

と思って、いろいろ考えてみた。ホクレンのと思って、いろいろ考えてみた。ホクレンのと思って、いろいろ考えてみた。ホクレンのと思って、いろいろ考えてみた。ホクレンの

種苗による、種もみによる収益が減るかもし種苗による、種もみによる収益が減るかもし種苗による、種もみによる収益が減るかもし種苗による、種もみによる収益が減るかもし

れんということなんです。何で減るかというれんということなんです。何で減るかというれんということなんです。何で減るかというれんということなんです。何で減るかという

と、北農研が許諾権なるものを北海道以外にと、北農研が許諾権なるものを北海道以外にと、北農研が許諾権なるものを北海道以外にと、北農研が許諾権なるものを北海道以外に

与えてもらっちゃこまると。北海道に与えて与えてもらっちゃこまると。北海道に与えて与えてもらっちゃこまると。北海道に与えて与えてもらっちゃこまると。北海道に与えて

もらったものは、ストレートでホクレンがももらったものは、ストレートでホクレンがももらったものは、ストレートでホクレンがももらったものは、ストレートでホクレンがも

らえるから、北海道以外に許諾権を流しちゃらえるから、北海道以外に許諾権を流しちゃらえるから、北海道以外に許諾権を流しちゃらえるから、北海道以外に許諾権を流しちゃ

ならんと。だから、北海道が北農研に対してならんと。だから、北海道が北農研に対してならんと。だから、北海道が北農研に対してならんと。だから、北海道が北農研に対して

圧力をかけているんじゃないですか。言って圧力をかけているんじゃないですか。言って圧力をかけているんじゃないですか。言って圧力をかけているんじゃないですか。言って

おきますけれど、許諾権というのは育成者のおきますけれど、許諾権というのは育成者のおきますけれど、許諾権というのは育成者のおきますけれど、許諾権というのは育成者の

権利を守るためにつくられている法律です。権利を守るためにつくられている法律です。権利を守るためにつくられている法律です。権利を守るためにつくられている法律です。

北海道を守るためじゃないんです、あれは。北海道を守るためじゃないんです、あれは。北海道を守るためじゃないんです、あれは。北海道を守るためじゃないんです、あれは。

ホクレンを守るんでもないんです。あれは、ホクレンを守るんでもないんです。あれは、ホクレンを守るんでもないんです。あれは、ホクレンを守るんでもないんです。あれは、

北農研の先生が先ほど同僚議員が言ったよう北農研の先生が先ほど同僚議員が言ったよう北農研の先生が先ほど同僚議員が言ったよう北農研の先生が先ほど同僚議員が言ったよう

に８年かけてつくりあげた。その先生がいまに８年かけてつくりあげた。その先生がいまに８年かけてつくりあげた。その先生がいまに８年かけてつくりあげた。その先生がいま

つくばにいるんです。その育成者の権限なんつくばにいるんです。その育成者の権限なんつくばにいるんです。その育成者の権限なんつくばにいるんです。その育成者の権限なん

です、これは。北農研の権限。これは、北海です、これは。北農研の権限。これは、北海です、これは。北農研の権限。これは、北海です、これは。北農研の権限。これは、北海

道にやったからといって旭川市にやっちゃな道にやったからといって旭川市にやっちゃな道にやったからといって旭川市にやっちゃな道にやったからといって旭川市にやっちゃな

んないという法律じゃないんです。何カ所にんないという法律じゃないんです。何カ所にんないという法律じゃないんです。何カ所にんないという法律じゃないんです。何カ所に

許諾権を与えてもいいというものなんです。許諾権を与えてもいいというものなんです。許諾権を与えてもいいというものなんです。許諾権を与えてもいいというものなんです。

それを知っているから、与えられたら困るかそれを知っているから、与えられたら困るかそれを知っているから、与えられたら困るかそれを知っているから、与えられたら困るか

ら圧力かけているんです。許諾権という１つら圧力かけているんです。許諾権という１つら圧力かけているんです。許諾権という１つら圧力かけているんです。許諾権という１つ

の個体が、物体が北海道にやっちゃった。その個体が、物体が北海道にやっちゃった。その個体が、物体が北海道にやっちゃった。その個体が、物体が北海道にやっちゃった。そ

うしたら、この許諾権は北農研が持っていなうしたら、この許諾権は北農研が持っていなうしたら、この許諾権は北農研が持っていなうしたら、この許諾権は北農研が持っていな

いもんなら騒がないんです、北海道も。許諾いもんなら騒がないんです、北海道も。許諾いもんなら騒がないんです、北海道も。許諾いもんなら騒がないんです、北海道も。許諾

権というのは、幾つにでも分裂するんです。権というのは、幾つにでも分裂するんです。権というのは、幾つにでも分裂するんです。権というのは、幾つにでも分裂するんです。

北農研から中西勇夫議長のところにもらおう北農研から中西勇夫議長のところにもらおう北農研から中西勇夫議長のところにもらおう北農研から中西勇夫議長のところにもらおう

と思えばもらえるんです。そういうもんなの。と思えばもらえるんです。そういうもんなの。と思えばもらえるんです。そういうもんなの。と思えばもらえるんです。そういうもんなの。

だから、それをやられちゃだれが損するかとだから、それをやられちゃだれが損するかとだから、それをやられちゃだれが損するかとだから、それをやられちゃだれが損するかと

いったらホクレンなんです。ホクレンの利権いったらホクレンなんです。ホクレンの利権いったらホクレンなんです。ホクレンの利権いったらホクレンなんです。ホクレンの利権

主義がこう騒ぎ立てている。地域の稲作農業主義がこう騒ぎ立てている。地域の稲作農業主義がこう騒ぎ立てている。地域の稲作農業主義がこう騒ぎ立てている。地域の稲作農業
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を圧迫しているのはホクレンなの。私は言いを圧迫しているのはホクレンなの。私は言いを圧迫しているのはホクレンなの。私は言いを圧迫しているのはホクレンなの。私は言い

切ります、それは。だから、北海道もホクレ切ります、それは。だから、北海道もホクレ切ります、それは。だから、北海道もホクレ切ります、それは。だから、北海道もホクレ

ンもそういう横車をいま押しているわけだかンもそういう横車をいま押しているわけだかンもそういう横車をいま押しているわけだかンもそういう横車をいま押しているわけだか

ら、これ美唄の市長にそれを横車押してくれら、これ美唄の市長にそれを横車押してくれら、これ美唄の市長にそれを横車押してくれら、これ美唄の市長にそれを横車押してくれ

とは言えんけれども、美唄の経済を守る、美とは言えんけれども、美唄の経済を守る、美とは言えんけれども、美唄の経済を守る、美とは言えんけれども、美唄の経済を守る、美

唄の農業を、基幹産業を守るという、そうい唄の農業を、基幹産業を守るという、そうい唄の農業を、基幹産業を守るという、そうい唄の農業を、基幹産業を守るという、そうい

うお気持ちがおありだったら、あるんだと思うお気持ちがおありだったら、あるんだと思うお気持ちがおありだったら、あるんだと思うお気持ちがおありだったら、あるんだと思

うんです、農政部つくるんだから。その気持うんです、農政部つくるんだから。その気持うんです、農政部つくるんだから。その気持うんです、農政部つくるんだから。その気持

ちをもって道なり北農研なりにあるものを使ちをもって道なり北農研なりにあるものを使ちをもって道なり北農研なりにあるものを使ちをもって道なり北農研なりにあるものを使

って何が悪いのよと、端的に言えば。さまざって何が悪いのよと、端的に言えば。さまざって何が悪いのよと、端的に言えば。さまざって何が悪いのよと、端的に言えば。さまざ

まな言い方があると思う。それは、私らよりまな言い方があると思う。それは、私らよりまな言い方があると思う。それは、私らよりまな言い方があると思う。それは、私らより

も頭のいい市長なり部長なり課長なりなんだも頭のいい市長なり部長なり課長なりなんだも頭のいい市長なり部長なり課長なりなんだも頭のいい市長なり部長なり課長なりなんだ

から、さまざまな手練手管を使って、余り表から、さまざまな手練手管を使って、余り表から、さまざまな手練手管を使って、余り表から、さまざまな手練手管を使って、余り表

現よくないけれども、そして許諾権を美唄に現よくないけれども、そして許諾権を美唄に現よくないけれども、そして許諾権を美唄に現よくないけれども、そして許諾権を美唄に

持ってくる、こういう迫力があってもいいん持ってくる、こういう迫力があってもいいん持ってくる、こういう迫力があってもいいん持ってくる、こういう迫力があってもいいん

じゃないのかと、私はこう思えてなりません。じゃないのかと、私はこう思えてなりません。じゃないのかと、私はこう思えてなりません。じゃないのかと、私はこう思えてなりません。

私の思いを申し上げましたが、市長なり経済私の思いを申し上げましたが、市長なり経済私の思いを申し上げましたが、市長なり経済私の思いを申し上げましたが、市長なり経済

部長なり思いがあればお聞かせ願えれば幸い部長なり思いがあればお聞かせ願えれば幸い部長なり思いがあればお聞かせ願えれば幸い部長なり思いがあればお聞かせ願えれば幸い

と思います。と思います。と思います。と思います。

●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。

●市長桜井道夫君 吉田議員の再質問にお答●市長桜井道夫君 吉田議員の再質問にお答●市長桜井道夫君 吉田議員の再質問にお答●市長桜井道夫君 吉田議員の再質問にお答

えします。えします。えします。えします。

米ガイドライン配分ランキングについてで米ガイドライン配分ランキングについてで米ガイドライン配分ランキングについてで米ガイドライン配分ランキングについてで

ありますが、本市におきましては各農協の水ありますが、本市におきましては各農協の水ありますが、本市におきましては各農協の水ありますが、本市におきましては各農協の水

田農業推進協議会におきまして、他市の取り田農業推進協議会におきまして、他市の取り田農業推進協議会におきまして、他市の取り田農業推進協議会におきまして、他市の取り

組みを参考にしながら、たんぱく値を抑えた組みを参考にしながら、たんぱく値を抑えた組みを参考にしながら、たんぱく値を抑えた組みを参考にしながら、たんぱく値を抑えた

良食味米の生産に取り組むこととしておりま良食味米の生産に取り組むこととしておりま良食味米の生産に取り組むこととしておりま良食味米の生産に取り組むこととしておりま

すが、市としましてもガイドラインランキンすが、市としましてもガイドラインランキンすが、市としましてもガイドラインランキンすが、市としましてもガイドラインランキン

グの持つ意味を再認識し、ガイドラインラングの持つ意味を再認識し、ガイドラインラングの持つ意味を再認識し、ガイドラインラングの持つ意味を再認識し、ガイドラインラン

キングの向上に向けて積極的に進めてまいりキングの向上に向けて積極的に進めてまいりキングの向上に向けて積極的に進めてまいりキングの向上に向けて積極的に進めてまいり

たいと考えております。たいと考えております。たいと考えております。たいと考えております。

次に、「おぼろづき」でありますが、私と次に、「おぼろづき」でありますが、私と次に、「おぼろづき」でありますが、私と次に、「おぼろづき」でありますが、私と

してはさきの議会の議論経過を踏まえましてしてはさきの議会の議論経過を踏まえましてしてはさきの議会の議論経過を踏まえましてしてはさきの議会の議論経過を踏まえまして

優良品種になるよう道、関係機関に要望し、優良品種になるよう道、関係機関に要望し、優良品種になるよう道、関係機関に要望し、優良品種になるよう道、関係機関に要望し、

認定されたことでひとまずほっとしたところ認定されたことでひとまずほっとしたところ認定されたことでひとまずほっとしたところ認定されたことでひとまずほっとしたところ

でございました。しかし、その後の話し合いでございました。しかし、その後の話し合いでございました。しかし、その後の話し合いでございました。しかし、その後の話し合い

によりまして、美唄ブランドづくりにつきまによりまして、美唄ブランドづくりにつきまによりまして、美唄ブランドづくりにつきまによりまして、美唄ブランドづくりにつきま

してはおくれるような状況になっておりまししてはおくれるような状況になっておりまししてはおくれるような状況になっておりまししてはおくれるような状況になっておりまし

て、大変残念に思っております。いずれにいて、大変残念に思っております。いずれにいて、大変残念に思っております。いずれにいて、大変残念に思っております。いずれにい

たしましても、農協や生産者からは「おぼろたしましても、農協や生産者からは「おぼろたしましても、農協や生産者からは「おぼろたしましても、農協や生産者からは「おぼろ

づき」を一年でも早く栽培したいとの声があづき」を一年でも早く栽培したいとの声があづき」を一年でも早く栽培したいとの声があづき」を一年でも早く栽培したいとの声があ

りますことから、少しでも多くことしから栽りますことから、少しでも多くことしから栽りますことから、少しでも多くことしから栽りますことから、少しでも多くことしから栽

培できるよう、さらに努力してまいりたいと培できるよう、さらに努力してまいりたいと培できるよう、さらに努力してまいりたいと培できるよう、さらに努力してまいりたいと

考えております。考えております。考えております。考えております。

●議長中西勇夫君 午後１時まで休憩いたし●議長中西勇夫君 午後１時まで休憩いたし●議長中西勇夫君 午後１時まで休憩いたし●議長中西勇夫君 午後１時まで休憩いたし

ます。ます。ます。ます。

午前１１時５２分 休憩午前１１時５２分 休憩午前１１時５２分 休憩午前１１時５２分 休憩

午後 １時００分 開議午後 １時００分 開議午後 １時００分 開議午後 １時００分 開議

●議長中西勇夫君 休憩前に引き続き会議を●議長中西勇夫君 休憩前に引き続き会議を●議長中西勇夫君 休憩前に引き続き会議を●議長中西勇夫君 休憩前に引き続き会議を

開きます。開きます。開きます。開きます。

一般質問を続けます。一般質問を続けます。一般質問を続けます。一般質問を続けます。

６番福庄計夫君。６番福庄計夫君。６番福庄計夫君。６番福庄計夫君。

●６番福庄計夫君（登壇） 平成17年第１回●６番福庄計夫君（登壇） 平成17年第１回●６番福庄計夫君（登壇） 平成17年第１回●６番福庄計夫君（登壇） 平成17年第１回

市議会定例会に当たりまして、大綱１点のみ市議会定例会に当たりまして、大綱１点のみ市議会定例会に当たりまして、大綱１点のみ市議会定例会に当たりまして、大綱１点のみ

市長に質問いたします。市長に質問いたします。市長に質問いたします。市長に質問いたします。

最初に、市政執行方針についての「生き活最初に、市政執行方針についての「生き活最初に、市政執行方針についての「生き活最初に、市政執行方針についての「生き活

き美唄」の実現についてであります。美唄のき美唄」の実現についてであります。美唄のき美唄」の実現についてであります。美唄のき美唄」の実現についてであります。美唄の

活力づくりは、「生き生きとした人づくり」、活力づくりは、「生き生きとした人づくり」、活力づくりは、「生き生きとした人づくり」、活力づくりは、「生き生きとした人づくり」、

「活き活きとした街づくり」、「生き活き美「活き活きとした街づくり」、「生き活き美「活き活きとした街づくり」、「生き活き美「活き活きとした街づくり」、「生き活き美

唄の土台づくり」の３つの柱を掲げて進める唄の土台づくり」の３つの柱を掲げて進める唄の土台づくり」の３つの柱を掲げて進める唄の土台づくり」の３つの柱を掲げて進める

としておられます。大いに進めていただきたとしておられます。大いに進めていただきたとしておられます。大いに進めていただきたとしておられます。大いに進めていただきた

いと思いますが、やはり何といいましても市いと思いますが、やはり何といいましても市いと思いますが、やはり何といいましても市いと思いますが、やはり何といいましても市

職員が活性化の原動力になってもらわなけれ職員が活性化の原動力になってもらわなけれ職員が活性化の原動力になってもらわなけれ職員が活性化の原動力になってもらわなけれ

ばならないんだと私は考えます。いわゆる率ばならないんだと私は考えます。いわゆる率ばならないんだと私は考えます。いわゆる率ばならないんだと私は考えます。いわゆる率

先してまちづくりのアイディアを出してもら先してまちづくりのアイディアを出してもら先してまちづくりのアイディアを出してもら先してまちづくりのアイディアを出してもら

うことや、そういう工夫をもって行政執行をうことや、そういう工夫をもって行政執行をうことや、そういう工夫をもって行政執行をうことや、そういう工夫をもって行政執行を
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果たしてもらうことを多くの市民は期待して果たしてもらうことを多くの市民は期待して果たしてもらうことを多くの市民は期待して果たしてもらうことを多くの市民は期待して

いるのではないでしょうか。ここ数年、給与、いるのではないでしょうか。ここ数年、給与、いるのではないでしょうか。ここ数年、給与、いるのではないでしょうか。ここ数年、給与、

諸手当の削減やカット、退職職員の不補充に諸手当の削減やカット、退職職員の不補充に諸手当の削減やカット、退職職員の不補充に諸手当の削減やカット、退職職員の不補充に

よる職員の大幅な減少など、職員に我慢を強よる職員の大幅な減少など、職員に我慢を強よる職員の大幅な減少など、職員に我慢を強よる職員の大幅な減少など、職員に我慢を強

いる施策がどんどん進められてきているよういる施策がどんどん進められてきているよういる施策がどんどん進められてきているよういる施策がどんどん進められてきているよう

に私は受けとめております。最近の財政状況、に私は受けとめております。最近の財政状況、に私は受けとめております。最近の財政状況、に私は受けとめております。最近の財政状況、

こういったところを見ますと、我慢を強いるこういったところを見ますと、我慢を強いるこういったところを見ますと、我慢を強いるこういったところを見ますと、我慢を強いる

ということも必要ではあろうかとは思いますということも必要ではあろうかとは思いますということも必要ではあろうかとは思いますということも必要ではあろうかとは思います

けれども、やはりそういった中にあっても職けれども、やはりそういった中にあっても職けれども、やはりそういった中にあっても職けれども、やはりそういった中にあっても職

員にいい仕事をしてもらう、そういったため員にいい仕事をしてもらう、そういったため員にいい仕事をしてもらう、そういったため員にいい仕事をしてもらう、そういったため

にも職員が将来に希望の持てる対策も必要でにも職員が将来に希望の持てる対策も必要でにも職員が将来に希望の持てる対策も必要でにも職員が将来に希望の持てる対策も必要で

はないかと私は考えます。「生き生きとしたはないかと私は考えます。「生き生きとしたはないかと私は考えます。「生き生きとしたはないかと私は考えます。「生き生きとした

人づくり」を唱えていますけれども、生き生人づくり」を唱えていますけれども、生き生人づくり」を唱えていますけれども、生き生人づくり」を唱えていますけれども、生き生

きとした職員づくりを行う考えはありませんきとした職員づくりを行う考えはありませんきとした職員づくりを行う考えはありませんきとした職員づくりを行う考えはありません

か、お伺いをいたします。か、お伺いをいたします。か、お伺いをいたします。か、お伺いをいたします。

次に、組織機構の見直しについてでありま次に、組織機構の見直しについてでありま次に、組織機構の見直しについてでありま次に、組織機構の見直しについてでありま

すが、急速なコンピュータの普及によって事すが、急速なコンピュータの普及によって事すが、急速なコンピュータの普及によって事すが、急速なコンピュータの普及によって事

務の合理化や効率化、簡素化が図られ、この務の合理化や効率化、簡素化が図られ、この務の合理化や効率化、簡素化が図られ、この務の合理化や効率化、簡素化が図られ、この

数年退職職員の不補充などによる職員の削減、数年退職職員の不補充などによる職員の削減、数年退職職員の不補充などによる職員の削減、数年退職職員の不補充などによる職員の削減、

新採用の見送りがなされ、行財政改革等が推新採用の見送りがなされ、行財政改革等が推新採用の見送りがなされ、行財政改革等が推新採用の見送りがなされ、行財政改革等が推

進されたとはいえ、何とか乗り越えてこられ進されたとはいえ、何とか乗り越えてこられ進されたとはいえ、何とか乗り越えてこられ進されたとはいえ、何とか乗り越えてこられ

たのではないでしょうか。過去の職員数の減たのではないでしょうか。過去の職員数の減たのではないでしょうか。過去の職員数の減たのではないでしょうか。過去の職員数の減

少に伴い、業務の効率化あるいは能率化、そ少に伴い、業務の効率化あるいは能率化、そ少に伴い、業務の効率化あるいは能率化、そ少に伴い、業務の効率化あるいは能率化、そ

して公平、公正性を保ったため、常に組織機して公平、公正性を保ったため、常に組織機して公平、公正性を保ったため、常に組織機して公平、公正性を保ったため、常に組織機

構の見直しを行ってきたのではないかと思い構の見直しを行ってきたのではないかと思い構の見直しを行ってきたのではないかと思い構の見直しを行ってきたのではないかと思い

ます。組織機構の見直しは、適正な人員の配ます。組織機構の見直しは、適正な人員の配ます。組織機構の見直しは、適正な人員の配ます。組織機構の見直しは、適正な人員の配

置からも必要とは思いますものの、見直しに置からも必要とは思いますものの、見直しに置からも必要とは思いますものの、見直しに置からも必要とは思いますものの、見直しに

よって組織がどう変わったのか、私自体はなよって組織がどう変わったのか、私自体はなよって組織がどう変わったのか、私自体はなよって組織がどう変わったのか、私自体はな

かなか覚えるのに苦労させられております。かなか覚えるのに苦労させられております。かなか覚えるのに苦労させられております。かなか覚えるのに苦労させられております。

そこで、部の新設や統合について、総務委そこで、部の新設や統合について、総務委そこで、部の新設や統合について、総務委そこで、部の新設や統合について、総務委

員会に付託されていますので、若干の点につ員会に付託されていますので、若干の点につ員会に付託されていますので、若干の点につ員会に付託されていますので、若干の点につ

いてお伺いいたします。いてお伺いいたします。いてお伺いいたします。いてお伺いいたします。

１つには、過去５年間の一般職員の推移に１つには、過去５年間の一般職員の推移に１つには、過去５年間の一般職員の推移に１つには、過去５年間の一般職員の推移に

ついて教えてください。あわせて過去５年間ついて教えてください。あわせて過去５年間ついて教えてください。あわせて過去５年間ついて教えてください。あわせて過去５年間

の組織機構の変遷とそれに伴う職員配置につの組織機構の変遷とそれに伴う職員配置につの組織機構の変遷とそれに伴う職員配置につの組織機構の変遷とそれに伴う職員配置につ

いて、そして建設部と水道部を統合とし、都いて、そして建設部と水道部を統合とし、都いて、そして建設部と水道部を統合とし、都いて、そして建設部と水道部を統合とし、都

市環境部とするとの提案ですけれども、その市環境部とするとの提案ですけれども、その市環境部とするとの提案ですけれども、その市環境部とするとの提案ですけれども、その

結果、市民部の環境課についてはどうなるの結果、市民部の環境課についてはどうなるの結果、市民部の環境課についてはどうなるの結果、市民部の環境課についてはどうなるの

か教えてください。か教えてください。か教えてください。か教えてください。

次に、やさしさと健康のまちづくりについ次に、やさしさと健康のまちづくりについ次に、やさしさと健康のまちづくりについ次に、やさしさと健康のまちづくりについ

てでありますが、地域の健康づくりの推進、てでありますが、地域の健康づくりの推進、てでありますが、地域の健康づくりの推進、てでありますが、地域の健康づくりの推進、

壮年期における生活習慣病予防、高齢期にお壮年期における生活習慣病予防、高齢期にお壮年期における生活習慣病予防、高齢期にお壮年期における生活習慣病予防、高齢期にお

ける生活機能低下防止などライフステージにける生活機能低下防止などライフステージにける生活機能低下防止などライフステージにける生活機能低下防止などライフステージに

応じた健康づくり、そして高齢者の方々が生応じた健康づくり、そして高齢者の方々が生応じた健康づくり、そして高齢者の方々が生応じた健康づくり、そして高齢者の方々が生

涯にわたって生き生きと暮らせる介護予防支涯にわたって生き生きと暮らせる介護予防支涯にわたって生き生きと暮らせる介護予防支涯にわたって生き生きと暮らせる介護予防支

援システムの実施や介護予防事業を重点的に援システムの実施や介護予防事業を重点的に援システムの実施や介護予防事業を重点的に援システムの実施や介護予防事業を重点的に

推進するとしていますが、16年３月の道の速推進するとしていますが、16年３月の道の速推進するとしていますが、16年３月の道の速推進するとしていますが、16年３月の道の速

報値や空知の統計調べの中での高齢化率をも報値や空知の統計調べの中での高齢化率をも報値や空知の統計調べの中での高齢化率をも報値や空知の統計調べの中での高齢化率をも

とに空知管内10市の第１号被保険者の認定数とに空知管内10市の第１号被保険者の認定数とに空知管内10市の第１号被保険者の認定数とに空知管内10市の第１号被保険者の認定数

とかその市の総人口数との対比、65歳以上のとかその市の総人口数との対比、65歳以上のとかその市の総人口数との対比、65歳以上のとかその市の総人口数との対比、65歳以上の

高齢化率と認定者数の対比、施設介護サービ高齢化率と認定者数の対比、施設介護サービ高齢化率と認定者数の対比、施設介護サービ高齢化率と認定者数の対比、施設介護サービ

ス受給者の状況、居宅介護サービス受給者のス受給者の状況、居宅介護サービス受給者のス受給者の状況、居宅介護サービス受給者のス受給者の状況、居宅介護サービス受給者の

状況を私なりにインターネット、あるいはイ状況を私なりにインターネット、あるいはイ状況を私なりにインターネット、あるいはイ状況を私なりにインターネット、あるいはイ

ンターネット等で出ていない分についてはそンターネット等で出ていない分についてはそンターネット等で出ていない分についてはそンターネット等で出ていない分についてはそ

の市の担当者等にお願いをして資料等を取りの市の担当者等にお願いをして資料等を取りの市の担当者等にお願いをして資料等を取りの市の担当者等にお願いをして資料等を取り

寄せて調べてみました。そして、空知管内10寄せて調べてみました。そして、空知管内10寄せて調べてみました。そして、空知管内10寄せて調べてみました。そして、空知管内10

市の要支援、要介護の状況についてでありま市の要支援、要介護の状況についてでありま市の要支援、要介護の状況についてでありま市の要支援、要介護の状況についてでありま

すけれども、その結果、美唄市は総人口で要すけれども、その結果、美唄市は総人口で要すけれども、その結果、美唄市は総人口で要すけれども、その結果、美唄市は総人口で要

介護、要支援認定者の割合は夕張、三笠に次介護、要支援認定者の割合は夕張、三笠に次介護、要支援認定者の割合は夕張、三笠に次介護、要支援認定者の割合は夕張、三笠に次

いで３番目に高いところであります。そして、いで３番目に高いところであります。そして、いで３番目に高いところであります。そして、いで３番目に高いところであります。そして、

高齢者とされる65歳以上の割合は、夕張がこ高齢者とされる65歳以上の割合は、夕張がこ高齢者とされる65歳以上の割合は、夕張がこ高齢者とされる65歳以上の割合は、夕張がこ

の時点では37.4％と。さらに、三笠は35.9％、の時点では37.4％と。さらに、三笠は35.9％、の時点では37.4％と。さらに、三笠は35.9％、の時点では37.4％と。さらに、三笠は35.9％、

歌志内34.5％、赤平31.6％、芦別38％と。こ歌志内34.5％、赤平31.6％、芦別38％と。こ歌志内34.5％、赤平31.6％、芦別38％と。こ歌志内34.5％、赤平31.6％、芦別38％と。こ

のように30％を超えている市が５市もありまのように30％を超えている市が５市もありまのように30％を超えている市が５市もありまのように30％を超えている市が５市もありま

して、さらに深川が27.5、その後に７番目にして、さらに深川が27.5、その後に７番目にして、さらに深川が27.5、その後に７番目にして、さらに深川が27.5、その後に７番目に

美唄市が27.2％、続いて砂川25.7、滝川21.4、美唄市が27.2％、続いて砂川25.7、滝川21.4、美唄市が27.2％、続いて砂川25.7、滝川21.4、美唄市が27.2％、続いて砂川25.7、滝川21.4、

岩見沢21.3と非常に高齢化率が30％を超える岩見沢21.3と非常に高齢化率が30％を超える岩見沢21.3と非常に高齢化率が30％を超える岩見沢21.3と非常に高齢化率が30％を超える

市が５市もありながら、美唄市は高齢化率は市が５市もありながら、美唄市は高齢化率は市が５市もありながら、美唄市は高齢化率は市が５市もありながら、美唄市は高齢化率は
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この管内の中では低い方なのに第１号被保険この管内の中では低い方なのに第１号被保険この管内の中では低い方なのに第１号被保険この管内の中では低い方なのに第１号被保険

者の要介護、要支援認定者の割合では一番多者の要介護、要支援認定者の割合では一番多者の要介護、要支援認定者の割合では一番多者の要介護、要支援認定者の割合では一番多

い。それでいて、施設介護入所サービス受給い。それでいて、施設介護入所サービス受給い。それでいて、施設介護入所サービス受給い。それでいて、施設介護入所サービス受給

者は低い方から２番目で、居宅介護サービス者は低い方から２番目で、居宅介護サービス者は低い方から２番目で、居宅介護サービス者は低い方から２番目で、居宅介護サービス

受給者は一番多い状況となっております。そ受給者は一番多い状況となっております。そ受給者は一番多い状況となっております。そ受給者は一番多い状況となっております。そ

して、介護保険料は４番目に高いと。ところして、介護保険料は４番目に高いと。ところして、介護保険料は４番目に高いと。ところして、介護保険料は４番目に高いと。ところ

が、２番目と３番目、高い方からです、これが、２番目と３番目、高い方からです、これが、２番目と３番目、高い方からです、これが、２番目と３番目、高い方からです、これ

が年額100円しか違わないと、こういう調べたが年額100円しか違わないと、こういう調べたが年額100円しか違わないと、こういう調べたが年額100円しか違わないと、こういう調べた

結果が出たのではありますが、これは間違い結果が出たのではありますが、これは間違い結果が出たのではありますが、これは間違い結果が出たのではありますが、これは間違い

ないとは思うのですけれども、なぜこのようないとは思うのですけれども、なぜこのようないとは思うのですけれども、なぜこのようないとは思うのですけれども、なぜこのよう

な状況になるのでしょうか、教えてください。な状況になるのでしょうか、教えてください。な状況になるのでしょうか、教えてください。な状況になるのでしょうか、教えてください。

次に、介護予防事業についてでありますが、次に、介護予防事業についてでありますが、次に、介護予防事業についてでありますが、次に、介護予防事業についてでありますが、

特に美唄の場合、要支援、要介護１で認定者特に美唄の場合、要支援、要介護１で認定者特に美唄の場合、要支援、要介護１で認定者特に美唄の場合、要支援、要介護１で認定者

の半数を超えているのが実態で、10市では一の半数を超えているのが実態で、10市では一の半数を超えているのが実態で、10市では一の半数を超えているのが実態で、10市では一

番多い状況でございます。この段階での認定番多い状況でございます。この段階での認定番多い状況でございます。この段階での認定番多い状況でございます。この段階での認定

者を出さないような生きがい、健康づくり事者を出さないような生きがい、健康づくり事者を出さないような生きがい、健康づくり事者を出さないような生きがい、健康づくり事

業、いわゆる温泉や浴場などのほか、生きが業、いわゆる温泉や浴場などのほか、生きが業、いわゆる温泉や浴場などのほか、生きが業、いわゆる温泉や浴場などのほか、生きが

いセンター等の利用、そして交流の促進を図いセンター等の利用、そして交流の促進を図いセンター等の利用、そして交流の促進を図いセンター等の利用、そして交流の促進を図

られるなどで、ほかの市は要支援、要介護者られるなどで、ほかの市は要支援、要介護者られるなどで、ほかの市は要支援、要介護者られるなどで、ほかの市は要支援、要介護者

が低いのではと思うものであります。この点が低いのではと思うものであります。この点が低いのではと思うものであります。この点が低いのではと思うものであります。この点

については、昨日の答弁で温泉施設での受けについては、昨日の答弁で温泉施設での受けについては、昨日の答弁で温泉施設での受けについては、昨日の答弁で温泉施設での受け

入れがなされるようで、健康づくりや介護予入れがなされるようで、健康づくりや介護予入れがなされるようで、健康づくりや介護予入れがなされるようで、健康づくりや介護予

防の効果があらわれるのではと歓迎したいと防の効果があらわれるのではと歓迎したいと防の効果があらわれるのではと歓迎したいと防の効果があらわれるのではと歓迎したいと

思います。思います。思います。思います。

それで、国においても改正案を今国会に提それで、国においても改正案を今国会に提それで、国においても改正案を今国会に提それで、国においても改正案を今国会に提

出されているようでありますが、その内容は出されているようでありますが、その内容は出されているようでありますが、その内容は出されているようでありますが、その内容は

これらの要支援、要介護者のうち、要介護改これらの要支援、要介護者のうち、要介護改これらの要支援、要介護者のうち、要介護改これらの要支援、要介護者のうち、要介護改

善の可能性が高い人に新予防給付を提供し、善の可能性が高い人に新予防給付を提供し、善の可能性が高い人に新予防給付を提供し、善の可能性が高い人に新予防給付を提供し、

重度化防止をすることや要支援、要介護にな重度化防止をすることや要支援、要介護にな重度化防止をすることや要支援、要介護にな重度化防止をすることや要支援、要介護にな

るおそれのある人を対象に効果的な介護予防るおそれのある人を対象に効果的な介護予防るおそれのある人を対象に効果的な介護予防るおそれのある人を対象に効果的な介護予防

事業を提供し、自立した生活を継続するため事業を提供し、自立した生活を継続するため事業を提供し、自立した生活を継続するため事業を提供し、自立した生活を継続するため

の地域支援事業を推進するとしていますが、の地域支援事業を推進するとしていますが、の地域支援事業を推進するとしていますが、の地域支援事業を推進するとしていますが、

美唄市のねらいはこの重度化防止や自立の継美唄市のねらいはこの重度化防止や自立の継美唄市のねらいはこの重度化防止や自立の継美唄市のねらいはこの重度化防止や自立の継

続につながるものでありますか、お伺いいた続につながるものでありますか、お伺いいた続につながるものでありますか、お伺いいた続につながるものでありますか、お伺いいた

します。します。します。します。

次に、自然環境の保全についてであります次に、自然環境の保全についてであります次に、自然環境の保全についてであります次に、自然環境の保全についてであります

が、宮島沼については水質調査、環境学習会が、宮島沼については水質調査、環境学習会が、宮島沼については水質調査、環境学習会が、宮島沼については水質調査、環境学習会

などを実施し、自然環境の保全や活用に努めなどを実施し、自然環境の保全や活用に努めなどを実施し、自然環境の保全や活用に努めなどを実施し、自然環境の保全や活用に努め

るとともに、環境省による施設整備に関し地るとともに、環境省による施設整備に関し地るとともに、環境省による施設整備に関し地るとともに、環境省による施設整備に関し地

元要望を踏まえ、早期完成を要望してまいり元要望を踏まえ、早期完成を要望してまいり元要望を踏まえ、早期完成を要望してまいり元要望を踏まえ、早期完成を要望してまいり

ますと示されておりますけれども、そこでおますと示されておりますけれども、そこでおますと示されておりますけれども、そこでおますと示されておりますけれども、そこでお

伺いします。伺いします。伺いします。伺いします。

環境省により整備される施設について。施環境省により整備される施設について。施環境省により整備される施設について。施環境省により整備される施設について。施

設の規模についてですが、建設面積、平屋建設の規模についてですが、建設面積、平屋建設の規模についてですが、建設面積、平屋建設の規模についてですが、建設面積、平屋建

てか２階建か。それから、建設費についてはてか２階建か。それから、建設費についてはてか２階建か。それから、建設費についてはてか２階建か。それから、建設費については

どの程度か。建設位置については、どの辺をどの程度か。建設位置については、どの辺をどの程度か。建設位置については、どの辺をどの程度か。建設位置については、どの辺を

考えられているのか。雪冷房について導入が考えられているのか。雪冷房について導入が考えられているのか。雪冷房について導入が考えられているのか。雪冷房について導入が

考えられているのかどうか。さらに、農産物考えられているのかどうか。さらに、農産物考えられているのかどうか。さらに、農産物考えられているのかどうか。さらに、農産物

の直販スペースや軽食、土産売り場などのスの直販スペースや軽食、土産売り場などのスの直販スペースや軽食、土産売り場などのスの直販スペースや軽食、土産売り場などのス

ペースについても、それらスペースが確保、ペースについても、それらスペースが確保、ペースについても、それらスペースが確保、ペースについても、それらスペースが確保、

整備されるのかどうか教えてください。整備されるのかどうか教えてください。整備されるのかどうか教えてください。整備されるのかどうか教えてください。

●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。

●市長桜井道夫君（登壇） 福庄議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 福庄議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 福庄議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 福庄議員の質問

にお答えします。にお答えします。にお答えします。にお答えします。

初めに、「生き活き美唄」の実現について初めに、「生き活き美唄」の実現について初めに、「生き活き美唄」の実現について初めに、「生き活き美唄」の実現について

でありますが、本市の行財政運営は社会経済でありますが、本市の行財政運営は社会経済でありますが、本市の行財政運営は社会経済でありますが、本市の行財政運営は社会経済

情勢の変化や国の構造改革など、大きな変動情勢の変化や国の構造改革など、大きな変動情勢の変化や国の構造改革など、大きな変動情勢の変化や国の構造改革など、大きな変動

の中で地域の自立に向けた重要な岐路に立っの中で地域の自立に向けた重要な岐路に立っの中で地域の自立に向けた重要な岐路に立っの中で地域の自立に向けた重要な岐路に立っ

ております。ております。ております。ております。

このような中で、本市職員には地方分権のこのような中で、本市職員には地方分権のこのような中で、本市職員には地方分権のこのような中で、本市職員には地方分権の

時代に対応した市政を担うのにふさわしい知時代に対応した市政を担うのにふさわしい知時代に対応した市政を担うのにふさわしい知時代に対応した市政を担うのにふさわしい知

識や諸課題に立ち向かう意欲と能力が一層求識や諸課題に立ち向かう意欲と能力が一層求識や諸課題に立ち向かう意欲と能力が一層求識や諸課題に立ち向かう意欲と能力が一層求

められております。いま職員１人ひとりが組められております。いま職員１人ひとりが組められております。いま職員１人ひとりが組められております。いま職員１人ひとりが組

織目標の実現に向かって能力を最大限に発揮織目標の実現に向かって能力を最大限に発揮織目標の実現に向かって能力を最大限に発揮織目標の実現に向かって能力を最大限に発揮

し、働きがいや使命感を持って職務を遂行すし、働きがいや使命感を持って職務を遂行すし、働きがいや使命感を持って職務を遂行すし、働きがいや使命感を持って職務を遂行す

ることにより、組織の活性化と効率的、効果ることにより、組織の活性化と効率的、効果ることにより、組織の活性化と効率的、効果ることにより、組織の活性化と効率的、効果

的な行財政運営を図っていくことが必要であ的な行財政運営を図っていくことが必要であ的な行財政運営を図っていくことが必要であ的な行財政運営を図っていくことが必要であ

ると考えております。ると考えております。ると考えております。ると考えております。
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私は、市長就任時に職員に対して生活者の私は、市長就任時に職員に対して生活者の私は、市長就任時に職員に対して生活者の私は、市長就任時に職員に対して生活者の

視点に立った行政運営に努めること、行政は視点に立った行政運営に努めること、行政は視点に立った行政運営に努めること、行政は視点に立った行政運営に努めること、行政は

サービス業だという意識で市民に接すること、サービス業だという意識で市民に接すること、サービス業だという意識で市民に接すること、サービス業だという意識で市民に接すること、

行政のむだをなくし、活力が生まれるものに行政のむだをなくし、活力が生まれるものに行政のむだをなくし、活力が生まれるものに行政のむだをなくし、活力が生まれるものに

力を入れることの３点を訓辞いたしました。力を入れることの３点を訓辞いたしました。力を入れることの３点を訓辞いたしました。力を入れることの３点を訓辞いたしました。

厳しい環境の中で、行政はこれまで以上に厳しい環境の中で、行政はこれまで以上に厳しい環境の中で、行政はこれまで以上に厳しい環境の中で、行政はこれまで以上に

総合的な力量が問われる時代になってまいり総合的な力量が問われる時代になってまいり総合的な力量が問われる時代になってまいり総合的な力量が問われる時代になってまいり

ます。庁内全体で職員が議論できる職場づくます。庁内全体で職員が議論できる職場づくます。庁内全体で職員が議論できる職場づくます。庁内全体で職員が議論できる職場づく

りに努め、組織の活性化、美唄の活性化につりに努め、組織の活性化、美唄の活性化につりに努め、組織の活性化、美唄の活性化につりに努め、組織の活性化、美唄の活性化につ

ながるよう私が先頭に立って努力してまいりながるよう私が先頭に立って努力してまいりながるよう私が先頭に立って努力してまいりながるよう私が先頭に立って努力してまいり

たいと考えております。たいと考えております。たいと考えております。たいと考えております。

次に、本年４月から建設部と水道部を統合次に、本年４月から建設部と水道部を統合次に、本年４月から建設部と水道部を統合次に、本年４月から建設部と水道部を統合

し、都市環境部とする部設置条例の改正案をし、都市環境部とする部設置条例の改正案をし、都市環境部とする部設置条例の改正案をし、都市環境部とする部設置条例の改正案を

提案しておりますが、これは社会基盤整備を提案しておりますが、これは社会基盤整備を提案しておりますが、これは社会基盤整備を提案しておりますが、これは社会基盤整備を

効率的、効果的に執行するため、組織機構の効率的、効果的に執行するため、組織機構の効率的、効果的に執行するため、組織機構の効率的、効果的に執行するため、組織機構の

見直しを行うものであります。見直しを行うものであります。見直しを行うものであります。見直しを行うものであります。

また、市民部の環境課の件でありますが、また、市民部の環境課の件でありますが、また、市民部の環境課の件でありますが、また、市民部の環境課の件でありますが、

これからの快適な都市環境整備を進める上でこれからの快適な都市環境整備を進める上でこれからの快適な都市環境整備を進める上でこれからの快適な都市環境整備を進める上で

の環境施策との関連につきましては、今後事の環境施策との関連につきましては、今後事の環境施策との関連につきましては、今後事の環境施策との関連につきましては、今後事

務事業の見直しや体制の整備を踏まえ検討す務事業の見直しや体制の整備を踏まえ検討す務事業の見直しや体制の整備を踏まえ検討す務事業の見直しや体制の整備を踏まえ検討す

ることとし、当面は現行の体制を維持するこることとし、当面は現行の体制を維持するこることとし、当面は現行の体制を維持するこることとし、当面は現行の体制を維持するこ

ととしております。ととしております。ととしております。ととしております。

次に、やさしさと健康のまちづくりについ次に、やさしさと健康のまちづくりについ次に、やさしさと健康のまちづくりについ次に、やさしさと健康のまちづくりについ

てでありますが、本市における介護保険の特てでありますが、本市における介護保険の特てでありますが、本市における介護保険の特てでありますが、本市における介護保険の特

徴は、要介護状態になりやすい75歳以上の後徴は、要介護状態になりやすい75歳以上の後徴は、要介護状態になりやすい75歳以上の後徴は、要介護状態になりやすい75歳以上の後

期高齢者が他市よりも高い比率となっている期高齢者が他市よりも高い比率となっている期高齢者が他市よりも高い比率となっている期高齢者が他市よりも高い比率となっている

こともあり、要介護認定者数も高い割合となこともあり、要介護認定者数も高い割合となこともあり、要介護認定者数も高い割合となこともあり、要介護認定者数も高い割合とな

っております。っております。っております。っております。

また、要介護認定者のうち、要支援、要介また、要介護認定者のうち、要支援、要介また、要介護認定者のうち、要支援、要介また、要介護認定者のうち、要支援、要介

護１の方が全体の54.1％と半数を上回ってお護１の方が全体の54.1％と半数を上回ってお護１の方が全体の54.1％と半数を上回ってお護１の方が全体の54.1％と半数を上回ってお

り、軽度の方が多いのが特徴と言えます。り、軽度の方が多いのが特徴と言えます。り、軽度の方が多いのが特徴と言えます。り、軽度の方が多いのが特徴と言えます。

こうした要因により、居宅サービス利用者こうした要因により、居宅サービス利用者こうした要因により、居宅サービス利用者こうした要因により、居宅サービス利用者

の割合は高く推移しており、総体的に施設利の割合は高く推移しており、総体的に施設利の割合は高く推移しており、総体的に施設利の割合は高く推移しており、総体的に施設利

用者の割合が低くなっている状況にあります。用者の割合が低くなっている状況にあります。用者の割合が低くなっている状況にあります。用者の割合が低くなっている状況にあります。

このような状況を踏まえて、現在の保険料にこのような状況を踏まえて、現在の保険料にこのような状況を踏まえて、現在の保険料にこのような状況を踏まえて、現在の保険料に

設定したところでございます。設定したところでございます。設定したところでございます。設定したところでございます。

また、要支援、要介護１の方が急増していまた、要支援、要介護１の方が急増していまた、要支援、要介護１の方が急増していまた、要支援、要介護１の方が急増してい

る本市の特徴を踏まえ、第２期保健福祉計画る本市の特徴を踏まえ、第２期保健福祉計画る本市の特徴を踏まえ、第２期保健福祉計画る本市の特徴を踏まえ、第２期保健福祉計画

では介護予防を重点化しており、平成16年度では介護予防を重点化しており、平成16年度では介護予防を重点化しており、平成16年度では介護予防を重点化しており、平成16年度

には「介護予防支援システム」の導入や厚生には「介護予防支援システム」の導入や厚生には「介護予防支援システム」の導入や厚生には「介護予防支援システム」の導入や厚生

労働省指定の「介護予防市町村モデル事業」労働省指定の「介護予防市町村モデル事業」労働省指定の「介護予防市町村モデル事業」労働省指定の「介護予防市町村モデル事業」

などに取り組んでいるところでございます。などに取り組んでいるところでございます。などに取り組んでいるところでございます。などに取り組んでいるところでございます。

今回の国の制度改正では、介護保険の「予今回の国の制度改正では、介護保険の「予今回の国の制度改正では、介護保険の「予今回の国の制度改正では、介護保険の「予

防重視型システム」への転換が示されており、防重視型システム」への転換が示されており、防重視型システム」への転換が示されており、防重視型システム」への転換が示されており、

市としましても介護予防の一層の推進を図り、市としましても介護予防の一層の推進を図り、市としましても介護予防の一層の推進を図り、市としましても介護予防の一層の推進を図り、

高齢者の健康づくりに努めるとともに、まち高齢者の健康づくりに努めるとともに、まち高齢者の健康づくりに努めるとともに、まち高齢者の健康づくりに努めるとともに、まち

の活性化につなげてまいりたいと考えておりの活性化につなげてまいりたいと考えておりの活性化につなげてまいりたいと考えておりの活性化につなげてまいりたいと考えており

ます。ます。ます。ます。

最後に、宮島沼の施設についてであります最後に、宮島沼の施設についてであります最後に、宮島沼の施設についてであります最後に、宮島沼の施設についてであります

が、現在環境省では仮称「宮島沼環境学習・が、現在環境省では仮称「宮島沼環境学習・が、現在環境省では仮称「宮島沼環境学習・が、現在環境省では仮称「宮島沼環境学習・

保全調査拠点施設」の整備に向けて基本構想保全調査拠点施設」の整備に向けて基本構想保全調査拠点施設」の整備に向けて基本構想保全調査拠点施設」の整備に向けて基本構想

を策定しており、施設規模につきましては木を策定しており、施設規模につきましては木を策定しており、施設規模につきましては木を策定しており、施設規模につきましては木

造平屋建て、延べ床面積約330平方メートルで、造平屋建て、延べ床面積約330平方メートルで、造平屋建て、延べ床面積約330平方メートルで、造平屋建て、延べ床面積約330平方メートルで、

工期は17年度、18年度の２カ年、建設費につ工期は17年度、18年度の２カ年、建設費につ工期は17年度、18年度の２カ年、建設費につ工期は17年度、18年度の２カ年、建設費につ

きましては17年度は設計費や用地買収費などきましては17年度は設計費や用地買収費などきましては17年度は設計費や用地買収費などきましては17年度は設計費や用地買収費など

を含め１億円の予定で、現在の野鳥観察センを含め１億円の予定で、現在の野鳥観察センを含め１億円の予定で、現在の野鳥観察センを含め１億円の予定で、現在の野鳥観察セン

ターの位置に建設を予定していると伺っておターの位置に建設を予定していると伺っておターの位置に建設を予定していると伺っておターの位置に建設を予定していると伺ってお

ります。ります。ります。ります。

雪冷房の導入につきましては、春、秋の水雪冷房の導入につきましては、春、秋の水雪冷房の導入につきましては、春、秋の水雪冷房の導入につきましては、春、秋の水

鳥の飛来シーズンはもとより、環境学習や宮鳥の飛来シーズンはもとより、環境学習や宮鳥の飛来シーズンはもとより、環境学習や宮鳥の飛来シーズンはもとより、環境学習や宮

島沼周辺の総合的な情報発信を行う拠点施設島沼周辺の総合的な情報発信を行う拠点施設島沼周辺の総合的な情報発信を行う拠点施設島沼周辺の総合的な情報発信を行う拠点施設

として、通年での開館を計画しているところとして、通年での開館を計画しているところとして、通年での開館を計画しているところとして、通年での開館を計画しているところ

でございますが、冷房設備の導入は現在のとでございますが、冷房設備の導入は現在のとでございますが、冷房設備の導入は現在のとでございますが、冷房設備の導入は現在のと

ころ考えていないと伺っております。ころ考えていないと伺っております。ころ考えていないと伺っております。ころ考えていないと伺っております。

また、農産物の直売スペース等については、また、農産物の直売スペース等については、また、農産物の直売スペース等については、また、農産物の直売スペース等については、

限られた面積の中で確保することは難しいと限られた面積の中で確保することは難しいと限られた面積の中で確保することは難しいと限られた面積の中で確保することは難しいと

思いますが、宮島沼を訪れる多くの皆さんに思いますが、宮島沼を訪れる多くの皆さんに思いますが、宮島沼を訪れる多くの皆さんに思いますが、宮島沼を訪れる多くの皆さんに

美唄をＰＲできるような施設づくりについて、美唄をＰＲできるような施設づくりについて、美唄をＰＲできるような施設づくりについて、美唄をＰＲできるような施設づくりについて、
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環境省と協議をしてまいりたいと考えており環境省と協議をしてまいりたいと考えており環境省と協議をしてまいりたいと考えており環境省と協議をしてまいりたいと考えており

ます。ます。ます。ます。

なお、過去５年間の職員数の推移と組織機なお、過去５年間の職員数の推移と組織機なお、過去５年間の職員数の推移と組織機なお、過去５年間の職員数の推移と組織機

構の変遷については、総務部長から答弁をい構の変遷については、総務部長から答弁をい構の変遷については、総務部長から答弁をい構の変遷については、総務部長から答弁をい

たします。たします。たします。たします。

●議長中西勇夫君 総務部長。●議長中西勇夫君 総務部長。●議長中西勇夫君 総務部長。●議長中西勇夫君 総務部長。

●総務部長板東知文君 職員数の推移と組織●総務部長板東知文君 職員数の推移と組織●総務部長板東知文君 職員数の推移と組織●総務部長板東知文君 職員数の推移と組織

機構の変遷につきましては、私から答弁させ機構の変遷につきましては、私から答弁させ機構の変遷につきましては、私から答弁させ機構の変遷につきましては、私から答弁させ

ていただきます。ていただきます。ていただきます。ていただきます。

市立病院の医療職と消防職員を除いた各年市立病院の医療職と消防職員を除いた各年市立病院の医療職と消防職員を除いた各年市立病院の医療職と消防職員を除いた各年

の４月１日現在の職員数は、平成12年421人、の４月１日現在の職員数は、平成12年421人、の４月１日現在の職員数は、平成12年421人、の４月１日現在の職員数は、平成12年421人、

平成13年413人、平成14年402人、平成15年397平成13年413人、平成14年402人、平成15年397平成13年413人、平成14年402人、平成15年397平成13年413人、平成14年402人、平成15年397

人、平成16年383人でございます。人、平成16年383人でございます。人、平成16年383人でございます。人、平成16年383人でございます。

また、組織機構の変遷についてでありますまた、組織機構の変遷についてでありますまた、組織機構の変遷についてでありますまた、組織機構の変遷についてであります

が、12年度におきましては、交流拠点施設整が、12年度におきましては、交流拠点施設整が、12年度におきましては、交流拠点施設整が、12年度におきましては、交流拠点施設整

備計画を推進するため、企画財政部に交流拠備計画を推進するため、企画財政部に交流拠備計画を推進するため、企画財政部に交流拠備計画を推進するため、企画財政部に交流拠

点計画推進室を設置し、参事及び主査の２名点計画推進室を設置し、参事及び主査の２名点計画推進室を設置し、参事及び主査の２名点計画推進室を設置し、参事及び主査の２名

を配置、また介護保険制度の施行に合わせ保を配置、また介護保険制度の施行に合わせ保を配置、また介護保険制度の施行に合わせ保を配置、また介護保険制度の施行に合わせ保

健福祉部に高齢者介護福祉課を設置し、８名健福祉部に高齢者介護福祉課を設置し、８名健福祉部に高齢者介護福祉課を設置し、８名健福祉部に高齢者介護福祉課を設置し、８名

を配置、また除排雪などの道路維持業務を強を配置、また除排雪などの道路維持業務を強を配置、また除排雪などの道路維持業務を強を配置、また除排雪などの道路維持業務を強

化するため、土木課に主査１名を配置、また化するため、土木課に主査１名を配置、また化するため、土木課に主査１名を配置、また化するため、土木課に主査１名を配置、また

市立美唄病院の経営改善を図るため、事務局市立美唄病院の経営改善を図るため、事務局市立美唄病院の経営改善を図るため、事務局市立美唄病院の経営改善を図るため、事務局

に参事１名を配置したところでございます。に参事１名を配置したところでございます。に参事１名を配置したところでございます。に参事１名を配置したところでございます。

次に、平成13年度におきましては、交流拠次に、平成13年度におきましては、交流拠次に、平成13年度におきましては、交流拠次に、平成13年度におきましては、交流拠

点施設の建設及び開設に向けて計画推進室を点施設の建設及び開設に向けて計画推進室を点施設の建設及び開設に向けて計画推進室を点施設の建設及び開設に向けて計画推進室を

交流拠点施設開設準備室に改編し、３名を配交流拠点施設開設準備室に改編し、３名を配交流拠点施設開設準備室に改編し、３名を配交流拠点施設開設準備室に改編し、３名を配

置、またまちづくりプランの進行管理や事務置、またまちづくりプランの進行管理や事務置、またまちづくりプランの進行管理や事務置、またまちづくりプランの進行管理や事務

事業評価を推進するため、企画課に主幹及び事業評価を推進するため、企画課に主幹及び事業評価を推進するため、企画課に主幹及び事業評価を推進するため、企画課に主幹及び

主査の２名を配置、また地域情報化を総合的主査の２名を配置、また地域情報化を総合的主査の２名を配置、また地域情報化を総合的主査の２名を配置、また地域情報化を総合的

に推進するため、総務部に情報推進課を設置に推進するため、総務部に情報推進課を設置に推進するため、総務部に情報推進課を設置に推進するため、総務部に情報推進課を設置

し、６名を配置、また中心市街地活性化を推し、６名を配置、また中心市街地活性化を推し、６名を配置、また中心市街地活性化を推し、６名を配置、また中心市街地活性化を推

進するため、商工労働化に主査１名を配置、進するため、商工労働化に主査１名を配置、進するため、商工労働化に主査１名を配置、進するため、商工労働化に主査１名を配置、

また新しい産業の振興や創設を推進するため、また新しい産業の振興や創設を推進するため、また新しい産業の振興や創設を推進するため、また新しい産業の振興や創設を推進するため、

経済部に参事官及び主幹の２名を配置したと経済部に参事官及び主幹の２名を配置したと経済部に参事官及び主幹の２名を配置したと経済部に参事官及び主幹の２名を配置したと

ころでございます。ころでございます。ころでございます。ころでございます。

次に、平成14年度におきましては、スポー次に、平成14年度におきましては、スポー次に、平成14年度におきましては、スポー次に、平成14年度におきましては、スポー

ツ・レクリエーションの里づくり構想を総合ツ・レクリエーションの里づくり構想を総合ツ・レクリエーションの里づくり構想を総合ツ・レクリエーションの里づくり構想を総合

的に推進するため、企画財政部に参事及び主的に推進するため、企画財政部に参事及び主的に推進するため、企画財政部に参事及び主的に推進するため、企画財政部に参事及び主

査の２名を配置、また高齢者の在宅支援を推査の２名を配置、また高齢者の在宅支援を推査の２名を配置、また高齢者の在宅支援を推査の２名を配置、また高齢者の在宅支援を推

進するため、高齢者介護福祉課に主査１名を進するため、高齢者介護福祉課に主査１名を進するため、高齢者介護福祉課に主査１名を進するため、高齢者介護福祉課に主査１名を

配置、また市民課の保険医療係と年金係を統配置、また市民課の保険医療係と年金係を統配置、また市民課の保険医療係と年金係を統配置、また市民課の保険医療係と年金係を統

合し、保険年金係を設置、また健康推進課の合し、保険年金係を設置、また健康推進課の合し、保険年金係を設置、また健康推進課の合し、保険年金係を設置、また健康推進課の

管理係と指導係を統合し、健康推進係を設置、管理係と指導係を統合し、健康推進係を設置、管理係と指導係を統合し、健康推進係を設置、管理係と指導係を統合し、健康推進係を設置、

また福祉課の福祉係を地域福祉係に、保護係また福祉課の福祉係を地域福祉係に、保護係また福祉課の福祉係を地域福祉係に、保護係また福祉課の福祉係を地域福祉係に、保護係

を生活福祉係にそれぞれ改称してきたところを生活福祉係にそれぞれ改称してきたところを生活福祉係にそれぞれ改称してきたところを生活福祉係にそれぞれ改称してきたところ

でございます。でございます。でございます。でございます。

次に、平成15年度におきましては、市町村次に、平成15年度におきましては、市町村次に、平成15年度におきましては、市町村次に、平成15年度におきましては、市町村

合併や広域行政の調査・検討のため、企画財合併や広域行政の調査・検討のため、企画財合併や広域行政の調査・検討のため、企画財合併や広域行政の調査・検討のため、企画財

政部に参事１名を配置、また情報関連施策を政部に参事１名を配置、また情報関連施策を政部に参事１名を配置、また情報関連施策を政部に参事１名を配置、また情報関連施策を

総合的に推進するため、情報推進課を総務課総合的に推進するため、情報推進課を総務課総合的に推進するため、情報推進課を総務課総合的に推進するため、情報推進課を総務課

に統合、また新産業創設や企業立地を総合的に統合、また新産業創設や企業立地を総合的に統合、また新産業創設や企業立地を総合的に統合、また新産業創設や企業立地を総合的

に推進するため、経済部に産業振興室を設置に推進するため、経済部に産業振興室を設置に推進するため、経済部に産業振興室を設置に推進するため、経済部に産業振興室を設置

し、５名を配置、また農産物の生産振興を図し、５名を配置、また農産物の生産振興を図し、５名を配置、また農産物の生産振興を図し、５名を配置、また農産物の生産振興を図

るため、経済部に参事１名を配置、また事務るため、経済部に参事１名を配置、また事務るため、経済部に参事１名を配置、また事務るため、経済部に参事１名を配置、また事務

事業の見直しにより東京事務所を廃止、また事業の見直しにより東京事務所を廃止、また事業の見直しにより東京事務所を廃止、また事業の見直しにより東京事務所を廃止、また

区画整理事業を推進するため、建設部に参事区画整理事業を推進するため、建設部に参事区画整理事業を推進するため、建設部に参事区画整理事業を推進するため、建設部に参事

官１名を配置、また建設部の管理事務を効率官１名を配置、また建設部の管理事務を効率官１名を配置、また建設部の管理事務を効率官１名を配置、また建設部の管理事務を効率

的に行うため、管理用地課を都市計画課に統的に行うため、管理用地課を都市計画課に統的に行うため、管理用地課を都市計画課に統的に行うため、管理用地課を都市計画課に統

合いたしたところでございます。合いたしたところでございます。合いたしたところでございます。合いたしたところでございます。

次に、平成16年度におきましては、企画財次に、平成16年度におきましては、企画財次に、平成16年度におきましては、企画財次に、平成16年度におきましては、企画財

政部を総務部に統合、また自立推進計画の策政部を総務部に統合、また自立推進計画の策政部を総務部に統合、また自立推進計画の策政部を総務部に統合、また自立推進計画の策

定推進のため、総務部に参事及び主幹の３名定推進のため、総務部に参事及び主幹の３名定推進のため、総務部に参事及び主幹の３名定推進のため、総務部に参事及び主幹の３名

を配置、また市民窓口の連携を図るため生活を配置、また市民窓口の連携を図るため生活を配置、また市民窓口の連携を図るため生活を配置、また市民窓口の連携を図るため生活

交通係、南美唄出張所及び東美唄出張所を市交通係、南美唄出張所及び東美唄出張所を市交通係、南美唄出張所及び東美唄出張所を市交通係、南美唄出張所及び東美唄出張所を市

民課に移管、また市民生活に関連の深い業務民課に移管、また市民生活に関連の深い業務民課に移管、また市民生活に関連の深い業務民課に移管、また市民生活に関連の深い業務

を効率的に行うため、税務課を市民部に移管、を効率的に行うため、税務課を市民部に移管、を効率的に行うため、税務課を市民部に移管、を効率的に行うため、税務課を市民部に移管、

また市税と税外収入の収納対策を推進するたまた市税と税外収入の収納対策を推進するたまた市税と税外収入の収納対策を推進するたまた市税と税外収入の収納対策を推進するた

め、市民部に参事及び主査の３名を配置、まめ、市民部に参事及び主査の３名を配置、まめ、市民部に参事及び主査の３名を配置、まめ、市民部に参事及び主査の３名を配置、ま



－ －103103103103

た環境保全や循環型社会へ対応するため、生た環境保全や循環型社会へ対応するため、生た環境保全や循環型社会へ対応するため、生た環境保全や循環型社会へ対応するため、生

活環境課を環境課に改編し、９名を配置、ま活環境課を環境課に改編し、９名を配置、ま活環境課を環境課に改編し、９名を配置、ま活環境課を環境課に改編し、９名を配置、ま

た観光及び交流の推進を図るため、経済部にた観光及び交流の推進を図るため、経済部にた観光及び交流の推進を図るため、経済部にた観光及び交流の推進を図るため、経済部に

交流推進課を設置し、４名を配置したほか、交流推進課を設置し、４名を配置したほか、交流推進課を設置し、４名を配置したほか、交流推進課を設置し、４名を配置したほか、

関連施設の効果的な活用を図るため、参事１関連施設の効果的な活用を図るため、参事１関連施設の効果的な活用を図るため、参事１関連施設の効果的な活用を図るため、参事１

名を配置、また農業基盤整備を推進するため、名を配置、また農業基盤整備を推進するため、名を配置、また農業基盤整備を推進するため、名を配置、また農業基盤整備を推進するため、

経済部に農林整備課を設置し、４名を配置、経済部に農林整備課を設置し、４名を配置、経済部に農林整備課を設置し、４名を配置、経済部に農林整備課を設置し、４名を配置、

また農産物の生産・流通を一体的に推進するまた農産物の生産・流通を一体的に推進するまた農産物の生産・流通を一体的に推進するまた農産物の生産・流通を一体的に推進する

ため、農政課に振興係を設置し、４名を配置、ため、農政課に振興係を設置し、４名を配置、ため、農政課に振興係を設置し、４名を配置、ため、農政課に振興係を設置し、４名を配置、

また市立病院事務局を効率的な組織とするたまた市立病院事務局を効率的な組織とするたまた市立病院事務局を効率的な組織とするたまた市立病院事務局を効率的な組織とするた

め、管理課と維持課を統合し、総務、維持及め、管理課と維持課を統合し、総務、維持及め、管理課と維持課を統合し、総務、維持及め、管理課と維持課を統合し、総務、維持及

び給食の３係体制に改編したところでございび給食の３係体制に改編したところでございび給食の３係体制に改編したところでございび給食の３係体制に改編したところでござい

ます。ます。ます。ます。

●議長中西勇夫君 ６番福庄計夫君。●議長中西勇夫君 ６番福庄計夫君。●議長中西勇夫君 ６番福庄計夫君。●議長中西勇夫君 ６番福庄計夫君。

●６番福庄計夫君 この場から１点だけお伺●６番福庄計夫君 この場から１点だけお伺●６番福庄計夫君 この場から１点だけお伺●６番福庄計夫君 この場から１点だけお伺

いします。いします。いします。いします。

生き生きとした職員づくりについて再度質生き生きとした職員づくりについて再度質生き生きとした職員づくりについて再度質生き生きとした職員づくりについて再度質

問させていただきますけれども、いま総務部問させていただきますけれども、いま総務部問させていただきますけれども、いま総務部問させていただきますけれども、いま総務部

長から組織機構の変遷について説明がありま長から組織機構の変遷について説明がありま長から組織機構の変遷について説明がありま長から組織機構の変遷について説明がありま

したけれども、どちらかというと組織機構のしたけれども、どちらかというと組織機構のしたけれども、どちらかというと組織機構のしたけれども、どちらかというと組織機構の

見直しはいわゆる職員が減になって、あるい見直しはいわゆる職員が減になって、あるい見直しはいわゆる職員が減になって、あるい見直しはいわゆる職員が減になって、あるい

は削減になって見直しということではなく、は削減になって見直しということではなく、は削減になって見直しということではなく、は削減になって見直しということではなく、

新たに事務事業の推進を図るために、事務の新たに事務事業の推進を図るために、事務の新たに事務事業の推進を図るために、事務の新たに事務事業の推進を図るために、事務の

推進をするために新たな組織あるいは担当を推進をするために新たな組織あるいは担当を推進をするために新たな組織あるいは担当を推進をするために新たな組織あるいは担当を

設置されたのではないかと思います。そうす設置されたのではないかと思います。そうす設置されたのではないかと思います。そうす設置されたのではないかと思います。そうす

ると、過去５年間、おおよそ40に満たないのると、過去５年間、おおよそ40に満たないのると、過去５年間、おおよそ40に満たないのると、過去５年間、おおよそ40に満たないの

ですけれども、職員数が削減をされ、新たにですけれども、職員数が削減をされ、新たにですけれども、職員数が削減をされ、新たにですけれども、職員数が削減をされ、新たに

事務事業の推進というようなことで、これが事務事業の推進というようなことで、これが事務事業の推進というようなことで、これが事務事業の推進というようなことで、これが

約50以上の人員が必要になったのではないか約50以上の人員が必要になったのではないか約50以上の人員が必要になったのではないか約50以上の人員が必要になったのではないか

と思います。総体では71人を超えているようと思います。総体では71人を超えているようと思います。総体では71人を超えているようと思います。総体では71人を超えているよう

に思いますけれども、プラス・マイナスを考に思いますけれども、プラス・マイナスを考に思いますけれども、プラス・マイナスを考に思いますけれども、プラス・マイナスを考

えますと50人ぐらい超えたのかなと。そうすえますと50人ぐらい超えたのかなと。そうすえますと50人ぐらい超えたのかなと。そうすえますと50人ぐらい超えたのかなと。そうす

ると、50プラス40弱と。90人ぐらい人が足らると、50プラス40弱と。90人ぐらい人が足らると、50プラス40弱と。90人ぐらい人が足らると、50プラス40弱と。90人ぐらい人が足ら

ないような状況ではなかったのかなと、こんないような状況ではなかったのかなと、こんないような状況ではなかったのかなと、こんないような状況ではなかったのかなと、こん

なことも思いまして、そういうことでなお一なことも思いまして、そういうことでなお一なことも思いまして、そういうことでなお一なことも思いまして、そういうことでなお一

層、過去職員に給与や手当、さらには職員数層、過去職員に給与や手当、さらには職員数層、過去職員に給与や手当、さらには職員数層、過去職員に給与や手当、さらには職員数

の削減、こういったこともありますので、再の削減、こういったこともありますので、再の削減、こういったこともありますので、再の削減、こういったこともありますので、再

度金銭面あるいは物質面では報いていくには度金銭面あるいは物質面では報いていくには度金銭面あるいは物質面では報いていくには度金銭面あるいは物質面では報いていくには

大変難しいものがあろうかと思いますけれど大変難しいものがあろうかと思いますけれど大変難しいものがあろうかと思いますけれど大変難しいものがあろうかと思いますけれど

も、いわゆる精神面等を含めて生き生きとしも、いわゆる精神面等を含めて生き生きとしも、いわゆる精神面等を含めて生き生きとしも、いわゆる精神面等を含めて生き生きとし

た職員づくりについてどうお考えなのか再度た職員づくりについてどうお考えなのか再度た職員づくりについてどうお考えなのか再度た職員づくりについてどうお考えなのか再度

お伺いをしたいと思います。お伺いをしたいと思います。お伺いをしたいと思います。お伺いをしたいと思います。

●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。

●市長桜井道夫君 福庄議員の再質問にお答●市長桜井道夫君 福庄議員の再質問にお答●市長桜井道夫君 福庄議員の再質問にお答●市長桜井道夫君 福庄議員の再質問にお答

えします。えします。えします。えします。

生き生きとした職員づくりということでご生き生きとした職員づくりということでご生き生きとした職員づくりということでご生き生きとした職員づくりということでご

ざいますけれども、いま自治体は財政的に非ざいますけれども、いま自治体は財政的に非ざいますけれども、いま自治体は財政的に非ざいますけれども、いま自治体は財政的に非

常に厳しい状況にある上、効率的で効果的な常に厳しい状況にある上、効率的で効果的な常に厳しい状況にある上、効率的で効果的な常に厳しい状況にある上、効率的で効果的な

行政運営が求められる中で、職員は給与の削行政運営が求められる中で、職員は給与の削行政運営が求められる中で、職員は給与の削行政運営が求められる中で、職員は給与の削

減や職員数の減少など厳しい環境にあると思減や職員数の減少など厳しい環境にあると思減や職員数の減少など厳しい環境にあると思減や職員数の減少など厳しい環境にあると思

います。しかしながら、そうした中にあっています。しかしながら、そうした中にあっています。しかしながら、そうした中にあっています。しかしながら、そうした中にあって

も市役所は地域経営の主体であり、その担いも市役所は地域経営の主体であり、その担いも市役所は地域経営の主体であり、その担いも市役所は地域経営の主体であり、その担い

手である職員は常に市民の目線でサービスを手である職員は常に市民の目線でサービスを手である職員は常に市民の目線でサービスを手である職員は常に市民の目線でサービスを

提供し、市民の負託にこたえなければならな提供し、市民の負託にこたえなければならな提供し、市民の負託にこたえなければならな提供し、市民の負託にこたえなければならな

いという責任と使命は変わることはありませいという責任と使命は変わることはありませいという責任と使命は変わることはありませいという責任と使命は変わることはありませ

ん。ん。ん。ん。

厳しい環境の中で、行政はこれまで以上に厳しい環境の中で、行政はこれまで以上に厳しい環境の中で、行政はこれまで以上に厳しい環境の中で、行政はこれまで以上に

総合的な力量が問われる時代になっておりま総合的な力量が問われる時代になっておりま総合的な力量が問われる時代になっておりま総合的な力量が問われる時代になっておりま

す。職員はセクショナリズムにとらわれず、す。職員はセクショナリズムにとらわれず、す。職員はセクショナリズムにとらわれず、す。職員はセクショナリズムにとらわれず、

全体で議論できる職場づくりに努め、組織の全体で議論できる職場づくりに努め、組織の全体で議論できる職場づくりに努め、組織の全体で議論できる職場づくりに努め、組織の

活性化、しいては美唄の活性化につながるよ活性化、しいては美唄の活性化につながるよ活性化、しいては美唄の活性化につながるよ活性化、しいては美唄の活性化につながるよ

う私が先頭に立って努力してまいりたいと思う私が先頭に立って努力してまいりたいと思う私が先頭に立って努力してまいりたいと思う私が先頭に立って努力してまいりたいと思

いますので、ご理解願いたいと思います。いますので、ご理解願いたいと思います。いますので、ご理解願いたいと思います。いますので、ご理解願いたいと思います。

●議長中西勇夫君 次に移ります。●議長中西勇夫君 次に移ります。●議長中西勇夫君 次に移ります。●議長中西勇夫君 次に移ります。

12番矢部正義君。12番矢部正義君。12番矢部正義君。12番矢部正義君。

●12番矢部正義君（登壇） 平成17年第１回●12番矢部正義君（登壇） 平成17年第１回●12番矢部正義君（登壇） 平成17年第１回●12番矢部正義君（登壇） 平成17年第１回

定例市議会に当たり、私は大綱５点について定例市議会に当たり、私は大綱５点について定例市議会に当たり、私は大綱５点について定例市議会に当たり、私は大綱５点について

市長に質問いたします。市長に質問いたします。市長に質問いたします。市長に質問いたします。



－ －104104104104

大綱１点目は、介護保険についてでありま大綱１点目は、介護保険についてでありま大綱１点目は、介護保険についてでありま大綱１点目は、介護保険についてでありま

す。介護保険は、スタートから５年がたち、す。介護保険は、スタートから５年がたち、す。介護保険は、スタートから５年がたち、す。介護保険は、スタートから５年がたち、

社会保障全体について国民的議論が続いてお社会保障全体について国民的議論が続いてお社会保障全体について国民的議論が続いてお社会保障全体について国民的議論が続いてお

ります。医療保険制度に続き、介護保険制度ります。医療保険制度に続き、介護保険制度ります。医療保険制度に続き、介護保険制度ります。医療保険制度に続き、介護保険制度

も事実上先送りされ、年金制度改革も先が思も事実上先送りされ、年金制度改革も先が思も事実上先送りされ、年金制度改革も先が思も事実上先送りされ、年金制度改革も先が思

いやられます。社会保障制度は、税制、財政いやられます。社会保障制度は、税制、財政いやられます。社会保障制度は、税制、財政いやられます。社会保障制度は、税制、財政

を含む一体的改革が必要であります。我が国を含む一体的改革が必要であります。我が国を含む一体的改革が必要であります。我が国を含む一体的改革が必要であります。我が国

は、世界に類を見ない少子高齢化社会へと進は、世界に類を見ない少子高齢化社会へと進は、世界に類を見ない少子高齢化社会へと進は、世界に類を見ない少子高齢化社会へと進

んでおります。そのため社会保障をどうするんでおります。そのため社会保障をどうするんでおります。そのため社会保障をどうするんでおります。そのため社会保障をどうする

かは、国民生活の根幹にかかわる重要課題でかは、国民生活の根幹にかかわる重要課題でかは、国民生活の根幹にかかわる重要課題でかは、国民生活の根幹にかかわる重要課題で

あり、制度への不安がある限り消費は冷え、あり、制度への不安がある限り消費は冷え、あり、制度への不安がある限り消費は冷え、あり、制度への不安がある限り消費は冷え、

経済にも悪影響を及ぼし、市政への信頼感に経済にも悪影響を及ぼし、市政への信頼感に経済にも悪影響を及ぼし、市政への信頼感に経済にも悪影響を及ぼし、市政への信頼感に

かかわってまいります。介護保険制度ははじかかわってまいります。介護保険制度ははじかかわってまいります。介護保険制度ははじかかわってまいります。介護保険制度ははじ

めて今回見送りの年でありますし、認知症、めて今回見送りの年でありますし、認知症、めて今回見送りの年でありますし、認知症、めて今回見送りの年でありますし、認知症、

高齢者の対策、医療保険との整合性、国民負高齢者の対策、医療保険との整合性、国民負高齢者の対策、医療保険との整合性、国民負高齢者の対策、医療保険との整合性、国民負

担のあり方、サービスの質向上、地域格差な担のあり方、サービスの質向上、地域格差な担のあり方、サービスの質向上、地域格差な担のあり方、サービスの質向上、地域格差な

ど多くの課題が表面化しましたが、最大の課ど多くの課題が表面化しましたが、最大の課ど多くの課題が表面化しましたが、最大の課ど多くの課題が表面化しましたが、最大の課

題は持続可能な安定感のある制度にする財政題は持続可能な安定感のある制度にする財政題は持続可能な安定感のある制度にする財政題は持続可能な安定感のある制度にする財政

対策であります。制度の成熟、高齢者比率の対策であります。制度の成熟、高齢者比率の対策であります。制度の成熟、高齢者比率の対策であります。制度の成熟、高齢者比率の

アップに伴い、財源は早晩行き詰まりでありアップに伴い、財源は早晩行き詰まりでありアップに伴い、財源は早晩行き詰まりでありアップに伴い、財源は早晩行き詰まりであり

ます。解決策は、１人ひとりの保険料を引きます。解決策は、１人ひとりの保険料を引きます。解決策は、１人ひとりの保険料を引きます。解決策は、１人ひとりの保険料を引き

上げるか、保険料負担者をふやすかでありま上げるか、保険料負担者をふやすかでありま上げるか、保険料負担者をふやすかでありま上げるか、保険料負担者をふやすかでありま

す。現行は、40歳以上の保険負担で制度を設す。現行は、40歳以上の保険負担で制度を設す。現行は、40歳以上の保険負担で制度を設す。現行は、40歳以上の保険負担で制度を設

計しておりますが、保険料負担者の拡大はい計しておりますが、保険料負担者の拡大はい計しておりますが、保険料負担者の拡大はい計しておりますが、保険料負担者の拡大はい

ずれ避けて通れない問題だと思っております。ずれ避けて通れない問題だと思っております。ずれ避けて通れない問題だと思っております。ずれ避けて通れない問題だと思っております。

介護保険制度は、社会全体で支えることであ介護保険制度は、社会全体で支えることであ介護保険制度は、社会全体で支えることであ介護保険制度は、社会全体で支えることであ

り、家族に任せきりであったり、40歳以上のり、家族に任せきりであったり、40歳以上のり、家族に任せきりであったり、40歳以上のり、家族に任せきりであったり、40歳以上の

人たちだけが支えるものではないと思います。人たちだけが支えるものではないと思います。人たちだけが支えるものではないと思います。人たちだけが支えるものではないと思います。

保険料負担者をいまのまま固定すると、若者保険料負担者をいまのまま固定すると、若者保険料負担者をいまのまま固定すると、若者保険料負担者をいまのまま固定すると、若者

はますます離れ、いたわりの意識がなくなり、はますます離れ、いたわりの意識がなくなり、はますます離れ、いたわりの意識がなくなり、はますます離れ、いたわりの意識がなくなり、

制度自体が揺らぐと思います。制度自体が揺らぐと思います。制度自体が揺らぐと思います。制度自体が揺らぐと思います。

そこで、美唄市の介護保険の実態や今後のそこで、美唄市の介護保険の実態や今後のそこで、美唄市の介護保険の実態や今後のそこで、美唄市の介護保険の実態や今後の

見通しについて市長の考えをお伺いいたしま見通しについて市長の考えをお伺いいたしま見通しについて市長の考えをお伺いいたしま見通しについて市長の考えをお伺いいたしま

す。す。す。す。

１つは、介護保険制度の改革についてであ１つは、介護保険制度の改革についてであ１つは、介護保険制度の改革についてであ１つは、介護保険制度の改革についてであ

ります。ります。ります。ります。

２つは、美唄市の今後の介護保険料の見通２つは、美唄市の今後の介護保険料の見通２つは、美唄市の今後の介護保険料の見通２つは、美唄市の今後の介護保険料の見通

しについてです。しについてです。しについてです。しについてです。

３つは、美唄市の痴呆、すなわち認知症高３つは、美唄市の痴呆、すなわち認知症高３つは、美唄市の痴呆、すなわち認知症高３つは、美唄市の痴呆、すなわち認知症高

齢者の実態についてであります。齢者の実態についてであります。齢者の実態についてであります。齢者の実態についてであります。

４つは、特別養護施設、美唄の恵祥園の入４つは、特別養護施設、美唄の恵祥園の入４つは、特別養護施設、美唄の恵祥園の入４つは、特別養護施設、美唄の恵祥園の入

所者の今後の負担についてであります。所者の今後の負担についてであります。所者の今後の負担についてであります。所者の今後の負担についてであります。

５つは、介護支援制度の区分変更について、５つは、介護支援制度の区分変更について、５つは、介護支援制度の区分変更について、５つは、介護支援制度の区分変更について、

要介護１や要支援１、２の考え方についてで要介護１や要支援１、２の考え方についてで要介護１や要支援１、２の考え方についてで要介護１や要支援１、２の考え方についてで

あります。あります。あります。あります。

６つは、要介護１と認定された比較的軽度６つは、要介護１と認定された比較的軽度６つは、要介護１と認定された比較的軽度６つは、要介護１と認定された比較的軽度

の対策について、以上６点についてお伺いをの対策について、以上６点についてお伺いをの対策について、以上６点についてお伺いをの対策について、以上６点についてお伺いを

いたします。いたします。いたします。いたします。

大綱の２点目は、少子高齢化と男女共同参大綱の２点目は、少子高齢化と男女共同参大綱の２点目は、少子高齢化と男女共同参大綱の２点目は、少子高齢化と男女共同参

画社会についてお伺いをいたします。少子高画社会についてお伺いをいたします。少子高画社会についてお伺いをいたします。少子高画社会についてお伺いをいたします。少子高

齢化と男女共同参画社会がどう結び合うかで齢化と男女共同参画社会がどう結び合うかで齢化と男女共同参画社会がどう結び合うかで齢化と男女共同参画社会がどう結び合うかで

あります。出産や育児あるいは結婚は、あくあります。出産や育児あるいは結婚は、あくあります。出産や育児あるいは結婚は、あくあります。出産や育児あるいは結婚は、あく

までも個人の問題でありますが、また高齢化までも個人の問題でありますが、また高齢化までも個人の問題でありますが、また高齢化までも個人の問題でありますが、また高齢化

は人々の寿命が延びたもので、本来は喜ばしは人々の寿命が延びたもので、本来は喜ばしは人々の寿命が延びたもので、本来は喜ばしは人々の寿命が延びたもので、本来は喜ばし

いことであります。少子高齢化は、労働力人いことであります。少子高齢化は、労働力人いことであります。少子高齢化は、労働力人いことであります。少子高齢化は、労働力人

口の減少をもたらし、社会経済の活力の衰退口の減少をもたらし、社会経済の活力の衰退口の減少をもたらし、社会経済の活力の衰退口の減少をもたらし、社会経済の活力の衰退

につながっております。ですから、男女共同につながっております。ですから、男女共同につながっております。ですから、男女共同につながっております。ですから、男女共同

参画が必要であります。性別や年齢などにか参画が必要であります。性別や年齢などにか参画が必要であります。性別や年齢などにか参画が必要であります。性別や年齢などにか

かわらず、個人が能力や個性を発揮できる仕かわらず、個人が能力や個性を発揮できる仕かわらず、個人が能力や個性を発揮できる仕かわらず、個人が能力や個性を発揮できる仕

組みや望みながら子どもを産みにくくしてい組みや望みながら子どもを産みにくくしてい組みや望みながら子どもを産みにくくしてい組みや望みながら子どもを産みにくくしてい

るいろいろな制約の解消のため、行政が果たるいろいろな制約の解消のため、行政が果たるいろいろな制約の解消のため、行政が果たるいろいろな制約の解消のため、行政が果た

すべき役割は何なのか。そのことが少子高齢すべき役割は何なのか。そのことが少子高齢すべき役割は何なのか。そのことが少子高齢すべき役割は何なのか。そのことが少子高齢

化という社会的背景の中で一層重要となって化という社会的背景の中で一層重要となって化という社会的背景の中で一層重要となって化という社会的背景の中で一層重要となって

まいります。まいります。まいります。まいります。

今日男女雇用機会均等法や労働基準法の施今日男女雇用機会均等法や労働基準法の施今日男女雇用機会均等法や労働基準法の施今日男女雇用機会均等法や労働基準法の施

行、また育児や介護にかかわる休暇・休業制行、また育児や介護にかかわる休暇・休業制行、また育児や介護にかかわる休暇・休業制行、また育児や介護にかかわる休暇・休業制

度の導入など、働く女性を支える社会システ度の導入など、働く女性を支える社会システ度の導入など、働く女性を支える社会システ度の導入など、働く女性を支える社会システ

ムは整備されてはいますが、税制や社会保障ムは整備されてはいますが、税制や社会保障ムは整備されてはいますが、税制や社会保障ムは整備されてはいますが、税制や社会保障
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制度など、まだまだ不備も多いと思われます。制度など、まだまだ不備も多いと思われます。制度など、まだまだ不備も多いと思われます。制度など、まだまだ不備も多いと思われます。

伝統的な男女間、性別役割、分担意識も根強伝統的な男女間、性別役割、分担意識も根強伝統的な男女間、性別役割、分担意識も根強伝統的な男女間、性別役割、分担意識も根強

く、せっかくの仕組みが十分に活用されておく、せっかくの仕組みが十分に活用されておく、せっかくの仕組みが十分に活用されておく、せっかくの仕組みが十分に活用されてお

りません。このような課題に対して自治体のりません。このような課題に対して自治体のりません。このような課題に対して自治体のりません。このような課題に対して自治体の

立場から美唄市としてどう取り組んでいくの立場から美唄市としてどう取り組んでいくの立場から美唄市としてどう取り組んでいくの立場から美唄市としてどう取り組んでいくの

か、以下３点について基本的な考えをお伺いか、以下３点について基本的な考えをお伺いか、以下３点について基本的な考えをお伺いか、以下３点について基本的な考えをお伺い

いたします。いたします。いたします。いたします。

１点目は、少子高齢化に伴う今後の予想に１点目は、少子高齢化に伴う今後の予想に１点目は、少子高齢化に伴う今後の予想に１点目は、少子高齢化に伴う今後の予想に

ついて具体的にお示しください。ついて具体的にお示しください。ついて具体的にお示しください。ついて具体的にお示しください。

２点目は、男女雇用機会均等法による女性２点目は、男女雇用機会均等法による女性２点目は、男女雇用機会均等法による女性２点目は、男女雇用機会均等法による女性

の立場から見た休暇・休業制度の保障についの立場から見た休暇・休業制度の保障についの立場から見た休暇・休業制度の保障についの立場から見た休暇・休業制度の保障につい

てであります。てであります。てであります。てであります。

３つは、男女間の役割分担に対する市長の３つは、男女間の役割分担に対する市長の３つは、男女間の役割分担に対する市長の３つは、男女間の役割分担に対する市長の

考え方についてお伺いをいたします。考え方についてお伺いをいたします。考え方についてお伺いをいたします。考え方についてお伺いをいたします。

大綱の３点目は、農業問題についてであり大綱の３点目は、農業問題についてであり大綱の３点目は、農業問題についてであり大綱の３点目は、農業問題についてであり

ます。地域農業のあり方については、米政策ます。地域農業のあり方については、米政策ます。地域農業のあり方については、米政策ます。地域農業のあり方については、米政策

改革大綱が打ち出されて、各地では独自の地改革大綱が打ち出されて、各地では独自の地改革大綱が打ち出されて、各地では独自の地改革大綱が打ち出されて、各地では独自の地

域水田農業ビジョンが策定され、改革がスタ域水田農業ビジョンが策定され、改革がスタ域水田農業ビジョンが策定され、改革がスタ域水田農業ビジョンが策定され、改革がスタ

ートいたしました。思い起こせば、農政ほどートいたしました。思い起こせば、農政ほどートいたしました。思い起こせば、農政ほどートいたしました。思い起こせば、農政ほど

猫の目のように変更される政策はほかにない猫の目のように変更される政策はほかにない猫の目のように変更される政策はほかにない猫の目のように変更される政策はほかにない

と思います。長期的な展望などなく、国の行と思います。長期的な展望などなく、国の行と思います。長期的な展望などなく、国の行と思います。長期的な展望などなく、国の行

政改革と財政再建のあおりを一番に受けてお政改革と財政再建のあおりを一番に受けてお政改革と財政再建のあおりを一番に受けてお政改革と財政再建のあおりを一番に受けてお

ります。そのために農家は、我慢して制度やります。そのために農家は、我慢して制度やります。そのために農家は、我慢して制度やります。そのために農家は、我慢して制度や

複雑なシステムを受け入れながら、農作業に複雑なシステムを受け入れながら、農作業に複雑なシステムを受け入れながら、農作業に複雑なシステムを受け入れながら、農作業に

全力を注いでおります。認定農業者などの担全力を注いでおります。認定農業者などの担全力を注いでおります。認定農業者などの担全力を注いでおります。認定農業者などの担

い手はもちろんですが、一部の農業者のためい手はもちろんですが、一部の農業者のためい手はもちろんですが、一部の農業者のためい手はもちろんですが、一部の農業者のため

でなく、農業全体のレベルを上げることは望でなく、農業全体のレベルを上げることは望でなく、農業全体のレベルを上げることは望でなく、農業全体のレベルを上げることは望

ましいことだと思います。米については、従ましいことだと思います。米については、従ましいことだと思います。米については、従ましいことだと思います。米については、従

来の減反制度から生産数量調整方式に変わっ来の減反制度から生産数量調整方式に変わっ来の減反制度から生産数量調整方式に変わっ来の減反制度から生産数量調整方式に変わっ

てきております。地域農業は、農地集積によてきております。地域農業は、農地集積によてきております。地域農業は、農地集積によてきております。地域農業は、農地集積によ

る団地化へ、また集落営農または法人化へのる団地化へ、また集落営農または法人化へのる団地化へ、また集落営農または法人化へのる団地化へ、また集落営農または法人化への

取り組みへと多様化しております。しかし、取り組みへと多様化しております。しかし、取り組みへと多様化しております。しかし、取り組みへと多様化しております。しかし、

今後は農業を続けていける地域社会の実現を今後は農業を続けていける地域社会の実現を今後は農業を続けていける地域社会の実現を今後は農業を続けていける地域社会の実現を

目指していかなければなりません。地域分権目指していかなければなりません。地域分権目指していかなければなりません。地域分権目指していかなければなりません。地域分権

とか市町村合併という時の流れを受けながら、とか市町村合併という時の流れを受けながら、とか市町村合併という時の流れを受けながら、とか市町村合併という時の流れを受けながら、

美唄市は自立を宣言したまちですから、美唄美唄市は自立を宣言したまちですから、美唄美唄市は自立を宣言したまちですから、美唄美唄市は自立を宣言したまちですから、美唄

らしい農業を原点から見直すことだと思いまらしい農業を原点から見直すことだと思いまらしい農業を原点から見直すことだと思いまらしい農業を原点から見直すことだと思いま

す。そこで、４点についてお伺いをいたします。そこで、４点についてお伺いをいたします。そこで、４点についてお伺いをいたします。そこで、４点についてお伺いをいたしま

す。す。す。す。

１つは、美唄市の特色ある農業政策につい１つは、美唄市の特色ある農業政策につい１つは、美唄市の特色ある農業政策につい１つは、美唄市の特色ある農業政策につい

てお伺いをいたします。てお伺いをいたします。てお伺いをいたします。てお伺いをいたします。

２つは、小規模農家の対策についてであり２つは、小規模農家の対策についてであり２つは、小規模農家の対策についてであり２つは、小規模農家の対策についてであり

ます。できれば５ヘクタール以下の農業生産ます。できれば５ヘクタール以下の農業生産ます。できれば５ヘクタール以下の農業生産ます。できれば５ヘクタール以下の農業生産

者の戸数をお知らせください。者の戸数をお知らせください。者の戸数をお知らせください。者の戸数をお知らせください。

３つは、大規模農家や法人農家の対策につ３つは、大規模農家や法人農家の対策につ３つは、大規模農家や法人農家の対策につ３つは、大規模農家や法人農家の対策につ

いてであります。今後法人化する予定のあるいてであります。今後法人化する予定のあるいてであります。今後法人化する予定のあるいてであります。今後法人化する予定のある

農家も含めてお示しください。農家も含めてお示しください。農家も含めてお示しください。農家も含めてお示しください。

４つは、美唄市の基幹産業の位置づけにつ４つは、美唄市の基幹産業の位置づけにつ４つは、美唄市の基幹産業の位置づけにつ４つは、美唄市の基幹産業の位置づけにつ

いてであります。いてであります。いてであります。いてであります。

大綱の４点目は、建設業の新分野への進出大綱の４点目は、建設業の新分野への進出大綱の４点目は、建設業の新分野への進出大綱の４点目は、建設業の新分野への進出

について、農業と建設業の関連企業にかかわについて、農業と建設業の関連企業にかかわについて、農業と建設業の関連企業にかかわについて、農業と建設業の関連企業にかかわ

る共存についてであります。農業関連構想のる共存についてであります。農業関連構想のる共存についてであります。農業関連構想のる共存についてであります。農業関連構想の

特区において、アグリビジネスの展開やグリ特区において、アグリビジネスの展開やグリ特区において、アグリビジネスの展開やグリ特区において、アグリビジネスの展開やグリ

ーンツーリズムの推進、都市との農村の交流、ーンツーリズムの推進、都市との農村の交流、ーンツーリズムの推進、都市との農村の交流、ーンツーリズムの推進、都市との農村の交流、

環境保全型農業、地域興しなど従来の農家の環境保全型農業、地域興しなど従来の農家の環境保全型農業、地域興しなど従来の農家の環境保全型農業、地域興しなど従来の農家の

枠を超えた事業を推進するため、今後自治体枠を超えた事業を推進するため、今後自治体枠を超えた事業を推進するため、今後自治体枠を超えた事業を推進するため、今後自治体

や企業は従来の法制度に対して特別措置を考や企業は従来の法制度に対して特別措置を考や企業は従来の法制度に対して特別措置を考や企業は従来の法制度に対して特別措置を考

える必要があると思います。美唄市の基幹産える必要があると思います。美唄市の基幹産える必要があると思います。美唄市の基幹産える必要があると思います。美唄市の基幹産

業は農業でありますし、水田農業が健全に機業は農業でありますし、水田農業が健全に機業は農業でありますし、水田農業が健全に機業は農業でありますし、水田農業が健全に機

能していることが環境に優しい美しい風景を能していることが環境に優しい美しい風景を能していることが環境に優しい美しい風景を能していることが環境に優しい美しい風景を

守っていくことだと思っております。近年農守っていくことだと思っております。近年農守っていくことだと思っております。近年農守っていくことだと思っております。近年農

業も高齢化により担い手不足が深刻で、さら業も高齢化により担い手不足が深刻で、さら業も高齢化により担い手不足が深刻で、さら業も高齢化により担い手不足が深刻で、さら

には建設業も公共事業の減少による市場縮小には建設業も公共事業の減少による市場縮小には建設業も公共事業の減少による市場縮小には建設業も公共事業の減少による市場縮小

のため厳しい経営環境になっております。美のため厳しい経営環境になっております。美のため厳しい経営環境になっております。美のため厳しい経営環境になっております。美

唄市は、まだ深刻な状態と思っていない業者唄市は、まだ深刻な状態と思っていない業者唄市は、まだ深刻な状態と思っていない業者唄市は、まだ深刻な状態と思っていない業者

もいますが、地方の建設会社には切実な問題もいますが、地方の建設会社には切実な問題もいますが、地方の建設会社には切実な問題もいますが、地方の建設会社には切実な問題

としてとらまえ、農業部門に参入する会社もとしてとらまえ、農業部門に参入する会社もとしてとらまえ、農業部門に参入する会社もとしてとらまえ、農業部門に参入する会社も

ふえております。意欲ある会社は、農場や農ふえております。意欲ある会社は、農場や農ふえております。意欲ある会社は、農場や農ふえております。意欲ある会社は、農場や農



－ －106106106106

道を整備する農業土木を行う会社が多く、農道を整備する農業土木を行う会社が多く、農道を整備する農業土木を行う会社が多く、農道を整備する農業土木を行う会社が多く、農

場整備はお手の物であります。農場整備では、場整備はお手の物であります。農場整備では、場整備はお手の物であります。農場整備では、場整備はお手の物であります。農場整備では、

建設会社ならではの農地に戻す威力やさまざ建設会社ならではの農地に戻す威力やさまざ建設会社ならではの農地に戻す威力やさまざ建設会社ならではの農地に戻す威力やさまざ

まな工夫や知恵があります。いま必要なのは、まな工夫や知恵があります。いま必要なのは、まな工夫や知恵があります。いま必要なのは、まな工夫や知恵があります。いま必要なのは、

建設や農業の垣根を超え、地域ぐるみで考え建設や農業の垣根を超え、地域ぐるみで考え建設や農業の垣根を超え、地域ぐるみで考え建設や農業の垣根を超え、地域ぐるみで考え

る意識が必要であると思います。基幹産業でる意識が必要であると思います。基幹産業でる意識が必要であると思います。基幹産業でる意識が必要であると思います。基幹産業で

ある農業を核として、行政も先頭に立って農ある農業を核として、行政も先頭に立って農ある農業を核として、行政も先頭に立って農ある農業を核として、行政も先頭に立って農

業の活性化させる共通の気持ちを持つことだ業の活性化させる共通の気持ちを持つことだ業の活性化させる共通の気持ちを持つことだ業の活性化させる共通の気持ちを持つことだ

と思います。美唄市の公共事業の発注状況のと思います。美唄市の公共事業の発注状況のと思います。美唄市の公共事業の発注状況のと思います。美唄市の公共事業の発注状況の

資料は、今年度については示してはおります資料は、今年度については示してはおります資料は、今年度については示してはおります資料は、今年度については示してはおります

が、過去の資料はどうなっているのかわかりが、過去の資料はどうなっているのかわかりが、過去の資料はどうなっているのかわかりが、過去の資料はどうなっているのかわかり

ません。わかれば各課ごとの状況についておません。わかれば各課ごとの状況についておません。わかれば各課ごとの状況についておません。わかれば各課ごとの状況についてお

示しください。示しください。示しください。示しください。

また、市長の建設業が農業分野に参入するまた、市長の建設業が農業分野に参入するまた、市長の建設業が農業分野に参入するまた、市長の建設業が農業分野に参入する

ことの考え方についてお尋ねをいたします。ことの考え方についてお尋ねをいたします。ことの考え方についてお尋ねをいたします。ことの考え方についてお尋ねをいたします。

１つは、美唄市の公共事業の発注状況につ１つは、美唄市の公共事業の発注状況につ１つは、美唄市の公共事業の発注状況につ１つは、美唄市の公共事業の発注状況につ

いて、過去５年間の状況を件数と請負金額でいて、過去５年間の状況を件数と請負金額でいて、過去５年間の状況を件数と請負金額でいて、過去５年間の状況を件数と請負金額で

お示しください。お示しください。お示しください。お示しください。

２つは、建設業が農業関連企業に参入計画２つは、建設業が農業関連企業に参入計画２つは、建設業が農業関連企業に参入計画２つは、建設業が農業関連企業に参入計画

を示している企業があればお示しください。を示している企業があればお示しください。を示している企業があればお示しください。を示している企業があればお示しください。

大綱５点目は、住宅対策についてでありま大綱５点目は、住宅対策についてでありま大綱５点目は、住宅対策についてでありま大綱５点目は、住宅対策についてでありま

す。美唄市は、昭和23年より都市計画区域をす。美唄市は、昭和23年より都市計画区域をす。美唄市は、昭和23年より都市計画区域をす。美唄市は、昭和23年より都市計画区域を

定め、昭和32年には市街地に用途地域を定め定め、昭和32年には市街地に用途地域を定め定め、昭和32年には市街地に用途地域を定め定め、昭和32年には市街地に用途地域を定め

て計画的なまちづくりを進め、現在に至ってて計画的なまちづくりを進め、現在に至ってて計画的なまちづくりを進め、現在に至ってて計画的なまちづくりを進め、現在に至って

います。近年の著しい社会情勢の変化や市街います。近年の著しい社会情勢の変化や市街います。近年の著しい社会情勢の変化や市街います。近年の著しい社会情勢の変化や市街

地の拡大などにより、さまざまなまちづくり地の拡大などにより、さまざまなまちづくり地の拡大などにより、さまざまなまちづくり地の拡大などにより、さまざまなまちづくり

のゆがみが生じております。このような都市のゆがみが生じております。このような都市のゆがみが生じております。このような都市のゆがみが生じております。このような都市

計画の現状と背景を踏まえ、21世紀の時代に計画の現状と背景を踏まえ、21世紀の時代に計画の現状と背景を踏まえ、21世紀の時代に計画の現状と背景を踏まえ、21世紀の時代に

似合うまちづくりが必要であります。行政と似合うまちづくりが必要であります。行政と似合うまちづくりが必要であります。行政と似合うまちづくりが必要であります。行政と

住民が一体となって構築するゆとりと潤いの住民が一体となって構築するゆとりと潤いの住民が一体となって構築するゆとりと潤いの住民が一体となって構築するゆとりと潤いの

ある魅力的なまちづくりを進めていくことだある魅力的なまちづくりを進めていくことだある魅力的なまちづくりを進めていくことだある魅力的なまちづくりを進めていくことだ

と思います。と思います。と思います。と思います。

そこで、１点目は、定住対策に知恵を絞っそこで、１点目は、定住対策に知恵を絞っそこで、１点目は、定住対策に知恵を絞っそこで、１点目は、定住対策に知恵を絞っ

て、広い持ち家をもてあます高齢者と子育てて、広い持ち家をもてあます高齢者と子育てて、広い持ち家をもてあます高齢者と子育てて、広い持ち家をもてあます高齢者と子育て

世帯の住居交換や移住希望者に美唄暮らしの世帯の住居交換や移住希望者に美唄暮らしの世帯の住居交換や移住希望者に美唄暮らしの世帯の住居交換や移住希望者に美唄暮らしの

お手伝いを行政として、また民間会社の社宅お手伝いを行政として、また民間会社の社宅お手伝いを行政として、また民間会社の社宅お手伝いを行政として、また民間会社の社宅

を利用して暮らしてもらう事業を行うなど、を利用して暮らしてもらう事業を行うなど、を利用して暮らしてもらう事業を行うなど、を利用して暮らしてもらう事業を行うなど、

取り組みもアイディアの１つと考える必要が取り組みもアイディアの１つと考える必要が取り組みもアイディアの１つと考える必要が取り組みもアイディアの１つと考える必要が

あると思われます。あると思われます。あると思われます。あると思われます。

２点目は、美唄市は少子高齢化の時代を迎２点目は、美唄市は少子高齢化の時代を迎２点目は、美唄市は少子高齢化の時代を迎２点目は、美唄市は少子高齢化の時代を迎

え、高齢化率も28％を超えております。え、高齢化率も28％を超えております。え、高齢化率も28％を超えております。え、高齢化率も28％を超えております。

また、核家族の時代を迎え、高齢者も年金また、核家族の時代を迎え、高齢者も年金また、核家族の時代を迎え、高齢者も年金また、核家族の時代を迎え、高齢者も年金

生活の暮らしの方も多くなっております。そ生活の暮らしの方も多くなっております。そ生活の暮らしの方も多くなっております。そ生活の暮らしの方も多くなっております。そ

の中で年金も年々減少になり、低所得者は生の中で年金も年々減少になり、低所得者は生の中で年金も年々減少になり、低所得者は生の中で年金も年々減少になり、低所得者は生

活が苦しいと言われております。財産として活が苦しいと言われております。財産として活が苦しいと言われております。財産として活が苦しいと言われております。財産として

土地や家屋を持ってはいるが、土地や家を売土地や家屋を持ってはいるが、土地や家を売土地や家屋を持ってはいるが、土地や家を売土地や家屋を持ってはいるが、土地や家を売

却したら居場所がなくなるなど不安は多くあ却したら居場所がなくなるなど不安は多くあ却したら居場所がなくなるなど不安は多くあ却したら居場所がなくなるなど不安は多くあ

ります。このような高齢者の方々に対して、ります。このような高齢者の方々に対して、ります。このような高齢者の方々に対して、ります。このような高齢者の方々に対して、

安心して暮らしていける方法として、リバー安心して暮らしていける方法として、リバー安心して暮らしていける方法として、リバー安心して暮らしていける方法として、リバー

スモーケージ制度を各地で実施している自治スモーケージ制度を各地で実施している自治スモーケージ制度を各地で実施している自治スモーケージ制度を各地で実施している自治

体があります。美唄市として取り組む考えは体があります。美唄市として取り組む考えは体があります。美唄市として取り組む考えは体があります。美唄市として取り組む考えは

あるのかないのか、お伺いをいたします。あるのかないのか、お伺いをいたします。あるのかないのか、お伺いをいたします。あるのかないのか、お伺いをいたします。

１つは、高齢者との住居交換制度について１つは、高齢者との住居交換制度について１つは、高齢者との住居交換制度について１つは、高齢者との住居交換制度について

お伺いします。お伺いします。お伺いします。お伺いします。

２つは、リバースモーケージ制度について２つは、リバースモーケージ制度について２つは、リバースモーケージ制度について２つは、リバースモーケージ制度について

について、以上２点について市長の考えをおについて、以上２点について市長の考えをおについて、以上２点について市長の考えをおについて、以上２点について市長の考えをお

伺いし、この場からの質問を終わらせていた伺いし、この場からの質問を終わらせていた伺いし、この場からの質問を終わらせていた伺いし、この場からの質問を終わらせていた

だきます。だきます。だきます。だきます。

●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。

●市長桜井道夫君（登壇） 矢部議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 矢部議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 矢部議員の質問●市長桜井道夫君（登壇） 矢部議員の質問

にお答えします。にお答えします。にお答えします。にお答えします。

初めに、介護保険制度の改正についてであ初めに、介護保険制度の改正についてであ初めに、介護保険制度の改正についてであ初めに、介護保険制度の改正についてであ

りますが、現在「介護保険法等の一部を改正りますが、現在「介護保険法等の一部を改正りますが、現在「介護保険法等の一部を改正りますが、現在「介護保険法等の一部を改正

する法律案」が国会に上程されております。する法律案」が国会に上程されております。する法律案」が国会に上程されております。する法律案」が国会に上程されております。

その内容としましては、１つとして、介護給その内容としましては、１つとして、介護給その内容としましては、１つとして、介護給その内容としましては、１つとして、介護給

付の効率化・重点化により「制度の持続可能付の効率化・重点化により「制度の持続可能付の効率化・重点化により「制度の持続可能付の効率化・重点化により「制度の持続可能

性の確保」、２つとして、介護予防を重視し性の確保」、２つとして、介護予防を重視し性の確保」、２つとして、介護予防を重視し性の確保」、２つとして、介護予防を重視し

て取り組むことによる「明るく活力ある超高て取り組むことによる「明るく活力ある超高て取り組むことによる「明るく活力ある超高て取り組むことによる「明るく活力ある超高
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齢社会の構築」、３つとして、介護と年金と齢社会の構築」、３つとして、介護と年金と齢社会の構築」、３つとして、介護と年金と齢社会の構築」、３つとして、介護と年金と

の給付調整など「社会保障の総合化」を基本の給付調整など「社会保障の総合化」を基本の給付調整など「社会保障の総合化」を基本の給付調整など「社会保障の総合化」を基本

的な視点として制度全般について見直しを行的な視点として制度全般について見直しを行的な視点として制度全般について見直しを行的な視点として制度全般について見直しを行

うこととされております。うこととされております。うこととされております。うこととされております。

次に、介護保険料の見通しについてであり次に、介護保険料の見通しについてであり次に、介護保険料の見通しについてであり次に、介護保険料の見通しについてであり

ますが、本市の65歳以上の方の保険料は現在3,ますが、本市の65歳以上の方の保険料は現在3,ますが、本市の65歳以上の方の保険料は現在3,ますが、本市の65歳以上の方の保険料は現在3,

200円で、全国平均の3,300円とほぼ同額とな200円で、全国平均の3,300円とほぼ同額とな200円で、全国平均の3,300円とほぼ同額とな200円で、全国平均の3,300円とほぼ同額とな

っております。っております。っております。っております。

国では、仮に今回の制度見直しを行わず、国では、仮に今回の制度見直しを行わず、国では、仮に今回の制度見直しを行わず、国では、仮に今回の制度見直しを行わず、

現行制度のまま推移していくと10年後の保険現行制度のまま推移していくと10年後の保険現行制度のまま推移していくと10年後の保険現行制度のまま推移していくと10年後の保険

料は6,000円程度にまで上がると推測しており料は6,000円程度にまで上がると推測しており料は6,000円程度にまで上がると推測しており料は6,000円程度にまで上がると推測しており

ます。このため、このたびの制度改正では給ます。このため、このたびの制度改正では給ます。このため、このたびの制度改正では給ます。このため、このたびの制度改正では給

付の効率化・重点化として介護予防を推進す付の効率化・重点化として介護予防を推進す付の効率化・重点化として介護予防を推進す付の効率化・重点化として介護予防を推進す

るとともに、施設における食費、居住費の見るとともに、施設における食費、居住費の見るとともに、施設における食費、居住費の見るとともに、施設における食費、居住費の見

直しなどが予定されており、介護予防の効果直しなどが予定されており、介護予防の効果直しなどが予定されており、介護予防の効果直しなどが予定されており、介護予防の効果

が相当進んだ場合は試算として10年後で保険が相当進んだ場合は試算として10年後で保険が相当進んだ場合は試算として10年後で保険が相当進んだ場合は試算として10年後で保険

料が4,900円程度まで抑えられると見込んでお料が4,900円程度まで抑えられると見込んでお料が4,900円程度まで抑えられると見込んでお料が4,900円程度まで抑えられると見込んでお

ります。ります。ります。ります。

しかし、現時点ではサービスの量や報酬単しかし、現時点ではサービスの量や報酬単しかし、現時点ではサービスの量や報酬単しかし、現時点ではサービスの量や報酬単

価等保険料設定に関する具体的な内容が未定価等保険料設定に関する具体的な内容が未定価等保険料設定に関する具体的な内容が未定価等保険料設定に関する具体的な内容が未定

ですので、次期介護保険料についてはこうしですので、次期介護保険料についてはこうしですので、次期介護保険料についてはこうしですので、次期介護保険料についてはこうし

た数値が国から示されるこの秋以降試算するた数値が国から示されるこの秋以降試算するた数値が国から示されるこの秋以降試算するた数値が国から示されるこの秋以降試算する

こととしております。こととしております。こととしております。こととしております。

次に、認知症高齢者の実態についてであり次に、認知症高齢者の実態についてであり次に、認知症高齢者の実態についてであり次に、認知症高齢者の実態についてであり

ますが、介護を要すると認定された方のうち、ますが、介護を要すると認定された方のうち、ますが、介護を要すると認定された方のうち、ますが、介護を要すると認定された方のうち、

認知症により介護を要する状態の方は平成16認知症により介護を要する状態の方は平成16認知症により介護を要する状態の方は平成16認知症により介護を要する状態の方は平成16

年３月末現在382人で、要介護認定者全体の約年３月末現在382人で、要介護認定者全体の約年３月末現在382人で、要介護認定者全体の約年３月末現在382人で、要介護認定者全体の約

29％となっております。これらの方々は、介29％となっております。これらの方々は、介29％となっております。これらの方々は、介29％となっております。これらの方々は、介

護保険による居宅サービスや施設サービスを護保険による居宅サービスや施設サービスを護保険による居宅サービスや施設サービスを護保険による居宅サービスや施設サービスを

利用していただくことができます。利用していただくことができます。利用していただくことができます。利用していただくことができます。

このほかに高齢者自身の心安らぐ生活の支このほかに高齢者自身の心安らぐ生活の支このほかに高齢者自身の心安らぐ生活の支このほかに高齢者自身の心安らぐ生活の支

えとなり、家族への精神的な支援を行う「やえとなり、家族への精神的な支援を行う「やえとなり、家族への精神的な支援を行う「やえとなり、家族への精神的な支援を行う「や

すらぎ支援訪問員」養成講座を実施するととすらぎ支援訪問員」養成講座を実施するととすらぎ支援訪問員」養成講座を実施するととすらぎ支援訪問員」養成講座を実施するとと

もに、介護教室の開催、家族介護者交流事業もに、介護教室の開催、家族介護者交流事業もに、介護教室の開催、家族介護者交流事業もに、介護教室の開催、家族介護者交流事業

などにより支援を行っているところでございなどにより支援を行っているところでございなどにより支援を行っているところでございなどにより支援を行っているところでござい

ます。ます。ます。ます。

次に、軽度の方への対策についてでありま次に、軽度の方への対策についてでありま次に、軽度の方への対策についてでありま次に、軽度の方への対策についてでありま

すが、制度改正では日常生活における身体機すが、制度改正では日常生活における身体機すが、制度改正では日常生活における身体機すが、制度改正では日常生活における身体機

能の低下を防ぐため、介護予防を重視してお能の低下を防ぐため、介護予防を重視してお能の低下を防ぐため、介護予防を重視してお能の低下を防ぐため、介護予防を重視してお

ります。このためこれまでの要支援認定者にります。このためこれまでの要支援認定者にります。このためこれまでの要支援認定者にります。このためこれまでの要支援認定者に

加え、要支援２と認定された方々に対しサー加え、要支援２と認定された方々に対しサー加え、要支援２と認定された方々に対しサー加え、要支援２と認定された方々に対しサー

ビス内容や提供方法などの見直しを行ったこビス内容や提供方法などの見直しを行ったこビス内容や提供方法などの見直しを行ったこビス内容や提供方法などの見直しを行ったこ

れまでのサービスのほかに、筋力向上、栄養れまでのサービスのほかに、筋力向上、栄養れまでのサービスのほかに、筋力向上、栄養れまでのサービスのほかに、筋力向上、栄養

改善などの新たなメニューによる新予防給付改善などの新たなメニューによる新予防給付改善などの新たなメニューによる新予防給付改善などの新たなメニューによる新予防給付

を行い、介護予防対策がとられることとなっを行い、介護予防対策がとられることとなっを行い、介護予防対策がとられることとなっを行い、介護予防対策がとられることとなっ

ております。ております。ております。ております。

次に、男女雇用機会均等法の休暇・休業制次に、男女雇用機会均等法の休暇・休業制次に、男女雇用機会均等法の休暇・休業制次に、男女雇用機会均等法の休暇・休業制

度についてでありますが、市内企業のハロー度についてでありますが、市内企業のハロー度についてでありますが、市内企業のハロー度についてでありますが、市内企業のハロー

ワークへの今年度における育児・介護基本給ワークへの今年度における育児・介護基本給ワークへの今年度における育児・介護基本給ワークへの今年度における育児・介護基本給

付金の申請件数で申し上げますと、これまで1付金の申請件数で申し上げますと、これまで1付金の申請件数で申し上げますと、これまで1付金の申請件数で申し上げますと、これまで1

6社、延べ92人の申請があり、すべて育児休業6社、延べ92人の申請があり、すべて育児休業6社、延べ92人の申請があり、すべて育児休業6社、延べ92人の申請があり、すべて育児休業

の申請と聞いております。の申請と聞いております。の申請と聞いております。の申請と聞いております。

市としましては、今後はさらに育児休業等市としましては、今後はさらに育児休業等市としましては、今後はさらに育児休業等市としましては、今後はさらに育児休業等

の制度周知に努めてまいりたいと考えておりの制度周知に努めてまいりたいと考えておりの制度周知に努めてまいりたいと考えておりの制度周知に努めてまいりたいと考えており

ます。ます。ます。ます。

次に、男女間の役割分担についてでありま次に、男女間の役割分担についてでありま次に、男女間の役割分担についてでありま次に、男女間の役割分担についてでありま

すが、男女ともに人権が尊重され、社会のあすが、男女ともに人権が尊重され、社会のあすが、男女ともに人権が尊重され、社会のあすが、男女ともに人権が尊重され、社会のあ

らゆる分野における対等なパートナーとしてらゆる分野における対等なパートナーとしてらゆる分野における対等なパートナーとしてらゆる分野における対等なパートナーとして

参画できる社会づくりを目指していく男女共参画できる社会づくりを目指していく男女共参画できる社会づくりを目指していく男女共参画できる社会づくりを目指していく男女共

同参画社会の実現が活力ある社会を維持し、同参画社会の実現が活力ある社会を維持し、同参画社会の実現が活力ある社会を維持し、同参画社会の実現が活力ある社会を維持し、

安定した社会保障制度を運営していく上で重安定した社会保障制度を運営していく上で重安定した社会保障制度を運営していく上で重安定した社会保障制度を運営していく上で重

要であると考えております。要であると考えております。要であると考えております。要であると考えております。

そのためには、性別にとらわれず、女性とそのためには、性別にとらわれず、女性とそのためには、性別にとらわれず、女性とそのためには、性別にとらわれず、女性と

男性が協力し合って家事や育児に取り組むこ男性が協力し合って家事や育児に取り組むこ男性が協力し合って家事や育児に取り組むこ男性が協力し合って家事や育児に取り組むこ

とや職場では女性と男性が対等なパートナーとや職場では女性と男性が対等なパートナーとや職場では女性と男性が対等なパートナーとや職場では女性と男性が対等なパートナー

として働ける環境をつくることが必要であり、として働ける環境をつくることが必要であり、として働ける環境をつくることが必要であり、として働ける環境をつくることが必要であり、

引き続き平成14年に策定した「美唄市男女共引き続き平成14年に策定した「美唄市男女共引き続き平成14年に策定した「美唄市男女共引き続き平成14年に策定した「美唄市男女共

同参画計画」の推進に努めるほか、市民団体同参画計画」の推進に努めるほか、市民団体同参画計画」の推進に努めるほか、市民団体同参画計画」の推進に努めるほか、市民団体
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との協働による啓発活動など、その実現に向との協働による啓発活動など、その実現に向との協働による啓発活動など、その実現に向との協働による啓発活動など、その実現に向

けてより一層取り組んでまいりたいと考えてけてより一層取り組んでまいりたいと考えてけてより一層取り組んでまいりたいと考えてけてより一層取り組んでまいりたいと考えて

おります。おります。おります。おります。

次に、農業政策についてでありますが、本次に、農業政策についてでありますが、本次に、農業政策についてでありますが、本次に、農業政策についてでありますが、本

市農業は地域農業を支える担い手の減少や高市農業は地域農業を支える担い手の減少や高市農業は地域農業を支える担い手の減少や高市農業は地域農業を支える担い手の減少や高

齢化の進行、さらには米をはじめとする農産齢化の進行、さらには米をはじめとする農産齢化の進行、さらには米をはじめとする農産齢化の進行、さらには米をはじめとする農産

物価格の低迷などさまざまな課題に直面して物価格の低迷などさまざまな課題に直面して物価格の低迷などさまざまな課題に直面して物価格の低迷などさまざまな課題に直面して

おりますが、持続的に発展する美唄農業・農おりますが、持続的に発展する美唄農業・農おりますが、持続的に発展する美唄農業・農おりますが、持続的に発展する美唄農業・農

村を築いていくためには、消費者と生産者の村を築いていくためには、消費者と生産者の村を築いていくためには、消費者と生産者の村を築いていくためには、消費者と生産者の

信頼関係を基本とした「食」の構築や「環信頼関係を基本とした「食」の構築や「環信頼関係を基本とした「食」の構築や「環信頼関係を基本とした「食」の構築や「環

境」との調和を重視した農業・農村づくりが境」との調和を重視した農業・農村づくりが境」との調和を重視した農業・農村づくりが境」との調和を重視した農業・農村づくりが

重要であると考えております。このため食の重要であると考えております。このため食の重要であると考えております。このため食の重要であると考えております。このため食の

安全・安心など消費者と生産者との信頼関係安全・安心など消費者と生産者との信頼関係安全・安心など消費者と生産者との信頼関係安全・安心など消費者と生産者との信頼関係

を築いていくために、有機資源やハーブなどを築いていくために、有機資源やハーブなどを築いていくために、有機資源やハーブなどを築いていくために、有機資源やハーブなど

を活用した環境保全型農業の促進、農産物加を活用した環境保全型農業の促進、農産物加を活用した環境保全型農業の促進、農産物加を活用した環境保全型農業の促進、農産物加

工や農業体験などによるグリーンツーリズム工や農業体験などによるグリーンツーリズム工や農業体験などによるグリーンツーリズム工や農業体験などによるグリーンツーリズム

の推進、担い手及び生産組織の育成、さらにの推進、担い手及び生産組織の育成、さらにの推進、担い手及び生産組織の育成、さらにの推進、担い手及び生産組織の育成、さらに

は経営基盤や生産基盤の整備の促進など関係は経営基盤や生産基盤の整備の促進など関係は経営基盤や生産基盤の整備の促進など関係は経営基盤や生産基盤の整備の促進など関係

機関・団体が一体となった足腰の強い農業・機関・団体が一体となった足腰の強い農業・機関・団体が一体となった足腰の強い農業・機関・団体が一体となった足腰の強い農業・

農村づくりに取り組んでまいりたいと考えて農村づくりに取り組んでまいりたいと考えて農村づくりに取り組んでまいりたいと考えて農村づくりに取り組んでまいりたいと考えて

おります。おります。おります。おります。

次に、小規模農家の対策についてでありま次に、小規模農家の対策についてでありま次に、小規模農家の対策についてでありま次に、小規模農家の対策についてでありま

すが、水田農家の総数は1,006戸で、このうちすが、水田農家の総数は1,006戸で、このうちすが、水田農家の総数は1,006戸で、このうちすが、水田農家の総数は1,006戸で、このうち

５ヘクタール以上10ヘクタール未満の水田農５ヘクタール以上10ヘクタール未満の水田農５ヘクタール以上10ヘクタール未満の水田農５ヘクタール以上10ヘクタール未満の水田農

家は248戸、５ヘクタール未満の水田農家は39家は248戸、５ヘクタール未満の水田農家は39家は248戸、５ヘクタール未満の水田農家は39家は248戸、５ヘクタール未満の水田農家は39

3戸となっております。3戸となっております。3戸となっております。3戸となっております。

現在国から示されている新たな食料・農業現在国から示されている新たな食料・農業現在国から示されている新たな食料・農業現在国から示されている新たな食料・農業

・農村基本計画案では、経営安定対策の対象・農村基本計画案では、経営安定対策の対象・農村基本計画案では、経営安定対策の対象・農村基本計画案では、経営安定対策の対象

となる担い手は認定農業者や効率的かつ安定となる担い手は認定農業者や効率的かつ安定となる担い手は認定農業者や効率的かつ安定となる担い手は認定農業者や効率的かつ安定

的な農業経営に発展すると見込まれる集落営的な農業経営に発展すると見込まれる集落営的な農業経営に発展すると見込まれる集落営的な農業経営に発展すると見込まれる集落営

農組織を基本としております。しかし、具体農組織を基本としております。しかし、具体農組織を基本としております。しかし、具体農組織を基本としております。しかし、具体

的な要件等は今後確定されるものと伺ってお的な要件等は今後確定されるものと伺ってお的な要件等は今後確定されるものと伺ってお的な要件等は今後確定されるものと伺ってお

りますので、市としましては集落営農組織やりますので、市としましては集落営農組織やりますので、市としましては集落営農組織やりますので、市としましては集落営農組織や

野菜等部門専業的な営農類型なども担い手に野菜等部門専業的な営農類型なども担い手に野菜等部門専業的な営農類型なども担い手に野菜等部門専業的な営農類型なども担い手に

含めるよう市長会を通じて引き続き要望して含めるよう市長会を通じて引き続き要望して含めるよう市長会を通じて引き続き要望して含めるよう市長会を通じて引き続き要望して

まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。まいりたいと考えております。

なお、小規模農家などに対しては、集落営なお、小規模農家などに対しては、集落営なお、小規模農家などに対しては、集落営なお、小規模農家などに対しては、集落営

農に参加する方について今後関係機関、団体農に参加する方について今後関係機関、団体農に参加する方について今後関係機関、団体農に参加する方について今後関係機関、団体

とともに指導、助言に努めてまいりたいと考とともに指導、助言に努めてまいりたいと考とともに指導、助言に努めてまいりたいと考とともに指導、助言に努めてまいりたいと考

えております。えております。えております。えております。

次に、大規模農家や法人農家の対応につい次に、大規模農家や法人農家の対応につい次に、大規模農家や法人農家の対応につい次に、大規模農家や法人農家の対応につい

てでありますが、現在10ヘクタール以上の水てでありますが、現在10ヘクタール以上の水てでありますが、現在10ヘクタール以上の水てでありますが、現在10ヘクタール以上の水

田経営面積を有する農家数は365戸、そのうち田経営面積を有する農家数は365戸、そのうち田経営面積を有する農家数は365戸、そのうち田経営面積を有する農家数は365戸、そのうち

法人経営は14組織となっている状況です。平法人経営は14組織となっている状況です。平法人経営は14組織となっている状況です。平法人経営は14組織となっている状況です。平

成15年度に行った「農業経営状況調査」の結成15年度に行った「農業経営状況調査」の結成15年度に行った「農業経営状況調査」の結成15年度に行った「農業経営状況調査」の結

果では、「現状規模を維持する」が59％を占果では、「現状規模を維持する」が59％を占果では、「現状規模を維持する」が59％を占果では、「現状規模を維持する」が59％を占

めたものの、「拡大する」との回答が19％あめたものの、「拡大する」との回答が19％あめたものの、「拡大する」との回答が19％あめたものの、「拡大する」との回答が19％あ

ったことから、規模拡大は今後とも進むものったことから、規模拡大は今後とも進むものったことから、規模拡大は今後とも進むものったことから、規模拡大は今後とも進むもの

と考えております。と考えております。と考えております。と考えております。

また、農業生産法人に関する回答では、また、農業生産法人に関する回答では、また、農業生産法人に関する回答では、また、農業生産法人に関する回答では、

「１戸１法人を検討する」が82戸、「地域で「１戸１法人を検討する」が82戸、「地域で「１戸１法人を検討する」が82戸、「地域で「１戸１法人を検討する」が82戸、「地域で

法人化を検討する」が47戸、「営農組織で法法人化を検討する」が47戸、「営農組織で法法人化を検討する」が47戸、「営農組織で法法人化を検討する」が47戸、「営農組織で法

人化を検討する」が43戸あり、法人化への関人化を検討する」が43戸あり、法人化への関人化を検討する」が43戸あり、法人化への関人化を検討する」が43戸あり、法人化への関

心の高まりがうかがえました。心の高まりがうかがえました。心の高まりがうかがえました。心の高まりがうかがえました。

このようなことから、今後は関係機関、団このようなことから、今後は関係機関、団このようなことから、今後は関係機関、団このようなことから、今後は関係機関、団

体とともに担い手への農地の利用集積の促進体とともに担い手への農地の利用集積の促進体とともに担い手への農地の利用集積の促進体とともに担い手への農地の利用集積の促進

や農業生産法人の育成に努めてまいりたいとや農業生産法人の育成に努めてまいりたいとや農業生産法人の育成に努めてまいりたいとや農業生産法人の育成に努めてまいりたいと

考えております。考えております。考えております。考えております。

次に、農業の位置づけについてであります次に、農業の位置づけについてであります次に、農業の位置づけについてであります次に、農業の位置づけについてであります

が、本市の農業は安全・安心で良質な食料のが、本市の農業は安全・安心で良質な食料のが、本市の農業は安全・安心で良質な食料のが、本市の農業は安全・安心で良質な食料の

安定的な供給をはじめ、国土や環境の保全、安定的な供給をはじめ、国土や環境の保全、安定的な供給をはじめ、国土や環境の保全、安定的な供給をはじめ、国土や環境の保全、

美しい景観の形成など多面的機能の発揮を通美しい景観の形成など多面的機能の発揮を通美しい景観の形成など多面的機能の発揮を通美しい景観の形成など多面的機能の発揮を通

じて市民の健全な暮らしを支えるとともに、じて市民の健全な暮らしを支えるとともに、じて市民の健全な暮らしを支えるとともに、じて市民の健全な暮らしを支えるとともに、

食品加工など幅広い産業とも結びついた本市食品加工など幅広い産業とも結びついた本市食品加工など幅広い産業とも結びついた本市食品加工など幅広い産業とも結びついた本市

経済を支える基幹産業であります。経済を支える基幹産業であります。経済を支える基幹産業であります。経済を支える基幹産業であります。

今日農業の国際化や構造改革が加速化する今日農業の国際化や構造改革が加速化する今日農業の国際化や構造改革が加速化する今日農業の国際化や構造改革が加速化する

中で、農産物価格の低迷や担い手の減少、高中で、農産物価格の低迷や担い手の減少、高中で、農産物価格の低迷や担い手の減少、高中で、農産物価格の低迷や担い手の減少、高

齢化などさまざまな課題に直面しております齢化などさまざまな課題に直面しております齢化などさまざまな課題に直面しております齢化などさまざまな課題に直面しております
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が、今後とも持続的に発展する足腰の強い美が、今後とも持続的に発展する足腰の強い美が、今後とも持続的に発展する足腰の強い美が、今後とも持続的に発展する足腰の強い美

唄農業を築いていくために最大限の努力を図唄農業を築いていくために最大限の努力を図唄農業を築いていくために最大限の努力を図唄農業を築いていくために最大限の努力を図

ってまいりたいと考えております。ってまいりたいと考えております。ってまいりたいと考えております。ってまいりたいと考えております。

次に、建設業の農業関連参入についてであ次に、建設業の農業関連参入についてであ次に、建設業の農業関連参入についてであ次に、建設業の農業関連参入についてであ

りますが、公共事業等の縮減に伴い、建設業りますが、公共事業等の縮減に伴い、建設業りますが、公共事業等の縮減に伴い、建設業りますが、公共事業等の縮減に伴い、建設業

を取り巻く経営環境は大変厳しい状況にあり、を取り巻く経営環境は大変厳しい状況にあり、を取り巻く経営環境は大変厳しい状況にあり、を取り巻く経営環境は大変厳しい状況にあり、

経営の体質強化や新分野への進出など、経営経営の体質強化や新分野への進出など、経営経営の体質強化や新分野への進出など、経営経営の体質強化や新分野への進出など、経営

の安定化を図ることが求められております。の安定化を図ることが求められております。の安定化を図ることが求められております。の安定化を図ることが求められております。

このため、農業などへの参入は新分野への選このため、農業などへの参入は新分野への選このため、農業などへの参入は新分野への選このため、農業などへの参入は新分野への選

択肢の１つとして考えられることから、構造択肢の１つとして考えられることから、構造択肢の１つとして考えられることから、構造択肢の１つとして考えられることから、構造

改革特区を活用しての地域振興を図っている改革特区を活用しての地域振興を図っている改革特区を活用しての地域振興を図っている改革特区を活用しての地域振興を図っている

地域もあると認識しております。地域もあると認識しております。地域もあると認識しております。地域もあると認識しております。

また、現在国においては特区の全国展開にまた、現在国においては特区の全国展開にまた、現在国においては特区の全国展開にまた、現在国においては特区の全国展開に

より、農業生産法人以外の法人であっても農より、農業生産法人以外の法人であっても農より、農業生産法人以外の法人であっても農より、農業生産法人以外の法人であっても農

地を使用することができるよう「農業経営基地を使用することができるよう「農業経営基地を使用することができるよう「農業経営基地を使用することができるよう「農業経営基

盤強化促進法」の改正が検討されていると聞盤強化促進法」の改正が検討されていると聞盤強化促進法」の改正が検討されていると聞盤強化促進法」の改正が検討されていると聞

いておりますので、これらの動向を踏まえ、いておりますので、これらの動向を踏まえ、いておりますので、これらの動向を踏まえ、いておりますので、これらの動向を踏まえ、

生産者や関係機関、団体との話し合いの場を生産者や関係機関、団体との話し合いの場を生産者や関係機関、団体との話し合いの場を生産者や関係機関、団体との話し合いの場を

設け、対応してまいりたいと考えております。設け、対応してまいりたいと考えております。設け、対応してまいりたいと考えております。設け、対応してまいりたいと考えております。

次に、住宅交換制度についてでありますが、次に、住宅交換制度についてでありますが、次に、住宅交換制度についてでありますが、次に、住宅交換制度についてでありますが、

少子高齢化が急速に進む中で、子どもの独立少子高齢化が急速に進む中で、子どもの独立少子高齢化が急速に進む中で、子どもの独立少子高齢化が急速に進む中で、子どもの独立

など家族数の減少により、それに見合った適など家族数の減少により、それに見合った適など家族数の減少により、それに見合った適など家族数の減少により、それに見合った適

切な間取りの住宅に住みかえを希望する高齢切な間取りの住宅に住みかえを希望する高齢切な間取りの住宅に住みかえを希望する高齢切な間取りの住宅に住みかえを希望する高齢

世帯がふえる一方で、子どもの誕生や親との世帯がふえる一方で、子どもの誕生や親との世帯がふえる一方で、子どもの誕生や親との世帯がふえる一方で、子どもの誕生や親との

同居などにより広い住宅を求める若い世帯が同居などにより広い住宅を求める若い世帯が同居などにより広い住宅を求める若い世帯が同居などにより広い住宅を求める若い世帯が

いるなど、世代により住宅需要が変化しておいるなど、世代により住宅需要が変化しておいるなど、世代により住宅需要が変化しておいるなど、世代により住宅需要が変化してお

ります。ります。ります。ります。

都市部では、こうしたライフステージに応都市部では、こうしたライフステージに応都市部では、こうしたライフステージに応都市部では、こうしたライフステージに応

じた住宅への住みかえに関する情報交換や情じた住宅への住みかえに関する情報交換や情じた住宅への住みかえに関する情報交換や情じた住宅への住みかえに関する情報交換や情

報提供などの制度もあると聞いておりますの報提供などの制度もあると聞いておりますの報提供などの制度もあると聞いておりますの報提供などの制度もあると聞いておりますの

で、今後このような制度について定住促進等で、今後このような制度について定住促進等で、今後このような制度について定住促進等で、今後このような制度について定住促進等

の観点から研究してまいりたいと考えておりの観点から研究してまいりたいと考えておりの観点から研究してまいりたいと考えておりの観点から研究してまいりたいと考えており

ます。ます。ます。ます。

最後に、リバースモーケージ制度について最後に、リバースモーケージ制度について最後に、リバースモーケージ制度について最後に、リバースモーケージ制度について

でありますが、資産があっても現金収入の少でありますが、資産があっても現金収入の少でありますが、資産があっても現金収入の少でありますが、資産があっても現金収入の少

ない高齢者に対して不動産を担保に生活費をない高齢者に対して不動産を担保に生活費をない高齢者に対して不動産を担保に生活費をない高齢者に対して不動産を担保に生活費を

貸し付ける制度で、厚生労働省が社会福祉の貸し付ける制度で、厚生労働省が社会福祉の貸し付ける制度で、厚生労働省が社会福祉の貸し付ける制度で、厚生労働省が社会福祉の

一環として都道府県社会福祉協議会を通じて一環として都道府県社会福祉協議会を通じて一環として都道府県社会福祉協議会を通じて一環として都道府県社会福祉協議会を通じて

普及を目指していると承知しております。普及を目指していると承知しております。普及を目指していると承知しております。普及を目指していると承知しております。

北海道では、北海道社会福祉協議会が実施北海道では、北海道社会福祉協議会が実施北海道では、北海道社会福祉協議会が実施北海道では、北海道社会福祉協議会が実施

主体となって「長期生活支援資金貸付制度」主体となって「長期生活支援資金貸付制度」主体となって「長期生活支援資金貸付制度」主体となって「長期生活支援資金貸付制度」

として平成15年４月に制度を発足させておりとして平成15年４月に制度を発足させておりとして平成15年４月に制度を発足させておりとして平成15年４月に制度を発足させており

ますが、理解がまだ広がっていない状況にあますが、理解がまだ広がっていない状況にあますが、理解がまだ広がっていない状況にあますが、理解がまだ広がっていない状況にあ

りますので、いろいろな機会を通じ市民の方りますので、いろいろな機会を通じ市民の方りますので、いろいろな機会を通じ市民の方りますので、いろいろな機会を通じ市民の方

々への周知に努めてまいりたいと考えており々への周知に努めてまいりたいと考えており々への周知に努めてまいりたいと考えており々への周知に努めてまいりたいと考えており

ます。ます。ます。ます。

なお、特別養護老人ホームの入所者の今後なお、特別養護老人ホームの入所者の今後なお、特別養護老人ホームの入所者の今後なお、特別養護老人ホームの入所者の今後

の負担等については保健福祉部長から、公共の負担等については保健福祉部長から、公共の負担等については保健福祉部長から、公共の負担等については保健福祉部長から、公共

事業の発注状況については総務部長からそれ事業の発注状況については総務部長からそれ事業の発注状況については総務部長からそれ事業の発注状況については総務部長からそれ

ぞれ答弁をいたします。ぞれ答弁をいたします。ぞれ答弁をいたします。ぞれ答弁をいたします。

●議長中西勇夫君 保健福祉部長。●議長中西勇夫君 保健福祉部長。●議長中西勇夫君 保健福祉部長。●議長中西勇夫君 保健福祉部長。

●保健福祉部長安田昌彰君 特別養護老人ホ●保健福祉部長安田昌彰君 特別養護老人ホ●保健福祉部長安田昌彰君 特別養護老人ホ●保健福祉部長安田昌彰君 特別養護老人ホ

ーム恵祥園の入所者の今後の負担について、ーム恵祥園の入所者の今後の負担について、ーム恵祥園の入所者の今後の負担について、ーム恵祥園の入所者の今後の負担について、

介護保険制度の区分変更について、少子高齢介護保険制度の区分変更について、少子高齢介護保険制度の区分変更について、少子高齢介護保険制度の区分変更について、少子高齢

化に伴う今後の予想につきましては、私から化に伴う今後の予想につきましては、私から化に伴う今後の予想につきましては、私から化に伴う今後の予想につきましては、私から

答弁させていただきます。答弁させていただきます。答弁させていただきます。答弁させていただきます。

初めに、恵祥園入所者の今後の負担につい初めに、恵祥園入所者の今後の負担につい初めに、恵祥園入所者の今後の負担につい初めに、恵祥園入所者の今後の負担につい

てでありますが、現在国会において審議中のてでありますが、現在国会において審議中のてでありますが、現在国会において審議中のてでありますが、現在国会において審議中の

改正法案では、在宅と施設の利用者負担の公改正法案では、在宅と施設の利用者負担の公改正法案では、在宅と施設の利用者負担の公改正法案では、在宅と施設の利用者負担の公

平性や介護保険と年金給付の調整の観点から、平性や介護保険と年金給付の調整の観点から、平性や介護保険と年金給付の調整の観点から、平性や介護保険と年金給付の調整の観点から、

本年10月以降介護保険施設の居住費及び食費本年10月以降介護保険施設の居住費及び食費本年10月以降介護保険施設の居住費及び食費本年10月以降介護保険施設の居住費及び食費

については保険給付の対象外とし、利用者負については保険給付の対象外とし、利用者負については保険給付の対象外とし、利用者負については保険給付の対象外とし、利用者負

担とすることとされております。担とすることとされております。担とすることとされております。担とすることとされております。

なお、低所得者への配慮として、負担が過なお、低所得者への配慮として、負担が過なお、低所得者への配慮として、負担が過なお、低所得者への配慮として、負担が過

重とならないよう所得に応じた負担限度額を重とならないよう所得に応じた負担限度額を重とならないよう所得に応じた負担限度額を重とならないよう所得に応じた負担限度額を

設け、減額相当分について介護保険から給付設け、減額相当分について介護保険から給付設け、減額相当分について介護保険から給付設け、減額相当分について介護保険から給付

することとなっております。することとなっております。することとなっております。することとなっております。

国が示しています３、４人部屋で収入が年国が示しています３、４人部屋で収入が年国が示しています３、４人部屋で収入が年国が示しています３、４人部屋で収入が年



－ －110110110110

金のみの要介護５の方の例で申し上げますと、金のみの要介護５の方の例で申し上げますと、金のみの要介護５の方の例で申し上げますと、金のみの要介護５の方の例で申し上げますと、

改正後の保険料段階で生活保護受給者等の第改正後の保険料段階で生活保護受給者等の第改正後の保険料段階で生活保護受給者等の第改正後の保険料段階で生活保護受給者等の第

１段階の方は、現行２万5,000円が２万5,000１段階の方は、現行２万5,000円が２万5,000１段階の方は、現行２万5,000円が２万5,000１段階の方は、現行２万5,000円が２万5,000

円と同額に、80万円以上の方の第２段階の方円と同額に、80万円以上の方の第２段階の方円と同額に、80万円以上の方の第２段階の方円と同額に、80万円以上の方の第２段階の方

は現行４万円が３万7,000円に、80万円を超えは現行４万円が３万7,000円に、80万円を超えは現行４万円が３万7,000円に、80万円を超えは現行４万円が３万7,000円に、80万円を超え

266万円以下の方の第３段階の方は現行４万円266万円以下の方の第３段階の方は現行４万円266万円以下の方の第３段階の方は現行４万円266万円以下の方の第３段階の方は現行４万円

が５万5,000円に、266万円を超える方の第４が５万5,000円に、266万円を超える方の第４が５万5,000円に、266万円を超える方の第４が５万5,000円に、266万円を超える方の第４

段階以上の方は現行５万6,000円が８万7,000段階以上の方は現行５万6,000円が８万7,000段階以上の方は現行５万6,000円が８万7,000段階以上の方は現行５万6,000円が８万7,000

円になると試算されております。円になると試算されております。円になると試算されております。円になると試算されております。

次に、要介護認定の区分の見直しについて次に、要介護認定の区分の見直しについて次に、要介護認定の区分の見直しについて次に、要介護認定の区分の見直しについて

でありますが、現在は要支援及び要介護１かでありますが、現在は要支援及び要介護１かでありますが、現在は要支援及び要介護１かでありますが、現在は要支援及び要介護１か

ら５までの６区分となっておりますが、制度ら５までの６区分となっておりますが、制度ら５までの６区分となっておりますが、制度ら５までの６区分となっておりますが、制度

改正では要介護状態の軽減や悪化防止など予改正では要介護状態の軽減や悪化防止など予改正では要介護状態の軽減や悪化防止など予改正では要介護状態の軽減や悪化防止など予

防重視の観点から、新予防給付が創設される防重視の観点から、新予防給付が創設される防重視の観点から、新予防給付が創設される防重視の観点から、新予防給付が創設される

こととなっており、この対象者として現行のこととなっており、この対象者として現行のこととなっており、この対象者として現行のこととなっており、この対象者として現行の

要支援を要支援１に、また新たに要支援２の要支援を要支援１に、また新たに要支援２の要支援を要支援１に、また新たに要支援２の要支援を要支援１に、また新たに要支援２の

区分が加わり、全部で７区分となります。区分が加わり、全部で７区分となります。区分が加わり、全部で７区分となります。区分が加わり、全部で７区分となります。

最後に、少子化に伴います人口構成につい最後に、少子化に伴います人口構成につい最後に、少子化に伴います人口構成につい最後に、少子化に伴います人口構成につい

てでありますが、本市の今年１月末現在の人てでありますが、本市の今年１月末現在の人てでありますが、本市の今年１月末現在の人てでありますが、本市の今年１月末現在の人

口は２万9,698人で、15歳未満の年少人口は3,口は２万9,698人で、15歳未満の年少人口は3,口は２万9,698人で、15歳未満の年少人口は3,口は２万9,698人で、15歳未満の年少人口は3,

244人、構成比10.9％、15歳から64歳までの生244人、構成比10.9％、15歳から64歳までの生244人、構成比10.9％、15歳から64歳までの生244人、構成比10.9％、15歳から64歳までの生

産人口は１万8,110人で61％、65歳以上の高齢産人口は１万8,110人で61％、65歳以上の高齢産人口は１万8,110人で61％、65歳以上の高齢産人口は１万8,110人で61％、65歳以上の高齢

者人口は8,344人で28.1％となっておりますが、者人口は8,344人で28.1％となっておりますが、者人口は8,344人で28.1％となっておりますが、者人口は8,344人で28.1％となっておりますが、

コーホート要因法により推計をしますと、10コーホート要因法により推計をしますと、10コーホート要因法により推計をしますと、10コーホート要因法により推計をしますと、10

年後の平成26年には人口は２万4,464人、年少年後の平成26年には人口は２万4,464人、年少年後の平成26年には人口は２万4,464人、年少年後の平成26年には人口は２万4,464人、年少

人口は2,543人で10.4％、生産人口は１万3,60人口は2,543人で10.4％、生産人口は１万3,60人口は2,543人で10.4％、生産人口は１万3,60人口は2,543人で10.4％、生産人口は１万3,60

2人で55.6％、高齢者人口は8,319人で34％と2人で55.6％、高齢者人口は8,319人で34％と2人で55.6％、高齢者人口は8,319人で34％と2人で55.6％、高齢者人口は8,319人で34％と

なり、少子高齢化がさらに進行するものと見なり、少子高齢化がさらに進行するものと見なり、少子高齢化がさらに進行するものと見なり、少子高齢化がさらに進行するものと見

込んでおります。込んでおります。込んでおります。込んでおります。

●議長中西勇夫君 総務部長。●議長中西勇夫君 総務部長。●議長中西勇夫君 総務部長。●議長中西勇夫君 総務部長。

●総務部長板東知文君 本市の公共事業の発●総務部長板東知文君 本市の公共事業の発●総務部長板東知文君 本市の公共事業の発●総務部長板東知文君 本市の公共事業の発

注状況につきましては、私から答弁させてい注状況につきましては、私から答弁させてい注状況につきましては、私から答弁させてい注状況につきましては、私から答弁させてい

ただきます。ただきます。ただきます。ただきます。

公共事業の発注状況についてでありますが、公共事業の発注状況についてでありますが、公共事業の発注状況についてでありますが、公共事業の発注状況についてでありますが、

平成12年度は282件で39億9,700万円、平成13平成12年度は282件で39億9,700万円、平成13平成12年度は282件で39億9,700万円、平成13平成12年度は282件で39億9,700万円、平成13

年度は321件で51億7,800万円、平成14年度は2年度は321件で51億7,800万円、平成14年度は2年度は321件で51億7,800万円、平成14年度は2年度は321件で51億7,800万円、平成14年度は2

62件で32億2,900万円、平成15年度は198件で262件で32億2,900万円、平成15年度は198件で262件で32億2,900万円、平成15年度は198件で262件で32億2,900万円、平成15年度は198件で2

7億2,300万円、平成16年度は２月末現在にお7億2,300万円、平成16年度は２月末現在にお7億2,300万円、平成16年度は２月末現在にお7億2,300万円、平成16年度は２月末現在にお

いて195件で21億6,000万円となっております。いて195件で21億6,000万円となっております。いて195件で21億6,000万円となっております。いて195件で21億6,000万円となっております。

次に、工事の業種別の請負金額についてで次に、工事の業種別の請負金額についてで次に、工事の業種別の請負金額についてで次に、工事の業種別の請負金額についてで

ありますが、初めに土木工事につきましてはありますが、初めに土木工事につきましてはありますが、初めに土木工事につきましてはありますが、初めに土木工事につきましては

平成12年度で20億5,200万円、平成13年度で20平成12年度で20億5,200万円、平成13年度で20平成12年度で20億5,200万円、平成13年度で20平成12年度で20億5,200万円、平成13年度で20

億1,800万円、平成14年度で19億円、平成15年億1,800万円、平成14年度で19億円、平成15年億1,800万円、平成14年度で19億円、平成15年億1,800万円、平成14年度で19億円、平成15年

度で12億0,100万円、平成16年度は２月末現在度で12億0,100万円、平成16年度は２月末現在度で12億0,100万円、平成16年度は２月末現在度で12億0,100万円、平成16年度は２月末現在

において10億2,100万円となっております。において10億2,100万円となっております。において10億2,100万円となっております。において10億2,100万円となっております。

次に、建築工事につきましては、平成12年次に、建築工事につきましては、平成12年次に、建築工事につきましては、平成12年次に、建築工事につきましては、平成12年

度で８億0,700万円、平成13年度で15億5,500度で８億0,700万円、平成13年度で15億5,500度で８億0,700万円、平成13年度で15億5,500度で８億0,700万円、平成13年度で15億5,500

万円、平成14年度で２億7,700万円、平成15年万円、平成14年度で２億7,700万円、平成15年万円、平成14年度で２億7,700万円、平成15年万円、平成14年度で２億7,700万円、平成15年

度で５億3,700万円、平成16年度は２月末現在度で５億3,700万円、平成16年度は２月末現在度で５億3,700万円、平成16年度は２月末現在度で５億3,700万円、平成16年度は２月末現在

において４億3,300万円となっております。において４億3,300万円となっております。において４億3,300万円となっております。において４億3,300万円となっております。

次に、水道施設工事につきましては、平成1次に、水道施設工事につきましては、平成1次に、水道施設工事につきましては、平成1次に、水道施設工事につきましては、平成1

2年度で４億1,700万円、平成13年度で４億9,52年度で４億1,700万円、平成13年度で４億9,52年度で４億1,700万円、平成13年度で４億9,52年度で４億1,700万円、平成13年度で４億9,5

00万円、平成14年度で３億3,400万円、平成1500万円、平成14年度で３億3,400万円、平成1500万円、平成14年度で３億3,400万円、平成1500万円、平成14年度で３億3,400万円、平成15

年度で４億5,500万円、平成16年度は２月末現年度で４億5,500万円、平成16年度は２月末現年度で４億5,500万円、平成16年度は２月末現年度で４億5,500万円、平成16年度は２月末現

在において３億3,400万円となっております。在において３億3,400万円となっております。在において３億3,400万円となっております。在において３億3,400万円となっております。

その他の工事につきましては、平成12年度その他の工事につきましては、平成12年度その他の工事につきましては、平成12年度その他の工事につきましては、平成12年度

で７億2,000万円、平成13年度で11億1,000万で７億2,000万円、平成13年度で11億1,000万で７億2,000万円、平成13年度で11億1,000万で７億2,000万円、平成13年度で11億1,000万

円、平成14年度で７億1,600万円、平成15年度円、平成14年度で７億1,600万円、平成15年度円、平成14年度で７億1,600万円、平成15年度円、平成14年度で７億1,600万円、平成15年度

で５億2,800万円、平成16年度は２月末現在にで５億2,800万円、平成16年度は２月末現在にで５億2,800万円、平成16年度は２月末現在にで５億2,800万円、平成16年度は２月末現在に

おいて３億7,100万円となっております。おいて３億7,100万円となっております。おいて３億7,100万円となっております。おいて３億7,100万円となっております。

●議長中西勇夫君 12番矢部正義君。●議長中西勇夫君 12番矢部正義君。●議長中西勇夫君 12番矢部正義君。●議長中西勇夫君 12番矢部正義君。

●12番矢部正義君 自席から何点か質問をさ●12番矢部正義君 自席から何点か質問をさ●12番矢部正義君 自席から何点か質問をさ●12番矢部正義君 自席から何点か質問をさ

せていただきたいと思います。せていただきたいと思います。せていただきたいと思います。せていただきたいと思います。

初めに、介護保険の問題ですが、特別養護初めに、介護保険の問題ですが、特別養護初めに、介護保険の問題ですが、特別養護初めに、介護保険の問題ですが、特別養護

施設、いわゆる恵祥園の入所負担についてで施設、いわゆる恵祥園の入所負担についてで施設、いわゆる恵祥園の入所負担についてで施設、いわゆる恵祥園の入所負担についてで

ございますが、政府は今国会に提出する介護ございますが、政府は今国会に提出する介護ございますが、政府は今国会に提出する介護ございますが、政府は今国会に提出する介護

保険制度の見直し法案の中で、特別養護老人保険制度の見直し法案の中で、特別養護老人保険制度の見直し法案の中で、特別養護老人保険制度の見直し法案の中で、特別養護老人

ホームの標準的な負担は総額で、全国ですけホームの標準的な負担は総額で、全国ですけホームの標準的な負担は総額で、全国ですけホームの標準的な負担は総額で、全国ですけ
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れども、年間約3,000億円の増額になると報告れども、年間約3,000億円の増額になると報告れども、年間約3,000億円の増額になると報告れども、年間約3,000億円の増額になると報告

をされております。施設の入所者は、全国で7をされております。施設の入所者は、全国で7をされております。施設の入所者は、全国で7をされております。施設の入所者は、全国で7

4万5,000人いるそうでございますから、単純4万5,000人いるそうでございますから、単純4万5,000人いるそうでございますから、単純4万5,000人いるそうでございますから、単純

に計算すると１人当たり年間40万円も負担がに計算すると１人当たり年間40万円も負担がに計算すると１人当たり年間40万円も負担がに計算すると１人当たり年間40万円も負担が

ふえるという、こういう報道がされておりまふえるという、こういう報道がされておりまふえるという、こういう報道がされておりまふえるという、こういう報道がされておりま

す。これも今年度改正され、10月から実施さす。これも今年度改正され、10月から実施さす。これも今年度改正され、10月から実施さす。これも今年度改正され、10月から実施さ

れると聞いております。保険給付対象外となれると聞いております。保険給付対象外となれると聞いております。保険給付対象外となれると聞いております。保険給付対象外とな

りますので、実質入所者は負担が増額になりりますので、実質入所者は負担が増額になりりますので、実質入所者は負担が増額になりりますので、実質入所者は負担が増額になり

ますし、介護施設の入所者、いわゆる美唄のますし、介護施設の入所者、いわゆる美唄のますし、介護施設の入所者、いわゆる美唄のますし、介護施設の入所者、いわゆる美唄の

恵祥園は今回の改正で居住費並びに食費の負恵祥園は今回の改正で居住費並びに食費の負恵祥園は今回の改正で居住費並びに食費の負恵祥園は今回の改正で居住費並びに食費の負

担がふえる。その食費の中には、食器、水道担がふえる。その食費の中には、食器、水道担がふえる。その食費の中には、食器、水道担がふえる。その食費の中には、食器、水道

料、電気料、ガス代、また調理師の人件費や料、電気料、ガス代、また調理師の人件費や料、電気料、ガス代、また調理師の人件費や料、電気料、ガス代、また調理師の人件費や

材料費、また24時間対応の人件費も含まれる材料費、また24時間対応の人件費も含まれる材料費、また24時間対応の人件費も含まれる材料費、また24時間対応の人件費も含まれる

と、こう言われております。いままでは、通と、こう言われております。いままでは、通と、こう言われております。いままでは、通と、こう言われております。いままでは、通

常入所者は食事１日３回して１万五千何がし常入所者は食事１日３回して１万五千何がし常入所者は食事１日３回して１万五千何がし常入所者は食事１日３回して１万五千何がし

の実費でしたけれども、それに３万円以上のの実費でしたけれども、それに３万円以上のの実費でしたけれども、それに３万円以上のの実費でしたけれども、それに３万円以上の

食費がプラスされ、負担になるという話を聞食費がプラスされ、負担になるという話を聞食費がプラスされ、負担になるという話を聞食費がプラスされ、負担になるという話を聞

いております。実にもう倍以上負担がふえるいております。実にもう倍以上負担がふえるいております。実にもう倍以上負担がふえるいております。実にもう倍以上負担がふえる

というふうになるわけです。１年間に40万円というふうになるわけです。１年間に40万円というふうになるわけです。１年間に40万円というふうになるわけです。１年間に40万円

ですから、単純に計算するとそれぐらいになですから、単純に計算するとそれぐらいになですから、単純に計算するとそれぐらいになですから、単純に計算するとそれぐらいにな

るのかなと思います。その中で低所得者補足るのかなと思います。その中で低所得者補足るのかなと思います。その中で低所得者補足るのかなと思います。その中で低所得者補足

給付制度の配慮があると答弁がありましたけ給付制度の配慮があると答弁がありましたけ給付制度の配慮があると答弁がありましたけ給付制度の配慮があると答弁がありましたけ

れども、恵祥園の利用者の負担となると、居れども、恵祥園の利用者の負担となると、居れども、恵祥園の利用者の負担となると、居れども、恵祥園の利用者の負担となると、居

住費とか食事の内容についてはいま低所得者住費とか食事の内容についてはいま低所得者住費とか食事の内容についてはいま低所得者住費とか食事の内容についてはいま低所得者

の場合はお伺いをいたしました。こんなようの場合はお伺いをいたしました。こんなようの場合はお伺いをいたしました。こんなようの場合はお伺いをいたしました。こんなよう

な状況から、行政としても、このほかにもいな状況から、行政としても、このほかにもいな状況から、行政としても、このほかにもいな状況から、行政としても、このほかにもい

ろんな施設があるわけでありますけれども、ろんな施設があるわけでありますけれども、ろんな施設があるわけでありますけれども、ろんな施設があるわけでありますけれども、

こういう恵祥園だけ見てもこれだけの高齢者こういう恵祥園だけ見てもこれだけの高齢者こういう恵祥園だけ見てもこれだけの高齢者こういう恵祥園だけ見てもこれだけの高齢者

に対しての負担がふえるということで、今後に対しての負担がふえるということで、今後に対しての負担がふえるということで、今後に対しての負担がふえるということで、今後

市長はどのような考えをお持ちなのか、恵祥市長はどのような考えをお持ちなのか、恵祥市長はどのような考えをお持ちなのか、恵祥市長はどのような考えをお持ちなのか、恵祥

園の居住費と食費についての内容についてお園の居住費と食費についての内容についてお園の居住費と食費についての内容についてお園の居住費と食費についての内容についてお

示しいただきたいと思います。示しいただきたいと思います。示しいただきたいと思います。示しいただきたいと思います。

また、要介護１と認定された軽度の方の対また、要介護１と認定された軽度の方の対また、要介護１と認定された軽度の方の対また、要介護１と認定された軽度の方の対

応についてでございますけれども、今回の介応についてでございますけれども、今回の介応についてでございますけれども、今回の介応についてでございますけれども、今回の介

護制度改正は予防サービスが特徴で導入され護制度改正は予防サービスが特徴で導入され護制度改正は予防サービスが特徴で導入され護制度改正は予防サービスが特徴で導入され

ていると聞いております。給付の抑制が目的ていると聞いております。給付の抑制が目的ていると聞いております。給付の抑制が目的ていると聞いております。給付の抑制が目的

でございまして、対象者は不安が広がっていでございまして、対象者は不安が広がっていでございまして、対象者は不安が広がっていでございまして、対象者は不安が広がってい

ると思われます。新しく導入された予防サーると思われます。新しく導入された予防サーると思われます。新しく導入された予防サーると思われます。新しく導入された予防サー

ビスは、この対応につきましては筋力トレービスは、この対応につきましては筋力トレービスは、この対応につきましては筋力トレービスは、この対応につきましては筋力トレー

ニングや口腔機能、かむとか飲むとか、そうニングや口腔機能、かむとか飲むとか、そうニングや口腔機能、かむとか飲むとか、そうニングや口腔機能、かむとか飲むとか、そう

いう人たちの向上や栄養改善などのサービスいう人たちの向上や栄養改善などのサービスいう人たちの向上や栄養改善などのサービスいう人たちの向上や栄養改善などのサービス

で対象者の状態悪化を防ぐのが目的だというで対象者の状態悪化を防ぐのが目的だというで対象者の状態悪化を防ぐのが目的だというで対象者の状態悪化を防ぐのが目的だという

ことを言われております。自治体は、それぞことを言われております。自治体は、それぞことを言われております。自治体は、それぞことを言われております。自治体は、それぞ

れ予防サービスの対応は取り組んでいるとはれ予防サービスの対応は取り組んでいるとはれ予防サービスの対応は取り組んでいるとはれ予防サービスの対応は取り組んでいるとは

思われますけれども、美唄市では予防サービ思われますけれども、美唄市では予防サービ思われますけれども、美唄市では予防サービ思われますけれども、美唄市では予防サービ

スの対応が十分に考えているとは思いますけスの対応が十分に考えているとは思いますけスの対応が十分に考えているとは思いますけスの対応が十分に考えているとは思いますけ

れども、高齢者が介護を受ける前の、いわゆれども、高齢者が介護を受ける前の、いわゆれども、高齢者が介護を受ける前の、いわゆれども、高齢者が介護を受ける前の、いわゆ

る予備軍の対応が必要だと思うんです。先日る予備軍の対応が必要だと思うんです。先日る予備軍の対応が必要だと思うんです。先日る予備軍の対応が必要だと思うんです。先日

私テレビで放映されておりましたので、見て私テレビで放映されておりましたので、見て私テレビで放映されておりましたので、見て私テレビで放映されておりましたので、見て

おりましたけれども、そんな大きな機具やマおりましたけれども、そんな大きな機具やマおりましたけれども、そんな大きな機具やマおりましたけれども、そんな大きな機具やマ

シーン、そういうものを使わないで身近な道シーン、そういうものを使わないで身近な道シーン、そういうものを使わないで身近な道シーン、そういうものを使わないで身近な道

具を使って高齢者に指導している映像を見て具を使って高齢者に指導している映像を見て具を使って高齢者に指導している映像を見て具を使って高齢者に指導している映像を見て

おりました。美唄市としても今後予備軍の高おりました。美唄市としても今後予備軍の高おりました。美唄市としても今後予備軍の高おりました。美唄市としても今後予備軍の高

齢者に対して老人クラブや町内会あるいは福齢者に対して老人クラブや町内会あるいは福齢者に対して老人クラブや町内会あるいは福齢者に対して老人クラブや町内会あるいは福

祉センターなどに呼びかけながら、健康的な祉センターなどに呼びかけながら、健康的な祉センターなどに呼びかけながら、健康的な祉センターなどに呼びかけながら、健康的な

お年寄りをつくっていくことだと思いますが、お年寄りをつくっていくことだと思いますが、お年寄りをつくっていくことだと思いますが、お年寄りをつくっていくことだと思いますが、

介護予備軍の予防対策についてどのような考介護予備軍の予防対策についてどのような考介護予備軍の予防対策についてどのような考介護予備軍の予防対策についてどのような考

えをお持ちなのか、お伺いをいたしたいと思えをお持ちなのか、お伺いをいたしたいと思えをお持ちなのか、お伺いをいたしたいと思えをお持ちなのか、お伺いをいたしたいと思

います。います。います。います。

これけさの新聞なんですけれども、生涯現これけさの新聞なんですけれども、生涯現これけさの新聞なんですけれども、生涯現これけさの新聞なんですけれども、生涯現

役でいることが高齢者の予防対策だというこ役でいることが高齢者の予防対策だというこ役でいることが高齢者の予防対策だというこ役でいることが高齢者の予防対策だというこ

とで、これは本州の長野県の佐久市というととで、これは本州の長野県の佐久市というととで、これは本州の長野県の佐久市というととで、これは本州の長野県の佐久市というと

ころで行政がやっているわけですけれども、ころで行政がやっているわけですけれども、ころで行政がやっているわけですけれども、ころで行政がやっているわけですけれども、

歌って体操して生涯現役でいた方がいいんだ歌って体操して生涯現役でいた方がいいんだ歌って体操して生涯現役でいた方がいいんだ歌って体操して生涯現役でいた方がいいんだ

ということを紹介しております。みんな楽しということを紹介しております。みんな楽しということを紹介しております。みんな楽しということを紹介しております。みんな楽し

く１、２、３、佐久は住みよい長寿の市などく１、２、３、佐久は住みよい長寿の市などく１、２、３、佐久は住みよい長寿の市などく１、２、３、佐久は住みよい長寿の市など

と市の魅力をアピールする作詞とかリズミカと市の魅力をアピールする作詞とかリズミカと市の魅力をアピールする作詞とかリズミカと市の魅力をアピールする作詞とかリズミカ

ルな口ずさみで、そんなメロディーで行政がルな口ずさみで、そんなメロディーで行政がルな口ずさみで、そんなメロディーで行政がルな口ずさみで、そんなメロディーで行政が



－ －112112112112

先導してやっているという話を聞いています。先導してやっているという話を聞いています。先導してやっているという話を聞いています。先導してやっているという話を聞いています。

これは、高齢者だけでなくて子どもや中高年これは、高齢者だけでなくて子どもや中高年これは、高齢者だけでなくて子どもや中高年これは、高齢者だけでなくて子どもや中高年

のいる家庭でも体操が目標になったなど好評のいる家庭でも体操が目標になったなど好評のいる家庭でも体操が目標になったなど好評のいる家庭でも体操が目標になったなど好評

を得て、大変すばらしいことだということでを得て、大変すばらしいことだということでを得て、大変すばらしいことだということでを得て、大変すばらしいことだということで

地元では評価しているそうです。市は、元気地元では評価しているそうです。市は、元気地元では評価しているそうです。市は、元気地元では評価しているそうです。市は、元気

なお年寄りになるためにも高齢者だけでなく、なお年寄りになるためにも高齢者だけでなく、なお年寄りになるためにも高齢者だけでなく、なお年寄りになるためにも高齢者だけでなく、

老若男女みんなで介護予防に取り組まなくて老若男女みんなで介護予防に取り組まなくて老若男女みんなで介護予防に取り組まなくて老若男女みんなで介護予防に取り組まなくて

はならない。覚えやすさや動きやすさ、楽しはならない。覚えやすさや動きやすさ、楽しはならない。覚えやすさや動きやすさ、楽しはならない。覚えやすさや動きやすさ、楽し

さを追求しながら取り組むこと、市民全部こさを追求しながら取り組むこと、市民全部こさを追求しながら取り組むこと、市民全部こさを追求しながら取り組むこと、市民全部こ

ぞってやることが元気なお年寄りをつくる目ぞってやることが元気なお年寄りをつくる目ぞってやることが元気なお年寄りをつくる目ぞってやることが元気なお年寄りをつくる目

的ではないかなと、こう私も思います。的ではないかなと、こう私も思います。的ではないかなと、こう私も思います。的ではないかなと、こう私も思います。

それと、少子高齢化、男女共同参画社会にそれと、少子高齢化、男女共同参画社会にそれと、少子高齢化、男女共同参画社会にそれと、少子高齢化、男女共同参画社会に

ついて再度質問を申し上げます。ついて再度質問を申し上げます。ついて再度質問を申し上げます。ついて再度質問を申し上げます。

１点目は、美唄市が直面している最も大き１点目は、美唄市が直面している最も大き１点目は、美唄市が直面している最も大き１点目は、美唄市が直面している最も大き

な問題は少子高齢化であると思うんです。こな問題は少子高齢化であると思うんです。こな問題は少子高齢化であると思うんです。こな問題は少子高齢化であると思うんです。こ

のことは、社会の低下や社会保障費の増大、のことは、社会の低下や社会保障費の増大、のことは、社会の低下や社会保障費の増大、のことは、社会の低下や社会保障費の増大、

要介護者の増加など、さまざまな問題が引き要介護者の増加など、さまざまな問題が引き要介護者の増加など、さまざまな問題が引き要介護者の増加など、さまざまな問題が引き

起こしております。育児や介護の女性の仕事起こしております。育児や介護の女性の仕事起こしております。育児や介護の女性の仕事起こしております。育児や介護の女性の仕事

といった従来の考え方では、少子高齢化に伴といった従来の考え方では、少子高齢化に伴といった従来の考え方では、少子高齢化に伴といった従来の考え方では、少子高齢化に伴

う諸課題は解決することはできないと思いまう諸課題は解決することはできないと思いまう諸課題は解決することはできないと思いまう諸課題は解決することはできないと思いま

す。男性は仕事、女性は家事という伝統的な、す。男性は仕事、女性は家事という伝統的な、す。男性は仕事、女性は家事という伝統的な、す。男性は仕事、女性は家事という伝統的な、

かつ固定的な性別役割を拡幅し、少子高齢化かつ固定的な性別役割を拡幅し、少子高齢化かつ固定的な性別役割を拡幅し、少子高齢化かつ固定的な性別役割を拡幅し、少子高齢化

の問題を男女がともに考えながら協力し合うの問題を男女がともに考えながら協力し合うの問題を男女がともに考えながら協力し合うの問題を男女がともに考えながら協力し合う

男女共同参画社会の実現をすることが大切だ男女共同参画社会の実現をすることが大切だ男女共同参画社会の実現をすることが大切だ男女共同参画社会の実現をすることが大切だ

と思います。と思います。と思います。と思います。

２点目は、男女共同参画社会の実現を阻む２点目は、男女共同参画社会の実現を阻む２点目は、男女共同参画社会の実現を阻む２点目は、男女共同参画社会の実現を阻む

ものとして、１つは、仕事をしながら育児、ものとして、１つは、仕事をしながら育児、ものとして、１つは、仕事をしながら育児、ものとして、１つは、仕事をしながら育児、

介護ができる環境が十分に整っていない。そ介護ができる環境が十分に整っていない。そ介護ができる環境が十分に整っていない。そ介護ができる環境が十分に整っていない。そ

れから、働く女性がふえる中で保育園のあきれから、働く女性がふえる中で保育園のあきれから、働く女性がふえる中で保育園のあきれから、働く女性がふえる中で保育園のあき

がないと。がないと。がないと。がないと。

また、男性が育児介護にかかわることに理また、男性が育児介護にかかわることに理また、男性が育児介護にかかわることに理また、男性が育児介護にかかわることに理

解や支援体制が進んでいないことなど書かれ解や支援体制が進んでいないことなど書かれ解や支援体制が進んでいないことなど書かれ解や支援体制が進んでいないことなど書かれ

ております。ております。ております。ております。

２つは、育児介護に対する不安や負担が増２つは、育児介護に対する不安や負担が増２つは、育児介護に対する不安や負担が増２つは、育児介護に対する不安や負担が増

大していること。核家族やコミュニティーの大していること。核家族やコミュニティーの大していること。核家族やコミュニティーの大していること。核家族やコミュニティーの

希薄化で相談している人が少ない。育児ノイ希薄化で相談している人が少ない。育児ノイ希薄化で相談している人が少ない。育児ノイ希薄化で相談している人が少ない。育児ノイ

ローゼや児童虐待がふえている原因があるとローゼや児童虐待がふえている原因があるとローゼや児童虐待がふえている原因があるとローゼや児童虐待がふえている原因があると

考えられることであります。考えられることであります。考えられることであります。考えられることであります。

３つは、古い男女観が依然として根強く残３つは、古い男女観が依然として根強く残３つは、古い男女観が依然として根強く残３つは、古い男女観が依然として根強く残

っている。仕事上の機会均等が進んでも家庭っている。仕事上の機会均等が進んでも家庭っている。仕事上の機会均等が進んでも家庭っている。仕事上の機会均等が進んでも家庭

における役割分担が依然として女性が仕事、における役割分担が依然として女性が仕事、における役割分担が依然として女性が仕事、における役割分担が依然として女性が仕事、

家事の両方を負担することである。こういう家事の両方を負担することである。こういう家事の両方を負担することである。こういう家事の両方を負担することである。こういう

ことが言われております。ことが言われております。ことが言われております。ことが言われております。

３点目は、男女共同参画社会づくりに向け３点目は、男女共同参画社会づくりに向け３点目は、男女共同参画社会づくりに向け３点目は、男女共同参画社会づくりに向け

ては、１つは、男女が助け合う社会づくりにては、１つは、男女が助け合う社会づくりにては、１つは、男女が助け合う社会づくりにては、１つは、男女が助け合う社会づくりに

は育児、介護と仕事の両立を支援する体制をは育児、介護と仕事の両立を支援する体制をは育児、介護と仕事の両立を支援する体制をは育児、介護と仕事の両立を支援する体制を

築くことである。行政は、必要な施設の多様築くことである。行政は、必要な施設の多様築くことである。行政は、必要な施設の多様築くことである。行政は、必要な施設の多様

化と充実を図る必要があると言っております。化と充実を図る必要があると言っております。化と充実を図る必要があると言っております。化と充実を図る必要があると言っております。

介護サービスの新規参入を促進し、サービス介護サービスの新規参入を促進し、サービス介護サービスの新規参入を促進し、サービス介護サービスの新規参入を促進し、サービス

の向上を図ること。男性の育児休暇の取得やの向上を図ること。男性の育児休暇の取得やの向上を図ること。男性の育児休暇の取得やの向上を図ること。男性の育児休暇の取得や

労働時間の短縮を可能にする条件を整備する労働時間の短縮を可能にする条件を整備する労働時間の短縮を可能にする条件を整備する労働時間の短縮を可能にする条件を整備する

こと。こと。こと。こと。

２つは、育児、介護に関する情報を広く提２つは、育児、介護に関する情報を広く提２つは、育児、介護に関する情報を広く提２つは、育児、介護に関する情報を広く提

供し、不安解消のため関連情報の提供と相談供し、不安解消のため関連情報の提供と相談供し、不安解消のため関連情報の提供と相談供し、不安解消のため関連情報の提供と相談

窓口の充実を図り、母親クラブや子育て支援窓口の充実を図り、母親クラブや子育て支援窓口の充実を図り、母親クラブや子育て支援窓口の充実を図り、母親クラブや子育て支援

センターの充実に努める。センターの充実に努める。センターの充実に努める。センターの充実に努める。

３つは、性差別や偏見のない社会づくりを３つは、性差別や偏見のない社会づくりを３つは、性差別や偏見のない社会づくりを３つは、性差別や偏見のない社会づくりを

すること。育児、介護にいかなる支援体制をすること。育児、介護にいかなる支援体制をすること。育児、介護にいかなる支援体制をすること。育児、介護にいかなる支援体制を

つくろうとも意識改革が伴わなければ効果はつくろうとも意識改革が伴わなければ効果はつくろうとも意識改革が伴わなければ効果はつくろうとも意識改革が伴わなければ効果は

期待できない。そのためには、学校や地域社期待できない。そのためには、学校や地域社期待できない。そのためには、学校や地域社期待できない。そのためには、学校や地域社

会において啓発活動を行わなければならない会において啓発活動を行わなければならない会において啓発活動を行わなければならない会において啓発活動を行わなければならない

と思います。と思います。と思います。と思います。

４点目は、ともに支え合う豊かな社会を築４点目は、ともに支え合う豊かな社会を築４点目は、ともに支え合う豊かな社会を築４点目は、ともに支え合う豊かな社会を築

くには、地域において子どもの健やかな成長くには、地域において子どもの健やかな成長くには、地域において子どもの健やかな成長くには、地域において子どもの健やかな成長

と高齢者の充実した生活を実現することであと高齢者の充実した生活を実現することであと高齢者の充実した生活を実現することであと高齢者の充実した生活を実現することであ

る。そのためには、男女が役割と責任をしっる。そのためには、男女が役割と責任をしっる。そのためには、男女が役割と責任をしっる。そのためには、男女が役割と責任をしっ

かりと分かち合わなければならない。このよかりと分かち合わなければならない。このよかりと分かち合わなければならない。このよかりと分かち合わなければならない。このよ

うな状態においては、行政の果たす役割は大うな状態においては、行政の果たす役割は大うな状態においては、行政の果たす役割は大うな状態においては、行政の果たす役割は大
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変大きいと思います。私は、行政を担う職員変大きいと思います。私は、行政を担う職員変大きいと思います。私は、行政を担う職員変大きいと思います。私は、行政を担う職員

はみずからも意識啓発に努め、男女がともにはみずからも意識啓発に努め、男女がともにはみずからも意識啓発に努め、男女がともにはみずからも意識啓発に努め、男女がともに

支え合う社会づくりの実現に精いっぱいの努支え合う社会づくりの実現に精いっぱいの努支え合う社会づくりの実現に精いっぱいの努支え合う社会づくりの実現に精いっぱいの努

力が必要と思われます。力が必要と思われます。力が必要と思われます。力が必要と思われます。

この中に国の目標値があるんですけれども、この中に国の目標値があるんですけれども、この中に国の目標値があるんですけれども、この中に国の目標値があるんですけれども、

これは新聞に出ておりました。今年度より５これは新聞に出ておりました。今年度より５これは新聞に出ておりました。今年度より５これは新聞に出ておりました。今年度より５

年間の少子化対策計画ということで、全国の年間の少子化対策計画ということで、全国の年間の少子化対策計画ということで、全国の年間の少子化対策計画ということで、全国の

すべての企業に対して育児休業制度の導入をすべての企業に対して育児休業制度の導入をすべての企業に対して育児休業制度の導入をすべての企業に対して育児休業制度の導入を

し、長時間労働者を１割削減すること。このし、長時間労働者を１割削減すること。このし、長時間労働者を１割削減すること。このし、長時間労働者を１割削減すること。この

中で重点課題として、１つは若者の自立のた中で重点課題として、１つは若者の自立のた中で重点課題として、１つは若者の自立のた中で重点課題として、１つは若者の自立のた

くましい子どもの成長、２つは仕事と家庭のくましい子どもの成長、２つは仕事と家庭のくましい子どもの成長、２つは仕事と家庭のくましい子どもの成長、２つは仕事と家庭の

両立支援と働き方の見直し、３つは生命の大両立支援と働き方の見直し、３つは生命の大両立支援と働き方の見直し、３つは生命の大両立支援と働き方の見直し、３つは生命の大

切さ、家庭の役割の理解、４つは子育ての新切さ、家庭の役割の理解、４つは子育ての新切さ、家庭の役割の理解、４つは子育ての新切さ、家庭の役割の理解、４つは子育ての新

たな支え合いと連帯、通年で年次有給休暇取たな支え合いと連帯、通年で年次有給休暇取たな支え合いと連帯、通年で年次有給休暇取たな支え合いと連帯、通年で年次有給休暇取

得率を55％以上に引き上げるということが言得率を55％以上に引き上げるということが言得率を55％以上に引き上げるということが言得率を55％以上に引き上げるということが言

われております。われております。われております。われております。

また、10年後の育児休業取得率を父親は10また、10年後の育児休業取得率を父親は10また、10年後の育児休業取得率を父親は10また、10年後の育児休業取得率を父親は10

％、母親は80％に高める。％、母親は80％に高める。％、母親は80％に高める。％、母親は80％に高める。

また、育児相談のできる支援拠点や親が急また、育児相談のできる支援拠点や親が急また、育児相談のできる支援拠点や親が急また、育児相談のできる支援拠点や親が急

病などのときに一時的に子どもを預けること病などのときに一時的に子どもを預けること病などのときに一時的に子どもを預けること病などのときに一時的に子どもを預けること

ができる場所をふやすこと。ができる場所をふやすこと。ができる場所をふやすこと。ができる場所をふやすこと。

また、虐待防止ネットワークの設置などがまた、虐待防止ネットワークの設置などがまた、虐待防止ネットワークの設置などがまた、虐待防止ネットワークの設置などが

書かれております。書かれております。書かれております。書かれております。

また、これに沿って道も子育て支援条例のまた、これに沿って道も子育て支援条例のまた、これに沿って道も子育て支援条例のまた、これに沿って道も子育て支援条例の

計画を設置しております。これは、昨年の10計画を設置しております。これは、昨年の10計画を設置しております。これは、昨年の10計画を設置しております。これは、昨年の10

月に施行しておりますが、子どもの未来づく月に施行しておりますが、子どもの未来づく月に施行しておりますが、子どもの未来づく月に施行しておりますが、子どもの未来づく

りのための少子化対策推進条例、「我が子でりのための少子化対策推進条例、「我が子でりのための少子化対策推進条例、「我が子でりのための少子化対策推進条例、「我が子で

なくても子どもをしかりつける頑固おやじのなくても子どもをしかりつける頑固おやじのなくても子どもをしかりつける頑固おやじのなくても子どもをしかりつける頑固おやじの

復活」という題名で書かれております。この復活」という題名で書かれております。この復活」という題名で書かれております。この復活」という題名で書かれております。この

素案は、子育てを地域全体で支え、安心感の素案は、子育てを地域全体で支え、安心感の素案は、子育てを地域全体で支え、安心感の素案は、子育てを地域全体で支え、安心感の

ある子育て環境を整えることで、少子化の歯ある子育て環境を整えることで、少子化の歯ある子育て環境を整えることで、少子化の歯ある子育て環境を整えることで、少子化の歯

どめ対策だと言われております。どめ対策だと言われております。どめ対策だと言われております。どめ対策だと言われております。

素案としては、１つ、少子化対策や子育て素案としては、１つ、少子化対策や子育て素案としては、１つ、少子化対策や子育て素案としては、１つ、少子化対策や子育て

支援体制の充実、２つは雇用環境の整備など、支援体制の充実、２つは雇用環境の整備など、支援体制の充実、２つは雇用環境の整備など、支援体制の充実、２つは雇用環境の整備など、

この中で地域住民や子育て経験者が子育てをこの中で地域住民や子育て経験者が子育てをこの中で地域住民や子育て経験者が子育てをこの中で地域住民や子育て経験者が子育てを

支援するせわずき・せわやき隊の設置や子ど支援するせわずき・せわやき隊の設置や子ど支援するせわずき・せわやき隊の設置や子ど支援するせわずき・せわやき隊の設置や子ど

もや親子に声をかけ、育児の孤独化を防ぐ子もや親子に声をかけ、育児の孤独化を防ぐ子もや親子に声をかけ、育児の孤独化を防ぐ子もや親子に声をかけ、育児の孤独化を防ぐ子

ども未来づくり運動の推進など書かれておりども未来づくり運動の推進など書かれておりども未来づくり運動の推進など書かれておりども未来づくり運動の推進など書かれており

ます。こんなことは昔当たり前だったんです。ます。こんなことは昔当たり前だったんです。ます。こんなことは昔当たり前だったんです。ます。こんなことは昔当たり前だったんです。

我々は、悪いことをすると、地域の子ども、我々は、悪いことをすると、地域の子ども、我々は、悪いことをすると、地域の子ども、我々は、悪いことをすると、地域の子ども、

自分の子どもだけじゃなくてもしかりつけた自分の子どもだけじゃなくてもしかりつけた自分の子どもだけじゃなくてもしかりつけた自分の子どもだけじゃなくてもしかりつけた

ものなんです。それがいま条例として出されものなんです。それがいま条例として出されものなんです。それがいま条例として出されものなんです。それがいま条例として出され

ているんです。さらには、延長保育や夜間保ているんです。さらには、延長保育や夜間保ているんです。さらには、延長保育や夜間保ているんです。さらには、延長保育や夜間保

育など保育サービスの充実。もう１つは、子育など保育サービスの充実。もう１つは、子育など保育サービスの充実。もう１つは、子育など保育サービスの充実。もう１つは、子

育てへの経済的負担軽減のため乳幼児医療給育てへの経済的負担軽減のため乳幼児医療給育てへの経済的負担軽減のため乳幼児医療給育てへの経済的負担軽減のため乳幼児医療給

付事業の医療費の助成。もう１つは、子ども付事業の医療費の助成。もう１つは、子ども付事業の医療費の助成。もう１つは、子ども付事業の医療費の助成。もう１つは、子ども

未来づくり審議会の設置、子どもたちの意見未来づくり審議会の設置、子どもたちの意見未来づくり審議会の設置、子どもたちの意見未来づくり審議会の設置、子どもたちの意見

を直接反映させるため、小学生の高学年以上を直接反映させるため、小学生の高学年以上を直接反映させるため、小学生の高学年以上を直接反映させるため、小学生の高学年以上

の子どもたちに参加をしてもらう。このようの子どもたちに参加をしてもらう。このようの子どもたちに参加をしてもらう。このようの子どもたちに参加をしてもらう。このよう

なことが書かれております。このことから、なことが書かれております。このことから、なことが書かれております。このことから、なことが書かれております。このことから、

少子高齢化と男女共同参画社会について市長少子高齢化と男女共同参画社会について市長少子高齢化と男女共同参画社会について市長少子高齢化と男女共同参画社会について市長

の考えをいま１度お伺いをいたしたいと思いの考えをいま１度お伺いをいたしたいと思いの考えをいま１度お伺いをいたしたいと思いの考えをいま１度お伺いをいたしたいと思い

ます。ます。ます。ます。

それと、特色ある農業の政策についてです。それと、特色ある農業の政策についてです。それと、特色ある農業の政策についてです。それと、特色ある農業の政策についてです。

美唄市の農業政策で特色のある農業を質問と美唄市の農業政策で特色のある農業を質問と美唄市の農業政策で特色のある農業を質問と美唄市の農業政策で特色のある農業を質問と

いたしましたが、市長の答弁では私、標準的いたしましたが、市長の答弁では私、標準的いたしましたが、市長の答弁では私、標準的いたしましたが、市長の答弁では私、標準的

な答弁かなと思っております。私質問の中でな答弁かなと思っております。私質問の中でな答弁かなと思っております。私質問の中でな答弁かなと思っております。私質問の中で

申していることは、美唄市は水田地帯で、環申していることは、美唄市は水田地帯で、環申していることは、美唄市は水田地帯で、環申していることは、美唄市は水田地帯で、環

境によいところが特色なんです。環境保全型境によいところが特色なんです。環境保全型境によいところが特色なんです。環境保全型境によいところが特色なんです。環境保全型

農業の促進とはあるものの、一昨年ラムサー農業の促進とはあるものの、一昨年ラムサー農業の促進とはあるものの、一昨年ラムサー農業の促進とはあるものの、一昨年ラムサー

ル条約で締結された宮島沼やアルテピアッツル条約で締結された宮島沼やアルテピアッツル条約で締結された宮島沼やアルテピアッツル条約で締結された宮島沼やアルテピアッツ

ァ美唄、また自然エネルギー研究会が取り組ァ美唄、また自然エネルギー研究会が取り組ァ美唄、また自然エネルギー研究会が取り組ァ美唄、また自然エネルギー研究会が取り組

んでいる雪をテーマにした雪蔵米やハーブをんでいる雪をテーマにした雪蔵米やハーブをんでいる雪をテーマにした雪蔵米やハーブをんでいる雪をテーマにした雪蔵米やハーブを

取り入れている香りの畦みちハーブ米など、取り入れている香りの畦みちハーブ米など、取り入れている香りの畦みちハーブ米など、取り入れている香りの畦みちハーブ米など、

クリーン農業に力を入れ、北のクリーン農産クリーン農業に力を入れ、北のクリーン農産クリーン農業に力を入れ、北のクリーン農産クリーン農業に力を入れ、北のクリーン農産

物表示制度というのが道にあるんですけれど物表示制度というのが道にあるんですけれど物表示制度というのが道にあるんですけれど物表示制度というのが道にあるんですけれど

も、通称ＹＥＳ！ｃｌｅａｎと言われておりも、通称ＹＥＳ！ｃｌｅａｎと言われておりも、通称ＹＥＳ！ｃｌｅａｎと言われておりも、通称ＹＥＳ！ｃｌｅａｎと言われており

ます。北海道の自然条件を背景に有機物の施ます。北海道の自然条件を背景に有機物の施ます。北海道の自然条件を背景に有機物の施ます。北海道の自然条件を背景に有機物の施
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設などによる土づくりと化学肥料や化学合成設などによる土づくりと化学肥料や化学合成設などによる土づくりと化学肥料や化学合成設などによる土づくりと化学肥料や化学合成

農薬の使用を最小限に抑えた栽培の取り組み農薬の使用を最小限に抑えた栽培の取り組み農薬の使用を最小限に抑えた栽培の取り組み農薬の使用を最小限に抑えた栽培の取り組み

など、環境と調和に配慮して安全、安心の良など、環境と調和に配慮して安全、安心の良など、環境と調和に配慮して安全、安心の良など、環境と調和に配慮して安全、安心の良

質な農産物の生産を進める農業がクリーン農質な農産物の生産を進める農業がクリーン農質な農産物の生産を進める農業がクリーン農質な農産物の生産を進める農業がクリーン農

業だということなんです。現在北海道のＹＥ業だということなんです。現在北海道のＹＥ業だということなんです。現在北海道のＹＥ業だということなんです。現在北海道のＹＥ

Ｓ！ｃｌｅａｎに246の生産集団が認証されてＳ！ｃｌｅａｎに246の生産集団が認証されてＳ！ｃｌｅａｎに246の生産集団が認証されてＳ！ｃｌｅａｎに246の生産集団が認証されて

いるそうであります。平成16年、昨年ですけいるそうであります。平成16年、昨年ですけいるそうであります。平成16年、昨年ですけいるそうであります。平成16年、昨年ですけ

れども、峰延農協の香りの畦みちハーブ米生れども、峰延農協の香りの畦みちハーブ米生れども、峰延農協の香りの畦みちハーブ米生れども、峰延農協の香りの畦みちハーブ米生

産部会が登録されたわけであります。今後ま産部会が登録されたわけであります。今後ま産部会が登録されたわけであります。今後ま産部会が登録されたわけであります。今後ま

すます環境との調和に配慮した安全で良質なすます環境との調和に配慮した安全で良質なすます環境との調和に配慮した安全で良質なすます環境との調和に配慮した安全で良質な

農産物の供給が求められていると思います。農産物の供給が求められていると思います。農産物の供給が求められていると思います。農産物の供給が求められていると思います。

このことから、食の安全、安心に関する消費このことから、食の安全、安心に関する消費このことから、食の安全、安心に関する消費このことから、食の安全、安心に関する消費

者の信頼をかち取っていかなければならない者の信頼をかち取っていかなければならない者の信頼をかち取っていかなければならない者の信頼をかち取っていかなければならない

と私は思います。私は、そのために美唄の農と私は思います。私は、そのために美唄の農と私は思います。私は、そのために美唄の農と私は思います。私は、そのために美唄の農

業は環境がテーマではないかなと思うんです業は環境がテーマではないかなと思うんです業は環境がテーマではないかなと思うんです業は環境がテーマではないかなと思うんです

けれども、市長は美唄の農業についてどのよけれども、市長は美唄の農業についてどのよけれども、市長は美唄の農業についてどのよけれども、市長は美唄の農業についてどのよ

うな考えなのか、もう１度お伺いをいたしたうな考えなのか、もう１度お伺いをいたしたうな考えなのか、もう１度お伺いをいたしたうな考えなのか、もう１度お伺いをいたした

いと思います。いと思います。いと思います。いと思います。

もう１つ、小規模農家の対応についてでごもう１つ、小規模農家の対応についてでごもう１つ、小規模農家の対応についてでごもう１つ、小規模農家の対応についてでご

ざいます。最近の新聞報道によりますと、新ざいます。最近の新聞報道によりますと、新ざいます。最近の新聞報道によりますと、新ざいます。最近の新聞報道によりますと、新

農業計画を懸念し、農業生産の指針となる新農業計画を懸念し、農業生産の指針となる新農業計画を懸念し、農業生産の指針となる新農業計画を懸念し、農業生産の指針となる新

たな食料・農業・農村基本計画で農業補助金たな食料・農業・農村基本計画で農業補助金たな食料・農業・農村基本計画で農業補助金たな食料・農業・農村基本計画で農業補助金

の対象要件を道内に多い大規模農家に絞り込の対象要件を道内に多い大規模農家に絞り込の対象要件を道内に多い大規模農家に絞り込の対象要件を道内に多い大規模農家に絞り込

むことについて否定的な考えだと言われておむことについて否定的な考えだと言われておむことについて否定的な考えだと言われておむことについて否定的な考えだと言われてお

ります。小規模農家にも対処しなければ、農ります。小規模農家にも対処しなければ、農ります。小規模農家にも対処しなければ、農ります。小規模農家にも対処しなければ、農

村環境が崩壊すると言われております。私も村環境が崩壊すると言われております。私も村環境が崩壊すると言われております。私も村環境が崩壊すると言われております。私も

そのとおりだと思っております。美唄市は、そのとおりだと思っております。美唄市は、そのとおりだと思っております。美唄市は、そのとおりだと思っております。美唄市は、

農業には恵まれた自然環境や地域資源をいか農業には恵まれた自然環境や地域資源をいか農業には恵まれた自然環境や地域資源をいか農業には恵まれた自然環境や地域資源をいか

したクリーンな米どころであります。小規模したクリーンな米どころであります。小規模したクリーンな米どころであります。小規模したクリーンな米どころであります。小規模

農家の経営体では、単独で取り組むのは無理農家の経営体では、単独で取り組むのは無理農家の経営体では、単独で取り組むのは無理農家の経営体では、単独で取り組むのは無理

かと思います。共同による経営を模索しながかと思います。共同による経営を模索しながかと思います。共同による経営を模索しながかと思います。共同による経営を模索しなが

ら、高収益作物の導入や担い手などの委託やら、高収益作物の導入や担い手などの委託やら、高収益作物の導入や担い手などの委託やら、高収益作物の導入や担い手などの委託や

労働提供などを視野に入れながら今後考える労働提供などを視野に入れながら今後考える労働提供などを視野に入れながら今後考える労働提供などを視野に入れながら今後考える

必要があるんではないかと思います。美唄市必要があるんではないかと思います。美唄市必要があるんではないかと思います。美唄市必要があるんではないかと思います。美唄市

の農業は、今後担い手の減少、高齢化、過疎の農業は、今後担い手の減少、高齢化、過疎の農業は、今後担い手の減少、高齢化、過疎の農業は、今後担い手の減少、高齢化、過疎

化の進行、地域経済の低迷など、生産力や活化の進行、地域経済の低迷など、生産力や活化の進行、地域経済の低迷など、生産力や活化の進行、地域経済の低迷など、生産力や活

力が低下していくと思います。このような情力が低下していくと思います。このような情力が低下していくと思います。このような情力が低下していくと思います。このような情

勢や今後の変化に的確に対応していくことだ勢や今後の変化に的確に対応していくことだ勢や今後の変化に的確に対応していくことだ勢や今後の変化に的確に対応していくことだ

と思います。そのためには、地域の条件に応と思います。そのためには、地域の条件に応と思います。そのためには、地域の条件に応と思います。そのためには、地域の条件に応

じた最も効率的な組み合わせ、最大の所得のじた最も効率的な組み合わせ、最大の所得のじた最も効率的な組み合わせ、最大の所得のじた最も効率的な組み合わせ、最大の所得の

確保と創意工夫をいかした農業経営の展開が確保と創意工夫をいかした農業経営の展開が確保と創意工夫をいかした農業経営の展開が確保と創意工夫をいかした農業経営の展開が

図られるシステムを進めるべきではないかな図られるシステムを進めるべきではないかな図られるシステムを進めるべきではないかな図られるシステムを進めるべきではないかな

と思います。そのために消費者ニーズに即しと思います。そのために消費者ニーズに即しと思います。そのために消費者ニーズに即しと思います。そのために消費者ニーズに即し

た農産物の生産拡大と流通販売体制の確立をた農産物の生産拡大と流通販売体制の確立をた農産物の生産拡大と流通販売体制の確立をた農産物の生産拡大と流通販売体制の確立を

図り、農産物直売所を通じて地産地消の促進、図り、農産物直売所を通じて地産地消の促進、図り、農産物直売所を通じて地産地消の促進、図り、農産物直売所を通じて地産地消の促進、

食品産業との連携、流通販売力の向上などが食品産業との連携、流通販売力の向上などが食品産業との連携、流通販売力の向上などが食品産業との連携、流通販売力の向上などが

必要であると思います。小規模農家は、小回必要であると思います。小規模農家は、小回必要であると思います。小規模農家は、小回必要であると思います。小規模農家は、小回

りもきく対応ができます。そのためには、情りもきく対応ができます。そのためには、情りもきく対応ができます。そのためには、情りもきく対応ができます。そのためには、情

報を提供できるシステムが必要であります。報を提供できるシステムが必要であります。報を提供できるシステムが必要であります。報を提供できるシステムが必要であります。

このような小規模農家の気持ちを大切にしなこのような小規模農家の気持ちを大切にしなこのような小規模農家の気持ちを大切にしなこのような小規模農家の気持ちを大切にしな

がら、美唄の基幹産業を守っていくことが大がら、美唄の基幹産業を守っていくことが大がら、美唄の基幹産業を守っていくことが大がら、美唄の基幹産業を守っていくことが大

切だと思いますが、市長の考えをいま１度お切だと思いますが、市長の考えをいま１度お切だと思いますが、市長の考えをいま１度お切だと思いますが、市長の考えをいま１度お

伺いいたしたいと思います。伺いいたしたいと思います。伺いいたしたいと思います。伺いいたしたいと思います。

もう１つは、建設業の農業に関連する、企もう１つは、建設業の農業に関連する、企もう１つは、建設業の農業に関連する、企もう１つは、建設業の農業に関連する、企

業に関連する参入についてでございます。美業に関連する参入についてでございます。美業に関連する参入についてでございます。美業に関連する参入についてでございます。美

唄市の公共事業の発注状況の答弁資料を見ま唄市の公共事業の発注状況の答弁資料を見ま唄市の公共事業の発注状況の答弁資料を見ま唄市の公共事業の発注状況の答弁資料を見ま

すと、平成12年度から15年度の発注件数は年すと、平成12年度から15年度の発注件数は年すと、平成12年度から15年度の発注件数は年すと、平成12年度から15年度の発注件数は年

々減っております。初めの答弁見ますると、々減っております。初めの答弁見ますると、々減っております。初めの答弁見ますると、々減っております。初めの答弁見ますると、

総体的には12年度から16年度まではかなりの総体的には12年度から16年度まではかなりの総体的には12年度から16年度まではかなりの総体的には12年度から16年度まではかなりの

件数も減っておりますし、発注状況の金額も件数も減っておりますし、発注状況の金額も件数も減っておりますし、発注状況の金額も件数も減っておりますし、発注状況の金額も

減っております。土木ももちろんですし、建減っております。土木ももちろんですし、建減っております。土木ももちろんですし、建減っております。土木ももちろんですし、建

築工事については多少前後しております。水築工事については多少前後しております。水築工事については多少前後しております。水築工事については多少前後しております。水

道施設につきましては推移をしている状況に道施設につきましては推移をしている状況に道施設につきましては推移をしている状況に道施設につきましては推移をしている状況に

ありますが、いずれにいたしましても発注状ありますが、いずれにいたしましても発注状ありますが、いずれにいたしましても発注状ありますが、いずれにいたしましても発注状

況は減っているというのは間違いないと思い況は減っているというのは間違いないと思い況は減っているというのは間違いないと思い況は減っているというのは間違いないと思い

ます。最近公共工事が削減されたことで、建ます。最近公共工事が削減されたことで、建ます。最近公共工事が削減されたことで、建ます。最近公共工事が削減されたことで、建

設業界も昨年よりいろいろ検討してきており設業界も昨年よりいろいろ検討してきており設業界も昨年よりいろいろ検討してきており設業界も昨年よりいろいろ検討してきており

ます。道内でも本格的に農業に参入する動きます。道内でも本格的に農業に参入する動きます。道内でも本格的に農業に参入する動きます。道内でも本格的に農業に参入する動き
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が強まっている建設業者もあると思うんです。が強まっている建設業者もあると思うんです。が強まっている建設業者もあると思うんです。が強まっている建設業者もあると思うんです。

過日報道では、上川管内では建設加盟者が13過日報道では、上川管内では建設加盟者が13過日報道では、上川管内では建設加盟者が13過日報道では、上川管内では建設加盟者が13

社中６社が農業に参入計画がある。とりあえ社中６社が農業に参入計画がある。とりあえ社中６社が農業に参入計画がある。とりあえ社中６社が農業に参入計画がある。とりあえ

ず今年度は、トマト栽培に社員を送り、苗のず今年度は、トマト栽培に社員を送り、苗のず今年度は、トマト栽培に社員を送り、苗のず今年度は、トマト栽培に社員を送り、苗の

育て方から収穫まで技術の研修を重ね、明年育て方から収穫まで技術の研修を重ね、明年育て方から収穫まで技術の研修を重ね、明年育て方から収穫まで技術の研修を重ね、明年

度以降本格的に営農に入るとのことでありま度以降本格的に営農に入るとのことでありま度以降本格的に営農に入るとのことでありま度以降本格的に営農に入るとのことでありま

す。す。す。す。

また、農家の現状では高齢化により担い手また、農家の現状では高齢化により担い手また、農家の現状では高齢化により担い手また、農家の現状では高齢化により担い手

が減ってきておりますし、その点建設業界でが減ってきておりますし、その点建設業界でが減ってきておりますし、その点建設業界でが減ってきておりますし、その点建設業界で

は余剰人員を抱えており、まちとしてもお互は余剰人員を抱えており、まちとしてもお互は余剰人員を抱えており、まちとしてもお互は余剰人員を抱えており、まちとしてもお互

いのメリットがあります。支援していくこといのメリットがあります。支援していくこといのメリットがあります。支援していくこといのメリットがあります。支援していくこと

の考えが示されたようでありますが、上川地の考えが示されたようでありますが、上川地の考えが示されたようでありますが、上川地の考えが示されたようでありますが、上川地

域の皆さんです。本市においても今後水稲だ域の皆さんです。本市においても今後水稲だ域の皆さんです。本市においても今後水稲だ域の皆さんです。本市においても今後水稲だ

けではなくて転作野菜農家も多くなってくるけではなくて転作野菜農家も多くなってくるけではなくて転作野菜農家も多くなってくるけではなくて転作野菜農家も多くなってくる

ことから、どのような考え方を持っているのことから、どのような考え方を持っているのことから、どのような考え方を持っているのことから、どのような考え方を持っているの

か、また建設業だけでなく商工業からも食文か、また建設業だけでなく商工業からも食文か、また建設業だけでなく商工業からも食文か、また建設業だけでなく商工業からも食文

化について収益性の高い生産品と食につなが化について収益性の高い生産品と食につなが化について収益性の高い生産品と食につなが化について収益性の高い生産品と食につなが

る、つなげたい考えを持つ人がいるわけである、つなげたい考えを持つ人がいるわけである、つなげたい考えを持つ人がいるわけである、つなげたい考えを持つ人がいるわけであ

りますから、この先「農」についての考え方、りますから、この先「農」についての考え方、りますから、この先「農」についての考え方、りますから、この先「農」についての考え方、

「食」についての知識など、どのような視点「食」についての知識など、どのような視点「食」についての知識など、どのような視点「食」についての知識など、どのような視点

に立った考え方があるのか伺うものでありまに立った考え方があるのか伺うものでありまに立った考え方があるのか伺うものでありまに立った考え方があるのか伺うものでありま

す。す。す。す。

また、現在美唄市の業界や企業の中でこのまた、現在美唄市の業界や企業の中でこのまた、現在美唄市の業界や企業の中でこのまた、現在美唄市の業界や企業の中でこの

ような考えを持っている人がいるのかどうか。ような考えを持っている人がいるのかどうか。ような考えを持っている人がいるのかどうか。ような考えを持っている人がいるのかどうか。

私先日ある土建屋さんの社長に話しかけられ私先日ある土建屋さんの社長に話しかけられ私先日ある土建屋さんの社長に話しかけられ私先日ある土建屋さんの社長に話しかけられ

まして、公共事業はここ２、３年は何とか対まして、公共事業はここ２、３年は何とか対まして、公共事業はここ２、３年は何とか対まして、公共事業はここ２、３年は何とか対

応できるんだけども、先が見えないんだと、応できるんだけども、先が見えないんだと、応できるんだけども、先が見えないんだと、応できるんだけども、先が見えないんだと、

そんな相談を受けました。このように不安をそんな相談を受けました。このように不安をそんな相談を受けました。このように不安をそんな相談を受けました。このように不安を

抱く企業もありますことから、建設業が農業抱く企業もありますことから、建設業が農業抱く企業もありますことから、建設業が農業抱く企業もありますことから、建設業が農業

に参入できるシステムを考える必要はあるとに参入できるシステムを考える必要はあるとに参入できるシステムを考える必要はあるとに参入できるシステムを考える必要はあると

私は思いますが、市長の考えをお伺いいたし私は思いますが、市長の考えをお伺いいたし私は思いますが、市長の考えをお伺いいたし私は思いますが、市長の考えをお伺いいたし

たいと思います。たいと思います。たいと思います。たいと思います。

●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。●議長中西勇夫君 市長。

●市長桜井道夫君 矢部議員の再質問にお答●市長桜井道夫君 矢部議員の再質問にお答●市長桜井道夫君 矢部議員の再質問にお答●市長桜井道夫君 矢部議員の再質問にお答

えします。えします。えします。えします。

居住費と食費についてでありますが、居住居住費と食費についてでありますが、居住居住費と食費についてでありますが、居住居住費と食費についてでありますが、居住

費については居住環境の違いを考慮して、恵費については居住環境の違いを考慮して、恵費については居住環境の違いを考慮して、恵費については居住環境の違いを考慮して、恵

祥園のような３から４人部屋では電気代、水祥園のような３から４人部屋では電気代、水祥園のような３から４人部屋では電気代、水祥園のような３から４人部屋では電気代、水

道代等の光熱水費相当を、個室、ユニット型道代等の光熱水費相当を、個室、ユニット型道代等の光熱水費相当を、個室、ユニット型道代等の光熱水費相当を、個室、ユニット型

では減価償却費と光熱水費相当とされておりでは減価償却費と光熱水費相当とされておりでは減価償却費と光熱水費相当とされておりでは減価償却費と光熱水費相当とされており

ます。ます。ます。ます。

また、食費については、食材料費と調理員また、食費については、食材料費と調理員また、食費については、食材料費と調理員また、食費については、食材料費と調理員

の人件費等の調理コスト相当とされておりまの人件費等の調理コスト相当とされておりまの人件費等の調理コスト相当とされておりまの人件費等の調理コスト相当とされておりま

す。す。す。す。

次に、要介護状態に陥るおそれがある高齢次に、要介護状態に陥るおそれがある高齢次に、要介護状態に陥るおそれがある高齢次に、要介護状態に陥るおそれがある高齢

者への介護予防についてでありますが、制度者への介護予防についてでありますが、制度者への介護予防についてでありますが、制度者への介護予防についてでありますが、制度

改正では介護保険の対象とはならないこれら改正では介護保険の対象とはならないこれら改正では介護保険の対象とはならないこれら改正では介護保険の対象とはならないこれら

の方々への対策としまして、地域支援事業をの方々への対策としまして、地域支援事業をの方々への対策としまして、地域支援事業をの方々への対策としまして、地域支援事業を

創設し、高齢者人口の約５％程度を見込み、創設し、高齢者人口の約５％程度を見込み、創設し、高齢者人口の約５％程度を見込み、創設し、高齢者人口の約５％程度を見込み、

介護予防をしようとしております。介護予防をしようとしております。介護予防をしようとしております。介護予防をしようとしております。

この内容としましては、介護予防対象者のこの内容としましては、介護予防対象者のこの内容としましては、介護予防対象者のこの内容としましては、介護予防対象者の

スクリーニングの実施とその結果を踏まえ状スクリーニングの実施とその結果を踏まえ状スクリーニングの実施とその結果を踏まえ状スクリーニングの実施とその結果を踏まえ状

況に応じた各種の介護予防サービスを提供す況に応じた各種の介護予防サービスを提供す況に応じた各種の介護予防サービスを提供す況に応じた各種の介護予防サービスを提供す

ることしております。本市では、平成16年度ることしております。本市では、平成16年度ることしております。本市では、平成16年度ることしております。本市では、平成16年度

に介護予防支援システムを導入し、この事業に介護予防支援システムを導入し、この事業に介護予防支援システムを導入し、この事業に介護予防支援システムを導入し、この事業

を先行的に取り組み、転倒予防や栄養指導なを先行的に取り組み、転倒予防や栄養指導なを先行的に取り組み、転倒予防や栄養指導なを先行的に取り組み、転倒予防や栄養指導な

どのサービスを提供しているところであり、どのサービスを提供しているところであり、どのサービスを提供しているところであり、どのサービスを提供しているところであり、

今後拡充しながら事業展開していく考えでご今後拡充しながら事業展開していく考えでご今後拡充しながら事業展開していく考えでご今後拡充しながら事業展開していく考えでご

ざいます。ざいます。ざいます。ざいます。

次に、少子化対策等についてでありますが、次に、少子化対策等についてでありますが、次に、少子化対策等についてでありますが、次に、少子化対策等についてでありますが、

少子化対策、子育て支援、男女共同参画は国、少子化対策、子育て支援、男女共同参画は国、少子化対策、子育て支援、男女共同参画は国、少子化対策、子育て支援、男女共同参画は国、

道、地方公共団体が近々に取り組まなければ道、地方公共団体が近々に取り組まなければ道、地方公共団体が近々に取り組まなければ道、地方公共団体が近々に取り組まなければ

ならない21世紀における重要な課題であるとならない21世紀における重要な課題であるとならない21世紀における重要な課題であるとならない21世紀における重要な課題であると

私なりに認識しております。社会全体で仕事私なりに認識しております。社会全体で仕事私なりに認識しております。社会全体で仕事私なりに認識しております。社会全体で仕事

と家庭の両立や子育てを支援することが大変と家庭の両立や子育てを支援することが大変と家庭の両立や子育てを支援することが大変と家庭の両立や子育てを支援することが大変

重要でありますし、家庭においては家事や育重要でありますし、家庭においては家事や育重要でありますし、家庭においては家事や育重要でありますし、家庭においては家事や育

児などを協力し合うことが大事なことである児などを協力し合うことが大事なことである児などを協力し合うことが大事なことである児などを協力し合うことが大事なことである

と考えております。このため、男性、女性のと考えております。このため、男性、女性のと考えております。このため、男性、女性のと考えております。このため、男性、女性の
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区別なく、社会のあらゆる分野で対等なパー区別なく、社会のあらゆる分野で対等なパー区別なく、社会のあらゆる分野で対等なパー区別なく、社会のあらゆる分野で対等なパー

トナーとして参画できる社会の実現を目指し、トナーとして参画できる社会の実現を目指し、トナーとして参画できる社会の実現を目指し、トナーとして参画できる社会の実現を目指し、

「美唄市男女共同社会参画計画」の推進や啓「美唄市男女共同社会参画計画」の推進や啓「美唄市男女共同社会参画計画」の推進や啓「美唄市男女共同社会参画計画」の推進や啓

発活動のさまざまな取り組みをするほか、現発活動のさまざまな取り組みをするほか、現発活動のさまざまな取り組みをするほか、現発活動のさまざまな取り組みをするほか、現

在策定中の「次世代育成支援美唄市行動計在策定中の「次世代育成支援美唄市行動計在策定中の「次世代育成支援美唄市行動計在策定中の「次世代育成支援美唄市行動計

画」に基づき、子育て支援などの推進に努め画」に基づき、子育て支援などの推進に努め画」に基づき、子育て支援などの推進に努め画」に基づき、子育て支援などの推進に努め

てまいります。てまいります。てまいります。てまいります。

次に、美唄市農業の方向性についてであり次に、美唄市農業の方向性についてであり次に、美唄市農業の方向性についてであり次に、美唄市農業の方向性についてであり

ますが、農業・農村は限りある資源の「循ますが、農業・農村は限りある資源の「循ますが、農業・農村は限りある資源の「循ますが、農業・農村は限りある資源の「循

環」と環境との「共生」を実現する上で重要環」と環境との「共生」を実現する上で重要環」と環境との「共生」を実現する上で重要環」と環境との「共生」を実現する上で重要

な役割を果たすとともに、人の「いのち」をな役割を果たすとともに、人の「いのち」をな役割を果たすとともに、人の「いのち」をな役割を果たすとともに、人の「いのち」を

支える食料を供給するという大切な使命を担支える食料を供給するという大切な使命を担支える食料を供給するという大切な使命を担支える食料を供給するという大切な使命を担

っております。っております。っております。っております。

また、農業は、本市の基幹産業として重要また、農業は、本市の基幹産業として重要また、農業は、本市の基幹産業として重要また、農業は、本市の基幹産業として重要

な役割を担っているものと考えております。な役割を担っているものと考えております。な役割を担っているものと考えております。な役割を担っているものと考えております。

しかし、一方では、規模拡大や生産性の向上しかし、一方では、規模拡大や生産性の向上しかし、一方では、規模拡大や生産性の向上しかし、一方では、規模拡大や生産性の向上

が充実される中で、農村・農業を支える担いが充実される中で、農村・農業を支える担いが充実される中で、農村・農業を支える担いが充実される中で、農村・農業を支える担い

手の減少や高齢化の進行、さらには米をはじ手の減少や高齢化の進行、さらには米をはじ手の減少や高齢化の進行、さらには米をはじ手の減少や高齢化の進行、さらには米をはじ

めとする農産物価格の低迷など、さまざまなめとする農産物価格の低迷など、さまざまなめとする農産物価格の低迷など、さまざまなめとする農産物価格の低迷など、さまざまな

課題に直面している現状にあります。このよ課題に直面している現状にあります。このよ課題に直面している現状にあります。このよ課題に直面している現状にあります。このよ

うな中で持続的に発展する美唄農業・農村をうな中で持続的に発展する美唄農業・農村をうな中で持続的に発展する美唄農業・農村をうな中で持続的に発展する美唄農業・農村を

築いていくためには、何よりも消費者と生産築いていくためには、何よりも消費者と生産築いていくためには、何よりも消費者と生産築いていくためには、何よりも消費者と生産

者との信頼関係を基本とした「食」の構築や者との信頼関係を基本とした「食」の構築や者との信頼関係を基本とした「食」の構築や者との信頼関係を基本とした「食」の構築や

「環境」との調和を重視した農業・農村づく「環境」との調和を重視した農業・農村づく「環境」との調和を重視した農業・農村づく「環境」との調和を重視した農業・農村づく

りが重要であることから、この実現に向けてりが重要であることから、この実現に向けてりが重要であることから、この実現に向けてりが重要であることから、この実現に向けて

生産者、関係機関、団体が一体となった取り生産者、関係機関、団体が一体となった取り生産者、関係機関、団体が一体となった取り生産者、関係機関、団体が一体となった取り

組みを積極的に推進してまいりたいと考えて組みを積極的に推進してまいりたいと考えて組みを積極的に推進してまいりたいと考えて組みを積極的に推進してまいりたいと考えて

おります。おります。おります。おります。

次に、小規模農家の対策についてでありま次に、小規模農家の対策についてでありま次に、小規模農家の対策についてでありま次に、小規模農家の対策についてでありま

すが、小規模農家や兼業農家などは担い手たすが、小規模農家や兼業農家などは担い手たすが、小規模農家や兼業農家などは担い手たすが、小規模農家や兼業農家などは担い手た

る集落営農に参加することにより、経営安定る集落営農に参加することにより、経営安定る集落営農に参加することにより、経営安定る集落営農に参加することにより、経営安定

対策などのメリットを受ける道も開かれてお対策などのメリットを受ける道も開かれてお対策などのメリットを受ける道も開かれてお対策などのメリットを受ける道も開かれてお

ります。ります。ります。ります。

また、農地を担い手に貸して集約し、高付また、農地を担い手に貸して集約し、高付また、農地を担い手に貸して集約し、高付また、農地を担い手に貸して集約し、高付

加価値農業を行うなど、それぞれの実態に応加価値農業を行うなど、それぞれの実態に応加価値農業を行うなど、それぞれの実態に応加価値農業を行うなど、それぞれの実態に応

じた選択肢もあると考えております。じた選択肢もあると考えております。じた選択肢もあると考えております。じた選択肢もあると考えております。

また、一方では、農地や農業用水などの資また、一方では、農地や農業用水などの資また、一方では、農地や農業用水などの資また、一方では、農地や農業用水などの資

源の保全管理や地域資源を活用した地域経済源の保全管理や地域資源を活用した地域経済源の保全管理や地域資源を活用した地域経済源の保全管理や地域資源を活用した地域経済

の活性化など、農村振興を推進する上で重要の活性化など、農村振興を推進する上で重要の活性化など、農村振興を推進する上で重要の活性化など、農村振興を推進する上で重要

な地域社会の一員であると考えております。な地域社会の一員であると考えております。な地域社会の一員であると考えております。な地域社会の一員であると考えております。

こうした地域農業を支える農業者を一人でもこうした地域農業を支える農業者を一人でもこうした地域農業を支える農業者を一人でもこうした地域農業を支える農業者を一人でも

多く確保し、また育成していくために、関係多く確保し、また育成していくために、関係多く確保し、また育成していくために、関係多く確保し、また育成していくために、関係

機関、団体とともに説明会や懇談会などを通機関、団体とともに説明会や懇談会などを通機関、団体とともに説明会や懇談会などを通機関、団体とともに説明会や懇談会などを通

して啓発に努めてまいりたいと考えておりまして啓発に努めてまいりたいと考えておりまして啓発に努めてまいりたいと考えておりまして啓発に努めてまいりたいと考えておりま

す。す。す。す。

最後に、建設業などの新分野への進出につ最後に、建設業などの新分野への進出につ最後に、建設業などの新分野への進出につ最後に、建設業などの新分野への進出につ

いてでありますが、道が行ったソフトランデいてでありますが、道が行ったソフトランデいてでありますが、道が行ったソフトランデいてでありますが、道が行ったソフトランデ

ィングに関するアンケート調査結果を見ますィングに関するアンケート調査結果を見ますィングに関するアンケート調査結果を見ますィングに関するアンケート調査結果を見ます

と、ここ数年新分野進出や多角化に取り組んと、ここ数年新分野進出や多角化に取り組んと、ここ数年新分野進出や多角化に取り組んと、ここ数年新分野進出や多角化に取り組ん

でいる企業が増加し、新たに検討している企でいる企業が増加し、新たに検討している企でいる企業が増加し、新たに検討している企でいる企業が増加し、新たに検討している企

業も大幅に増加している結果が出ております。業も大幅に増加している結果が出ております。業も大幅に増加している結果が出ております。業も大幅に増加している結果が出ております。

本市におきましても農業分野だけでなく他の本市におきましても農業分野だけでなく他の本市におきましても農業分野だけでなく他の本市におきましても農業分野だけでなく他の

分野へ進出された企業もあり、今後ふえるこ分野へ進出された企業もあり、今後ふえるこ分野へ進出された企業もあり、今後ふえるこ分野へ進出された企業もあり、今後ふえるこ

とが予想されますので、関係団体からの意見とが予想されますので、関係団体からの意見とが予想されますので、関係団体からの意見とが予想されますので、関係団体からの意見

を聞きながら、建設業などのソフトランディを聞きながら、建設業などのソフトランディを聞きながら、建設業などのソフトランディを聞きながら、建設業などのソフトランディ

ング対策について情報提供などに努めてまいング対策について情報提供などに努めてまいング対策について情報提供などに努めてまいング対策について情報提供などに努めてまい

りたいと考えております。りたいと考えております。りたいと考えております。りたいと考えております。

●議長中西勇夫君 お諮りいたします。●議長中西勇夫君 お諮りいたします。●議長中西勇夫君 お諮りいたします。●議長中西勇夫君 お諮りいたします。

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いた本日の会議はこの程度にとどめ、延会いた本日の会議はこの程度にとどめ、延会いた本日の会議はこの程度にとどめ、延会いた

したいと思います。したいと思います。したいと思います。したいと思います。

これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。これにご異議ありませんか。

［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］［「異議なし」と呼ぶ者あり］

ご異議なしと認め、さよう決定いたします。ご異議なしと認め、さよう決定いたします。ご異議なしと認め、さよう決定いたします。ご異議なしと認め、さよう決定いたします。

本日はこれをもって延会いたします。本日はこれをもって延会いたします。本日はこれをもって延会いたします。本日はこれをもって延会いたします。

午後２時３３分 延会午後２時３３分 延会午後２時３３分 延会午後２時３３分 延会


